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編
者
前
書
き

　

昨
年
度
の
叢
書
で
は
、
大
江
春
塘
編
の
『
蘭
語
訳
撰
』
の
逆
引
き
版
を
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
形
で
の
医
家
史
料
館
叢
書
は
、
本
年
度
の
二
二
号

を
も
っ
て
終
刊
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
大
島
は
、
村
上
医
家
の
六
代
目
玄
秀
が
旧
蔵
し
て
い
た
、
中
津
入
部
以
前
の
奥
平
家
の
歴
史
を
描
い
た
「
奥
平
家
傳
記
」
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

ミ
ヒ
ェ
ル
は
、
大
江
医
家
の
元
祖
玄
仙
の
外
科
免
許
状
と
そ
の
背
景
を
追
究
し
ま
し
た
。

　

吉
田
は
、
奥
平
家
入
国
以
前
の
中
津
城
の
経
緯
が
読
み
取
れ
る
史
料
を
翻
刻
し
ま
し
た
。

　

山
下
は
、
村
上
医
家
九
代
目
田
長
の
姫
島
へ
の
旅
を
綴
っ
た
「
姫
嶌
記
行
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

中
村
は
、「
惣
町
大
帳
」
に
基
づ
い
て
播
磨
屋
徳
右
衛
門
の
種
痘
嘆
願
書
に
つ
い
て
注
目
し
ま
し
た
。

　

曽
我
は
、
中
津
藩
士
神
谷
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
に
つ
い
て
、
目
録
と
と
も
に
そ
の
概
要
を
示
し
ま
し
た
。

　

二
二
年
に
わ
た
っ
て
豊
富
な
資
料
を
調
査
す
る
中
で
、
中
津
市
が
有
す
る
潤
沢
な
資
源
や
奥
深
い
歴
史
に
触
れ
、
様
々
な
発
見
と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
中
津
市
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
凡
例
】

一
、
底
本
は
「
奥
平
家
傳
記
」、「
中
津
城
沿
革
志
」、「
姫
嶌
紀
行
」（
三
点
と
も
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
を
使
用
し
た
。

一
、
原
文
の
欠
字
・
改
行
・
平
出
・
削
除
線
そ
の
他
体
裁
は
総
じ
て
底
本
の
表
記
を
反
映
す
る
よ
う
に
記
し
た
。

一
、
引
用
文
の
場
合
、
改
行
は
／
で
、
改
頁
は
／
／
で
示
し
た
。

一
、
異
体
字
・
略
字
な
ど
は
通
用
す
る
字
句
に
改
め
た
。

一
、
割
注
は
隅
付
き
括
弧
で
、
見
せ
ケ
チ
や
削
除
線
は
二
重
線
で
、
修
正
前
の
文
字
が
判
読
で
き
な
い
ほ
ど
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
箇
所
は
■
、
虫
損
・
破
損

等
で
判
読
不
能
な
箇
所
は
□
ま
た
は
［　
　
　

］
に
て
示
し
た
。
ま
た
修
正
が
あ
る
場
合
は
丸
括
弧
で
補
足
し
た
。

一
、「
姫
嶌
紀
行
」
の
読
み
下
し
に
当
た
っ
て
は
、
原
文
の
修
正
跡
を
反
映
さ
せ
た
。
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は
じ
め
に

　

近
世
中
津
は
黒
田
孝
高
（
一
五
四
六
～
一
六
〇
四
）
の
入
部

（
一
五
八
七
）
を
嚆
矢
と
し
て
黒
田
氏
が
治
め
、
そ
の
後
細
川
氏
、
小

笠
原
氏
が
順
に
領
有
し
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
か
ら
版
籍
奉
還
が

行
わ
れ
た
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
ま
で
は
、
奥
平
氏
が
九
代
に
渡
り

支
配
し
た
。

　

中
津
藩
に
転
封
を
命
じ
ら
れ
た
奥
平
昌
成
（
一
六
九
四
～

一
七
四
六
）
は
、
そ
も
そ
も
下
野
国
宇
都
宮
藩
主
、
丹
後
国
宮
津
藩
主

を
歴
任
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
黒
屋
直
房
『
中
津
藩
史
』
は
奥
平

家
に
関
す
る
基
礎
研
究
で
あ
る
が
、
中
津
藩
主
の
座
に
就
く
以
前
の
奥

平
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
■1
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
中
津
藩
奥
平
家
の
基
礎
史
料
で
あ

る
村
上
医
家
六
代
玄
秀
（
一
七
四
五
～
一
八
一
八
）
が
所
蔵
し
た
「
奥

平
家
傳
記
」
の
翻
刻
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
歴
史
観
や
編
纂
方

針
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　
要
旨

　

一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
頃
に
編
纂
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る

中
津
藩
主
奥
平
家
の
家
譜
「
奥
平
家
傳
記
」
は
、
他
藩
の
家
譜
と
は
異

な
り
、
執
筆
者
が
属
す
る
藩
の
当
代
藩
主
を
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、

戦
国
時
代
に
ま
で
遡
り
、
徳
川
家
康
と
の
関
係
を
軸
に
、
主
に
奥
平
定

能
と
長
男
信
昌
の
二
人
の
事
蹟
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
奥
平
家
傳
記
」
の
執
筆
者
は
、
家
康
と
の
関
係
を
築
き
上
げ
信
頼

を
得
た
定
能
（
貞
能
）・
信
昌
父
子
を
、
近
世
中
津
奥
平
家
の
基
礎
を

築
い
た
特
筆
す
べ
き
人
物
と
し
て
眼
差
し
、
そ
の
事
蹟
を
描
い
た
。

　
「
奥
平
家
傳
記
」
で
は
史
実
が
曲
げ
ら
れ
、
奥
平
家
が
多
く
の
他
の

大
名
家
よ
り
早
く
か
ら
、
し
か
も
一
貫
し
て
家
康
に
付
き
従
っ
て
い
た

よ
う
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
書
が
奥
平
家
の
正
当
性
を
裏

付
け
、
盤
石
に
す
る
た
め
の
資
料
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド

　

村
上
玄
秀
、
村
上
玄
水
、
奥
平
家
、
奥
平
家
伝
記
、
作
手
亀
山
城
、

宇
都
宮
藩
、
中
津
藩
、
奥
平
定
能
、
奥
平
信
昌
、
徳
川
家
康
、
家
譜

大
島
明
秀

村
上
玄
秀
旧
蔵
「
奥
平
家
傳
記
」
に
つ
い
て
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一
、
書
誌
情
報

　

中
津
市
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
奥
平
家
傳
記
」
は
二
種
あ
り
、

一
つ
は
「
華
林
寓
居
藥
局
之
印
」
が
認
め
ら
れ
、
華
林
堂
す
な
わ
ち
村

上
玄
秀
の
旧
蔵
に
係
る
写
本
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
玄
秀
の
長
男
・
村
上
玄
水
（
一
七
八
一
～
一
八
四
三
）
が
転
写
し

た
本
で
あ
る
。
両
者
の
う
ち
、
本
稿
で
は
よ
り
古
い
時
期
に
成
立
し
た

図
一
　
村
上
玄
秀
旧
蔵
「
奥
平
家
傳
記
」
冒
頭
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）。

玄
秀
旧
蔵
本
を
対
象
と
す
る
。

　

玄
秀
旧
蔵
「
奥
平
家
傳
記
」
は
、
法
量
二
七
・
二
糎
×
一
九
・
五

糎
、
こ
よ
り
紐
に
よ
っ
て
四
つ
目
綴
じ
さ
れ
た
四
四
丁
の
写
本
で
、
外

題
は
無
く
、「
奥
平
家
傳
記
」
と
の
内
題
を
有
す
る
書
写
者
不
明
の
一

冊
で
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
は
、
中
津
藩
主
奥
平
家
の
同
地
入
封
以
前
の
歴
史
で
あ

る
。
村
上
天
皇
を
祖
先
と
す
る
記
述
に
始
ま
り
、
慶
長
一
九

（
一
六
一
四
）
年
、
宇
都
宮
藩
初
代
藩
主
・
奥
平
家
昌
（
一
五
七
七
～

一
六
一
四
）
が
急
死
し
て
長
男
忠
昌
（
一
六
〇
八
～
一
六
六
八
）
が
家

督
を
継
ぎ
、
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
に
下
総
古
河
へ
一
一
万
石
で
の

図
二
　
玄
秀
の
朱
印
「
華
林
寓
居
藥
局
之
印
」
の
拡
大
図
。
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転
封
を
言
い
渡
さ
れ
る
も
、
同
八
年
に
宇
都
宮
に
再
封
さ
れ
る
ま
で
を

描
出
す
る
。

　

当
該
「
奥
平
家
傳
記
」
は
、
玄
秀
が
没
す
る
一
八
一
八
年
以
前
に
成

立
し
、
同
人
に
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
一
方
、
成
立
に
係
る
年

紀
あ
る
い
は
著
者
や
底
本
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
成
立
年
次

が
不
明
で
あ
る
ほ
か
、
同
書
が
他
本
を
写
し
た
も
の
か
、
も
し
く
は
玄

秀
の
著
作
な
の
か
に
つ
い
て
も
判
然
と
し
な
い
。

　

こ
こ
で
玄
水
が
書
写
し
た
も
う
一
つ
の
「
奥
平
家
傳
記
」
と
比
較
し

て
み
る
と
、
玄
秀
旧
蔵
本
の
巻
末
に
記
さ
れ
る
奥
平
家
昌
の
元
服
か
ら

忠
昌
の
宇
都
宮
再
封
ま
で
の
件
が
抜
け
て
い
る
な
ど
、
所
々
記
述
の
異

同
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
玄
水
写
本
の
巻
末
に
は
奥
平
家
の
系
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
玄
秀
旧
蔵
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

玄
水
写
本
の
表
紙
に
は
「
文
政
十
二
年
己

丑
［
＝
一
八
二
九
］
五
月
得
黒

屋
兵
太
夫
君
之
蔵
書
写
此
書
」
と
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
ど
う
や
ら
玄
水

は
父
玄
秀
が
所
蔵
し
た
一
本
を
底
本
な
い
し
は
校
合
本
と
し
て
用
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

藩
の
御
用
人
で
あ
っ
た
黒
屋
兵
太
夫
■２
が
「
奥
平
家
傳
記
」
を
所
有

し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
本
は
玄
秀
旧
蔵
本
と
は
至
る
所
で
記
述

の
異
同
が
あ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、「
奥
平

家
傳
記
」
の
原
本
は
玄
秀
が
著
し
た
も
の
で
は
な
く
、
藩
に
係
る
別
の

人
物
が
編
ん
だ
も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

図
三
　
村
上
玄
水
写
「
奥
平
家
傳
記
」
の
表
紙
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）。

図
四
　
玄
水
写
「
奥
平
家
傳
記
」
巻
末
に
見
ら
れ
る
奥
平
家
系
図
。
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二
、
家
譜
編
纂
と
「
奥
平
家
傳
記
」

　

一
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
各
藩
で
家
譜
編
纂
の
動
き
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
九
州
内
で
例
を
挙
げ
る
と
、
寛
文
一
一
（
一
六
七
一
）

に
福
岡
藩
儒
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
～
一
七
一
四
）
は
家
史
編
纂
事
業

の
命
を
受
け
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
「
黒
田
家
譜
」・「
黒
田
続

家
譜
」
を
完
成
、
上
呈
し
た
。「
黒
田
家
譜
」
は
家
祖
黒
田
孝
高
お
よ

び
福
岡
藩
初
代
藩
主
黒
田
長
政
（
一
五
六
八
～
一
六
二
三
）
の
事
蹟

を
、「
黒
田
続
家
譜
」
で
は
二
代
藩
主
黒
田
忠
之
（
一
六
〇
二
～

一
六
五
四
）
の
事
蹟
を
中
心
に
編
ん
で
い
る
■３
。

　

同
時
期
の
熊
本
藩
で
も
家
譜
編
纂
の
動
向
が
認
め
ら
れ
る
。
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
『
本
朝
俗
説
弁
』（
一
七
〇
六
）
を
執
筆
し
た
考
証
学
者
で
あ
っ

た
肥
後
熊
本
藩
士
井
沢
長
秀
（
一
六
六
八
～
一
七
三
〇
）
は
、
細
川
忠

興
（
一
五
六
三
～
一
六
四
六
）
以
降
を
中
心
と
す
る
同
家
の
事
蹟
を

「
御
家
伝
」（
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
前
半
頃
成
と
推
測
）
と
い
う

標
題
の
下
に
ま
と
め
て
い
る
■4
。

　

編
纂
目
的
は
、
い
ず
れ
も
当
代
藩
主
の
数
々
の
事
蹟
を
ま
と
め
る
こ

と
で
、
幕
府
な
ど
に
対
し
て
藩
主
家
の
存
在
の
正
当
性
を
揺
る
ぎ
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
村
上
玄
秀
が
所

蔵
し
た
「
奥
平
家
傳
記
」
を
見
て
み
よ
う
。

　

前
述
の
通
り
、
奥
平
家
の
中
津
入
封
以
降
を
記
述
対
象
と
は
し
て
お

ら
ず
、
基
本
的
に
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
～
一
六
一
六
）
と
の
関
係
を

軸
に
、
奥
三
河
の
作
手
亀
山
城
を
本
拠
と
し
た
奥
平
定
能
（
貞
能
、

九
八
郎
、
美
作
守
、
一
五
三
七
～
一
五
九
九
）
と
そ
の
嫡
子
信
昌

（
一
五
五
五
～
一
六
一
五
）
の
事
蹟
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
冒
頭
に
は
、
定
能
に
至
る
ま
で
の
奥
平
家
の
略
系
譜
が
記
さ

れ
、
つ
い
で
定
能
が
家
康
に
付
き
従
っ
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
実
は
定
能
が
一
時
今
川
氏
に
就
い
て
い
た
史
実
に
は
刮
目
す
べ

き
で
あ
る
。
今
川
義
元
（
一
五
一
九
～
一
五
六
〇
）
の
死
後
、
今
川
氏

と
松
平
氏
（
徳
川
家
康
）
の
抗
争
が
激
化
し
、
そ
こ
で
永
禄
七

（
一
五
六
四
）
年
二
月
、
定
能
は
今
川
氏
か
ら
離
反
し
、
家
康
に
属
す

こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
た
り
は
「
奥
平
家
傳

記
」
に
は
記
載
が
な
く
、
定
能
は
当
初
か
ら
家
康
に
従
っ
て
い
た
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
家
康
に
属
し
た
定
能
は
、
家
康
の
遠
江
侵
攻
に
従
い
、
ま

た
、
姉
川
の
戦
い
（
元
亀
元
［
一
五
七
〇
］
年
六
月
二
八
日
）
に
も
参

戦
し
た
。「
奥
平
家
傳
記
」
に
も
、
そ
の
あ
た
り
の
活
躍
が
描
か
れ
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
間
も
定
能
は
家
康
の
家
臣
で
あ
り
続
け
た
わ
け
で
は

な
い
。
史
実
で
は
翌
元
亀
二
年
の
三
月
頃
、
定
能
は
遠
江
を
め
ぐ
っ
て

家
康
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
武
田
氏
に
従
属
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
家
康
は
、
武
田
氏
を
牽
制
す
る
た
め
に
、
奥
三
河
の
有
力
武
士
団
で

あ
っ
た
定
能
の
味
方
へ
の
引
き
入
れ
を
企
て
、
長
女
亀
姫
と
定
能
の
長

男
貞
昌
（
の
ち
信
昌
）
と
の
婚
約
な
ど
を
条
件
と
し
て
提
示
し
た
結

果
、
元
亀
四
年
六
月
二
二
日
に
定
能
は
再
び
徳
川
家
康
の
家
臣
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
「
奥
平
家
傳
記
」
に
は
、
今
川
氏
に
従
属

し
て
い
た
件
と
同
様
に
、
武
田
氏
に
属
し
て
い
た
件
は
認
め
ら
れ
ず
、
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定
能
は
一
貫
し
て
家
康
に
付
き
従
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
し
て
本
書
の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
五

月
の
「
長
篠
の
戦
い
」
で
あ
り
、
定
能
と
信
昌
が
窮
地
に
陥
っ
て
い
た

長
篠
城
の
救
援
に
貢
献
し
た
件
が
、
戦
前
か
ら
延
々
と
描
か
れ
て
い

る
。
信
昌
の
働
き
は
家
康
の
称
賛
を
受
け
、
濃
州
加
納
十
万
石
を
賜
っ

た
。
そ
の
他
、
嫡
子
家
昌
も
野
州
宇
都
宮
十
万
石
に
入
部
す
る
な
ど
、

息
子
た
ち
が
賜
っ
た
恩
賞
も
略
述
さ
れ
る
。

　

最
後
は
、
家
昌
の
急
死
や
長
男
忠
昌
の
家
督
相
続
、
元
和
五

（
一
六
一
九
）
年
の
下
総
古
河
一
一
万
石
へ
の
転
封
、
同
八
年
の
宇
都

宮
へ
の
再
封
が
簡
潔
に
記
さ
れ
、
長
篠
城
の
籠
城
者
リ
ス
ト
で
締
め
括

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
奥
平
家
傳
記
」
は
中
津
藩
主
と
し
て
の
奥
平
家
の

歴
代
の
事
蹟
を
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
奥
平
家
と
徳
川
家
と
の
関
係

の
古
さ
と
深
さ
を
説
く
た
め
に
、
主
に
定
能
と
信
昌
に
焦
点
を
当
て
て

そ
の
事
蹟
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
お
わ
り
に

　

以
上
、「
奥
平
家
傳
記
」
は
他
藩
の
家
譜
と
は
異
な
り
、
執
筆
者
が

属
す
る
藩
の
当
代
藩
主
を
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
戦
国
時
代
に
ま
で

遡
り
、
徳
川
家
康
と
の
関
係
を
軸
に
、
主
に
奥
平
定
能
と
長
男
信
昌
の

二
人
の
事
蹟
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

奥
平
家
の
存
在
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
勘
所
が
何
よ
り
徳
川
家
康
と

の
関
係
の
歴
史
に
あ
る
と
見
た
「
奥
平
家
傳
記
」
の
執
筆
者
は
、
家
康

と
の
関
係
を
築
き
上
げ
、
信
頼
を
得
た
定
能
・
信
昌
父
子
を
、
近
世
中

津
奥
平
家
の
基
礎
を
築
い
た
特
筆
す
べ
き
人
物
と
し
て
眼
差
し
た
。
そ

し
て
史
実
を
曲
げ
て
、
奥
平
家
が
多
く
の
他
の
大
名
家
よ
り
早
く
か

ら
、
し
か
も
一
貫
し
て
家
康
に
付
き
従
っ
て
い
た
よ
う
に
描
出
し
た
。

　

そ
れ
は
、「
奥
平
家
傳
記
」
が
奥
平
家
の
正
当
性
を
裏
付
け
、
盤
石

に
す
る
た
め
の
資
料
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

【
史
料
】「
奥
平
家
傳
記
」

【
原
文
】

［
表
紙
］

［
見
返
し
］

［
一
丁
表
］

　
　

奥
平
家
傳
記

　

先
祖
ハ
村
上
天
皇
ノ
皇
子
具
平
親
王
ノ
苗
裔

　

赤
松
則
景
二
男
氏
行
兒
玉
ノ
家
ヲ
継
代
々
上
州

　

奥
平
ノ
郷
ヲ
領
ス
故
ニ
奥
平
ヲ
氏
ト
ス
數
代
ヲ
經
テ
庄
ノ
左

　

衛
門
尉
【
後
号
定
政
ト
】
新
田
氏
族
没
落
ノ
後
定
政
子
奥
平

　

九
八
郎
定
家
上
州
ヲ
出
テ
三
州
ニ
至
ル
定
家
ノ
嫡
子

　

八
郎
左
衛
門
尉
貞
俊
二
男
八
郎
次
郎
貞
直
共
ニ
上
州
ヲ

　

出
三
州
作
手
ニ
至
テ
居
住
ス
作
手
ノ
處
士
山
﨑
三
郎
左
衛

　

門
縁
者
タ
ル
故
也
後
山
﨑
氏
代
佐
々
家
臣
ト
成
作

　

手
ノ
郷
人
處
士
等
モ
又
咸
八
郎
左
衛
門
家
人
ト
成
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［
一
丁
裏
］

　

是
ヨ
リ
代
々
作
手
主
タ
リ
貞
俊
嫡
子
監
物
貞
久
家
督

　

継
二
男
和
田
出
雲
貞
盛
幷
佐
𦚰
ノ
主
生
田
主
計
等

　

貞
久
ノ
家
人
ト
成
是
ヨ
リ
同
國

　

徳
川
家
ニ
好
ミ
ヲ
通
ス
貞
久
嫡
子
監
物
貞
昌
二
男
石
橋

　

弾
正
三
男
夏
山
但
馬
四
男
萩
ノ
主
馬
五
男
田
城
兵
庫

　

六
男
名
倉
加
賀
七
男
助
次
郎
皆
貞
昌
ノ
家
臣
ト
成

　

其
比

　

徳
川
家
ト
共
ニ
今
川
五
郎
氏
親
ノ
旗
下
タ
リ
貞
昌
嫡
子

　

監
物
貞
勝
【
後
号
道
文
】
二
男
日
近
久
兵
衛
三
男
取
川

　

次
郎
左
衛
門
也
貞
勝
家
督
ヲ
継
嫡
子
九
八
郎

［
二
丁
表
］

　

定
能
【
後
号
美
作
守
定
ヲ
改
テ
貞
能
ト
称
ス
】
二
男
源
五
左
衛
門

　

二［
マ
マ
］男
久
菴
四
男

　

求
馬
助
五
男
藤
兵
衛
皆

家
康
公
ニ
属
ス
委
細
系
譜
ニ
有
之
故
畧
之

　

享
禄
三
年　

家
康
公
三
州
宇
利
城
主
熊
谷

　

備
中
守
を
御
攻
被
成
候
時
松
平
内
膳
正
信
定
同
右

　

京
亮
親
盛
大
手
よ
り
攻
寄
ら
れ
候
之
處
熊
谷
城
門

　

を
開
キ
突
テ
出
両
勢
敗
北
右
京
亮
討
に
付

家
康
公
急
に
攻
落
す
へ
き
旨
御
下
知
被
成
候
奥
平

　

監
物
貞
勝
搦
手
よ
り
攻
よ
せ
城
戸
を
押
破
り

　

一
番
に
乗
入
候
故
惣
軍
一
同
に
攻
入
早
速
落

［
二
丁
裏
］

　

城
い
た
し
備
中
守
落
行
申
候

　

永
禄
二
年
今
川
義
元
尾
州
大
高
の
城
を
攻
取

　

鵜
殿
長
助
を
入
置
候
處
に
織
田
信
長
よ
り
押
ヘ

　

と
し
て
丸
根
村
に
取
出
を
築
其
外
所
々
に
要

　

害
を
か
ま
へ
相
守
候
故
味
方
通
路
不
自
由
に
て

　

大
高
の
城
兵
粮
乏
し
く
難
儀
ニ
及
候
由
注
進

　

ニ
付
同
年
三
月

権
現
様
御
出
陣
城
中
へ
兵
粮
を
入
候
御
下
知
之
處
に

　

尾
州
衆
備
を
出
し
足
を
防
申
候
奥
平
貞
勝
人
数

　

を
以
相
戦
自
ラ
敵
に
当
リ
追
崩
申
候
此
間
に

［
三
丁
表
］

　

城
へ
兵
粮
御
入
被
遊
候
依
之
義
元
よ
り
貞
勝
方
へ

　

感
状
被
遣
候

　

永
禄
三
年
五
月
今
川
義
元
駿
河
遠
江
三
河
の

　

人
数
を
相
催
し
二
万
余
兵
を
率
し
て
尾
州
表
へ

　

発
向
同
十
七
日
池
鯉
鮒
に
着
陣
翌
十
八
日

権
現
様
御
人
数
を
以
丸
根
村
棒
山
の
城
を
攻
た
も
ふ

　

城
主
佐
久
間
大
学
粉
骨
を
尽
し
防
戦
ス
奥
平

　

美
作
守
貞
能

権
現
様
御
一
手
に
属
シ
勇
を
励
ミ
即
時
に
城
を
攻
落

　

し
申
候
此
時
貞
能
七
人
の
一
族
五
人
の
家
老
共

［
三
丁
裏
］

権
現
様
の
御
前
え
被　

召
出
田
原
矢
根
五
十
本
つ
ゝ
拝

　

領
仕
候
同
十
九
日
義
元
討
死
に
付
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権
現
様
岡
崎
え
御
帰
城
美
作
守
ハ
作
手
へ
罷
帰
候

　

永
禄
四
年

家
康
公
信
長
公
御
和
睦
被
成
堅
被　

仰
合
候

　

今
川
氏
真
義
元
の
家
督
に
候
得
共
不
行
儀
ニ
付

　

三
遠
の
諸
士
大
半

家
康
公
に
志
を
通
シ
申
候
永
禄
四
年
よ
り
同
九
年
ニ

　

至
り
三
州
悉

家
康
公
御
手
に
入
同
十
年
よ
り
遠
州
へ
御
働
被

［
四
丁
表
］

　

遊
候

　

永
禄
十
一
年
冬
武
田
信
玄
駿
州
に
出
張
甥
の

　

今
川
氏
真
を
追
落
シ
今
川
家
の
旧
臣
諸
士
多
信

　

玄
に
属
ス
氏
真
遠
州
に
退
散
老
臣
朝
比
奈
備
中

　

守
泰
能
か
掛
川
の
城
に
入
是
よ
り
先
氏
真
の
妄
臣

　

奸
臣
等

家
康
公
の
御
事
を
悪
さ
ま
に
申
な
す
に
依
て

　

氏
真
と
つ
ゐ
に
義
絶
に
及
給
ふ
信
玄
出
張
の
時

　

大
炊
川
を
限
り
遠
州
ハ

家
康
公
治
め
給
ふ
へ
き
よ
し
信
玄
と
被
仰
合
ニ
付

［
四
丁
裏
］

　

同
十
二
年
掛
川
の
城
に
押
寄
度
々
攻
戦
有
之

　

然
處
に
信
玄
の
士
大
将
秋
山
伯
耆
信
州
伊
奈

　

よ
り
遠
州
に
相
働
見
付
に
陣
城
を
構
へ
國
士

　

の
人
質
を
取
る

家
康
公
の
跡
を
取
切
掛
川
の
御
陣
を
窺
ふ
奥
平

　

美
作
守
貞
能
是
を
聞
菅
沼
伊
豆
同
新
九
郎

　

田
嶺
新
三
郎
等
を
相
語
ひ
二
千
余
の
人
数
を
以

　

見
付
に
至
り
秋
山
と
度
々
攻
合
候
得
共
味
方
小

　

勢
故
見
合
せ
戦
陣
仕
候
此
段

家
康
公
え
註
進
申
上
掛
川
表
ハ
押
へ
遣
被　

仰
付

［
五
丁
表
］

　

見
付
の
秋
山
を
御
攻
可
被
成
候
此
方
よ
り
も
指
挟
ミ

　

追
掛
可
申
旨
申
上
候
處
に
貞
能
早
々
出
陣
働
の

　

段
御
大
悦
被
成
候
秋
山
追
討
の
儀
是
又
尤
に
思

　

召
候
御
一
左
右
次
第
貞
能
三
方
衆
被
申
合

　

見
付
え
押
詰
可
被
申
候
此
方
よ
り
一
左
右
無
之

　

内
必
せ
り
合
延
引
可
仕
候
旨
御
返
事
被　

仰
付

　

候
其
後
秋
山
方
え

家
康
公
よ
り
山
岡
半
左
衛
門
植
村
与
三
郎
御
使
ニ
被

　

遣
大
井
川
を
限
り
東
ハ
信
玄
西
ハ
家
康
治
へ

　

き
旨
兼
而
信
玄
と
申
合
候
得
共
其
方
出
張
の

［
五
丁
裏
］

　

上
ハ
当
國
相
渡
シ
信
玄
を
う
し
ろ
楯
に
頼
ミ
家
康
ハ

　

尾
州
を
切
取
可
申
旨
酒
井
左
衛
門
尉
を
遣
候
間
對

　

談
の
上
信
玄
へ
能
様
に
被
成
頼
入
候
由
被　

仰
遣

　

故
秋
山
伯
耆
則
原
川
え
罷
出
左
衛
門
尉
對
面
の
処

　

榊
原
小
平
太
本
多
平
八
郎
等
出
合
信
玄
よ
り

家
康
公
え
の
返
状
を
見
せ
手
詰
に
い
た
し
伯
耆
を
原
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川
よ
り
す
く
に
駿
州
信
玄
の
陣
に
送
遣
シ
則
見

　

付
の
美
作
守
方
え
被　

仰
越
秋
山
か
見
付
の
人
数

　

を
開
か
せ
秋
山
か
取
置
候
人
質
共
請
取
指
上
申
候

　

同
五
月
奥
平
美
作
守
貞
能
掛
川
に
来
り
両
将

［
六
丁
表
］

　

和
談
の
義
を
申
に
付

家
康
公
御
意
に
ハ
今
川
家
に
對
し
少
も
疎
意
な
し

　

と
い
へ
と
も
氏
真
佞
奸
の
人
を
用
旧
好
の
士
を
捨

　

剰
家
康
に
對
し
度
々
兵
を
向
ら
れ
止
事

　

な
く
不
和
に
及
縦
此
後
和
義
を
調
へ
我
兵
を

　

引
退
と
い
ふ
と
も
信
玄
か
た
め
に
遠
州
を
と
ら
れ
給
ふ

　

へ
き
事
不
可
疑
有
と
の
仰
也
依
之
美
作
守

　

淺
原
主
殿
久
野
三
郎
左
衛
門
に
談
シ
淺
原
ヲ
使
と
し

　

て
氏
真
の
勇
士
小
倉
内
蔵
助
方
へ
申
遣
ス
趣
は

　

当
城
を
開
き
遠
州
を
家
康
へ
被
遣
候
ハ
ヽ
北
條

［
六
丁
裏
］

　

氏
康
と
被　

仰
合
駿
府
に
在
陣
の
信
玄
を
前

　

後
よ
り
攻
寄
押
拂
氏
真
駿
河
へ
御
帰
参
の
様
に

　

相
談
可
仕
之
旨
委
細
に
申
遣
故
其
儀
相
調
城
を

　

明
渡
シ
氏
真
ハ
相
州
小
田
原
え
舟
に
て
退
去
故
遠

　

州
不
残

権
現
様
御
手
に
入
申
候
是
よ
り
奥
平
一
族
弥
御

　

旗
下
に
成
此
度
の
御
忠
節
不
斜
思
召
以
来
御

　

疎
意
被
遊
間
敷
之
旨
被　

仰
合
候
由

　

元
亀
元
年
庚
午
二
月
信
長
公
よ
り
使
者
を
以

家
康
公
え
加
勢
を
乞
給
ふ
是
ハ
江
州
浅
井
備
前
守
長
政

［
七
丁
表
］

　

御
退
治
可
被
成
と
の
義
也

権
現
様
御
返
事
に
ハ
隣
國
の
交
り
無
故
し
て
攻
戦

　

の
義
國
主
の
非
本
意
殊
に
浅
井
義
御
縁
者
た
る

　

上
ハ
御
恩
慮
可
有
の
由
被　

仰
遣
候
處
信
長
公

　

よ
り
又
使
者
到
来
浅
井
我
妹
聟
に
候
得
共
時
節

　

を
窺
ひ
足
を
可
取
義
心

［
必
カ
］然
に
候
依
之
諸
方
の

　

働
難
成
由
也
又

権
現
様
被　

仰
候
ハ
然
ラ
ハ
越
前
の
朝
倉
義
景
を
御

　

攻
尤
の
由
被　

仰
遣
候
に
付
信
長
公
仰
に
ハ
疑
敷

　

浅
井
を
後
に
置
越
前
発
向
の
儀
難
心
得
の

［
七
丁
裏
］

　

由
重
而
申
来
る
故
三
度
目
に
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
を

　

被
遣
越
前
御
発
向
に
付
浅
井
色
を
立
候
ハ
ヽ
我
等

　

に
御
任
せ
早
々
御
引
取
可
被
成
候
由
委
細
被

　

仰
遣
候
故
同
年
四
月
越
前
敦
賀
迠
御
働
金
ヶ
﨑

　

え
押
寄
遠
巻
に
被
成
候
此
時
浅
井
長
政
被
致
叛

　

心
跡
を
取
切
被
申
候
故
信
長
公
早
々
御
帰
陣

　

に
付

家
康
公
と
木
下
秀
吉
跡
に
残
惣
人
数
御
引
取
被
成
候

　

其
後
浅
井
え
右
の
意
趣
被　

仰
遣
同
年
六
月
九
日

　

信
長
公
三
万
五
千
余
人
江
州
御
発
向
被
成
候
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［
八
丁
表
］

権
現
様
も
五
千
余
の
人
数
に
て
御
加
勢
被
遊
候
六
月
廿
八
日

　

軍
評
定
の
節
浅
井
に
て
も
朝
倉
に
て
も
一
方
請
取

　

可
申
由
被　

仰
候
に
付
朝
倉
勢
ハ

権
現
様
御
請
取
被
成
候
其
上
合
戦
勝
利
の
義
御

　

談
合
に
付

家
康
公
仰
に
ハ
剛
敵
に
可
勝
事
二
ノ
手
の
働
肝
要
の
由

　

被
仰
候
処
に
池
田
勝
三
郎
信
輝
申
候
ハ
我
等
御

　

先
手
仕
候
二
ノ
手
へ
ハ
渡
シ
申
間
鋪
候
間
御
氣
遣
被
成

　

間
敷
由
に
て
備
定
相
究
り
一
番
坂
井
右
近
池
田

　

勝
三
郎
其
よ
り
十
三
段
御
備
に
て
同
廿
九
日

［
八
丁
裏
］

　

の
朝
合
戦
初
り
申
候
処
に
浅
井
三
千
ノ
人
数
に
て

　

信
長
公
先
手
衆
を
切
崩
し
追
立
申
候

権
現
様
御
先
手
一
番
小
笠
原
与
八
郎
長
忠
二
番
酒
井

　

左
衛
門
尉
忠
次
奥
平
美
作
守
貞
能
三
番
御
旗
本

　

組
四
番
稲
葉
伊
予
守
如
此
御
備
定
被
遊
朝
倉
か

　

二
万
の
人
数
に
御
向
ひ
被
成
候
与
八
郎
姉
川
を
越
朝

　

倉
か
右
の
先
手
を
押
崩
し
渡
辺
金
大
夫
林
平
六

　

等
無
比
類
働
仕
候
左
衛
門
尉
与
八
郎
に
相
續
キ
押
懸
候

　

奥
平
美
作
守
ハ
手
勢
八
百
余
人
に
て
朝
倉
か
中
備
へ

　

切
懸
相
戦
ひ
首
数
九
十
一
討
取
此
間
に
御
旗
本

［
九
丁
表
］

　

の
面
々
五
十
騎
三
十
騎
ツ
ヽ
朝
倉
か
右
の
方
え
思
ひ

　

〳
〵
切
懸
り
候
故
悉
敗
軍
仕
候
斯
時
美
作
守

　

我
人
数
を
早
々
押
ま
と
め
浅
井
か
跡
を
心
懸
横
合

　

に
可
懸
と
左
衛
門
尉
え
使
を
立
候
内
に
伊
与
守
手
よ
り

　

横
合
に
浅
井
に
切
懸
り
申
候
信
長
公
此
様
子
御

　

覧
被
成
自
身
御
下
知
を
以
惣
人
数
大
返
に
て

　

浅
井
も
大
に
敗
軍
仕
候

　

天
正
元
年
の
春
武
田
信
玄
上
洛
の
志
有
遠
州

　

三
州
濃
州
の
間
に
発
向
し
同
四
月
病
氣
に
依
て

　

軍
勢
を
引
入
四
月
十
二
日
死
去
の
よ
し
後
聞
ゆ

［
九
丁
裏
］

　

る
な
り
於
諸
方
信
玄
死
去
或
ハ
重
病
其
沙
汰

　

在
之
實
義
未
知
同
七
月

権
現
様
試
に
三
州
長
篠
表
へ
御
働
被
遊
候
則
長
篠

　

城
御
取
詰
被
成
候
武
田
勝
頼
是
を
聞
後
詰
と
し
て

　

馬
場
美
濃
小
山
田
左
兵
衛
尉
土
屋
右
衛
門
尉
に
武
田

　

左
馬
助
を
大
将
分
に
し
て
八
千
余
人
二
ツ
山
黒
瀬

　

に
陣
取
仕
候
又
山
縣
三
郎
兵
衛
一
條
右
衛
門
太
夫
穴
山
玄
蕃

　

允
に
逍
遥
軒
を
大
将
分
と
し
て
五
千
余
人
遠

　

州
え
発
向
に
付
榊
原
小
平
太
本
多
平
八
郎
本
多
作
左
衛
門

　

彼
是
三
千
余
人
遠
州
の
内
森
と
申
所
に
て
合
戦
仕

［
一
〇
丁
表
］

　

御
味
方
勝
利
を
得
申
候
右
長
篠
表
へ
後
詰
の
武

　

田
勢
内
談
相
究

権
現
様
御
出
陣
に
お
ゐ
て
ハ
前
後
よ
り
た
て
は
さ
み
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可
奉
討
之
由
に
御
座
候
美
作
守
貞
能
家
来
夏
目

　

五
郎
左
衛
門
を
使
と
し
て
此
様
子

権
現
様
え
ひ
そ
か
に
註
進
申
上
候
随
分
隠
密
仕
候
へ
共

　

武
田
左
馬
助
不
審
を
た
て
美
作
守
を
呼
寄
候
に

　

付
家
来
上
下
十
人
計
召
連
早
速
黒
瀬
へ
参

候
処
城
取
道
樹
【
勝
頼
検
使
】
小
池
五
郎
左
衛
門
【
典
厩
家
老
】
出

向
ひ

　

作
州
ハ
家
康
え
内
通
の
よ
し
典
厩
慥
に
被　

聞

［
一
〇
丁
裏
］

　

召
候
而
呼
に
被
遣
候
竒
特
に
御
越
候
と
憎
躰
に
申
ス

　

美
作
守
申
候
ハ
ケ
様
の
時
節
ハ
色
々
風
説
有
之

　

物
に
候
う
つ
け
た
る
者
に
ハ
う
つ
け
を
い
か
せ
置
候
へ
と

　

致
挨
拶
世
間
雜
談
な
と
仕
平
生
の
氣
色
に
不
相

　

替
候
を
左
馬
助
も
障
子
越
に
致
見
聞
則
對
面
い
た

　

さ
れ
右
の
趣
被
申
出
虗
説
と
ハ
存
候
得
共
如
此
の
儀

　

捨
置
か
た
く
候
故
呼
寄
申
候
由
厳
密
の
躰
に
て
申
候

　

に
付
美
作
守
申
候
ハ
我
等
事
一
度
家
康
と
致
一
味

　

其
後
当
家
へ
参
候
に
付
定
而
三
河
の
者
共
憎
候
而
様
々

　

拵
候
叓
可
有
之
由
古
へ
よ
り
此
類
多
し
敵
の
謀
に

［
一
一
丁
表
］

　

陥
り
候
ハ
ぬ
や
う
に
尤
ニ
候
由
申
候
得
者
左
馬
助
も
被
致
和
潤

　

色
之
内
談
共
御
座
候
其
座
に
ハ
右
の
道
樹
五
郎
左

　

衛
門
罷
在
相
談
に
付
長
座
に
て
美
作
守
居
睡
り
仕
候

　

相
談
相
済
候
上
に
左
馬
助
と
碁
を
打
申
候
其
間
に

　

小
池
五
郎
左
衛
門
玄
関
に
立
出
美
作
守
逆
心
顕
レ
唯
今

　

討
レ
候
由
申
候
処
貞
能
家
来
奥
平
六
兵
衛
申
候
ハ
美
作

　

別
心
不
可
有
之
と
て
供
の
者
共
少
も
騒
不
申
候
故
何
も

　

弥
別
心
無
之
と
存
候
由
後
に
承
候
暇
乞
致
可
罷
立

　

と
申
候
得
者
左
馬
助
被
申
候
ハ
作
手
へ
程
も
遠
く
漸

　

時
分
も
能
候
何
に
て
も
可
進
候
由
申
候
に
付
美
作
申
候
ハ

［
一
一
丁
裏
］

　

日
も
晩
し
候
間
御
支
度
有
之
候
ハ
ヽ
給
可
申
と
申
候
へ
ハ

　

支
度
申
付
候
と
て
湯
漬
を
出
シ
候
故
緩
々
被
下
又

　

物
語
な
と
い
た
し
候
処
に
土
屋
右
衛
門
尉
参
何
と
哉
覧

　

す
ま
ぬ
顔
色
に
相
見
へ
候
処
左
馬
助
右
の
通
始
終

　

被
申
談
候
美
作
守
も
亦
長
物
語
な
と
い
た
し
罷
帰
候

　

此
節
作
手
本
丸
に
ハ
武
田
家
よ
り
甘
利
三
郎
四
郎

　

在
番
初
鹿
伝
右
衛
門
目
付
に
て
居
申
候
美
作
ハ
二
ノ
丸
に

　

罷
在
候
黒
瀬
よ
り
罷
帰
候
と
追
付
伝
右
衛
門
参
候
而
親
類

　

共
の
人
質
も
早
々
本
丸
へ
入
候
様
に
と
申
断
候
得
共
心

　

得
候
由
返
事
仕
長
持
道
具
な
と
ふ
ら
〳
〵
と
は
こ
ハ
せ

［
一
二
丁
表
］

　

申
候
今
晩
立
の
き
可
申
覚
悟
故
七
人
の
一
族
五
人
の
家

　

老
其
外
え
申
遣
る
ハ
典
厩
よ
り
申
渡
の
儀
有
之
候
間

　

も
よ
り
〳
〵
物
静
に
集
り
居
可
申
候
一
左
右
可
申
遣
の
由

　

ひ
そ
か
に
申
遣
シ
置
候
処
本
丸
よ
り
か
ハ
る
〳
〵
見
舞
の
様

　

に
二
ノ
丸
美
作
屋
敷
へ
士
共
参
候
風
呂
を
焼
は
れ
〳
〵

　

に
馳
走
申
付
候
処
に
土
屋
右
衛
門
尉
与
力
小
笠
原
新
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弥
草
間
備
前
美
作
所
迄
参
右
衛
門
口
上
に
ハ
先

　

程
の
儀
馬
場
美
濃
方
へ
委
細
可
申
遣
候
被
仰
含
候
様

　

に
と
の
義
に
付
美
作
申
候
ハ
さ
す
か
信
玄
の
御
取
立

　

程
御
座
候
若
キ
人
の
近
比
念
の
入
た
る
義
共
感
入
候
由

［
一
二
丁
裏
］

　

申
候
時
又
長
咄
い
た
し
か
け
幸
風
呂
申
付
候
間
被
入
候
様

　

に
と
申
候
へ
ハ
自
是
直
に
馬
場
方
へ
参
候
由
申
候
得
共

　

是
非
と
留
候
而
美
作
諸
共
に
風
呂
に
入
事
の
外
長

　

風
呂
仕
候
故
両
人
の
者
ハ
先
へ
あ
か
り
座
敷
へ
出
申
候
に

　

付
食
事
申
付
酒
な
と
出
し
色
々
馳
走
い
た
し
候
処
に

　

美
作
守
ハ
暇
乞
も
不
仕
九
八
郎
と
計
致
挨
拶
両
人

　

罷
帰
候
後
承
候
へ
ハ
右
衛
門
尉
申
付
候
ハ
作
州
様
子
い
か
に

　

し
て
も
申
弥
様
子
不
審
に
相
見
へ
候
ハ
ヽ
一
人
ハ
早
々
馬
場

　

方
へ
参
候
而
可
申
届
候
一
人
ハ
此
方
へ
馳
帰
る
へ
し
作
州
大

［
一
三
丁
表
］

　

形
今
夜
立
退
候
事
可
有
之
と
申
付
候
由
然
共
風
呂
抔

　

申
付
静
な
る
様
子
を
両
人
見
て
油
断
仕
す
く
に
右
衛
門

　

尉
陣
所
へ
両
人
共
に
罷
帰
る
由
ニ
候
既
に
日
暮
候
に
付
人

　

質
も
明
朝
の
義
に
仕
候
様
に
と
本
丸
よ
り
申
来
リ
客

　

も
大
形
立
申
候
貞
能
弟
共
両
人
ハ
風
呂
に
入
罷
在
候
に

　

付
父
道
文
致
同
道
今
夜
中
に
立
退
尤
ニ
候

家
康
公
よ
り
人
数
迎
に
参
候
筈
に
候
間
長
篠
の
方
へ

　

御
の
き
候
様
に
と
申
聞
風
呂
よ
り
あ
か
り
九
八
郎
と

　

相
談
仕
候
へ
と
申
付
候
其
内
一
門
と
も
集
り
候
由
内

　

證
申
来
候
に
付
貞
能
風
呂
を
出
直
に
立
の
き
申
候

［
一
三
丁
裏
］

　

弟
共
表
へ
出
九
八
郎
と
相
談
不
合
点
の
様
子
に
申
候
に

　

付
九
八
郎
申
候
ハ
兎
角
道
文
思
文
思
召
次
第
た
る
へ
く
候
間

　

御
相
談
候
而
早
々
御
左
右
有
之
様
に
と
申
候
而
両
人

　

罷
立
候
と
其
侭
九
八
郎
も
立
退
申
候
貞
能
十
町
計

　

参
暫
待
合
申
候
道
文
右
の
様
子
を
聞
事
の
外

　

立
腹
い
た
し
兼
而
内
談
も
無
之
不
届
之
由
申
呼
に

　

来
候
へ
共
最
早
下
々
迠
立
退
候
に
付
城
下
さ
ハ
き

　

立
申
候
則
道
文
方
よ
り
美
作
九
八
郎
立
の
き
申
候

　

追
か
け
可
申
候
間
御
人
数
被
遣
候
様
に
と
本
丸
へ

　

申
遣
候
追
来
候
九
八
郎
是
を
見
付
一
所
に
立
の
き

［
一
四
丁
表
］

　

候
か
と
少
待
合
候
処
に
武
田
衆
追
々
馳
加
り
討
手
の
様
子
に

　

相
見
へ
候
故
長
持
よ
り
鉄
炮
五
十
挺
取
出
繰
引
に
仕
候

　

其
間
に
約
束
の
火
を
立
申
候
兼
而
内
意
申
合
候
ニ
付

　

作
手
本
城
の
後
ロ
在
家
に
親
類
両
人
士
共
彼
是
上
下

　

百
余
人
罷
在
候
間
本
丸
の
方
へ
鉄
炮
放
懸
候
に
付
追
手

　

の
人
数
少
た
る
ミ
申
候
申
候
其
内
に
美
作
守
ニ
追
付
父
子

　

一
所
に
引
候
て
石
筒
金
坂
に
て
取
て
返
し
相
戦
追
手

　

少
々
討
捕
申
候
此
間
に
跡
に
残
居
候
者
共
百
人
計
山
傳
ひ

　

に
の
き
来
候
を
見
候
而
追
手
も
引
返
し
申
候
是
よ
り
一
所

　

引
取
申
候
今
晩
立
の
き
候
も
内
々

［
一
四
丁
裏
］
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権
現
様
へ
申
上
置
候
に
付
松
平
主
殿
助
本
多
豊
後
守
同
彦

　

次
郎
被
遣
候
得
共
路
次
難
所
に
て
翌
日
作
手
領
ま
て

　

参
候
故
間
に
合
不
申
候
平
岩
七
之
助
内
藤
金
一
郎

　

も
重
而
被
遣
候

　

武
田
家
へ
渡
し
申
候
人
質
九
八
郎
弟
仙
丸
十
四
歳

　

奥
平
久
兵
衛
娘
十
六
歳
萩
の
主
奥
平
周
防
か
子
虎

　

之
助
十
六
歳
生
害
に
逢
申
候
右
久
兵
衛
娘
を
九
八
郎

　

女
房
と
武
田
方
へ
申
な
し
候
由
後
承
候
仙
丸
に
附
置
候

　

黒
屋
甚
九
郎
と
申
者
は
無
子
細
事
に
候
間
立
の
き
美
作

　

方
へ
帰
り
候
へ
と
武
田
衆
申
候
処
幼
少
の
者
見
捨
難
遁
候

［
一
五
丁
表
］

　

と
て
自
殺
仕
候
其
外
ハ
大
形
参
候

　

同
年
九
月
八
日
長
篠
の
城
扱
に
成
城
番
は
室
賀

　

入
道
城
主
ハ
菅
沼
伊
豆
同
新
九
郎
城
を
あ
け
渡
し

　

鳳
来
寺
へ
立
の
き
申
候
則
長
篠
番
に
松
平
外
記
被

　

仰
付
候
是
よ
り
番
持

　

同
廿
一
日
武
田
勢
五
千
余
人
作
手
よ
り
滝
山
の
取
出
へ

　

攻
寄
奥
平
父
子
小
勢
を
以
数
度
相
戦
武
田
方
奥
平

　

助
次
郎
を
は
し
め
究
竟
の
者
数
輩
討
取
申
候
此
由

権
現
様
被　

聞
召
本
多
豊
後
同
彦
次
郎
為
加
勢
瀧

　

山
へ
被
遣
候
其
後
奥
平
父
子
本
多
父
子
申
合
作
手

［
一
五
丁
裏
］

　

領
へ
度
々
焼
働
仕
候

　

天
正
三
年
欧
乙
亥
二
月
廿
八
日
奥
平
九
八
郎
三
州
長
篠
城

　

主
被　

仰
付
相
守
候
去
々
年
よ
り
番
持
に
て
当

　

城
破
損
の
処
に
九
八
郎
普
請
等
仕
丈
夫
に
相
均
候
に
付

権
現
様
御
褒
美
被
遊
候

　

武
田
勝
頼
人
数
を
出
し
度
々
此
表
相
働
と
い
へ
共
毎
度

　

味
方
勝
利
に
よ
つ
て
勝
頼
憤
を
ふ
く
ミ
此
度
一
万
八
千
の

　

人
数
に
て
此
表
発
向
五
月
朔
日
よ
り
当
城
を
囲
ミ
竹

　

束
を
以
仕
寄
金
堀
を
入
所
々
に
遠
見
張
番
を
置
瀧
川
に

　

縄
網
を
張
毎
日
き
ひ
し
く
攻
寄
ル
同
十
一
日
渡
合
の
南

［
一
六
丁
表
］

　

門
へ
突
テ
出
敵
を
追
立
攻
道
具
を
取
竹
束
を
焼
拂
ヘ
ハ

　

翌
十
二
日
敵
又
竹
束
を
付
寄
る
十
三
日
夜
敵
緊
敷
攻

　

寄
瓢
丸
を
乗
と
ら
ん
と
す
味
方
堅
固
に
相
防
候
故
寄
手

　

手
負
死
人
数
を
し
ら
す
然
共
所
々
塀
ハ
引
お
と
さ
れ

　

通
路
見
へ
透
候
故
瓢
丸
の
人
数
を
夜
の
内
に
三
ノ
丸
へ
引

　

入
候
敵
此
攻
口
へ
の
籰
の
こ
と
く
に
拵
た
る
斗
と
云
も
の
を

　

持
来
そ
れ
に
竹
束
を
付
井
楼
を
上
へ
き
手
立
相
見
へ
候
ニ
付

　

鉄
炮
数
挺
を
揃
打
懸
本
丸
よ
り
異
風
筒
を
以
竹
束

　

を
打
破
り
敵
方
手
負
死
人
八
百
余
人
有
之
夜
明
方
ニ

　

引
取
申
候
敵
竹
束
を
近
ク
付
寄
れ
ハ
是
を
破
り
破

［
一
六
丁
裏
］

　

れ
ハ
又
付
寄
る
敵
塀
を
引
破
れ
ハ
味
方
畳
を
以
こ
れ
を

　

か
こ
ふ
敵
本
丸
の
西
よ
り
金
堀
を
入
毎
夜
岸
を
掘
崩
シ

　

土
石
を
谷
へ
落
す
音
冷
敷
故
若
掘
り
崩
サ
ハ
内
に
堀
切

　

を
以
可
防
と
計
け
る
ゆ
へ
今
泉
内
記
と
申
者
挟
間
よ
り
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の
そ
き
て
外
を
見
る
所
を
鉄
炮
に
て
討
レ
死
す
後
藤

　

助
左
衛
門
是
も
外
を
窺
ふ
と
て
鉄
炮
に
中
テ
倒
レ
伏
ス

　

薬
を
の
ま
せ
正
気
付
外
よ
り
掘
り
入
所
を
見
届
け
た
る
と
申

　

に
付
則
内
に
も
相
堀
ヲ
仕
候
同
十
四
日
敵
又
渡
合
の
門
際
へ

　

竹
束
を
付
緊
り
攻
寄
候
に
付
城
中
よ
り
突
テ
出
敵
を
追
拂

　

候
へ
共
此
時
味
方
手
負
死
人
多
兵
粮
乏
し
く
四
五
日
の

［
一
七
丁
表
］

　

貯
に
過
さ
る
に
依
て
奥
平
次
左
衛
門
水
練
達
者
ニ
付

権
現
様
え
使
者
に
可
遣
旨
九
八
郎
申
候
得
共
次
左
衛
門
申
候
ハ

　

我
出
城
の
跡
に
て
若
落
城
候
ハ
ヽ
末
代
ま
て
の
恥
辱
の

　

由
申
に
付
誰
あ
つ
て
可
出
気
色
も
無
之
候
諸
士
一
同
に

　

申
候
ハ
大
兵
の
囲
を
受
ケ
後
詰
延
引
に
お
ゐ
て
ハ
運
を

　

開
キ
難
し
城
門
を
開
キ
突
テ
出
快
討
死
可
仕
由
申
に
付

　

信
昌
申
候
ハ
我
等
一
人
切
腹
い
た
し
諸
卒
可
相
助
旨
申

　

候
処
に
鳥
居
強
右
衛
門
と
申
者
使
に
可
参
の
由
申　

候

　

に
付
則

家
康
公
え
遣
シ
候
処
に
十
四
日
の
夜
強
右
衛
門
城
際
の
瀧
川

［
一
七
丁
裏
］

　

を
思
ひ
越
十
五
日
の
未
明
に
長
篠
の
山
に
相
圖
の
火
を

　

あ
け
申
候
に
付
城
中
悦
申
候
そ
れ
よ
り
強
右
衛
門
急
キ

権
現
様
え
参
具
に
言
上
仕
候

権
現
様
の
仰
に
ハ
奥
平
美
作
守
石
川
伯
耆
守
使
と
し

　

て
信
長
公
へ
被
仰
遣
所
に
加
勢
可
有
之
と
て
去
ル
十
三
日

　

信
長
公
父
子
岐
阜
出
馬
長
篠
表
近
日
著
陣
た
る
へ

　

し
我
等
ハ
則
今
日
発
足
す
へ
し
海
も
供
仕
れ
と
の

　

御
意
也
強
右
衛
門
悦
畏
候
得
共
此
旨
早
速
立
帰
り
九
八
郎

　

に
し
ら
せ
申
度
と
て
十
五
日
夜
通
し
に
急
キ
馳
帰
強

　

右
衛
門
寄
手
仕
寄
の
者
に
紛
れ
竹
束
を
持
て
す
き
間

［
一
八
丁
表
］

　

を
見
て
城
中
に
か
け
入
ら
ん
と
心
懸
候
処
に
馬
塲
美
濃
乗

　

廻
り
下
知
す
る
と
て
強
右
衛
門
か
は
ゝ
き
の
ぬ
れ
候
を
見
と
か

　

め
捕
ら
へ
ら
れ
申
候
美
作
守
方
よ
り
九
八
郎
方
へ
の
返
書
奪

　

取
敵
方
よ
り
強
右
衛
門
に
申
き
か
せ
候
ハ
城
の
門
際
近
ク
参

　

信
長
家
康
後
詰
不
相
叶
候
由
申
候
へ
左
候
ハ
ヽ
命
を
助
一

　

廉
知
行
可
遣
の
旨
申
含
に
付
心
得
候
由
受
か
ひ
則
大
手

　

の
門
近
ク
参
誰
々
と
呼
出
シ

家
康
公
信
長
公
一
両
日
の
内
に
後
詰
被
成
候
間
丈
夫
に
城
を

　

持
候
へ
と
大
音
に
呼
ハ
り
申
候
敵
鑓
二
本
に
て
突
殺
シ

　

申
候
武
田
左
馬
助
謀
あ
る
者
に
て
美
作
守
書
状

［
一
八
丁
裏
］

　

の
手
跡
を
似
せ
信
長
方
の
御
手
つ
か
ひ
一
圓
不
被
得

　

御
障
候
ニ
付
其
表
な
と
へ
加
勢
の
沙
汰
中
々
不
思
召
寄
候

　

早
々
城
を
開
渡
し
候
へ
と
文
言
謀
判
に
て
使
の
者
ハ
唯

　

今
生
捕
成
敗
候
へ
と
も
作
州
返
事
ハ
武
士
道
互
の
義

　

に
候
條
遺
シ
候
由
矢
文
に
て
城
中
へ
射
入
申
候
同
十
八
日

権
現
様
并
信
康
公
長
篠
表
御
著
陣
高
山
と
申
所
に
御

　

陣
取
被
遊
候
同
日
の
晩
信
長
公
信
忠
公
御
著
陣

　

極
楽
寺
山
御
堂
山
に
御
陣
取
被
成
候
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同
十
九
日
夜
信
長
公
よ
り
被
遣
候
忍
者
廿
日
の
朝
罷
帰
武

　

田
方
小
屋
取
其
外
作
法
き
ひ
し
く
候
故
慥
に
見
聞
不

［
一
九
丁
表
］

　

罷
成
候
由
申
上
候
廿
日
の
昼
被
遣
候
物
見
の
人
々
も
罷
帰

　

敵
方
の
形
成
厳
重
の
由
言
上
に
付
上
方
衆
氣
色
不

　

冝
候
申
ノ
上
刻
諸
將
ヲ
信
長
公
御
本
陣
へ
召
集
ハ
れ
候

権
現
様
も
御
参
會
酒
井
左
衛
門
尉
御
供
に

　

敵
方
の
様
子
御
尋
被
成
候
左
衛
門
尉
申
上
候
ハ
昨
日
よ
り
忍

　

を
つ
か
ハ
し
け
る
も
物
見
を
以
敵
方
慥
に
見
切
申
候
存
の

　

外
武
田
方
小
勢
に
御
座
候
合
戦
御
勝
利
疑
有
ま
し
き

　

由
申
に
付
信
長
公
叓
の
外
御
機
嫌
能
臆
病
者
共
の

　

眼
に
ハ
鷺
を
も
旗
と
見
る
と
云
う
ハ
断
な
り
海
道
一
番
の

［
一
九
丁
裏
］

　

武
辺
者
の
左
衛
門
尉
敵
を
見
切
事
な
れ
ハ
明
日
大
利
を
得

　

て
付
入
に
甲
斐
信
濃
へ
乱
入
其
競
ニ
関
東
奥
州
迠
攻
于
何
も

　

国
主
大
名
に
な
す
へ
し
と
御
盃
を
左
衛
門
に
被
下
其
盃

　

を
城
之
助
え
と
御
指
圖
被
遊
則
差
上
候
処
に
内
々
御
聞

　

及
の
夷
舞
御
所
届
諸
人
箙
を
た
ゝ
き
は
や
し
申
候

　

其
上
明
る
御
合
戦
備
定
被
仰
渡
何
も
存
寄
可
申
上
の
旨

　

被
仰
候
得
共
誰
も
一
言
の
義
不
申
上
候
左
衛
門
申
候
は

　

此
御
合
戦
ハ
家
康
身
に
懸
り
た
る
儀
に
候
間
乍
恐
存
寄

　

申
上
候
今
夜
中
人
数
を
廻
し
勝
頼
本
陣
鳶
巣
の

　

後
よ
り
攻
上
り
火
の
手
を
上
可
申
候
其
合
圖
次
第
御
合
戦

［
二
〇
丁
表
］

　

御
は
し
め
被
遊
候
ハ
ヽ
御
勝
利
た
る
へ
き
旨
申
上
候
処
に
信
長

　

公
あ
ら
け
な
く
御
腹
立
被
遊
如
彼
虚
氣
を
家
康
家
老

　

に
い
た
さ
れ
候
と
散
々
悪
口
被
成
在
を
御
立
被
遊
候
故
諸

　

大
名
退
出
仕
候

権
現
様
も
御
帰
被
遊
候
処
に
左
衛
門
尉
御
呼
返
シ
御
用
の

　

儀
も
有
之
御
中
直
り
可
被
成
と
て
又
御
前
え
被
召
出

　

御
盃
手
つ
か
ら
熨
斗
鮑
を
被
下
候
故
御
側
へ
這
寄

　

候
処
に
先
程
の
申
分
尤
至
極
の
謀
な
り
大
事
の
儀
を

　

人
前
に
て
申
候
段
そ
忽
の
儀
な
り
是
よ
り
直
に
可

　

参
の
由
に
て
金
森
五
郎
八
青
木
新
七
郎
佐
藤
六
左
衛
門

［
二
〇
丁
裏
］

　

加
藤
市
左
衛
門
等
を
被
相
添
候

権
現
様
被　
　

聞
召
本
多
豊
後
守
康
重
松
平
左
近
真
乗

　

松
平
主
殿
助
伊
忠
奥
平
美
作
守
貞
能
を
被
遣
上
方
衆

　

共
に
八
千
余
人
夜
中
に
川
を
越
山
路
を
經
て
廿
一
日
の

　

暁
鳶
巣
の
麓
に
至
り
夜
の
明
ル
を
待
ツ

　

信
長
公
方
に
ハ
柵
を
詰
先
手
ハ
滝
川
左
近
將
監
一
益
丹

　

羽
五
郎
左
衛
門
長
秀
木
下
藤
吉
郎
秀
吉
等
鉄
炮
千

　

余
挺
一
の
柵
を
固
佐
々
内
蔵
助
成
政
前
田
又
左
衛
門
利
家

　

等
鉄
炮
千
余
挺
二
ノ
柵
を
固
福
田
平
左
衛
門
塙
九
郎
左
衛
門

　

野
々
村
三
十
郎
鉄
炮
千
余
挺
三
ノ
柵
を
固
此
外
前
備
後

［
二
一
丁
表
］

　

攻
詰
申
候
敵
五
度
ま
て
突
テ
出
手
強
ク
相
勤
申
候
奥
平

　

美
作
守
ハ
長
篠
城
内
無
心
許
存
押
へ
勢
へ
鉄
炮
を
打



− 15 −

　

か
け
相
働
候
得
共
真
田
源
五
郎
室
賀
入
道
能
塲
に
相
備

　

へ
美
作
守
手
勢
計
に
て
勝
利
得
か
た
く
候
故
こ
れ
を

　

捨
置
鳶
巣
山
の
後
よ
り
攻
め
上
り
陣
城
に
乗
入
火
の
手
を

　

上
申
候
故
武
田
兵
庫
助
三
枝
勘
解
由
左
衛
門
名
和
無
理
助

　

飯
尾
弥
四
右
衛
門
五
味
与
惣
兵
衛
を
初
と
し
て
二
十
余
人
討
死

　

仕
候
味
方
も
手
負
死
人
数
千
人
御
座
候

　

有
箕
原
勝
頼
先
手
山
縣
三
郎
兵
衛
昌
景
三
千
余
人

　

太
皷
を
打
て
寄
来
ル
大
久
保
七
郎
右
衛
門
同
次
右
衛
門

［
二
一
丁
裏
］

　

渡
部
半
藏
等
真
先
に
進
山
縣
か
備
に
突
か
ゝ
る
敵
兵

　

廣
瀬
郷
左
衛
門
三
科
傳
右
衛
門
小
菅
五
郎
兵
衛
等
刀
戦
し
て

　

勇
を
振
ひ
柵
の
中
へ
追
入
或
ハ
追
出
シ
せ
り
合
数
度
に
及
ふ

　

信
長
公
の
先
手
佐
久
間
右
衛
門
尉
信
盛
ハ
為
御
下
知
五
千

　

余
人
柵
よ
り
外
へ
相
備
ふ
武
田
方
馬
塲
美
濃
守
信
房

　

七
百
余
人
佐
久
間
と
戦
て
柵
の
中
に
追
入
爰
に
お
ゐ
て
鉄

　

炮
千
余
挺
一
同
に
放
つ
滝
川
左
近
三
千
余
人
馬
塲
か
備
に

　

向
ふ
内
藤
修
理
亮
一
千
余
人
横
合
に
懸
て
滝
川
を

　

切
崩
シ
柵
の
内
へ
追
入
於
此
鉄
炮
千
余
挺
を
放
つ
木
下

　

藤
吉
丹
羽
長
秀
三
千
余
人
内
藤
か
備
に
突
か
ゝ
る
山
縣

［
二
二
丁
表
］

　

備
遊
軍
堅
固
に
御
備
下
知
な
く
し
て
柵
よ
り
外
へ
一
人
も

　

不
可
出
の
旨
厳
密
に
被
仰
渡
候

権
現
様
の
御
方
に
ハ
石
川
伯
耆
守
康
昌
大
久
保
七
郎
右
衛
門

　

忠
世
同
次
右
衛
門
忠
佐
本
多
平
八
郎
忠
勝
鳥
居
彦
右
衛
門

　

元
忠
内
藤
三
左
衛
門
信
成
平
岩
七
之
助
親
吉
大
須
賀

　

五
郎
左
衛
門
康
政
等
相
談
申
け
る
ハ
信
長
公
ハ
援
兵
な
り

　

当
手
よ
り
合
戦
を
は
し
む
へ
き
と
相
定
け
る
勝
頼
廿
日
夜

　

軍
評
定
の
処
に
家
老
左
様
の
諫
言
い
た
し
候
得
と
も

　

不
用
之
鳶
巣
の
陣
城
に
武
田
兵
庫
を
守
將
と
し
て

　

二
千
余
人
残
置
長
篠
城
押
へ
に
ハ
真
田
源
五
郎
室
賀

［
二
二
丁
裏
］

　

入
道
二
千
余
人
を
指
置
一
万
五
千
余
人
を
十
三
段
に
備
へ
廿
一
日

　

の
未
明
よ
り
有
箕
原
に
押
出
ス

　

廿
一
日
卯
ノ
上
刻
搦
手
相
迫
る
人
数
一
番
松
平
主
殿
助
本

　

多
豊
後
守
松
平
左
近
金
森
五
郎
八
等
四
千
余
人
鳶

　

巣
の
山
え
攻
上
る
処
に
武
田
勢
突
テ
出
一
町
余
追
崩
し
引

　

取
候
処
を
左
衛
門
尉
付
入
に
城
戸
際
迠
押
詰
申
候
主
殿
助

　

豊
後
守
五
郎
八
取
て
返
し
柵
塀
を
押
破
り
既
に
乗

　

入
へ
き
所
に
武
田
勢
又
突
テ
出
一
町
余
追
立
ら
れ
候
此
時

　

主
殿
助
討
死
仕
候
左
衛
門
尉
下
知
と
し
て
荒
手
三
千
余

　

人
左
右
の
山
三
所
に
立
置
千
人
宛
入
替
〳
〵
す
き
間
も
な
く

［
二
三
丁
表
］

　

又
横
合
に
懸
て
丹
羽
木
下
を
切
崩
ス
於
此
鉄
炮
千
余
挺
幷

家
康
公
鉄
炮
三
百
余
挺
放
つ
山
縣
か
兵
大
半
死
ス
山
縣
猶

　

屈
せ
す
兵
を
調
へ

家
康
公
の
旗
本
を
心
懸
横
筋
違
に
か
ゝ
ら
ん
と
す
武
田
逍

　

遥
軒
等
是
に
續
ク
信
長
公
下
知
し
て
横
合
に
き
ひ
し
く

　

鉄
炮
を
打
し
む
山
縣
馬
上
に
鉄
炮
に
中
テ
倒
死
ス
逍
遥



− 16 −

　

軒
も
敗
北
ス
原
隼
人
佐
胤
長
小
幡
上
総
守
信
貞
入
替
テ

　

相
戦
石
川
伯
耆
守
大
久
保
七
郎
右
衛
門
同
次
右
衛
門
内
藤

　

三
左
衛
門
等
勇
を
振
て
是
を
破
る
武
田
左
馬
助
小
山
田

　

兵
衛
尉
等
太
皷
を
打
て
寄
来
る
木
下
佐
久
間
滝
川

［
二
三
丁
裏
］

　

兵
を
合
テ
相
戦
ひ
鉄
炮
数
千
挺
を
放
て
是
を
破
る
馬
塲

　

備
を
立
直
し
旄
を
と
り
て
攻
か
ゝ
る
跡
部
大
炊
助
等
是

　

に
續
ク
味
方
緊
敷
鉄
炮
を
放
せ
ハ
敵
兵
お
り
敷
す
き
ま

　

あ
れ
ハ
頻
ニ
進
ミ
終
に
二
ノ
柵
を
押
破
る
本
多
平
八
郎
平
岩

　

七
之
助
鳥
居
彦
右
衛
門
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
等
横
合
に
懸
り

　

て
相
戦
ふ
馬
塲
数
百
人
討
れ
残
兵
労
レ
小
山
の
上
ニ
旗
を

　

立
し
つ
か
に
人
数
を
休
め
居
る
真
田
源
太
左
衛
門
則
之
同

　

兵
部
土
屋
右
衛
門
尉
直
村
等
兵
を
進
め
三
ノ
柵
に
攻
よ
せ

　

手
つ
か
ら
柵
を
破
て
押
入
ン
と
す
前
田
又
左
衛
門
福
富
平

　

左
衛
門
等
下
知
し
て
緊
敷
鉄
炮
を
放
つ
真
田
兄
弟

［
二
四
丁
表
］

　

討
死
甲
平
乱
レ
散
る
土
屋
右
衛
門
尉
蹈
留
信
玄
死
去
の
時

　

殉
死
す
へ
き
処
に
高
坂
に
留
ら
る
今
日
軍
門
に
屍
を
曝
す
と

　

訇
て
柵
の
内
に
乗
入
つ
ゐ
に
討
死
佐
々
内
蔵
助
進
ミ
出

　

敵
の
旗
色
甚
悪
し
備
を
乱
し
て
か
ゝ
る
へ
し
と
申
け
れ
ハ

　

信
長
公
尤
と
被
仰
瀧
川
木
下
等
を
初
と
し
て
惣
軍

　

一
同
に
時
の
声
を
発
し
勝
頼
の
旗
本
に
攻
懸
る
原
隼

　

人
小
幡
上
総
跡
部
大
炊
助
安
中
左
近
望
月
甚
八
郎
等

　

防
戦
し
て
粉
骨
を
尽
す
と
い
へ
共
両
將
の
大
群
競
懸

　

て
攻
討
に
よ
つ
て
武
田
勢
悉
敗
北
士
大
將
物
頭
三
十

　

余
人
討
死
勝
頼
旗
本
大
番
組
三
百
余
騎
道
虚
寺

［
二
四
丁
裏
］

　

山
を
引
お
ろ
し
緊
敷
相
戦
ひ
大
半
討
死
ス
此
間
に
勝

　

頼
二
十
余
町
落
延
引

　

馬
塲
美
濃
八
十
余
人
に
討
な
さ
れ
勝
頼
大
文
字
の
旗
の
見

　

ゆ
る
程
ハ
敵
を
あ
ひ
し
ゝ
つ
て
引
た
り
し
か
猿
か
橋
の

　

こ
な
た
よ
り
取
て
返
し
高
所
に
馳
上
り
馬
塲
美
濃
守
と

　

名
乗
刀
を
も
抜
か
す
討
れ
に
け
り
塙
家
人
川
合
三
十
郎

　

其
首
を
取
ル
内
藤
修
理
亮
昌
豊
も
勝
頼
の
は
る
か
に
落

　

延
た
る
を
見
て
半
途
よ
り
引
返
し
百
余
人
大
勢
の
中
へ

　

馳
入
手
討
死
す
る
今
川
氏
真
の
使
者
朝
比
奈
弥
太
郎

　

内
藤
か
首
を
得
る

［
二
五
丁
表
］

　

穴
山
玄
蕃
武
田
上
野
介
同
左
衛
門
大
夫
等
不
及
一
戦
敗
走
ス

　

武
田
左
馬
助
主
従
三
騎
に
て
引
退
勝
頼
に
ハ
土
屋

　

惣
蔵
初
鹿
傳
右
衛
門
共
に
て
引
退

　

長
篠
城
押
へ
真
田
源
五
郎
室
賀
入
道
有
箕
原
敗

　

軍
を
見
て
室
賀
勝
頼
の
引
退
所
へ
乗
行
押
へ
勢
引

　

拂
可
申
の
由
断
候
て
二
千
余
の
人
数
四
手
に
備
へ
引
退
候
を
城

　

よ
り
九
八
郎
突
テ
出
喰
留
申
候
処
美
作
守
鳶
巣
山
の
方
よ
り

　

押
お
ろ
し
切
懸
り
申
候
故
源
五
郎
随
分
働
候
得
共
つ
ゐ
に

　

討
死
仕
候
首
ハ
家
人
あ
け
の
き
候
故
討
取
不
申
候
室
賀

　

ハ
落
延
申
候
奥
平
一
族
幷
家
老
諸
士
不
残
功
名
仕
候
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［
二
五
丁
裏
］

　

勝
頼
信
豊
退
口
つ
よ
み
の
様
子
味
方
に
も
感
し
申
候

　

勝
頼
旗
奉
行
笠
井
肥
後
と
申
者
無
比
類
働
討
死
上
下

　

感
申
候
土
屋
惣
蔵
初
鹿
傳
右
衛
門
小
山
田
弥
助
等
何
も
心

　

は
せ
諸
人
沙
汰
仕
候

　

右
合
戦
大
利
に
付
信
長
公
仰
に
ハ
是
よ
り
直
に
甲
斐
信
濃
え

　

付
入
に
被
成
候
ハ
ヽ
武
田
滅
亡
無
疑
候
得
共
御
急
キ
被
成
義
に

　

て
も
無
之
暫
人
馬
を
休
め
美
濃
岩
村
の
秋
山
伯
耆
を

　

攻
つ
ふ
し
濃
州
よ
り
攻
入
へ
し
家
康
ハ
駿
河
よ
り

　

甲
州
へ
押
入
楚
様
に
と
の
義
に
て
岐
阜
へ
御
帰
陣
被

　

成
候

［
二
六
丁
表
］

　

此
時
【
信
長
公
四
十
二
歳　

家
康
公
三
十
四
歳　

信
忠
郷
二
十
歳

　

信
康
郷
十
七
歳　

信
昌
二
十
歳
】

　

右
廿
一
日
の
晩

家
康
公
信
忠
公
長
篠
城
中
え
押
入
被

　

仰
候
ハ
九
八
郎
事
年
若
ト
云
小
勢
に
て
大
兵
を
引
受

　

堅
固
に
城
を
守
る
事
無
比
類
の
由　
　

御
感
被
遊
候

　

其
後
又

家
康
公
七
人
の
一
族
五
人
の
家
老
被　
　

召
出
候
此
度
の
御

　

忠
節
無
比
類
被　
　

思
召
の
由　
　

上
意
に
て
子
孫
永
ク

　

御
目
見
に
可
罷
出
の
旨
被　
　

仰
出
候
其
外
籠
城

　

の
諸
士
委
細
に
御
尋
書
付
指
上
申
候

［
二
六
丁
裏
］

　
　
　
　
　

七
人
の
一
族

　
　
　
　

奥
平
久
兵
衛　
　
　
　

奥
平
修
理

　
　
　
　

奥
平
但
馬　
　
　
　
　

奥
平
周
防

　
　
　
　

奥
平
次
左
衛
門　
　
　

奥
平
与
兵
衛

　
　
　
　

奥
平
土
佐

　
　
　
　
　

五
人
の
家
老

　
　
　
　

山
﨑
善
兵
衛　
　
　
　

生
田
四
郎
兵
衛

　
　
　
　

兵
頭
新
左
衛
門　
　
　

黒
屋
甚
右
衛
門

　
　
　
　

夏
目
五
郎
左
衛
門

　

長
篠
没
落
に
付
作
手
田
嶺
鳳
来
寺
岩
小
屋
等
武
田

［
二
七
丁
表
］

　

方
番
手
城
の
開
渡
候
得
故
奥
平
父
子
相
守
之
候
此
度

　

九
八
郎
忠
功
の
御
恩
賞
と
し
て
作
手
田
嶺
長
篠
領

　

吉
良
田
原
の
内
遠
州
刑
部
吉
比
新
庄
山
梨
高
邊
領

　

知
被　
　

仰
付
大
般
若
長
光
の
御
刀
拝
領
仕
候

　

是
ハ
先
年
姉
川
合
戦
の
時
信
長
公
よ
り
被
進
候
御
吉
例

　

の
中　
　

上
意
に
て
被
下
置
候
信
長
公
よ
り
西
尾
小
左
衛
門

　

を
為
御
使

家
康
公
御
息
女
此
度
九
八
郎
え
被
遣
候
様
に
と
被
仰
則
婚
禮

　

相
調
候

　

同
年
七
月
城
之
介
殿
濃
州
岩
村
の
城
御
攻
被
成
候
時

［
二
七
丁
裏
］

　

奥
平
父
子
三
州
武
節
城
攻
所
則
其
地
を
被
下
置
候

　

同
年
八
月
酒
井
左
衛
門
尉
同
道
に
て
岐
阜
へ
出
仕
候
処
に
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今
度
武
田
敗
軍
信
長
天
下
の
誉
の
義
偏
に
九
八
郎

　

覚
悟
な
と
有
之
向
後
九
八
郎
武
者
助
と
名
乗
可
申
の
旨

　

御
意
に
て
信
ノ
字
被
下
御
指
料
一
文
字
の
腰
物
御
召
の

　

帷
子
珍
物
唐
物
道
服
等
拝
領
仕
候
左
衛
門
尉
に
も
御
長
刀

　

草
袴
草
羽
織
等
被
下
之

　

天
正
八
年
夏

権
現
様
駿
河
え
焼
働
被
遊
用
宗
の
城
を
御
攻
取
軽
ク
御

　

引
取
其
後
遠
州
高
天
神
表
御
働
候
遊
其
秋
よ
り
高

［
二
八
丁
表
］

　

天
神
の
城
御
取
詰
御
攻
被
遊
候
此
節
武
田
勝
頼
定
て

　

可
被
致
後
詰
と
被　
　

思
召
駿
河
境
信
濃
境
御
仕
置

　

被　
　

仰
付
候
武
田
方
境
目
人
留
の
義
言
上
仕
候
処
に
勝
頼

　

定
て
高
天
神
後
詰
可
被
仕
候
左
候
ハ
ヽ
三
河
遠
江
両
国
の
人

　

数
拂
出
シ
勝
頼
を
可
打
果
候
美
作
義
ハ
高
天
神
表
え
可
被

　

出
候
九
八
郎
儀
ハ
早
速
横
須
賀
の
城
主
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
高

　

天
神
攻
手
に
罷
在
城
小
勢
故
出
此
被　
　

仰
付
候
由
然
共

　

勝
頼
後
詰
不
罷
成
上
州
筋
え
働
留
守
故
境
目
人
留
等
有

　

之
段
後
知
れ
申
候
高
天
神
の
城
ハ
翌
年
三
月
落
城
仕
候

［
二
八
丁
裏
］

　

天
正
十
年
春
武
田
勝
頼
滅
亡
関
東
御
制
法
被　
　

仰
付

　

信
長
公
御
帰
陣
の
節
三
州
元
巣
に
御
著
に
付
九
八
郎
御

　

迎
に
罷
出
候
処
に
信
長
公
御
意
に
今
度
勝
頼
早
速
討

　

果
す
事
ハ
先
年
長
篠
に
て
武
田
家
骨
切
の
者
共
討

　

取
候
故
な
り
と
御
意
被
成
候

　

同
年
夏
明
智
日
向
守
光
秀
逆
心
仕
六
月
二
日
信
長
公

　

御
生
害
被
成
候
に
付
諸
国
騒
動
仕
候

　

同
秋

権
現
様
甲
府
へ
御
打
入
被
遊
候
に
付
九
八
郎
義
ハ
信
濃
口
よ
り

　

伊
奈
郡
打
随
へ
諏
訪
へ
相
働
保
科
弾
正
正
真
小
笠
原

［
二
九
丁
表
］

　

右
近
大
夫
貞
慶
等
を
は
し
め
信
州
諸
士
御
味
方
に
引
付

　

申
候
依
之
為
御
褒
美
遠
州
蓁
原
郡
被
下
之
候

　

天
正
十
二
年
甲
申
織
田
信
雄
公
と
秀
吉
公
と
御
不
和
に

　

付
上
方
大
名
不
残
秀
吉
公
に
相
属
シ
濃
州
大
垣
城
主

　

池
田
勝
入
謀
を
以
同
国
犬
山
の
城
を
攻
取
則
当
城
に
移
ル

　

濃
州
金
山
城
主
森
武
蔵
守
長
一
三
千
余
人
羽
黒
に
出
張

　

要
害
を
設
犬
山
の
勝
入
と
通
シ
合
東
兵
を
謀
ら
む
と
す

　

是
よ
り
先
信
雄
公
よ
り

家
康
公
え
加
勢
御
頼
被
成
候
に
付
御
返
答
に
ハ
上
方
大
名

　

共
悉
秀
吉
方
仕
候
候
得
共
家
康
一
人
に
て
可
致
加
勢
候
間

［
二
九
丁
裏
］

　

少
も
御
氣
遣
有
間
敷
の
由
被
仰
則
御
陣
觸
被
遊
一
万

　

五
千
余
人
に
て
御
出
陣
尾
州
小
牧
山
に
御
陣
城
堅
固
に

　

被　
　

仰
付
御
本
陣
に
被
遊
候

　

同
年
三
月
十
七
日
森
武
蔵
守
か
羽
黒
の
陣
を
可
打
破

　

旨
被　
　

仰
付
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
奥
平
美
作
守

　

松
平
紀
伊
守
家
信
都
合
三
千
余
人
に
て
武
蔵
守
陣
所
へ

　

押
寄
二
時
相
戦
つ
ゐ
に
森
を
追
立
勝
利
を
得
候
此
時
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信
昌
手
前
雑
兵
千
余
人
三
備
に
い
た
し
一
備
切
に
士
共
乗

　

馬
を
三
十
間
計
跡
に
引
付
押
寄
申
候
処
に
敵
つ
よ
く
ハ

　

早
引
退
へ
き
た
め
か
と
御
使
番
衆
被
申
候
得
共
聞
入

［
三
〇
丁
表
］

　

不
申
攻
寄
小
川
を
隔
せ
り
合
申
候
敵
方
物
頭
と
相
見
へ
乗

　

廻
り
能
下
知
仕
候
者
を
信
昌
家
士
奥
平
喜
七
郎
鉄
炮
に
て

　

打
落
候
ヘ
ハ
敵
せ
め
き
候
処
を
諸
士
き
ひ
し
く
切
入
押
崩
申
候

　

武
蔵
守
備
崩
立
を
見
定
め
味
方
諸
士
馬
に
乗
連
レ
急
に

　

追
立
固
り
の
き
候
敵
を
十
騎
二
十
騎
宛
馬
上
に
て
乗
わ
り

　

申
候
此
働
故
武
蔵
守
度
々
取
て
返
し
人
数
押
ま
と
め

　

立
直
し
可
申
様
に
相
見
へ
候
得
共
つ
ゐ
に
敗
北
仕
候
信
昌
手
え

　

敵
首
数
二
百
討
取
申
候
左
衛
門
尉
家
中
紀
伊
守
家
中

　

も
随
分
働
候
得
共

　

跡
よ
り
追
々
に
馳
付
敵
を
追
詰
申
候
此
時
信
昌
手
の

［
三
〇
丁
裏
］

　

者
共
追
留
の
下
知
を
い
た
し
両
家
中
の
者
共
に
相
渡
亦

　

馬
よ
り
下
り
立
戦
ヒ
塲
よ
り
四
五
町
左
方
に
物
陰
御
座
候

　

處
へ
人
数
を
ま
と
め
下
知
次
第
馬
に
乗
候
様
に
と
申
付
置
候

　

信
昌
ハ
左
衛
門
尉
え
参
候
て
犬
山
の
勝
入
働
無
心
許
候
間
人

　

数
早
ク
追
留
候
様
に
と
申
談
候
得
ハ
尤
の
由
に
て
則
人
数

　

引
上
被
申
候
処
に
案
の
こ
と
く
勝
入
物
見
の
者
と
相
見
へ

　

十
騎
計
戦
塲
よ
り
十
町
余
隔
テ
高
見
に
罷
在
此
方
を

　

見
分
仕
候
間
信
昌
我
備
の
所
へ
乗
帰
り
士
共
何
も
馬
に
乗
セ

　

物
陰
よ
り
静
に
犬
山
の
方
に
向
て
く
り
出
し
候
得
ハ
物
見
の

　

者
早
速
立
帰
申
候

［
三
一
丁
表
］

権
現
様
半
途
迠
御
出
被
遊
天
野
作
左
衛
門
御
使
と
し
て

　

早
々
人
数
引
上
可
申
の
旨
御
下
知
惣
人
数
引
入
申
候
池
田

　

勝
入
稲
葉
伊
与
守
等
半
途
迠
押
出
候
得
共
森
か
敗
軍

　

を
聞
引
入
申
候
由
承
候
此
時
の
働　
　

御
感
の
由
に
て

　

信
昌
に
大
一
文
字
の
御
刀
被
下
置
候
に
今
有
之

　

同
三
月
十
九
日
秀
吉
公
よ
り
勝
入
方
へ
御
使
被
遣
何
と
て

　

羽
黒
加
勢
不
仕
武
蔵
守
見
捨
候
哉
と
被
仰
遣
候
勝
入

　

御
返
答
に
ハ
物
見
両
度
迠
遣
申
候
処
初
の
物
見
申
候
ハ

　

押
へ
勢
ハ
羽
黒
の
は
る
か
脇
に
相
見
へ
候
人
数
の
多
少
は

　

し
か
と
見
分
難
成
候
大
旗
十
四
五
本
所
々
物
陰
に
相
見
へ

［
三
一
丁
裏
］

　

清
州
海
道
馬
武
者
往
来
打
續
候
由
申
に
付
如
何
に
も
其

　

通
た
る
へ
き
と
存
候
得
共
猶
念
の
た
め
又
物
見
遣
シ
拙
者
も

　

中
途
迠
罷
出
候
処
に
物
見
罷
候
武
蔵
守
敗
北
を
承
候
其
上

　

押
勢
二
ケ
所
に
相
見
へ
候
由
申
に
付
拙
者
も
仕
負
候
て
ハ
如
何

　

と
存
不
罷
出
候
趣
申
上
候
得
ハ
尤
の
由
秀
吉
公
被
仰
候
由
是

　

ハ
後
に
承
候

　

同
年
四
月
八
日
長
久
手
に
お
ゐ
て
大
合
戦
御
座
候
池
田

　

勝
入
森
武
蔵
守
討
死

権
現
様
御
勝
利
被
遊
候
此
時
小
牧
御
留
守
酒
井
左
衛
門
尉

　

石
川
伯
耆
守
本
多
平
八
郎
彼
是
八
千
余
人
被
指
置
候
処
ニ

［
三
二
丁
表
］



− 20 −

　

長
久
手
敗
軍
の
告
を
秀
吉
公
被
聞
召
二
の
合
戦
可
被
成
と

　

て
柴
田
よ
り
大
軍
に
て
御
出
張
是
を
見
候
て
平
八
郎
ハ
六
百

　

余
の
人
数
に
て
秀
吉
公
の
跡
を
し
た
ひ
参
候
左
衛
門
尉

　

相
備
に
付
小
牧
御
陣
所
を
守
り
罷
在
候
是
ハ
石
川
伯
耆
守

　

心
底
無
心
元
様
子
の
由
左
衛
門
尉
密
々
に
申
聞
残
置
申
候

　

右
御
合
戦
の
後
色
々
様
子
共
御
座
候
て
信
雄
公
秀
吉

　

公
御
和
睦
に
付

権
現
様
ハ
三
州
え
御
帰
陣
被
遊
候
此
時
信
雄
公
よ
り
被

　

仰
越

［
三
二
丁
裏
］

家
康
公
の
御
幼
君
を
秀
吉
公
の
御
養
子
に
被
成
候
後
に

　

秀
康
公
と
申
奉
る

　

天
正
十
三
年
信
雄
公
御
取
持
同
十
四
年

権
現
様
御
上
洛
被
遊
候
榊
原
式
部
本
多
中
務
井
伊
兵
部
追

　

々
罷
上
候
節
秀
吉
公
被
召
出
長
久
手
表
働
の
様
子
夫

　

々
に
御
褒
美
被
成
候
其
後
信
昌
罷
上
り
登
城
の
時
分

　

秀
吉
公
仰
に
ハ
武
者
助
殿
久
々
に
て
對
面
と
の
御
意

　

御
座
候
其
上
羽
黒
表
の
働
無
比
類
の
由
御
褒
美
被

　

成
其
時
の
様
子
委
ク
御
咄
可
申
上
由
に
付
拙
者
一
人
の
働

　

に
も
無
御
座
候
左
衛
門
尉
下
知
冝
故
に
て
御
座
候
由
申
上
候

［
三
三
丁
表
］

　

処
に
其
下
知
の
様
子
を
御
聞
可
被
遊
由
被
仰
候
羽
黒
表

　

武
蔵
守
手
先
一
番
に
信
昌
千
余
人
三
備
一
備
ハ
し
ま
り
備
ニ

　

仕
り
味
方
右
の
方
よ
り
押
取
り
攻
合
を
初
申
候
松
平
紀
伊
守

　

三
百
余
人
一
備
左
衛
門
尉
人
数
三
百
余
人
一
備
六
百
余
人
味
方

　

左
の
方
よ
り
き
ひ
し
く
切
懸
り
申
候
つ
よ
く
働
候
ハ
紀
伊
守

　

手
の
者
に
て
手
負
死
人
多
御
座
候
攻
合
も
最
中

　

左
衛
門
尉
人
数
の
内
一
備
三
百
余
り
戦
塲
よ
り
六
七
町
左
の

　

方
敵
の
後
を
心
懸
成
程
静
に
藪
陰
の
前
を
遠
々
と

　

押
廻
候
是
を
見
候
て
紀
伊
守
手
武
蔵
守
備
色
め
き
候
処

　

を
左
衛
門
尉
手
前
三
百
人
余
闘
の
声
を
作
り
切
懸
り
申
候

［
三
三
丁
裏
］

　

に
付
此
手
先
崩
立
候
故
信
昌
手
前
攻
合
競
申
候
此
手
も

　

旗
色
悪
敷
相
見
へ
候
間
残
置
候
信
昌
一
備
後
よ
り
時

　

の
声
を
作
り
懸
押
山
崩
申
候
武
州
荒
手
を
可
入
替
様

　

子
に
相
見
へ
其
働
随
分
見
事
に
見
え
候
得
共
左
右
方
よ
り

　

崩
れ
立
候
故
旗
本
の
人
数
を
以
繰
川
の
様
に
静
に

　

防
の
き
申
候
得
共
左
衛
門
尉
紀
伊
守
拙
者
人
数
一
所
に

　

か
さ
み
候
て
追
立
候
故
武
蔵
守
引
の
き
申
候
武
蔵
守
の

　

き
只
申
様
も
無
之
人
数
の
下
知
に
て
御
座
候
故
人
ハ
多

　

討
捕
不
申
候
戦
半
に
犬
山
よ
り
勝
入
勢
遲
成
申
候
ハ

　

左
衛
門
尉
人
数
の
内
三
百
余
戦
塲
よ
り
左
は
る
か
後
に

［
三
四
丁
表
］

　

伏
置
大
の
ほ
り
十
本
紀
伊
守
の
ほ
り
五
本
左
衛
門
尉
馬
印

　

一
本
相
添
残
置
申
候
を
勝
入
物
見
の
者
申
候
故
と
奉
存
候

　

此
段
ハ
合
戦
過
候
て
信
昌
見
付
申
候
畢
竟
左
衛
門
尉
此

　

謀
故
勝
利
全
ク
御
座
候
得
共
信
昌
ハ
年
若
と
申
家

　

康
縁
者
故
物
た
て
心
得
に
て
拙
者
の
手
柄
の
様
に
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計
な
し
候
哉
と
存
候
由
申
上
候
ヘ
ハ
秀
吉
公
御
感
被

　

遊
候

　

天
正
十
八
年
四
月
秀
吉
公
相
州
小
田
原
御
發
向
の
節

家
康
公
二
万
五
千
人
に
て
御
出
被
遊
候
信
昌
も
御
供
仕
御

　

後
備
被　
　

仰
付
候
七
月
小
田
原
落
城
北
條
氏
政

［
三
四
丁
裏
］

　

氏
照
切
腹
氏
直
高
野
山
に
入
関
東
平
均
に
付
伊
豆

　

相
模
武
蔵
上
野
上
総
下
総
六
ケ
国

権
現
様
御
領
国
森
安
房
下
野
の
諸
將
ハ
御
旗
下
に

　

附
申
候
三
河
遠
江
駿
駿
河
甲
斐
信
濃
ハ
上
方
諸
大
名

　

拝
領
に
付
信
昌
ハ
上
州
小
幡
領
の
内
三
万
石
領
地
被

　

仰
付
三
州
よ
り
上
州
え
移
り
申
候

　

右
小
田
原
御
陣
の
節

権
現
様
御
先
手
衆
七
人
二
の
手
衆
七
人
御
前
備
二
人
左
右
の

　

御
𦚰
備
六
人
御
後
備
三
人
被

　

仰
付
候
御
先
手
衆
七
人
え
御
法
度
書
七
通
面
々
に
被
下

［
三
五
丁
表
］

　

之
候
奥
書
に
軍
法
相
背
候
者
ハ
急
度
可
被

　

仰
付
候
旨
御
誓
言
御
加
へ
御
判
形
御
御
座
候
九
八
郎

　

信
昌
も
七
人
の
衆
同
事
に
御
法
度
書
御
直
判
被
下

　

于
今
所
持
仕
候
右
八
通
の
外
ハ
何
も
写
取
御
判
形
ハ
無
之

　

様
に
申
傳
候

　

慶
長
五
年
上
杦
景
勝
異
義
に
付
六
月
十
六
日

　

江
戸
御
著
座
十
九
日

内
府
様
大
坂
御
進
発
伏
見
に
一
日
御
逗
留
御
城
御
留

　

守
居
等
被　
　

仰
付
十
八
日
伏
見　
　

出
御
七
月
二
日

　

江
戸
御
著
座
同
十
九
日

秀
忠
公
ハ
宇
都
宮
に

［
三
五
丁
裏
］

内
府
様
ハ
小
山
に
御
著
陣
也
然
処
に
上
方
に
お
ゐ
て
石
田

　

治
部
少
輔
三
成
叛
逆
を
企
騒
動
の
由
廿
四
日
に
被
聞
召

　

色
々
御
相
談
の
上
會
津
表
押
へ
と
し
て
結
城
宰
相
秀

　

康
公
御
残
被
成
宇
都
宮
城
本
丸
に
被
成
御
座
候
二
ノ
丸

　

小
笠
原
兵
部
大
輔
三
丸
里
見
安
房
守
惣
曲
輪
の
城
主

　

蒲
生
藤
三
郎
警
固
に
鳥
居
左
京
亮
内
藤
左
馬
助

　

検
使
松
平
五
郎
左
衛
門
同
又
八
郎
都
合
二
万
人
也

　

黒
羽
根
城
主
番
手
と
し
て
岡
部
内
膳
正
本
丸
に
居
る

　

服
部
石
見
守
伊
賀
者
二
百
人
召
連
二
丸
を
守
る
城
主
大
関

　

信
濃
守
ハ
三
丸
に
居
る
那
須
芦
野
伊
王
野
千
本
等
相
加
る

［
三
六
丁
表
］

　

烏
山
の
城
ハ
成
田
左
衛
門
佐
守
り
之
鍋
掛
黒
羽
の
通
用　

　

と
し
て
其
身
ハ
鍋
掛
に
罷
在
候

　

又
佐
竹
押
と
し
て
水
谷
左
京
亮
皆
川
山
城
守
鍋
掛

　

に
要
害
を
構
へ
守
之
大
田
原
福
原
相
加
ル
佐
野
修
理

　

太
夫
ハ
則
佐
野
の
城
を
守
り
結
城
春
友
ハ
則
結
城
を

　

守
る
多
賀
谷
修
理
ハ
則
下
妻
の
城
を
守
山
川
民
部
ハ

　

則
山
川
の
城
を
守
各
宇
都
宮
の
下
知
を
受
ル

　

越
後
口
ハ
堀
久
太
郎
秀
治
押
之
信
夫
口
ハ
伊
達
正
宗



− 22 −

　

押
之
米
沢
口
ハ
最
上
出
羽
守
義
光
守
之

　

七
月
廿
八
日
江
戸
に　
　

還
御
上
方
大
名
八
月
朔
日

［
三
六
丁
裏
］

　

よ
り
段
々
に
東
海
道
を
馳
上
る
木
曽
路
ハ

秀
忠
公
御
上
り
に
付
奥
平
大
膳
家
昌
も
御
供
被

　

仰
付
候
故
榊
原
式
部
を
以
御
訴
訟
申
上
候
ハ
信
州
真
田

　

安
房
守
篭
城
仕
候
由
承
候
拙
者
義
国
並
に
罷
在
候

　

間
先
手
可
被　
　

仰
附
儀
勿
論
の
様
に
奉
存
候
然
共
貴

　

殿
先
例
に
て
御
先
手
被
勤
候
上
ハ
他
人
の
望
可
申
儀
に

　

無
之
候
其
方
相
備
に
罷
成
候
様
に　
　

御
前
頼
入
候
由

　

達
て
申
候
に
付
則
達

　

誤
用
候
処
に
尤
に
被
思
召
候
然
共
先
手
ハ
外
様
者
に
て

　

も
不
苦
候
ケ
様
の
時
分
ハ
御
後
備
大
事
に
被
思
召
候
間

［
三
七
丁
表
］

　

後
陣
を
相
勤
諸
事
談
合
も
仕
候
様
に
と

　

御
意
に
て
御
供
仕
候
榊
原
式
部
大
輔
康
政
大
久
保

　

相
模
守
忠
隣
同
加
賀
守
忠
常
本
多
佐
渡
守
正
信

　

酒
井
右
兵
衛
太
夫
忠
重
奥
平
大
膳
太
夫
家
昌
菅
沼

　

摂
津
守
忠
政
牧
野
駿
河
守
同
右
馬
允
定
成
戸
田

　

左
門
一
西
真
田
伊
豆
守
信
之
森
右
近
大
夫
忠
政
小
笠
原

　

左
衛
門
佐
仙
石
越
前
守
石
川
玄
番
頭
日
根
野
徳
太
郎

　

諏
訪
安
藝
守
都
合
三
万
八
千
余
人

秀
忠
公
御
発
進
の
處
信
州
上
田
城
主
真
田
安
房
守

　

昌
幸
石
田
に
与
シ
籠
城
仕
候
相
支
候
に
付
遠
攻
に

［
三
七
丁
裏
］

　

被
成
刈
田
焼
働
被　
　

仰
付
候
処
に
城
よ
り
人
数

　

を
出
シ
攻
合
御
座
候
牧
野
駿
河
守
者
共
大
久
保
相
模
守

　

者
共
随
分
働
申
候
御
直
参
衆
の
内
中
山
助
六
郎
太
田

　

甚
四
郎
朝
倉
藤
十
郎
辻
太
郎
助
戸
田
半
平
斎
藤

　

久
右
衛
門
小
野
治
郎
右
衛
門
七
人
働
御
座
候
鎮
目
市
左
衛
門

　

此
節
跡
よ
り
来
無
比
類
働
仕
候
太
田
甚
四
郎
ら
に
て

　

能
防
申
候
鑓
ハ
中
山
助
六
郎
一
番
に
て
候
家
昌
弟
菅

　

沼
摂
津
守
忠
政
搦
手
に
廻
り
後
の
小
曲
輪
一
ツ
乗
取
申
候

　

家
来
朝
日
千
助
一
番
乗
奥
平
佐
右
衛
門
二
番
乗
仕
候

　

家
昌
家
来
共
も
数
多
追
々
馳
付
申
候
忠
政
ハ
菅
沼

［
三
八
丁
表
］

　

小
大
膳
養
子
ニ
罷
成
候
小
大
膳
老
躰
故
御
供
不
仕
摂
津
守

　

人
数
少
々
召
連
罷
出
候
右
攻
合
の
最
中
御
旗
本
御

　

使
番
鵜
殿
兵
庫
戸
田
備
後
乗
廻
り

　

下
知
悉
人
数
引
上
申
候

秀
忠
公
に
ハ
是
非
共
真
田
か
城
攻
つ
ふ
し
被
成
度
被
思
召
様

　

の
内
證
被
遊
候
へ
共
佐
渡
守
合
点
不
史
仕
候
榊
原
式
部

　

大
久
保
相
模
奥
平
大
膳
三
人　
　

御
前
え
被
召

　

出
是
非
共
城
御
攻
被
成
度
思
召
に
候
間
存
寄
有
躰
ニ
申

　

上
候
様
に
と　
　

御
意
被
成
候
得
共
両
人
の
衆
何
共

　

不
申
上
候
大
膳
則
申
上
候
先
日
拙
者
御
先
手
御
訴
訟

［
三
八
丁
裏
］

　

申
上
候
得
共
不
被　
　

仰
付
候
御
若
キ
殿
様
是
非
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御
攻
被
成
度
と
答
候
処
無
余
儀
御
事
ニ
奉
存
候
式
部

　

相
模
大
膳
三
人
に
被　
　

仰
付
人
数
一
万
御
渡
被
遊
候
ハ
ヽ

　

一
時
の
内
に
攻
つ
ふ
し
可
申
候
尤
手
負
死
人
ハ
数
千
人
可
有

　

御
座
候
得
共
乗
損
申
義
に
無
御
座
候
万
一
乗
兼
候
ハ
ヽ

　

御
旗
本
組
を
以
無
躰
に
御
攻
取
被
遊
候
へ
と
申
候
戸
田

　

左
門
罷
出
大
膳
申
通
成
程
尤
に
奉
存
候
天
正
年
中
ニ

　

ハ
ケ
様
の
働
不
珍
候
此
比
ハ
城
攻
な
と
申
事
無
之
候
故
お
そ

　

ろ
し
き
事
に
人
々
存
候
も
無
余
義
事
に
御
座
候
若

　

者
共
骨
た
ふ
し
に
も
御
座
候
間
是
非
御
攻
被
遊
候
義

［
三
九
丁
表
］

内
府
様
思
召
に
も
聞
可
申
と
達
て
申
上
候
処
に
佐
渡
守
被
罷
出

　

勿
躰
な
き
義
何
も
被
申
上
候
是
程
の
小
事
に
御
人
数

　

損
さ
し
候
事
無
益
の
よ
し
被
申
兎
角
延
引
の
内

　

上
方
江
早
々
御
登
被
遊
候
様
に
と
申
来
森
右
近

　

仙
石
越
前
守
等
被
残
置
夜
を
日
に
御
登
被
遊
候
へ
共

　

中
途
に
て
関
原
御
勝
利
の
由
御
軍
被
遊
候

権
現
様
御
機
嫌
不
冝
御
對
面
暫
御
延
引
に
て
御
供
仕
候

　

大
名
共
も
御
詞
も
懸
り
不
申
候
其
後
大
火
大
津
に
て

権
現
様
御
前
え
大
膳
被　
　

召
出
真
田
表
の
義
委

　

細
に
御
尋
被
成
候
故
右
の
段
々
少
も
不
残
申
上
候
其
上

［
三
九
丁
裏
］

　

榊
原
式
部
色
々
取
つ
く
ろ
ひ
申
上
候
故

秀
忠
公
御
對
面
も
相
済
申
候

　

美
作
守
信
昌
ハ

権
現
様
御
供
仕
関
原
え
参
候
九
月
十
四
日　

御
前
え

　

被
召
出
先
手
ハ
外
様
譜
代
大
名
共
歴
々
被

　

仰
付
無
御
氣
遣
候
大
垣
に
敵
有
之
南
宮
山
も
敵
陣
成

　

後
陣
信
昌
可
相
勤
之
旨　
　

上
意
に
付
畏
て

　

御
請
仕
同
十
五
日
の
御
合
戦
に
御
後
備
堅
固
に
相
勤
申
候

　

松
平
下
総
守
忠
明
御
供
仕
候
奥
平
藤
兵
衛
貞
治

　

ハ
右
美
作
守
貞
能
弟
に
て
太
閤
え
被
召
出
大
坂
に

［
四
〇
丁
表
］

　

罷
立
候
得
共

内
府
様
奥
州
御
進
発
に
付
御
供
仕
罷
下
候
て
又
御
供

　

仕
関
原
へ
罷
上
候
九
月
十
四
日
甲
賀
の
者
共
忍
に
被
遣

　

敵
陣
の
様
子
御
窺
被
遊
候
忍
者
共
罷
備
筑
前
中
納
言

　

秀
秋
其
外
裏
切
の
様
子
申
上
候
処
に
ケ
様
の
義
隠
密

　

に
可
申
上
叓
に
候
若
裏
切
遲
々
候
ヘ
ハ
諸
人
力
を
落
す

　

も
の
な
り
無
案
内
の
義
と
被　
　

仰
奥
平
藤
兵
衛

　

伴
五
兵
衛
被　
　

仰
付
五
兵
衛
ハ
早
々
罷
帰
様
子
可
申
候

　

藤
兵
衛
ハ
中
納
言
方
に
罷
在
候
様
に
と　
　

御
意
ニ
付

　

松
尾
山
秀
秋
の
陣
に
罷
在
候
翌
日
九
月
十
五
日
朝
よ
り

［
四
〇
丁
裏
］

　

合
戦
初
り
候
に
付
秀
秋
裏
切
の
心
懸
に
候
得
共
敵
か
た

　

大
谷
刑
部
少
輔
平
塚
因
幡
守
戸
田
武
蔵
守
能
塲
に

　

備
秀
秋
の
人
数
を
押
へ
候
故
見
合
候
に
付
少
し
遲
々
に

　

及
候
処
御
先
手
藤
堂
佐
渡
守
備
よ
り
松
尾
山
え
鉄
炮

　

放
懸
候
を
見
候
て
大
谷
平
塚
少
油
断
仕
候
様
に
相
見
へ
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候
に
付
秀
秋
人
数
山
よ
り
引
お
ろ
し
両
人
の
備
へ
切

　

懸
申
候
此
裏
切
の
事
深
隠
密
秀
秋
家
老
共

　

に
も
不
申
聞
其
時
に
至
り
先
手
え
使
を
以
大
谷
平
塚

　

か
備
へ
切
入
候
様
に
と
申
遣
候
処
に
秀
秋
の
家
老
松

　

野
主
馬
返
答
に
ハ
内
府
方
被
成
候
ハ
ヽ
前
方
よ
り

［
四
一
丁
表
］

　

御
知
り
可
有
義
に
候
唯
今
に
至
り
裏
切
の
義
楯
裏

　

の
逆
心
と
て
武
士
の
恥
辱
に
て
候
主
馬
一
人
ハ
内
府
の　

　

旗
本
に
切
入
討
死
可
仕
由
申
に
付
先
手
弥
延
引
に

　

及
ふ
是
に
付
奥
平
藤
兵
衛
と
秀
秋
近
臣
一
人
主
馬
方

　

へ
参
り
当
に
も
尤
成
申
分
に
候
併
今
事
の
急
成
時

　

秀
秋
の
下
知
を
背
か
れ
候
事
主
馬
も
楯
裏
の
逆

　

心
の
由
申
候
て
既
に
指
違
可
申
覚
悟
に
付
主
馬
理
に
屈

　

し
人
数
を
渡
シ
直
に
立
の
き
申
候
故
則
先
手
の

　

者
右
の
こ
と
く
敵
へ
切
懸
り
申
候
平
塚
戸
田
大
谷　

　

あ
ら
け
な
き
働
仕
候
り
秀
秋
先
手
追
立
ら
れ
申
候

［
四
一
丁
裏
］

　

此
時
藤
兵
衛　
　

無
比
類
働
致
仕
討
死
候
是
に
付
秀

　

秋
先
手
の
物
頭
共
申
候
ハ
内
府
の
御
使
討
死
の
上
ハ
申

　

わ
け
も
無
之
と
て
田
中
勘
左
衛
門
布
目
新
平
等

　

引
返
し
討
死
仕
候
其
内
秀
秋
後
勢
を
以
敵
を

　

討
捕
申
候
此
段

内
府
様　

委
細
に
達　
　
　

御
聞
藤
兵
衛
子
供
有
之
候
ハ
ヽ

　

御
取
立
可
被
遊
の
由
ニ
御
座
候
得
共
子
な
り
き
故
藤

　

兵
衛
母
に
三
百
石
被
下
置
候

　

同
廿
日
池
田
三
左
衛
門
輝
政
福
嶋
左
衛
門
大
夫
正
則

　

浅
野
左
京
太
夫
幸
長
等
京
都
大
坂
御
仕
置
被

［
四
二
丁
表
］

　

仰
付
美
作
守
も
京
都
所
司
と
し
て
上
洛
仕
候
宇

　

喜
田
中
納
言
秀
家
関
ケ
原
敗
北
の
後
に
大
坂
屋
敷

　

等
来
り
候
沙
汰
も
有
之
又
太
泰
に
楯
籠
候
共

　

聞
へ
候
ニ
付
美
作
守
家
来
奥
平
民
部
奥
平
市
左
衛
門

　

奥
平
吉
左
衛
門
等
に
人
数
を
相
添
差
出
シ
相
散
シ
申
候

　

関
ケ
原
凶
徒
の
余
黨
御
鑿
穿
被
成
石
田
治
部
少
輔

　

小
西
摂
津
守
等
ハ
生
捕
来
候
へ
共
安
國
寺
行
衛
知
れ

　

不
申
候
方
々
隠
忍
候
處
に
訴
人
在
之
候
ニ
付
則

　

美
作
守
家
来
指
遣
候
処
に
乗
物
ニ
て
士
弐
人
召
連

　

東
寺
の
法
え
落
行
候
を
追
付
鳥
居
庄
右
衛
門
と
申
者

［
四
二
丁
裏
］

　

安
國
寺
を
生
捕
候
処
に
供
の
士
後
よ
り
庄
右
衛
門
を
切
申

　

候
得
共
夫
に
不
構
案
国
寺
を
組
申
候
案
国
寺
も

　

庖
丁
正
家
の
小
脇
指
を
抜
庄
右
衛
門
を
突
可
申
旨
仕
候
所

　

奪
取
投
捨
組
留
申
候
士
両
人
の
内
の
者
は
右
の
間
に

　

残
の
者
共
討
留
申
候

　

慶
長
六
年
美
作
守
信
昌
は
濃
州
加
納
拾
万
石
被
下

　

入
部
仕
申
候
信
昌
嫡
子
大
膳
大
夫
家
昌
は
野
州
宇
都
宮

　

拾
万
石
被
下
入
部
仕
申
候
二
男
右
京
大
夫
家
治
三
州
長
根

　

を
領
し
罷
在
申
候
文
禄
元
年
病
死
跡
絶
申
候
同
年
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此
跡
長
根
七
千
石
靏
松
丸
に
被
下
候
後
松
平
下
総
守
と

［
四
三
丁
表
］

　

申
候
三
男
摂
津
守
忠
政
は
菅
沼
右
大
膳
養
子
と
し
て

　

上
州
吉
井
に
罷
在
申
候

　

慶
長
七
年
松
平
氏
を
被
下
父
信
昌
跡
を
被　

仰
付
加

　

納
拾
万
石
被
下
其
飛
騨
守
忠
隆
病
死
子
な
き
ゆ
へ

　

跡
絶
申
候
四
男
松
平
下
総
守
忠
明
段
の
御
取
立
大
坂

　

両
度
の
御
陣
軍
功
在
之
其
外
委
細
ハ
彼
家
よ
り

　

可
申
候

　

家
昌
嫡
子
美
作
守
忠
昌
元
和
五
年
正
月
拾
四
歳

秀
忠
公
於
御
前
元
服
御
諱
左
文
字
被
下
置
文
字
御
𦚰
指

　

温
拝
領
従
五
位
下
に
被　

仰
付
同
年
宇
都
宮
よ
り
古

［
四
三
丁
裏
］

　

河
へ
所
替
被　

仰
付
壹
万
石
の
御
加
増
被
下
都
合
拾
壱
万
石

　

に
罷
成
申
候
同
八
年
又
宇
都
宮
へ
被　

仰
付

　

寛
永
十
一
年
九
月
従
四
位
下
に
被　

仰
付
候
候
忠
昌
子
大
膳

　

亮
昌
能
寛
文
八
年
宇
都
宮
よ
り
山
形
へ
所
替

　

被　

仰
付
候　
　
　
　

奥
平
美
作
守
昌
章

　
　
　

家
昌
公
御
元
服
の
節　

御
太
刀
守
家
御
鷹
拝
領

　
　
　

慶
長
六
辛
丑
正
月
宇
都
宮
拝
領
拾
万
石
時
ニ
御
歳
弐
拾
歳

　
　
　

同
十
九
年
申
十
月
十
日
御
歳
拾
八
歳
ニ
て
御
逝
去

　
　
　

忠
昌
公
御
歳
七
歳
ニ
て
御
家
督
元
和
五
己
未
十
月
古
河
え
御
所

　
　
　

替
拾
壹
万
石
御
歳
拾
弐
同
七
年
正
月
御
歳
拾
四
御
元

　
　
　

服
左
文
字
御
腰
物
拝
領
同
壬
戌
八
年
古
河
ヨ
リ
宇
都
宮
御
帰
夥

［
四
四
丁
表
］

　
　

長
篠
御
籠
城
の
御
一
族
御
家
老
の
外

　

桒
名
仁
左
衛
門　
　
　

戸
田
五
郎
衛
門　
　

岡
田
五
兵
衛

　

奥
平
角
兵
衛　
　
　
　

奥
平
市
左
衛
門　
　

斎
藤
又
左
衛
門

　

後
藤
五
右
衛
門　
　
　

後
藤
助
左
衛
門　
　

原
作
右
衛
門

　

恩
田
半
五
左
衛
門　
　

天
能
与
四
郎　
　
　

羽
田
野
源
兵
衛

　

片
岡
弥
右
衛
門　
　
　

片
岡
惣
右
衛
門　
　

竹
下
彦
左
衛
門

　

中
西
藤
九
郎　
　
　
　

阿
知
波
七
兵
衛　
　

細
井
糸
右
衛
門

　

豊
田
三
大
夫　
　
　
　

権
田
市
右
衛
門　
　

奥
平
喜
八
郎

　

櫻
井
兵
右
衛
門　
　
　

景
山
弥
兵
衛　
　
　

今
泉
内
記

　

鳥
井
強
右
衛
門　
　
　

川
合
小
右
衛
門　
　

伊
与
田
助
右
衛
門

［
四
四
丁
裏
］

　

酒
井
理
兵
衛　
　
　
　

平
野
彦
兵
衛　
　
　

鈴
木
金
七

　

神
谷
久
左
衛
門　
　
　

中
嶋
久
蔵　
　
　
　

鈴
木
孫
左
衛
門

　

夏
目
小
六　
　
　
　
　

夏
目
市
兵
衛　
　
　

夏
目
八
兵
衛

　

奥
平
次
郎
左
衛
門　
　

清
水
善
右
衛
門

　
　

右
の
内
討
死
拾
四
人

　

坂
井
理
兵
衛　
　
　
　

今
泉
内
記　
　
　
　

平
野
彦
兵
衛

　

伊
与
田
助
右
衛
門　
　

夏
目
市
兵
衛　
　
　

神
谷
久
左
衛
門

　

鈴
木
金
七　
　
　
　
　

清
水
善
右
衛
門　
　

中
嶋
久
蔵

　

細
井
糸
右
衛
門　
　
　

夏
目
小
六　
　
　
　

奥
平
次
郎
左
衛
門

　

阿
知
波
七
兵
衛　
　
　

夏
目
八
兵
衛　
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［
裏
見
返
し
］

［
裏
表
紙
］

【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
文
献

▲
今
永
正
樹
『
医
亦
従
自
然
也　

村
上
医
家
事
歴
志
』、
村
上
記
念
病

院
・
村
上
医
家
史
料
館
、
中
津
、
一
九
八
二
年
。

▲
大
島
明
秀
『
細
川
侯
五
代
逸
話
集
―
幽
斎
・
忠
興
・
忠
利
・
光
尚
・

綱
利
―
』（
熊
日
新
書
）、
熊
本
日
日
新
聞
社
、
二
〇
一
八
年
）。

▲
川
嶌
眞
人
『
医
は
不
仁
の
術　

努
め
て
仁
を
な
さ
ん
と
欲
す
』、
西

日
本
臨
床
医
学
研
究
所
、
中
津
、
一
九
九
六
年
。

▲
川
添
昭
二
、
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
校
訂
『
新
訂
黒
田
家
譜
』

（
文
献
出
版
、
東
京
、
一
九
八
二
～
一
九
八
七
年
）。

▲
黒
屋
直
房
『
中
津
藩
史
』、
碧
雲
荘
、
東
京
、
一
九
四
〇
年
。

▲
成
富
な
つ
み
「
肥
後
熊
本
藩
士
井
沢
蟠
竜
の
経
歴
と
そ
の
仕
事
」

（『
国
文
研
究
』
第
五
九
号
、
二
〇
一
四
年
）。

▲
吉
田
洋
一
「
村
上
玄
秀
の
事
蹟
に
つ
い
て
―
備
忘
史
料
を
中
心
に
」

（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
ミ
ヒ
ェ
ル
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館 

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
六
巻
、
二
〇
〇
七
年
）。

史
料

▲
「
奥
平
家
傳
記
」（
写
本
、
一
冊
、
四
四
丁
、
二
七
・
二
糎
×

一
九
・
五
糎
、
一
八
一
八
年
以
前
成
、
村
上
玄
秀
旧
蔵
、
中
津
市
歴

史
博
物
館
蔵
）。

▲
村
上
玄
水
写
「
奥
平
家
傳
記
」（
写
本
、
一
冊
、
四
七
丁
、
二
五
・
二

糎
×
一
八
・
九
糎
、
一
八
二
九
年
五
月
成
、
中
津
市
歴
史
博
物
館

蔵
）。

注
　
︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱

１　

黒
屋
直
房
『
中
津
藩
史
』（
碧
雲
荘
、
一
九
四
〇
年
）、
四
七
～
四
九
頁
。

２　

吉
田
洋
一
「
村
上
玄
秀
の
事
蹟
に
つ
い
て
︱
備
忘
史
料
を
中
心
に
」（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ
ミ
ヒ
ェ
ル
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館	

分
館	

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
六

巻
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
七
～
二
八
頁
。

３　

川
添
昭
二
、
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
『
新
訂
黒
田
家
譜
』（
文
献
出
版
、

一
九
八
二
～
一
九
八
七
年
）
参
照
。

４　

成
富
な
つ
み
「
肥
後
熊
本
藩
士
井
沢
蟠
竜
の
経
歴
と
そ
の
仕
事
」（『
国
文
研
究
』
第

五
九
号
、
二
〇
一
四
年
）、
二
四
頁
。
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キ
ー
ワ
ー
ド

大
江
玄
仙
、
栗
崎
流
金
瘡
外
科
、
栗
崎
道
喜
正
元
、
栗
崎
道
喜
正
勝
、

鳥
飼
道
節
、
嶋
田
道
碩

　
は
じ
め
に

　

中
津
市
鷹
匠
町
の
大
江
医
家
史
料
館
に
は
大
江
玄
仙
（
一
七
一
〇
頃

～
一
七
九
二
）
が
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
に
長
崎
の
医
師
嶋
田
道

碩
か
ら
授
け
ら
れ
た
栗
崎
流
金
瘡
外
科
免
許
状
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
免
許
状
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
五
年
に
川
嶌
眞
人
と
カ
ト
リ
ー
ナ
・

シ
バ
タ
が
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
筆
者
は
享
保
一
七

（
一
七
三
二
）
年
に
嶋
田
道
碩
が
交
付
し
た
類
似
の
免
許
状
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
免
許
状
と
、
そ
れ
に
関
わ
る

人
々
、
お
よ
び
大
江
玄
仙
が
学
ん
だ
栗
崎
流
金
瘡
外
科
の
特
徴
を
再
検

証
す
る
。

　
一
、
大
江
玄
仙
に
つ
い
て

　

大
江
家
は
大
江
村
に
居
住
し
て
い
た
大
江
五
郎
衛
門
（
範
行
、
寿
漢

翁
）
を
家
祖
と
す
る
が
、
大
江
医
家
と
し
て
の
歴
史
は
、
五
郎
衛
門
の

息
子
玄
仙
（
範
満
）
か
ら
始
ま
る
。
玄
仙
が
六
八
歳
の
と
き
に
中
津
藩

の
和
田
治
部
左
衛
門
と
宗
家
奉
行
夏
目
弥
兵
衛
の
た
め
に
書
い
た
「
差

出
控
」
の
写
し
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
安
永
三

（
一
七
七
七
）
年
ま
で
の
玄
仙
の
経
歴
は
あ
る
程
度
確
認
で
き
る
。
そ

れ
以
降
の
亡
く
な
る
ま
で
の
十
数
年
間
に
つ
い
て
は
、
中
津
藩
の
「
文

化
三
年
改
」
お
よ
び
「
嘉
永
三
年
改
」
が
伝
え
て
い
る
。
生
年
月
日
は

図
一
　
大
江
玄
仙
の
肖
像
画
（
作
者
不
明
、
制
作
年
不
明
）■1

大
江
玄
仙
の
栗
崎
流
金
瘡
外
科
免
許
状
と

　そ
の
背
景
に
つ
い
て

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
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ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
玄
仙
の
生
年

は
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
で
あ
る
と
算
出
で
き
る
。
幼
少
期
や
兄
弟

姉
妹
に
つ
い
て
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年

生
ま
れ
の
父
五
郎
衛
門
は
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
年
一
〇
月
八
日
に

四
八
歳
で
亡
く
な
り
、
善
剛
山
吉
祥
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

玄
仙
が
医
学
を
志
し
た
動
機
は
系
図
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
宝
暦

四
（
一
七
五
四
）
年
に
嶋
田
道
碩
か
ら
授
与
さ
れ
た
免
許
状
「
金
瘡
外

科
一
流
之
事
」
に
よ
る
と
、
玄
仙
は
そ
の
数
年
前
か
ら
長
崎
で
道
碩
の

指
導
を
受
け
て
い
た
。
医
師
に
な
る
と
決
意
し
た
の
は
、
比
較
的
高
年

齢
の
四
〇
歳
頃
で
あ
り
、
何
ら
か
の
事
情
で
父
の
後
を
継
げ
な
く
な
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

玄
仙
は
免
許
を
取
得
し
た
四
年
後
の
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
に
供

小
姓
上
席
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
は
年
収
が
増

や
さ
れ
、
同
六
（
一
七
六
九
）
年
に
厩
方
に
な
り
、
同
七

（
一
七
七
〇
）
年
に
薬
料
が
増
額
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
中
津
藩
に
長
年

仕
え
た
玄
仙
は
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
外
科
担
当
の
表
医
師
に
列

せ
ら
れ
た
。「
文
化
年
改
」
に
よ
れ
ば
、
玄
仙
は
安
永
九
（
一
七
八
〇
）

年
二
月
七
日
に
七
〇
歳
の
誕
生
日
を
機
に
隠
居
を
許
可
さ
れ
、
三
人
扶

持
を
終
生
与
え
ら
れ
た
。
隠
居
当
日
に
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
生
ま

れ
の
息
子
文
明
（
範
茂
、
雲
澤
）
が
家
督
を
相
続
し
た
。
長
寿
に
恵
ま

れ
た
父
玄
仙
は
寛
政
四
年
六
月
六
日
（
一
七
九
二
年
七
月
二
四
日
）
に

八
三
歳
で
亡
く
な
り
、
中
津
の
本
伝
寺
の
墓
所
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

玄
仙
が
築
い
た
大
江
医
家
は
藩
の
医
療
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
医

師
を
輩
出
し
、
二
〇
世
紀
ま
で
続
い
た
。

図
三
　
大
江
玄
仙
の
墓
（
中
津
市
本
伝
寺
）

図二　大江玄仙の差出控（安永三年五月）
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二
、
栗
崎
流
金
瘡
外
科
免
許
状

　

嶋
田
道
碩
が
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
年
に
青
木
惣
左
衛
門
（
道

範
）
に
交
付
し
た
免
許
状
【
イ
】
と
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
に
大

江
玄
仙
に
交
付
し
た
免
許
状
【
ロ
】
は
、
ほ
ぼ
同
じ
形
式
に
な
っ
て
い

る
。

【
イ
】「

金
瘡
外
科
一
流
之
事

一
金
瘡
外
科
一
流
秘

伝
之
儀
執
心
深
故

授
之
畢
貴
殿
内
々

心
懸
依
有
之
秘
伝

之
事
不
残
伝
之
者

也
尚
以
工
夫
無
懈

怠
可
被
相
勤
儀
肝

用
也
仍
而
救
免
状

如
件

　
　
　

栗
崎
道
喜

　
　
　

鳥
飼
道
節

享
保
十
六
年
［
一
七
三
一
］

　
　
　

島
田
道
碩

辛
亥
三
月　
　
［
印
：
嶋
田
］
武
矩
［
花
押
］

　
　

青
木
惣
左
衛
門
殿

右
道
之
字
救
之

者
也

享
保
十
七
年
［
一
七
三
二
］

壬
子
八
月　
　

青
木
道
範
殿
」

【
ロ
】「

金
瘡
外
科
一
流
之
事

一
金
瘡
外
科
一
流

秘
伝
之
儀
執
心

深
故
授
之
畢
貴

殿
内
々
心
懸
依

有
之
秘
伝
之
事

不
残
伝
之
者
也

尚
以
工
夫
無
懈

怠
可
被
相
勤
儀

肝
用
也
仍
而
救

免
状
如
件

宝
暦
四
年
［
一
七
五
四
］

栗
崎
道
喜

鳥
飼
道
節

嶋
田
道
碩

戌　

五
月
吉
日

［
印
：
嶋
田
］［
武
矩
］［
花
押
］

大
江
道
仙
老
」■２
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三
、
栗
崎
流
外
科
の
元
祖
道
喜
正
元

　

ど
ち
ら
の
免
許
状
も
、
栗
崎
道
喜
正
元
（
一
五
八
二
頃
～

一
六
五
一
）
を
元
祖
と
す
る
栗
崎
流
外
科
の
も
の
で
あ
る
。
家
流
と

な
っ
た
教
義
は
道
喜
の
没
後
も
さ
ら
に
体
系
化
さ
れ
、
長
崎
、
平
戸
、

熊
本
、
名
古
屋
、
江
戸
、
越
前
国
福
井
ま
で
広
ま
っ
て
い
た
の
で
、
す

で
に
か
な
り
多
く
の
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
■3
。
と
り
わ
け
越

前
栗
崎
家
は
よ
く
研
究
さ
れ
て
お
り
、
約
七
〇
点
に
の
ぼ
る
文
書
の
一

部
も
発
表
さ
れ
て
い
る
■4
。

　

元
祖
道
喜
正
元
は
肥
後
国
宇
土
郡
栗
崎
の
生
ま
れ
で
、
幼
名
は
歌
之

介
で
あ
っ
た
。
戦
乱
で
宇
土
城
が
落
城
し
両
親
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、

乳
母
と
と
も
に
長
崎
へ
行
っ
た
■5
。
そ
の
後
、
南
蛮
人
に
よ
っ
て
海
外

に
連
れ
て
行
か
れ
、
南
蛮
人
の
外
科
術
を
学
ん
で
帰
国
し
た
経
緯
に
つ

い
て
「
栗
崎
流
興
起
」
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
■6
。

「
夫
栗
崎
一
流
之
始
祖
何
某
、
往
昔
領
肥
之
後
州
栗
崎
邑
、
有
故

住
崎
陽
。
到
是
時
此
地
、
為
華
夷
易
、
津
民
屋
遂
日
繁
栄
。
商
客

蛮
人
、
見
日
本
嬰
児
、
奇
之
愛
之
寵
遇
甚
則
誘
導
蛮
国
。
于
時
見

栗
崎
氏
之
児
童
、
容
貌
端
正
、
自
愛
最
甚
、
遂
誘
引
本
国
、
住
十

有
八
年
。
蛮
人
授
之
外
科
金
瘡
之
治
術
。
童
子
聡
明
英
敏
到
成

長
。
極
是
術
之
蘊
奥
而
再
帰
崎
陽
。
請
時
之
府
吏
住
此
地
創
業
、

是
則
一
流
之
祖
也
」■7

　
「
栗
崎
流
興
起
」
以
外
の
栗
崎
流
文
書
に
も
類
似
の
記
述
が
見
ら
れ

る
。
海
外
で
の
滞
在
先
（
天
竺
、
呂
宋
、
阿
媽
港
）、
渡
航
の
理
由
、

当
時
の
年
齢
（
七
歳
、
九
歳
）
な
ど
、
細
か
い
点
で
の
不
一
致
は
無
視

図四　（上）青木道範の栗崎流外科の免許状
   （下）大江玄仙（道仙）の免許状
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で
き
な
い
が
■8
、
若
き
道
喜
が
南
蛮
人
か
ら
外
科
術
を
学
び
、
三
〇
数

年
後
に
長
崎
へ
戻
っ
て
医
業
を
始
め
た
の
が
こ
の
家
流
の
原
点
で
あ

る
。
こ
の
頃
の
長
崎
に
は
ま
だ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
住
ん
で
お
り
、
道
喜

は
習
得
し
た
語
学
力
を
活
か
し
て
彼
ら
と
親
交
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
南
蛮
人
の
追
放
後
に
平
戸
か
ら
出
島
へ
移
転
し
て
き
た
オ
ラ
ン

ダ
商
館
の
医
師
に
対
し
て
も
道
喜
が
無
関
心
だ
っ
た
と
は
考
え
が
た

い
。
一
四
世
紀
か
ら
発
展
し
て
き
た
金
瘡
医
術
や
明
代
の
外
科
学
に
関

す
る
情
報
、
医
薬
品
、
医
書
な
ど
は
、
小
都
市
長
崎
で
は
広
く
流
布
し

て
い
た
に
違
い
な
い
。
栗
崎
道
喜
が
「
三
カ
国
の
医
術
」■9
に
つ
い
て
学

ん
だ
と
の
記
述
は
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

元
祖
道
喜
正
元
に
は
三
人
の
息
子
と
跡
継
ぎ
と
な
っ
た
養
子
の
道
喜

正
勝
が
い
て
、
彼
の
外
科
術
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
知
識
を
取
り
入
れ

な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

「
栗
崎
有
四
子
。
嫡
男
道
喜
応
越
前
国
松
平
君
之
召
。
二
男
道
悦

応
平
戸
松
浦
君
之
召
。
三
男
道
保
遊
四
方
。
四
男
道
有
居
住
此
地

［=

長
崎
］。「
栗
崎
流
金
瘡
」（
九
州
大
学
医
学
部
久
保
記
念
館

蔵
）

四
、
栗
崎
流
外
科
の
特
徴

　

元
祖
道
喜
正
元
は
日
本
に
帰
国
し
た
際
に
「
南
蛮
国
」
か
ら
道
具
、

医
薬
品
、
書
物
を
持
ち
帰
っ
た
よ
う
だ
■10
。
当
時
は
道
喜
が
日
本
語
に

不
自
由
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
■11
。
栗
崎
流
医
書

の
ほ
と
ん
ど
は
、
道
喜
が
口
頭
で
説
明
し
た
も
の
を
基
に
嫡
男
の
道
喜

正
勝
や
弟
子
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
世
に
さ
ら
に
蘭
方
の
情
報

が
追
加
さ
れ
た
の
で
、
栗
崎
流
の
本
来
の
姿
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
に
正
勝
が
福
井
か
ら
平
戸
へ
戻
っ
て
か
ら
ま

と
め
た
「
家
流
金
瘡
秘
伝
書
」
は
、
元
祖
道
喜
正
元
の
教
え
に
最
も
近

い
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
■12
。

　

道
喜
は
長
期
に
わ
た
る
海
外
滞
在
中
に
も
西
洋
の
解
剖
学
や
病
理
論

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
学
ん
で
い
な
い
よ
う
で
、
同
書
に
は
そ
れ
ら
に

つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
目
次
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
疵
の
治
療

を
中
心
に
実
践
的
な
治
療
法
が
体
系
的
に
書
か
れ
た
著
作
で
あ
る
。

第
一　

生
死
之
疵
見
定
事　
　
　
　

第
六　

疵
縫
事

第
二　

血
ヲ
留
事　
　
　
　
　
　
　

第
七　

雞
卵
薬
用
徳
品
々
事

第
三　

内
薬
之
事　
　
　
　
　
　
　

第
八　

酢
遺
事

第
四　

疵
洗
事　
　
　
　
　
　
　
　

第
九　

疵
巻
事

第
五　

疵
依
カ
ス
カ
イ
ヲ
用
事　
　

第
十　

食
物
之
事
、
附
■13

　

血
留
、
疵
洗
（「
焼
酎
ニ
テ
洗
徳
品
々
事
」）、
カ
ス
ガ
イ
の
応
用
■14
、

縫
い
法
、
糸
の
結
び
方
（「
縫
糸
結
様
」）、
腹
疵
（「
腹
腸
出
タ
ル
疵
縫

事
」）、「
メ
イ
チ
ャ
」■15
、
鋸
や
鉋か

ん
な
の
使
用
な
ど
、
記
述
の
大
半
が
西
洋

の
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
特
に
疵
の
洗
浄
と
縫

合
は
そ
れ
ま
で
の
金
瘡
医
療
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
進
歩
的
な
治
療

法
だ
っ
た
。
さ
ら
に
近
世
外
科
学
の
巨
匠
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
パ
レ

（Am
broise Paré

、
一
五
一
〇
頃
～
一
五
九
〇
）
が
推
奨
す
る
卵
の

使
用
も
含
ま
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
同
書
の
附
録
が
取
り
上
げ

て
い
る
鉄
砲
疵
の
扱
い
は
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ブ
ル
ン
シ
ュ
ウ
ィ
グ

（H
ieronym

us Brunschw
ig

、
一
四
五
〇
～
一
五
一
二
［
推
定
］）
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な
ど
が
唱
え
た
鉄
砲
玉
の
毒
性
論
を
反
映
し
て
お
り
、
多
様
な
情
報
源

が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
一
、
鉄
砲
疵
之
事

鉄
砲
疵
ハ
、
先
玉
ノ
当
リ
タ
ル
遠
近
ノ
積
ヲ
能
聞
ヘ
シ
、
間
近
ク

ハ
エ
ン
シ
ヤ
ウ
ノ
毒
気
強
シ
、
間
遠
ケ
レ
バ
毒
気
弱
シ
、
毒
気
ノ

ツ
ヨ
キ
ハ
、
疵
ノ
内
ヲ
早
ク
膿
セ
ウ
ミ
ニ
ツ
レ
テ
、
毒
気
ヲ
取
テ

後
ニ
可
愈
、
是
モ
内
ヲ
能
洗
、
若
骨
抔
研
タ
ラ
ハ
研
タ
ル
骨
少
モ

不
残
取
テ
可
愈
ス
、
焼
目
打
目
金
瘡
三
色
ヲ
兼
タ
ル
疵
ナ
ル
ニ
依

テ
、
常
ノ
疵
ト
違
テ
一
入
ム
ツ
カ
シ
キ
モ
ノ
也
、
タ
ヽ
シ
損
シ
タ

ル
肉
ノ
分
ハ
、
兎
角
朒
リ
テ
膿
ニ
成
テ
流
ル
也
」（「
家
流
金
瘡
秘

伝
書
■16
）

　

栗
崎
流
の
写
本
が
紹
介
し
て
い
る
膏
薬
と
油
薬
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

oléo

、
オ
ラ
ン
ダ
語olie

）
を
元
祖
道
喜
正
元
が
す
べ
て
収
集
し
た
訳

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
の
「
栗
崎
家
南
蛮
流

油
取
様
並
効
能
」
に
は
計
七
八
品
目
も
列
記
さ
れ
て
い
る
。「
ヲ
ヽ
リ

ヨ
ホ
ル
コ
テ
マ
ア
ト
」（O

léo Porco de m
ato 

猪
油
）、「
ヲ
ヽ
リ

ヨ
ハ
ア
ト
」（O

léo pato 

鴨
油
）、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ロ
ザ
ア
ド
」（O

léo 
Rosado 

薔
薇
油
）
の
よ
う
な
も
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
情
報
源
を

示
し
て
い
る
。「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
ス
ラ
キ
ニ
フ
ス
」（O

léo 
M
ucilaginibus = O

leum
 M
ucilaginibus

）
な
ど
の
ラ
テ
ン
語
名

の
場
合
は
、
そ
の
背
景
は
特
定
で
き
ず
、
片
仮
名
表
記
の
曖
昧
さ
の
た

め
、
ラ
テ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
区
別
で
き
な
い
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
一
方
「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ヲ
ウ
ス
」（O

léo Vos = vos olie

）、「
ヲ
ウ

リ
ヨ
エ
ネ
ツ
ヘ
レ
」（O

léo Jenever = O
leum

 Juniperi

）、「
ヲ

ウ
リ
ヨ
ア
ヽ
ル
ト
」（O

léo Aard = Aard olie

）、「
ヲ
ウ
リ
ヨ
カ
ン

フ
ル
」（O
léo Kam

fer = Kam
fer olie

）、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ス
ル
フ
ル
」

（O
léo Sulfer / Sulfur = Sulfur olie

）
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
「O

léo

」
と
オ
ラ
ン
ダ
語
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
用
語
（vos 

狐
、aard 

土
、Kam

fer 

樟
脳
、Sulfer / Sulfur 

硫
黄
）

と
の
組
み
合
わ
せ
も
あ
り
、
栗
崎
流
が
柔
軟
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

図
五
　
栗
崎
流
文
書
に
見
ら
れ
る
カ
ス
ガ
イ
。「
栗
崎
流
金
瘡
」
長
島
元
長
、

　
　
　
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
写
（
九
州
大
学
医
学
部
久
保
記
念
館
蔵
）
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「
金
瘡
師
語
録
■17
」、「
栗
嵜
一
流
外
科
書
■18
」
な
ど
に
目
を
通
す
と
、

同
様
の
印
象
を
受
け
る
。
南
蛮
流
と
い
う
看
板
の
下
で
元
祖
道
喜
正
元

が
学
ん
だ
南
蛮
系
の
医
術
に
、
中
国
系
お
よ
び
蘭
方
系
の
要
素
が
加
わ

り
、
折
衷
的
で
豊
富
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
潰
瘍
の
西
洋
医
学
的
分

類
は
栗
崎
流
文
書
に
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
道
喜
が
長
期
に
わ

た
っ
て
南
蛮
人
医
師
に
外
科
を
学
ん
だ
と
す
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
で
も
重
要
視
さ
れ
た
解
剖
学
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
て
も
よ
い

は
ず
だ
が
、
そ
れ
も
見
ら
れ
な
い
。
若
き
道
喜
に
は
学
習
の
差
し
障
り

に
な
る
よ
う
な
中
国
医
学
の
知
識
は
な
か
っ
た
の
で
、
彼
は
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
吸
収
し
た
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
道
喜
の
弟
子

た
ち
が
師
の
指
導
を
選
択
的
に
し
か
伝
習
し
な
か
っ
た
可
能
性
は
排
除

で
き
な
い
が
、
道
喜
は
帰
国
後
に
名
医
に
成
長
し
た
も
の
の
、
南
蛮
系

の
外
科
学
を
代
表
す
る
医
師
に
な
っ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
一
連
の

南
蛮
系
の
治
療
法
や
医
薬
品
の
知
識
を
も
と
に
中
国
系
や
蘭
方
系
の
医

学
情
報
を
加
え
、
折
衷
的
な
流
派
の
土
台
を
築
き
上
げ
た
と
い
え
る
。

そ
の
柔
軟
性
と
発
展
性
こ
そ
が
、
南
蛮
人
が
追
放
さ
れ
た
寛
永
一
六

（
一
六
三
九
）
年
以
降
の
「
鎖
国
」
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
こ
の

家
流
の
存
続
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
初
期
の
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
か
っ
た
膏
薬
方
が
一
七
世
紀
後
半
か
ら
徐
々
に
取
り
入
れ
ら

れ
、
体
系
化
さ
れ
た
疵
の
手
当
て
の
方
法
は
江
戸
後
期
ま
で
高
く
評
価

さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

元
祖
道
喜
正
元
の
嫡
男
道
喜
正
勝
（
一
六
二
二
～
一
六
九
八
）
を
初

代
と
し
、
幕
末
ま
で
医
業
を
営
ん
で
い
た
越
前
栗
崎
家
の
文
書
の
中
に

は
、
同
家
が
早
く
か
ら
紅
毛
流
外
科
に
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
を
示
す

史
料
が
少
な
く
な
い
。「
諸
油
之
能
・
取
様
」
に
は
薬
剤
師
ブ
ラ
ウ
ン

（Frans Braun

）
が
寛
文
一
二
（
一
六
七
二
）
年
に
行
っ
た
蒸
溜
術
の

教
授
を
伝
え
る
通
詞
報
告
書
が
反
映
さ
れ
て
い
る
■19
。「
阿
蘭
陀
外
科
書

渡
薬
能
」
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
特
使
フ
リ
シ
ウ
ス

（Andries Frisius

）
が
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
に
献
上
し
た
医
薬

品
に
関
す
る
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
説
明
に
基
づ
い
て
い
る
■20
。

「
阿
蘭
陀
外
科
要
訣
全
書
」
は
カ
ス
パ
ル
と
そ
の
後
任
者
に
学
ん
だ
河

口
良
庵
（
一
六
二
九
～
一
六
八
七
）
が
晩
年
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
■21
。

「
阿
蘭
陀
賀
須
波
留
十
七
方
」
の
内
容
は
、
カ
ス
パ
ル
が
慶
安
三
年
に

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
に
基
づ
い
て
紹
介
し
た
軟
薬
（unguento/

unguentum

）
と
膏
薬
（em

prastro/em
plastro/em

plastrum

）

で
あ
る
■22
。「
阿
蘭
陀
口
和
書
」
は
一
六
六
〇
年
代
か
ら
作
成
さ
れ
た
単

語
集
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
知
識
の
取
捨
や
伝
承
に
対
す
る
柔
軟
な
姿
勢
は
門
弟
た
ち

に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
元
祖
栗
崎
道
喜
正
元
が
死
去
し
た
慶
安
四

（
一
六
五
一
）
年
は
、
大
目
付
井
上
政
重
や
老
中
稲
葉
正
則
、
ま
た
一

連
の
大
名
た
ち
が
紅
毛
流
医
術
の
習
得
を
推
奨
し
て
い
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
国
外
追
放
と
な
っ
た
南
蛮
人
の
医
療
の
み
に
固
執
し
て
い
た

な
ら
ば
、
名
高
い
「
栗
崎
流
」
と
い
え
ど
も
衰
退
の
道
を
た
ど
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。

五
、
鳥
飼
道
節

　

鳥
飼
道
節
の
名
は
幾
つ
か
の
論
文
で
確
認
で
き
る
■23
。
富
士
川
游
は

す
で
に
一
九
一
七
年
に
彼
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
情
報
の
出
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典
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
大
阪
の
岩
永
家
に
伝
わ
る
「
栗
崎
流
系
譜
」

に
た
ど
り
つ
く
■24
。
こ
の
系
譜
に
よ
る
と
道
節
は
熊
本
の
武
家
に
生
ま

れ
育
っ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
二
〇
代
で
外
科
を
志
し
、
長
崎

で
二
代
目
栗
崎
道
喜
正
勝
の
門
下
生
と
な
っ
て
い
る
。

「
鳥
飼
道
節　
　

二
代
目
道
喜
之
髙
弟
也

肥
後
國
熊
本
ノ
産
ナ
リ
少
キ
時
武
官
ナ
リ
二
〇
余
歳
ノ
比
外
科
ニ

志
有
テ
長
崎
ニ
來
リ
道
喜
先
生
ニ
學
ブ
先
生
越
前
ニ
行
ク
ト
キ
ヨ

リ
以
前
親
炙
ス
ル
コ
ト
年
ア
リ
中
年
ニ
至
テ
一
流
ノ
奥
義
愈
々
精

密
ナ
リ
其
比
海
内
外
科
ニ
志
ア
ル
士
響
ニ
應
ジ
テ
来
リ
服
ス
門
人

幾
許
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
。
東
武
エ
召
シ
出
サ
レ
シ
［
栗
崎
］

道
有
モ
業
ヲ
此
道
節
ニ
受
ク
六
十
六
歳
ニ
シ
テ
本
主
細
川
侯
コ
レ

ヲ
召
シ
テ
三
百
［
石
］
ヲ
賜
フ
壽
百
歳
ニ
シ
テ
終
ル
此
人
蠻
語
ノ

コ
ル
タ
ア
ド
■25
ヲ
金
紫
膏
ト
改
メ
カ
ン
フ
ラ
ン
■26
ヲ
白
愈
膏
ト
改
ル

類
多
シ
其
外
諸
膏
相
考
エ
手
煉
精
熟
シ
テ
神
効
ノ
祕
ヲ
發
ス
栗
崎

一
流
ニ
於
テ
尤
功
ア
リ
」■27

　

道
節
は
免
許
を
取
得
し
た
の
ち
、
長
崎
で
医
業
を
営
ん
で
い
た
よ
う

で
あ
る
。
六
六
歳
と
い
う
高
齢
で
熊
本
藩
の
細
川
侯
か
ら
医
官
に
召
し

上
げ
ら
れ
、
禄
三
〇
石
を
賜
っ
た
。
道
節
は
大
変
長
寿
で
富
士
川
游
に

よ
れ
ば
一
〇
〇
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
■28
。
し
か
し
山
崎
正
董
の
『
肥

後
医
育
史
』
に
は
十
分
な
信
頼
に
足
る
記
述
が
な
い
■29
。
山
崎
は
「
鳥

飼
家
文
書
」
に
基
づ
い
て
、『
肥
後
医
育
史
補
遺
』
に
道
節
の
役
職
に

つ
い
て
、
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
正
月
に
「
御
医
師
觸
使
役
被
仰

付
」
と
述
べ
て
い
る
■30
。

　

一
九
六
五
年
に
阿
知
波
五
郎
が
富
士
川
旧
蔵
の
写
本
「
金
瘡
師
伝

録
」
を
調
べ
た
。
同
書
の
「
金
瘡
生
死
決
方
」
の
章
の
最
後
に
、
栗
崎

流
外
科
の
伝
播
に
お
け
る
道
節
の
立
ち
位
置
を
裏
付
け
る
記
述
が
あ
る
■31
。

筆
者
が
入
手
し
た
巻
子
本
「
金
瘡
師
語
録
全
書
」
に
も
ほ
ぼ
同
じ
記
載

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
書
に
は
鳥
飼
道
節
の
印
（
守
兼
）
が
あ
る
の
で
、

そ
の
内
容
は
信
頼
の
お
け
る
も
の
で
あ
る
。

右
金
瘡
外
科
一
流
秘
傳
之
書

執
心
深
故
口
傳
不
残
授
之
者
也

　
　
　
　

栗
崎
氏
道
喜

寛
文
六
丙
午
歳
三
月
吉
日
【
一
六
六
六
】　　

在
判

　
　
　
　

鳥
飼
金
兵
衛
殿

　
　

金
兵
衛
剃
髪
號
道
節

元
禄
庚
辰
【
元
禄
一
三
＝
一
七
〇
〇
】
春
奉
仕　

細
川
越
中
守
綱

利
朝
臣
為
家
臣
以
外
醫
其
挙
名
也
賜
二
百
石
之
地

右
金
瘡
外
科
一
流
秘
傳
之
書
執
心
深
故
口
傳
不
殘
授
之
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
道
節

元
禄
十
四
辛
巳
歳
二
月
吉
日
【
元
禄
一
四
＝
一
七
〇
一
】　　
　

　
［
印
：
守
兼
］

堀
八
左
衛
門
殿
■32

　

伴
五
十
嗣
郎
が
発
表
し
た
福
井
の
越
前
栗
崎
家
の
貴
重
な
資
料
か
ら

は
、
鳥
飼
道
節
が
免
許
を
受
け
た
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
に
、
他
に

も
栗
崎
流
の
免
許
を
受
け
た
人
物
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
■33
。

「
金
瘡
外
科
一
流
之
事
」　　

寛
文
六
年　

栗
崎
氏
道
喜　

丙
午

歳
三
月
吉
日　

印
・
花
押
：
正
勝　
　

長
田
左
衛
門
殿　

後
改
道

佐
■34



− 35 −

「
金
瘡
師
語
録
全
書
」　　

寛
文
六
年　

栗
崎
氏
道
喜　

丙
午
歳

三
月
吉
日　

寺
野
八
兵
衛
殿
■35

　

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
当
時
の
背
景
が
明
ら
か
に
な
る
。
寛
文
六

（
一
六
六
六
）
年
に
元
祖
道
喜
正
元
の
嫡
男
道
喜
正
勝
は
越
前
国
福
井

藩
の
四
代
藩
主
松
平
光
通
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
が
、
同
年
の
三
月
に
長

崎
で
養
成
し
た
少
な
く
と
も
三
人
の
弟
子
（
鳥
飼
道
節
、
長
田
左
衛

門
、
寺
野
八
兵
衛
）
に
栗
崎
流
外
科
の
秘
伝
書
と
一
流
皆
伝
の
免
許
状

を
授
け
た
。

　

鳥
飼
道
節
は
免
許
取
得
後
数
十
年
に
わ
た
り
医
業
に
携
わ
っ
た
。
元

禄
一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
に
六
六
歳
で
熊
本
藩
主
細
川
綱
利

（
一
六
四
三
～
一
七
一
四
）
の
外
科
医
と
な
り
、
翌
元
禄
一
四

（
一
七
〇
一
）
年
に
門
弟
の
堀
八
左
衛
門
に
修
行
証
書
を
授
与
し
て
い

る
。
道
節
が
仕
え
た
肥
後
細
川
家
は
す
で
に
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）

年
に
藩
医
内
藤
宗
印
に
長
崎
の
紅
毛
医
師
か
ら
外
科
術
を
学
ぶ
よ
う
命

じ
て
い
た
■36
。
前
述
の
写
本
「
金
瘡
師
伝
録
」（
富
士
川
本
）
に
よ
れ

ば
、
道
節
の
医
術
は
そ
の
後
、
堀
八
左
衛
門
の
子
道
慶
に
受
け
継
が
れ

た
。

「
当
道
三
ケ
条
極
秘
唯
受
一
人
秘
伝

欠
唇　
　

駢ム
ツ

拇ユ
ビ　
　

水ミ
ツ

弾カ
キ

右
治
療
伝
授
之
輩
ニ
者
与
免
状
、
予
今
年
於
肥
後
隅
本
ニ
先
生
従
鳥

飼
道
節
得
其
伝
為
ソ
覚
悟
大
槩
私
ニ
注
之
如
左
、
多
節
斉
堀
意
敬

述
」■37

　

鳥
飼
道
節
に
は
少
な
く
と
も
嶋
田
道
碩
、
堀
八
左
衛
門
と
い
う
二
人

の
門
弟
が
い
た
。
熊
本
藩
の｢

元
禄
初
比
ノ
御
侍
帳｣

の
中
に
御
医
師

月
番
触
と
し
て
「
鳥
飼
道
節　

二
百
石
」
と
あ
り
、
ま
た
道
節
の
息
子

に
関
し
て
「
鳥
飼
祐
節　

拾
人
扶
持
」
と
あ
る
。
祐
節
も
享
保
七

（
一
七
二
二
）
年
に
亡
く
な
る
ま
で
熊
本
藩
の
金
創
医
を
務
め
て
い
た
■38
。

「
華
岡
門
人
録
」
に
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
四
月
の
日
付
で
「
熊

本
藩　

鳥
飼
道
意
」
と
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
肥
後
の
鳥
飼
道
節
の
子

孫
は
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
中
頃
ま
で
外
科
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
る
■39
。

図六　鳥飼道節が堀八左衛門に与えた免許（「金瘡師語録全書」
　　　九州大学医学図書館ミヒェル文庫蔵）
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興
味
深
い
こ
と
に
鳥
飼
道
節
を
カ
ス
パ
ル
の
系
脈
に
加
え
て
い
る
史

料
も
あ
る
。
と
き
お
り
引
用
さ
れ
る
「
阿
蘭
陀
国
外
科
加
須
波
留
先
生

系
脈
」（
成
立
年
不
明
）
と
い
う
巻
物
は
、
数
代
に
わ
た
り
計
一
一
六

名
を
列
記
し
て
い
る
。
巻
頭
に
は
猪
股
伝
兵
衛
、
通
圓
、
向
井
元
升
、

鳥
飼
道
節
、
栗
崎
道
有
、
山
口
寿
斎
、
内
田
藤
左
エ
門
、
堀
意
半
の
名

が
並
ん
で
い
る
。
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
来
日
は
正
保
四

（
一
六
四
七
）
年
と
な
っ
て
お
り
、「
阿
蘭
陀
カ
ス
ハ
ル
流
外
治
」
お
よ

び
「
紅
毛
外
科
」
で
は
商
館
医
「
ヤ
ン
」（Jan Stipel

）
の
弟
子
と
さ

れ
て
い
る
山
口
寿
斎
、
内
田
藤
左
エ
門
、
堀
意
半
の
名
が
カ
ス
パ
ル
の

初
代
弟
子
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
関
し
て
は

議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
地
理
的
・
時
代
的
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
長

崎
で
医
学
修
行
に
励
ん
で
い
た
鳥
飼
道
節
が
カ
ス
パ
ル
流
外
科
に
触
れ

る
機
会
が
あ
っ
た
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

六
、
嶋
田
道
碩

　

富
士
川
游
は
す
で
に
一
九
一
七
年
の
時
点
で
嶋
田
道
碩
の
生
涯
に
触

れ
て
い
る
が
、
そ
の
情
報
源
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
■40
。
お
そ
ら
く

一
九
三
四
年
に
発
表
さ
れ
た
大
坂
の
医
師
岩
永
輝
房
所
蔵
の
「
栗
崎
流

系
譜
」
を
参
考
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
嶋
田
道
碩
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
島
田
道
碩　
　

道
節
之
髙
弟
也

長
崎
ノ
産
ナ
リ
一
流
ノ
精
粹
ヲ
考
エ
大
ニ
正
宗
ヲ
明
ム
名
聲
一
時

ニ
鳴
ル
是
マ
デ
ニ
道
統
四
世
法
術
益
委
シ
ク
本
末
洞
貫
ス
弟
子
蓋

図
七
　「
阿
蘭
陀
国
外
科
加
須
波
留
先
生
系
脈
」
の
巻
頭

　
　
　（
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
亥
鼻
分
館
蔵
）
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三
百
餘
人
ナ
リ
元
文
三
［
一
七
三
八
］
年
戊
午
三
月
歳
六
十
六
石

州
濱
田
ノ
太
守
嚢
病
ヲ
患
フ
ル
コ
ト
日
ア
リ
諸
醫
コ
レ
ヲ
治
シ
テ

効
ア
ラ
ズ
依
テ
道
碩
ヲ
召
ス
往
テ
見
テ
曰
治
ス
ベ
シ
ト
後
果
シ
テ

言
ノ
如
シ
二
旬
ニ
シ
テ
愈
ユ
太
守
悦
ビ
ニ
タ
エ
ズ
黄
金
數
百
斤
ヲ

賜
ワ
ツ
テ
褒
ト
ス
且
累
年
奇
痾
ヲ
起
シ
死
ヲ
救
フ
破
棺
ノ
功
悉
ク

記
ス
遑
ア
ラ
ズ
」■41

　

こ
の
系
譜
に
よ
る
と
、
嶋
田
道
碩
は
長
崎
の
出
身
で
あ
る
。
前
述
し

た
青
木
惣
左
衛
門
（
道
範
）
の
免
許
状
が
示
す
よ
う
に
、
道
碩
は
享
保

一
六
（
一
七
三
一
）
年
に
鳥
飼
道
節
か
ら
栗
崎
流
の
免
許
を
受
け
て
い

る
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
七
年
後
の
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
に
石
見
国

浜
田
藩
の
藩
主
松
平
周
防
守
康
福
の
「
嚢
病
」
を
治
し
大
い
に
名
声
を

得
た
。
浜
田
藩
医
が
治
せ
な
か
っ
た
の
は
陰
嚢
の
病
気
だ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
の
で
、
患
者
の
喜
び
も
大
き
か
っ
た
が
、
謝
礼
と
し
て
与
え
ら

れ
た
「
金
數
百
斤
」
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
外
に

も
道
碩
が
数
々
の
死
に
至
る
奇
病
を
治
し
、
人
命
を
救
っ
た
こ
と
は
、

彼
が
道
節
の
「
高
弟
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
「
栗
崎
流
系
譜
」
は
道
碩
の
門
人
と
し
て
野
口
道
悦
と
城
道
敬
を
挙

げ
て
い
る
。
前
者
は
浪
華
に
移
り
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
一
〇
月

七
日
に
わ
ず
か
四
四
歳
で
没
し
、
後
者
は
岩
永
氏
の
継
嗣
と
な
り
、
明

和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
病
没
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
政
四

（
一
八
二
一
）
年
に
幕
府
医
学
館
の
痘
疹
科
教
授
池
田
獨
美
が
発
表
し

た
『
重
校
痘
科
弁
要
』
の
「
升
堂
門
生
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
肥
前

の
島
田
順
碩
は
、
嶋
田
道
碩
の
子
孫
の
よ
う
だ
■42
。
道
碩
の
嶋
田
医
家

も
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
続
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

図
八
　
嶋
田
道
碩
の
花
押
と
印



− 38 −

お
わ
り
に

　

享
保
一
六
（
一
七
三
一
）
年
に
嶋
田
道
碩
が
鳥
飼
道
節
か
ら
免
許
を

受
け
た
頃
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
改
革
と
文
教
政
策
に
よ
っ
て
蘭
学
は
大

き
な
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
洋
書
輸
入
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
西
洋
の
専
門
知
識
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
医
師

も
洋
書
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド

会
社
を
通
じ
て
大
量
の
薬
草
の
種
や
苗
も
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
幕
府
の
直
轄
地
長
崎
は
外
来
知
の
受
容
と
流
通
の
拠
点
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
吉
雄
家
、
楢

林
家
、
本
木
家
な
ど
、
出
島
商
館
に
出
入
り
す
る
通
詞
家
が
兼
業
で
運

営
す
る
学
塾
の
重
要
性
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
大
江
玄
仙
は
な
ぜ
紅
毛
流
外
科
で
は
な

く
、
栗
崎
流
外
科
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）

年
に
玄
仙
が
嶋
田
道
碩
か
ら
免
許
状
を
受
け
た
頃
、
吉
雄
流
紅
毛
外
科

の
祖
と
な
る
吉
雄
耕
牛
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
〇
）
は
す
で
に
二
五
歳

の
若
さ
で
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
大
通
詞
に
就
任
し
て
い
た
。
代
々
に
わ

た
っ
て
収
集
さ
れ
た
洋
書
や
各
種
道
具
な
ど
の
舶
来
品
を
有
す
る
吉
雄

家
と
家
塾
の
成
秀
館
の
名
声
は
、
次
第
に
全
国
各
地
に
届
い
て
い
た
。

そ
の
後
、
同
じ
く
通
詞
系
の
医
家
で
あ
る
楢
林
家
や
本
木
家
の
評
判
も

広
ま
っ
て
い
く
。
し
か
し
一
七
世
紀
か
ら
長
崎
、
江
戸
、
福
井
、
熊

本
、
名
古
屋
な
ど
各
地
に
根
を
下
ろ
し
た
栗
崎
流
に
比
べ
、
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
伝
わ
っ
た
西
洋
医
学
が
主
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
の
は

一
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
栗
崎
流
外
科
を
実
践
す
る
医

師
た
ち
は
、
中
国
人
や
紅
毛
人
の
医
術
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
て
も
い
た

の
で
、
大
江
玄
仙
が
名
高
い
金
瘡
外
科
医
で
あ
っ
た
嶋
田
道
碩
に
師
事

し
た
こ
と
は
悪
く
な
い
選
択
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

史
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瘡
」）
に
は
、
そ
の
写
本
が
あ
る
。

７　
「
栗
崎
流
金
瘡
」（
九
州
大
学
医
学
部
久
保
記
念
館
蔵
）。「
夫
れ
栗
崎
一
流
の
始
祖
何

某
、
往
昔
肥
之
後
州
栗
崎
邑
に
領
し
、
故
有
り
て
崎
陽
に
住
す
。
是
の
時
此
の
地
に

到
れ
ば
、
華
夷
は
易
を
為
し
、
津
の
民
屋
は
遂
日
繁
栄
す
。
商
客
蛮
人
、
日
本
嬰
児

を
見
る
や
、
之
れ
を
奇
し
之
れ
を
愛
し
寵
遇
甚
し
け
れ
ば
則
ち
蛮
国
に
誘
導
す
。
時

に
于
い
て
栗
崎
氏
の
児
童
を
見
る
に
、
容
貌
端
正
、
自
愛
す
る
こ
と
最
も
甚
だ
し
。

遂
に
本
国
に
誘
引
し
、
十
有
八
年
住
す
。
蛮
人
之
れ
に
外
科
金
瘡
の
治
術
を
授
く
。

童
子
は
聡
明
英
敏
に
し
て
成
長
に
到
る
。
是
の
術
の
蘊
奥
を
極
め
て
崎
陽
に
再
帰

す
。
時
の
府
吏
を
請
い
、
此
地
に
住
み
創
業
す
。
是
れ
則
ち
一
流
の
祖
也
。」

８　

古
賀
十
二
郎
（
一
九
六
六
）
上
巻
、
一
四
五
頁
。
竹
内
真
一
（
一
九
六
九
）、
八
～

九
頁
。

９　
「
金
瘡
本
末
撰
記
」
古
賀
十
二
郎
（
一
九
六
六
）
上
巻
、
一
五
〇
頁
。
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10　
「
先
祖
由
緒
」
よ
り
。
根
本
な
つ
め
（
二
〇
一
七
）、
三
五
頁
。

11　
「
先
祖
由
緒
」
よ
り
。
根
本
な
つ
め
（
二
〇
一
七
）、
三
四
頁
。

12　

伴
五
十
嗣
郎
（
一
九
八
七
）
が
そ
れ
に
付
け
加
え
た
同
年
三
月
一
二
日
付
の
「
南
蛮

流
金
瘡
口
伝
目
録
」（
巻
軸
）
は
、｢

家
流
金
瘡
秘
伝
書｣

の
項
目
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

13　

栗
崎
道
喜
正
勝
筆
「
家
流
金
瘡
秘
伝
書
」
貞
享
四
歳
丁

卬
三
月
八
日
。
伴
五
十
嗣
郎

（
一
九
八
七
）
参
照
。

14　

そ
も
そ
も
金
属
製
の
カ
ス
ガ
イ
（
鎹
、
ラ
テ
ン
語fibula

）
は
、
こ
こ
で
は
木
綿
切

り
と
糸
を
用
い
る
大
き
な
傷
口
の
閉
じ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
外
科
術
に
お
け
る

カ
ス
ガ
イ
の
歴
史
に
つ
い
て
はBenedum

（1970

）
参
照
。

15　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語m

echa	

灯
心
、
糸
よ
り

16　

伴
五
十
嗣
郎
（
一
九
八
七
）、
二
二
一
頁
。

17　
「
金
瘡
師
語
録
全
書
」『
実
学
史
研
究
』
第
五
号
（
一
九
八
七
年
）、
二
〇
九
～

二
五
八
頁
。

18　
「
栗
嵜
一
流
外
科
書
」（
内
題
）、「
南
蛮
本
旨　

栗
崎
一
流
」（
外
題
）、
九
州
大
学
医

学
図
書
館
蔵
。

19　

詳
細
に
つ
い
て
は
ミ
ヒ
ェ
ル
（
二
〇
〇
七
）
参
照
。

20　

こ
れ
と
類
似
す
る
「
阿
蘭
陀
薬
種
能
毒
カ
ス
バ
ル
伝
渡
薬
」
に
つ
い
て
は
ミ
ヒ
ェ
ル

（
一
九
九
六
、
Ⅰ
、
Ⅱ
）
参
照
。

21　

ミ
ヒ
ェ
ル
（
一
九
九
六
、
Ⅰ
、
Ⅱ
）。

22　

ミ
ヒ
ェ
ル
（
一
九
九
六
、
Ⅰ
、
Ⅱ
）。

23　

古
賀
十
二
郎
と
山
崎
正
董
も
「
鳥
飼
家
文
書
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
、

所
在
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

24　

富
士
川
游
（
一
九
八
二
）、
六
〇
～
六
三
頁
。
こ
の
岩
永
家
の
系
譜
は
、
栗
崎
道
喜

に
始
ま
る
（
栗
崎
道
喜
正
元
→
栗
崎
道
喜
正
勝
→
鳥
飼
道
節
→
島
田
道
碩
→
野
口
道

悦
→
野
口
道
敬
→
岩
永
降
恭
→
岩
永
英
安
な
ど
）

25　

未
解
明

26　
「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
イ
ン
ク
エ
ン
ト
ア
ル
フ
ン

カ
ン
フ
ラ
ン
ト
ン
」（U

nguentum
	Album

	Cam
phoratum

）
か
。

27　

富
士
川
游
（
一
九
三
四
）、
二
八
～
二
九
頁
。	

28　

富
士
川
游
（
一
九
一
七
）、
一
二
七
七
頁
。

29　

山
崎
正
董
（
一
九
二
九
）、
三
九
七
頁
。

30　

山
崎
正
董
（
一
九
三
一
）、
一
二
六
頁
。

31　

阿
知
波
五
郎
（
一
九
六
五
）、
三
一
頁
。

32　
「
金
瘡
師
語
録
全
書
」。
九
州
大
学
医
学
図
書
館
ミ
ヒ
ェ
ル
文
庫
蔵
）

33　

栗
崎
家
文
書
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
寄
託
）。
伴
五
十
嗣
郎
（
一
九
八
七
）、

（
一
九
八
八
）、（
一
九
九
〇
）

34　
『
実
学
史
研
究
』
第
五
号
、
二
二
三
頁
。

35　
『
実
学
史
研
究
』
第
五
号
、
二
五
一
、二
五
七
頁
。

36　

古
賀
十
二
郎
（
一
九
六
六
）、
一
三
六
頁
。

37　
「
金
瘡
師
伝
録
」、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
。

38　

山
崎
正
董
（
一
九
三
一
）（
ロ
）。

39　

梶
谷
光
弘
（
二
〇
一
三
）、
一
〇
三
頁
。
松
本
寿
三
郎
編
『
熊
本
藩
侍
帳
集
成
』、
細

川
藩
政
史
研
究
会
、
三
章
文
庫
（
発
売
元
）、
一
九
九
六
年
。

40　

富
士
川
游
（
一
九
一
七
）、
一
二
七
七
頁
。

41　

富
士
川
游
（
一
九
三
四
）、
二
九
頁
。

42　
『
重
校
痘
科
弁
要
』「
升
堂
門
生
録
」（
附
録
一
丁
目
）。
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要
旨

　

本
稿
の
内
容
は
、
中
津
城
に
関
す
る
奥
平
氏
入
封
以
前
の
、
特
に
黒

田
氏
・
小
笠
原
氏
が
当
地
に
入
国
し
た
状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

検
討
の
結
果
、『
中
津
記
』（
山
本
艸
堂
校
訂
『
中
津
古
文
書
』、
豊
光

舎
、
一
九
三
五
年
、
所
収
）
の
原
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド

中
津
沿
革
志
、
黒
田
家
、
小
笠
原
家
、
細
川
家
、『
中
津
記
』、『
中
津

古
文
書
』、
藤
田
敬
所
、
冨
永
沌
翁

　
は
じ
め
に

　

中
津
市
に
現
存
す
る
古
文
書
・
古
記
録
は
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）

年
に
奥
平
家
が
丹
後
宮
津
藩
か
ら
入
封
し
て
以
降
の
も
の
が
そ
の
大
半

で
あ
る
。「
中
津
城
沿
革
志
」
の
内
容
は
、
奥
平
家
入
封
以
前
の
、
特

に
黒
田
家
・
小
笠
原
家
が
当
地
に
入
国
し
た
状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
類
似
し
た
史
料
と
し
て
『
中
津
記
』（
山
本
艸
堂
校
訂
『
中
津
古

文
書
』、
豊
光
舎
、
一
九
三
五
年
、
所
収
）
が
あ
り
、
本
稿
は
両
者
に

関
す
る
比
較
検
討
の
材
料
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
史
料
の
概
要

　

表
紙
に
は
朱
書
に
て
「
福
土
三
治
郎
君
所
贈
」、「
中
津
城
沿
革
志  

写
本
一
冊
」
と
あ
り
、
墨
書
に
て
「
四
冊
之
内
」
と
あ
る
（
図
一
）。

表
題
は
墨
書
で
記
し
た
も
の
に
上
書
き
し
た
形
跡
が
あ
り
、
墨
書
部
分

は
判
読
不
能
で
あ
る
。
そ
の
他
「
耶
馬
溪
風
物
館
」
の
所
蔵
シ
ー
ル
に

加
え
、「
第　

号　

山
与
水
居
蔵
」
と
印
字
さ
れ
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
書
冊
上
部
が
断
裁
さ
れ
て
お
り
、
史
料
整
理
あ
る
い
は
表
装
修

理
過
程
で
な
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
図
二
）。 吉

田
洋
一

「
中
津
城
沿
革
志
」
に
つ
い
て



− 43 −

　
［
一
丁
表
］
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

中
津
城

　
　

古
老
云
、
丸
山
ノ
城
ト
云
、
又
一
説
ニ
小
犬
丸
ノ
城
ト

　
　

云
、
又
一
説
ニ
此
ノ
城
本
中
津
江
太
郎
ト
云
人
ノ
居
リ

　
　

シ
所
也
、
又
一
説
ニ
此
城
地
中
津
ノ
五
名
、
重
松
・
橋

　
　

本
・
矢
野
・
田
中
等
ノ
人
替
々
守
ル

レ
之
ヲ　

ト
五
名
ノ
内
一

名
不
詳
疑
ハ

　
　
大
江

氏
ヵ
又
云
文
禄
年
中
マ
テ
ハ
此
ノ
地
大
江
三
郷
ト
云
テ
三

　
　

箇
ニ
分
テ
リ
ト
、
黒
田
孝
隆
初
テ
中
津
ニ
入
ル
時
、
伊

図
一
　
中
津
城
沿
革
志
表
紙
（
耶
馬
溪
風
物
館
蔵
）

　
　

豫
屋
弥
右
衛
門
ト
云
町
人
ノ
宅
ヲ
本
陣
ト
シ
テ
此
城
ヲ

　
　

修
造
ア
リ
シ
ト
、
諸
説
未
タ

二
分
明
一
也
伊
与
屋
ハ
京
町

中
ノ
辻
西
側

　

中
津
城
は
か
つ
て
「
丸
山
城
」、「
小
犬
丸
城
」
な
ど
と
称
し
た
。
丸

山
は
地
名
由
来
、
小
犬
丸
は
「
検
地
に
反
対
し
て
滅
ぼ
さ
れ
た
犬
丸
越

中
守
の
居
城
を
壊
し
、
そ
の
材
木
を
も
っ
て
修
造
し
た
た
め
■1
」
と
あ

る
。
ま
た
「
中
津
江
太
郎
（
未
詳
）」
の
居
城
で
あ
っ
た
説
、「
重
松
」

ほ
か
五
名
が
城
主
で
あ
っ
た
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
既
刊
で
あ
る
『
中

津
記
■2
』
は
、「
中
津
城
沿
革
志
」
の
割
書
箇
所
が
丸
括
弧
と
な
っ
て
い

る
■3
。
そ
の
後
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
一
五
九
六
）
に
黒
田
孝
高
が

初
入
国
し
た
際
に
は
、
当
地
の
町
人
伊
豫
屋
弥
右
衛
門
の
邸
宅
を
本
陣

と
し
て
同
城
を
修
造
し
た
と
い
う
。

　

な
お
、
小
犬
丸
城
の
呼
称
に
関
し
て
は
、［
一
丁
裏
］
に
、

　
　

或
人
ノ
□
（
曰
か
）、
中
津
ノ
城
ヲ
小
犬
丸
ノ
城
ト
イ

　
　

フ
ハ
イ
ワ
レ
ナ
シ
、
犬
丸
村
ニ
犬
丸
越
中
守
清
俊
城
ヲ

　
　

カ
マ
ヘ
居
ル
、
細
川
三
斎
是
ヲ
亡
シ
テ
其
城
ヲ
コ
ボ
チ

　
　

取
リ
中
津
ノ
城
ヲ
修
造
ス
、
因
テ
犬
丸
ノ
城
ト
云
フ

　
　

ト
、
大
手
門
ニ
古
材
木
ツ
カ
ヒ
ア
リ
、
是
其
武
功
ヲ
示

　
　

ス
ノ
意
ト
云
云
、
予
或
時
此
事
ヲ
語
ル
、
或
人
ノ
曰
、

　
　

コ
レ
ニ
テ
知
レ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
、
城
ノ
櫓
等
ニ
ヌ
キ
穴

　
　

ノ
ア
ル
古
材
木
ツ
カ
ヒ
ア
リ
ト
、
コ
レ
ラ
ニ
テ
思
ヒ
ア

　
　

ワ
ス
ベ
シ
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図
二
　
沿
革
志
一
丁
裏
・
二
丁
表

と
あ
り
、
前
述
の
犬
丸
越
中
守
を
細
川
三
斎
（
忠
興
）
が
滅
ぼ
し
て
同

城
を
修
造
し
「
犬
丸
ノ
城
」
と
し
た
の
が
由
来
で
あ
る
、
と
藤
田
順
則

（
敬
所
）
は
記
し
て
い
る
。「
細
川
三
斎
」
の
箇
所
が
、『
中
津
記
』
で

は
「
黒
田
如
水
」
と
あ
り
、
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
■4
。
本
文
［
二

丁
表
］
か
ら
は
「
黒
田
勘
解
由
孝
隆
■5
」
の
事
績
と
そ
の
間
の
修
復
・

戦
乱
な
ど
の
経
緯
、［
九
丁
裏
］
か
ら
細
川
家
の
豊
前
入
国
、
大
坂
の

陣
な
ど
を
経
て
［
一
三
丁
裏
］
か
ら
小
笠
原
家
の
事
績
が
享
保
二

（
一
七
一
七
）
年
ま
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
中
津
記
』
で
は
適
宜

一
つ
書
き
で
改
行
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
中
津
城
」「
細
川
氏
入
城
」

「
小
笠
原
氏
の
起
伏
」
と
小
見
出
し
を
付
し
て
い
る
。

　
「
中
津
城
沿
革
志
」
及
び
『
中
津
記
』
の
編
集
に
携
わ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
藤
田
敬
所
（
一
六
九
八
～
一
七
七
六
）
は
中
津
の
人
（
名
は
順

則
、
字
は
不
識
、
正
蔵
と
称
し
、
敬
所
は
そ
の
号
）
で
幼
少
に
し
て
父

母
を
喪
い
、
は
じ
め
医
者
を
志
し
た
が
こ
れ
を
好
ま
ず
、
享
保
二

（
一
七
一
七
）
年
奥
平
家
入
国
の
際
に
移
住
し
た
藩
儒
土
居
震
発

（
一
六
八
六
～
一
七
三
五
）
に
つ
い
て
古
義
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
藩

主
奥
平
昌
成
（
一
六
九
四
～
一
七
四
六
）
の
代
に
仁
斎
学
を
講
説
し
て

名
声
を
得
て
京
都
の
伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇
～
一
七
三
六
）
に
学
び
、

帰
国
後
の
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
か
ら
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
ま

で
藩
の
儒
官
と
し
て
勤
め
た
。『
豊
前
人
物
志
』
は
「
中
津
の
人
士
に

し
て
学
を
云
う
、
実
に
敬
所
を
以
て
嚆
矢
と
為
す
べ
し
■6
」
と
賞
賛
し

て
い
る
。
著
名
な
門
人
に
は
三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
～
八
九
）・
倉
成

竜
渚
（
一
七
四
八
～
一
八
一
三
）
な
ど
が
い
る
。
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お
わ
り
に

　

奥
平
家
入
国
以
前
の
中
津
（
城
）
に
関
し
て
は
、
元
来
『
中
津
藩

史
』
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
同
家
入
国
以
前
の
事
績
に
関
し
て
は
十

分
な
資
料
収
集
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
近
年
、
中
津
藩
の
国
学
者
渡
辺
家
の
史
料
が
発
見
さ
れ
、
明
治
三
二

（
一
八
九
九
）
年
出
版
の
『
豊
前
志
』
の
編
纂
過
程
が
解
明
さ
れ
つ
つ

あ
る
■7
。
同
書
編
纂
の
際
に
引
用
し
た
『
豊
前
古
城
記
』、
新
発
見
の

『
豊
陽
故
城
記
』
な
ど
、
城
関
連
史
料
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、

本
稿
や
『
中
津
記
』
と
の
比
較
検
証
に
よ
り
奥
平
家
入
国
以
前
の
事
績

を
再
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

【
史
料
】

［
表
紙
］

（
朱
筆
）
福
土
三
治
郎
君
所
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
冊
之
内

（
朱
筆
）
中
津
城
沿
革
志　

写
本
一
冊

［
一
丁
表
］

中
津
城

　

古
老
云
、
丸
山
ノ
城
ト
云
、
又
一
説
ニ
小
犬
丸
ノ
城
ト
云
、
又
一
説

ニ
此
ノ
城
本
中
津
江
太
郎
ト
云
人
ノ
居
リ
シ
所
也
、
又
一
説
ニ
此
城
地

中
津
ノ
五
名
、
重
松
・
橋
本
・
矢
野
・
田
中
等
ノ
人
替
々
守
ル

レ
之
ヲ  

ト
五
名
ノ
内
一
名
不

詳
疑
ハ
大
江
氏
ヵ
又
云
文
禄
年
中
マ
テ
ハ
此
ノ
地
大
江
三
郷
ト
云
テ
三
箇
ニ

分
テ
リ
ト
、
黒
田
孝
隆
初
テ
中
津
ニ
入
ル
時
、
伊
豫
屋
弥
右
衛
門
ト
云

町
人
ノ
宅
ヲ
本
陣
ト
シ
テ
此
城
ヲ
修
造
ア
リ
シ
ト
、
諸
説
未
タ

二
分
明
一

也
伊
与
屋
ハ
京
町

中
ノ
辻
西
側

［
一
丁
裏
］

或
人
ノ
□
（
曰
か
）、
中
津
ノ
城
ヲ
小
犬
丸
ノ
城
ト
イ
フ
ハ
イ
ワ
レ
ナ

シ
、
犬
丸
村
ニ
犬
丸
越
中
守
清
俊
城
ヲ
カ
マ
ヘ
居
ル
、
細
川
三
斎
是
ヲ

亡
シ
テ
其
城
ヲ
コ
ボ
チ
取
リ
中
津
ノ
城
ヲ
修
造
ス
、
因
テ
犬
丸
ノ
城
ト

云
フ
ト
、
大
手
門
ニ
古
材
木
ツ
カ
ヒ
ア
リ
、
是
其
武
功
ヲ
示
ス
ノ
意
ト
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云
云
、
予
或
時
此
事
ヲ
語
ル
、
或
人
ノ
曰
、
コ
レ
ニ
テ
知
レ
タ
ル
コ
ト

ア
リ
、
城
ノ
櫓
等
ニ
ヌ
キ
穴
ノ
ア
ル
古
材
木
ツ
カ
ヒ
ア
リ
ト
、
コ
レ
ラ

ニ
テ
思
ヒ
ア
ワ
ス
ベ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
順
則
識

［
二
丁
表
］

黒
田
勘
解
由
孝
隆　
　

初
ノ
名
ハ
官
兵
衛
、
中
津
ニ
在
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
剃
髪
シ
テ
如
水
居
士
ト
号
ス

　

按
ニ
天
正
十
三
年
乙
酉
、
孝
隆
、
大
閤
秀
吉
ノ
命
ヲ
受
テ
豊
前
ニ
来

リ
、
拠
テ

二
城
堡
ニ　
一
テ
命
ニ
従
ハ
サ
ル
者
ヲ
討
平
ク
、
其
ノ
時
先
中

津
ノ
塁
ニ
入
ル

　

天
正
十
五
年
冬
、
大
閤
秀
吉
豊
前
八
郡
ノ
内
二
郡
規
矩

田
河
ヲ
以
毛
利
壹
岐

ノ
守
ヲ
封
シ
テ
小
倉
ノ
城
ニ
居
シ
ム
号
勝
野
城
ト

領
地
八
万
石
、
六
郡
京
都
・
中
津
・
築
城

上
毛
・
下
毛
・
宇
佐
ヲ
以

孝
隆
ヲ
封
シ
テ
中
津
ノ
城
ニ
居
シ
ム
、
此
時
猶
其
旧
塁
ヲ
修
補
ス
ル
ノ

ミ
、
孝
隆
ヲ
モ
ヘ
ラ
ク
中
津
ハ
九
州
渡
海
ノ
要
衝
ナ
リ
ト
、

［
二
丁
裏
］

於
テ

レ
是
ニ
龍
□
□
大
塚
自ジ

見ミ

ノ
間
ノ
江
渚
ヲ
埋
メ
、
地
ヲ
広
メ
テ
大
ニ

城
郭
ヲ
築
ン
ト
欲
ス
、
故
ニ
仮
リ
ニ
旧
塁
ヲ
修
補
ス
ト
云
、
其
ノ
後
幾

バ
ク
モ
無
シ
テ
筑
前
ニ
移
ル

　

古
老
ノ
云
、
如
水
大
塚
山
ノ
上
ニ
舘
ヲ
築
テ
居
レ
リ
、
是
レ
則
江
ヲ

埋
メ
地
ヲ
広
メ
大
ニ
城
郭
ヲ
築
ン
タ
メ
ノ
故
也
、
大
塚
山
ノ
下
ニ
于  

レ

今
如
水
井
ア
リ

　

慶
長
五
年
庚
子
関
ケ
原
兵
乱
起
ル
、
此
ノ
時
嫡
長
政
号
甲
斐

ノ
守
ト
将
軍
秀
忠

公
ニ
扈
従
シ
テ
関
ケ
原
ノ
役
ニ
ア
リ
、
如
水
ハ
中
津
ニ
在
テ
大
友
義
統

ノ
中
国
ヨ
リ
本
国
豊
後
ニ
帰
テ
旗
ヲ
上
ケ
立
石
ノ
要
害
ニ
拠
ル
ヲ
攻
亡

サ
ン
ト

［
三
丁
表
］

テ
、
同
年
九
月
九
日
軍
ヲ
発
ス
、
東
犬
丸
ノ
松
原
ニ
至
テ
軍
士
ノ
勢
粧

ヲ
見
ル
此
ノ
所
ヲ
俗

如
水
原
ト
云
、
凡
八
千
余
騎
ト
云
此
時
ノ
事
ヲ
如
水
豊
後
陣

又
ハ
石
垣
原
合
戦
ト
云
、
同
十
四
日
義
統

立
石
ノ
城
ヲ
出
テ
降
ル
、
如
水
即
義
統
ヲ
中
津
ニ
遣
シ
、
一
間
ナ
ル
所

ニ
押
籠
メ
置
キ
、
堅
ク
是
ヲ
防
閑
ス
義
統
ヲ
籠
メ
置
タ
ル
所
不

レ
知
、
定
テ
城
内
ナ
ラ
ン
、
其
ヨ
リ
安
岐
ノ

城
ヲ
攻
ム
、
大
将
熊
谷
外
記
降
ス
、
又
富
來
ノ
城
ヲ
攻
テ
是
ヲ
屠
ル
、

此
ノ
時
大
将
筧カ

ケ
ヒ

和
泉
ノ
守
濃
州
ニ
在
テ
其
一
族
筧
利
右
衛
門
城
蕃
タ

リ
、
直
ニ
進
テ
香
春
・
小
倉
ノ
両
城
ヲ
攻
ン
ト
テ
西
豊
前
ニ
軍
ヲ
押

ス
、
其
ノ
路
中
中
津
□
歴
ル
ニ
、
我
カ
居
城
ニ
不　
レ
入
シ
テ
タ
ヽ
チ

ニ［
三
丁
裏
］

高
瀬
河
ヲ
打
越
ヘ
廣
津
山
ニ
陣
シ
、
又
此
ノ
時
人
皆
其
ノ
知
勇
ノ
将
タ

ル
コ
ト
ヲ
称
ス
、
香
春
ノ
城
主
ハ
毛
利
九
右
衛
門
、
毛
利
壹
岐
守
ガ
一

族
也
、
九
右
衛
門
降
人
ト
成
テ
城
ヲ
渡
シ
、
剰
ヘ
如
水
ニ
属
シ
テ
小
倉

攻
ノ
先
鋒
ト
ナ
ル
、
小
倉
ノ
城
主
毛
利
壹
岐
ノ
守
ハ
自モ

髻
リ
ヲ
切
テ
小

倉
ノ
湊
ヨ
リ
船
ニ
乗
テ
落
タ
リ
、
両
城
不
日
ニ
手
ニ
入
リ
城
番
ヲ
置

ク
、
筑
前
ヲ
歴
テ
此
ノ
時
軍
勢
一
万 

三
千
余
騎
ト
云
筑
後
久
留
米
毛
利
秀
包
ノ
城
ヲ
取
リ
、
同

国
榎
津
ト
云
所
ニ
軍
ヲ
屯
ス
、
近
国
ノ
諸
大
将
ニ
調
シ
合
セ
薩
摩
発
向

ノ
為
メ
肥
後
ト
薩
州
ノ
堺
皆
股
ト
云
所
ニ
至
ル
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［
四
丁
表
］

時
ニ
関
ケ
原
合
戦
落
去
ノ
飛
脚
到
来
ス
、
於
テ

レ
是
ニ
皆
股
ヨ
リ
中
津
ニ

帰
陣
ス
ト
云

古
老
ノ
説
ニ
、
中
津
豊
後
町
ト
云
ハ
大
友
義
統
配
流
ノ
時
、
家
来
者

浪
人
シ
テ
此
ノ
町
ニ
集
リ
居
タ
ル
ニ
依
テ
豊
後
町
ト
名
付
タ
リ
、
如

水
豊
後
立
ノ
留
主
ニ
モ
豊
後
浪
人
ト
モ
居
住
シ
テ
ア
リ
シ
ニ
、
旧
君

ノ
事
ヲ
慕
ヒ
中
津
ノ
町
屋
ニ
火
ヲ
掛
テ
城
中
ヲ
焼
失
セ
ン
ト
ス
、
然

レ
ト
モ
義
統
速
ニ
降
ル
ノ
上
ハ
詮
ナ
シ
ト
テ
此
企
止
ヌ
、
後
ニ
此
ノ

事
竊
ニ
如
水
ノ
耳
ニ
達
ス
、
如
水
ノ
云
旧
君
ヲ
慕
ヒ
身
命
ヲ
捨
テ
大

義
ヲ
思
立
コ
ト
最

［
四
丁
裏
］

感
激
ス
ル
ニ
足
レ
リ
、
大
凡
如
キ
レ
此
事
皆
吾
カ
運
命
ニ
ア
リ
、
強

テ
罪
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
、
此
ノ
沙
汰
止
ヌ
、
誠
ニ
寛
太
ノ
器
量
可
シ
称

嘆
ス
ト
云
云

右
如
水
・
長
政
毎
度
勲
功
ア
ル
ニ
依
テ

家
康
公
台
命
ヲ
下
サ
レ
、
長
政
ニ
筑
前
ノ
国
ヲ
最
初
ノ
差
出
シ
高
也
領

地
四
拾
七
万
三
千
百
石
賜
テ
、
福

岡
ノ
城
ニ
移
ル
、
天
正
十
三
年
ヨ
リ
慶
長
五
年
マ
デ
在
コ
ト　
二
于
此

ニ
一
十
六
年
也
也
如
水
碑
ノ
銘
ニ
ハ
天
正
十
四
年
始
ニ
入
ト

二
豊
前
ニ
一
ト
云
々
、
然
レ
ハ
十
五
年
也

　
　
　
　

家
老

井
ノ
上
九
郎
右
衛
門　

後
号
二
道
伯
ト
一
、
石
垣
原
合
戦
ノ

　

ト
キ
吉
弘
加
兵
衛
ト
相
闘
ヒ
鎌
鎗
ニ
テ
吉
弘
カ
頬
先
ヲ

［
五
丁
表
］

突
、
吉
弘
重
手
ニ
テ
退
ク
、
後
其
ノ
首
ハ
小
栗
次
右
衛
門
取
ル
栗
山

備
後
利
安　

武
功
多
シ
、
後
其
ノ
子
大
膳
ニ
至
テ
家
断
絶
ス
右
ノ
之

外
後
藤
又
兵
衛
政
次

後
出
奔
ス
・
黒
田
・
小
河
・
毛
利
・
野
村
等
戦
功
・
武
名
ノ
士

多
シ
ト
云

［
五
丁
裏
］

城
井
権
現
ノ
祠

城
ノ
本
丸
乾イ

ヌ
イ
ノ
ス
ミ

ノ
維
ニ
ア
リ
、
如
水
父
子
相
謀
テ
城
井
ノ
城
主
宇
津
宮

民
部
少
輔
鎮
房
ヲ
殺
シ
テ
其
骸
骨
ヲ
埋
シ
所
也
、
始
ハ
唯
二
、三
尺

ノ
高
サ
ニ
土
ヲ
封
シ
テ
石
ヲ
築
テ
ア
リ
シ
ヲ
、
宝
永
年
中
小
笠
原
長

圓
命
シ
テ
一
宇
ノ
小
祠
ヲ
造
リ
、
毎
歳
四
月
二
十
日
祭
礼
ノ
儀
式
ヲ

行
ハ
シ
ム
、
長
圓
重
テ
命
シ
テ
榎
ノ
本
佐
五
左
衛
門
ヲ
シ
テ
其
事
ヲ

掌
ラ
シ
ム
、
榎
ノ
本
ハ
小
臣
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
宇
都
宮
家
ノ
旧
臣
ナ

ル
ニ
依
テ
也
、
如
水
父
子
謀
テ
宇
都
ノ
宮
鎮
房
ヲ
討
シ
始
末
ハ
、
宇

都
ノ
宮
記
ニ
有
ヲ
以
略
ス
レ
之
ヲ

［
六
丁
表
］

古
老
ノ
説
ニ
云
、
大
閤
秀
吉
豊
前
ヲ
如
水
賜
ハ
リ
、
且
切
取
ノ
命
ヲ

受
ク
按
ニ
切
取
ノ
コ
ト
、
其

頃
東
国
・
西
国
皆
例
有
、
故
如
水
豊
前
ニ
来
テ
所
々
ノ
城
堡
ヲ
攻
落
ス
、

時
ニ
宇
都
ノ
宮
鎮
房
ハ
中
津
郡
城
井
茅
切
山
ノ
城
主
也
、
天
正
十
三

年
ヨ
リ
同
十
七
年
ニ
至
マ
テ
如
水
父
子
ト
鎮
房
ト
挑
戦
フ
コ
ト
度
々

也
、
然
レ
ト
モ
城
井
城
郭
堅
固
ニ
シ
テ
不
レ
能
レ
攻
コ
ト
、
或
時
長
政

童
名
吉
兵
衛
大
軍
ヲ
発
シ
テ
茅
切
山
ヲ
攻
ム
、
宇
都
ノ
宮
嶮
岨
ニ
拠
テ
伏

兵
ヲ
以
討
レ
之
ヲ
、
長
政
軍
大
ニ
敗
レ
、
又
栗
山
・
五
嶋
（
後
藤
）・
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野
村
・
毛
利
等
勇
ヲ
奮
テ
闘
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
万
死
一
生
ノ
体
ニ
テ
長

政
中
津
ニ
帰
ル
、
且
怒
リ
且

［
六
丁
裏
］

耻
テ
曰
、
吾
再
ヒ
手
ニ
弓
矢
ヲ
握
ラ
ン
ト
テ
已
ニ
髻
ヲ
切
ン
切
ン
ト

ス
、
時
ニ
如
水
笑
テ
曰
、
汝
恨
ミ
怒
コ
ト
ナ
カ
レ
、
夫
レ
武
将
ノ
勝

利
ヲ
得
ル
コ
ト
三
ノ
術
ア
リ
、
其
一
ハ
勇
武
ヲ
以
ス
、
其
二
ハ
和
親

ヲ
以
ス
、
其
三
ハ
金
玉
ヲ
以
ス
、
今
汝
其
一
ヲ
知
テ
其
二
、三
ヲ
不
レ

知
可
ン
ヤ
レ
謂
二
武
将
一
乎
、
吾
汝
カ
為
ニ
和
親
謀
ヲ
為
シ
鎮
房
カ
首

ヲ
取
ン
コ
ト
不
ト
レ
持
二 

三
年
一
云
々

一
之
丸
北
側
ノ
老
松
授　
　
小
笠
原
長
勝
ノ
時
原
安

太
夫
宅
之
内
ニ
ア
リ

世
俗
此
ノ
松
ヲ
新
田
義
氏
ノ
墓
表
ト
云
非
也
、
義
氏
ノ
嫡
男
左
馬
ノ

頭
従
四
位
上
新
田
義
高
ノ
塚
ナ
リ
、
新
田
ノ
系
図
ヲ
按
ス
ル
ニ
、
清

和
源
氏
本
院
ノ
判

［
七
丁
表
］

官
代
従
四
位
上
上
野
ノ
介
新
田
義
基
征
西
将
軍
良
懐
親
王
ニ
随
テ
貞

和
四
年
鎮
西
ニ
下
ル
、
豊
前
田
河
郡
馬
ノ
嶽
ニ
在
城
ス
、
嫡
男
従
四

位
上
上
野
ノ
介
義
氏
継
ク
レ
封
ヲ
又
馬
ノ
嶽
ニ
在
城
ス
、
応
永
九
年

壬
午
八
月
ニ
薨
ス
ト
、
応
永
九
年
ヨ
リ
天
正
十
三
年
ニ
至
テ

百
八
十
四
年
ナ
リ
、
義
氏
嫡
男
従
四
位
上
左
馬
ノ
頭
義
高
又
継
ク
レ

封
ヲ
馬
ノ
嶽
ニ
在
城
ス
、
応
永
年
中
周
防
大
内
義
弘
家
臣
陶
筑
前
ノ

守
弘
房
ヲ
以
代
将
ト
シ
、
築
城
原
ニ
於
テ
大
友
左
近
ノ
太
夫
氏
鑑
ト

相
戦
フ
、
此
ノ
時
大
友
軍
敗
テ
宇
佐
ニ
退
ク
ナ
リ
、

［
七
丁
裏
］

元
来
義
基
・
義
氏
二
代
共
ニ
、
南
帝
無
二
ノ
忠
臣
肥
後
ノ
菊
池
ト
一

味
タ
リ
、
菊
池
既
ニ
将
軍
家
ニ
降
シ
ケ
レ
バ
、
義
氏
モ
又
足
利
家
ニ

属
シ
テ
ヨ
リ
大
友
ト
親
シ
ウ
成
テ
旗
下
ノ
体
ナ
リ
、
元
ヨ
リ
貴
族
名

将
ニ
シ
テ
此
ノ
度
モ
深
ク
大
友
ニ
頼
レ
タ
リ
、
然
ル
ニ
陶
弘
房
築
城

原
ノ
合
戦
ニ
討
勝
テ
、
直
ニ
馬
ノ
嶽
ノ
城
ヲ
屠
ラ
ン
ト
ス
、
義
氏
勇

ヲ
奮
テ
防
戦
ス
ル
コ
ト
多
日
、
終
ニ
和
平
ヲ
調
ヘ
テ
嫡
子
義
高
ヲ
人

質
ニ
出
シ
テ
周
防
山
口
ニ
遣
ハ
ス
ト
云
、
其
ノ
後
義
高
永
享
三
年
正

月
十
五
日
戦
死
ス
、
計
ル
ニ
義
氏
卒
期
応
永
九
年
ヨ
リ
義
高
戦

［
八
丁
表
］

死
マ
デ
凡
三
十
年
也

余
応
永
ノ
記
録
新
田
家
ノ
系
譜
ヲ
以
按
ス
ル
ニ
、
義
高
大
内
家
ニ
降

ス
、
故
ニ
大
友
家
ト
対
陣
ス
、
其
戦
死
ト
云
ハ
大
友
家
ト
合
戦
シ
テ

討
死
ス
ル
也
、
古
老
伝
テ
云
義
高
戦
死
ハ
宇
佐
大
宮
司
ト
ノ
対
陣
ナ

リ
ト
、
是
大
宮
司
ハ
大
友
家
幕
下
ナ
ル
ニ
依
テ
其
命
ヲ
受
テ
義
高
ト

対
敵
ス
ル
コ
ト
疑
ナ
シ
、
又
云
義
高
戦
死
ノ
場
ハ
中
津
、
今
ノ
城
地

ノ
南
側
ノ
町
中
程
ト
云
、
然
レ
ハ
此
松
ハ
義
高
墳
墓
ノ
表シ

ル
シ
疑
フ
所
ナ

シ
、
又
正
月
十
五
日
義
高
ノ
忌
日
也
、
然
ル
ニ
義
氏
ノ

［
八
丁
裏
］

祭
祀
ヲ
行
フ
事
何
ノ
故
ト
云
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ

一
説
ニ
云
義
氏
馬
ノ
嶽
ノ
城
ニ
テ
応
永
九
年
八
月
ニ
薨
ス
、
其
後
義

高
中
津
ニ
来
リ
義
氏
ノ
霊
祠
ヲ
造
リ
テ
祭
ル
レ
之
ヲ
、
今
ノ
義
氏
ノ
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祠
是
也
、
故
ニ
義
氏
ノ
祠
祭
礼
古
昔
ハ
今
ノ
月
日
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
、

又
一
説
ニ
、
義
氏
応
永
九
年
ニ
卒
シ
、
義
高
継
ウ
レ
封
ヲ
馬
ノ
嶽
ニ

在
城
ス
ル
コ
ト
三
十
年
来
、
永
享
三
年
ニ
至
テ
大
友
家
ト
相
戦
フ

時
、
中
津
川
ニ
出
張
シ
テ
戦
死
ス
、
故
其
ノ
骸
骨
ヲ
此
ノ
所
ニ
埋

ミ
、
中
津
五
名
ノ
人
ノ
其
戦
死
ヲ
哀
テ
一
小
祠
ヲ
建
テ
祭
ル
レ
之
ヲ

ト
云

［
九
丁
表
］

余
按
ス
ル
ニ
、
正
月
十
五
日
ヲ
祭
日
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
元
義
高
ヲ
祭

ル
ニ
ヨ
リ
テ
義
氏
ヲ
相
配
シ
テ
祭
ル
ナ
ヘ
シ

義
高
三
子
ア
リ
、
着
ハ
右
京
大
夫
義
通
、
次
ハ
竹
王
丸
、
次
ハ
吉

丸
、
又
義
高
弟
義
尚
号
ス

二
今
井
太
郎
ト

一
、
次
ハ
義
長
号

二
黒
田
四
郎
ト

一
、
次
ハ

義
包
号

二
大
久
保
八
郎
ト

一

又
義
高
戦
死
ノ
時
ノ
太
刀
天
国
祠
官
重
松
氏
ノ
家
ニ
蔵
ム
ト
云
、
不
レ

知
二
其
ノ
実
否
ヲ
一

又
土
俗
称
ス
、
重
松
・
橋
本
・
田
中
・
矢
野
四
氏
ハ
、
義
氏
ノ
家
臣

ト
此
ノ
四
氏
ノ
子
孫
今
猶
在
リ
、
然
レ
ト
モ
此
ノ
四
氏
ノ
名
応
永
軍

記
ニ
不
レ
見
ヘ
、
又
新
田
家
ノ
コ
ト
ヲ
記
セ
ル

［
九
丁
裏
］

軍
記
ニ
家
臣
ノ
名
往
々
出
タ
レ
ト
モ
此
ノ
四
氏
ハ
ナ
シ
、
或
ル
旧
記

ニ
中
津
ノ
城
ハ
中
津
五
名
ノ
統
領
重
松
氏
等
代
々
守
ル
レ
之
ヲ
ト
ア

リ
テ
、
何
レ
ノ
麾
下
ニ
属
ス
ト
云
コ
ト
知
レ
ズ
、
義
氏
・
義
高
ヲ
祭

ル
ニ
就
テ
、
誤
伝
ヘ
テ
其
家
臣
ト
云
カ
、
又
義
高
中
津
出
張
ノ
時
一

味
同
心
ス
ル
カ
、
是
イ
マ
ダ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ

細
川
内
記
忠
利
後
号
ス
二
越
中
ノ
守
ト
一
任
ス
二
少
将

ニ
一
、
忠
興
入
道
三
齋
之
嫡
男
也
也

慶
長
五
年
庚
子
ノ
冬
、
細
川
越
中
ノ
守
忠
興
法
号
三
齋
任
ス
二
宰
相

ニ
一
嫡
男
忠
利
内
記
、
丹
後
国
田
邊
ヨ
リ
豊
前
ニ
徙
リ
、
黒
田
氏
ニ
代

リ
テ
領
ス
レ
之
ヲ
豊
前
五
郡
ニ
豊
後
ノ
国
速
見
・
国

東
二
郡
ヲ
ヘ
テ
高
三
十
二
万
石

古
老
ノ
云
、
其
ノ
初
メ
小
倉
ハ
毛
利
壱
岐
ガ
居
城
ニ
テ
、
城
ノ
地

［
一
〇
丁
表
］

狭
隘
ナ
リ
、
故
ニ
忠
興
改
メ
二
築
イ
テ
之
ヲ
一
居
ル
コ
ト
二
十
年
ニ
シ

テ
祝
髪
シ
テ
三
齋
ト
法
号
ス
、
中
津
ニ
移
リ
忠
利
代
ツ
テ
小
倉
ノ
城

ニ
居
ル
、
三
齋
中
津
ノ
城
ニ
居
ル
コ
ト
十
三
年
、
初
メ
忠
利
ノ
中
津

ニ
猶
其
ノ
旧
城
ノ
塁
ヲ
用
テ
改
メ
築
カ
ズ
、
三
齋
移
リ
居
ル
ニ
至
テ

改
メ
作
ル
、
乃
今
ノ
城
ナ
リ
、
元
和
六
年
庚
申
秋
落
成
ス
ト
云
フ
、

後
唐
原
村
大
井
手
ヨ
リ
樋
ヲ
以
テ
水
ヲ
城
内
ニ
取
ル
、
奉
行
職
槙
左

馬
禄
六 

千
石
、
大
工
頭
ハ
孫
太
夫
ト
云
者
也

又
云
、
侯
ト
シ
テ
此
ノ
城
ニ
居
ル
者
数
台
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
大
概
三
齋

心
匠
ノ
遺
制
ニ
依
テ
唯
修
補
ヲ
加
フ
ル
ノ
ミ
、
イ
マ
ダ
改
メ
作
ル

［
一
〇
丁
裏
］

　

所
ア
ラ
ス

又
云
、
旧
ト
天
守
ア
リ
、
一
国
一
城
ノ
外
天
下
制
禁
ノ
時
毀
ツ
ト
、

按
ス
ル
ニ
天
守
ハ
黒
田
家
ノ
時
ヨ
リ
有
リ
来
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
其
ノ
故

ハ
如
水
豊
後
陣
ノ
時
勘
定
奉
行
椙
原
一
茶
ト
云
者
ヲ
召
シ
テ
云
、
天

守
ニ
積
ミ
置
ク
所
ノ
金
銀
皆
取
出
シ
、
奉
公
人
ニ
ア
タ
ベ
施
ス
ヘ
シ
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ト
ア
レ
ハ
、
如
水
ノ
時
既
ニ
天
守
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ベ
シ
、
細
川
家

ノ
時
マ
デ
猶
有
テ
修
補
ヲ
加
ヘ
シ
カ

又
云
、
如
水
ノ
時
代
マ
デ
ハ
古
博
多
町
有
テ
新
博
多
町
ナ
シ
、
其
外

ノ
町
屋
モ
所
々
ニ
散
在
ス
、
三
齋
入
ル
ニ
至
テ

［
一
一
丁
表
］

町
割
ノ
命
令
ヲ
下
ス
、
此
ノ
時
十
助
堀
ト
云
堀
ヲ
埋
ン
テ
新
博
多
町

ヲ
作
ル
、
又
云
、
上
小
路
ハ
今
ノ
金
谷
中
小
路
ハ
今
ノ
諸
町
・
新
魚

町
、
下
小
路
ハ
今
ノ
下
小
路
出
町
邊
ヲ
云

元
和
元
年
乙
卯
摂
州
大
乱
起
ル
、
此
ノ
時
三
齋
ハ
猶
越
中
守
ト
号
シ

テ
小
倉
ニ
ア
リ
、
忠
利
ハ
内
記
ト
号
シ
テ
中
津
ニ
在
リ
、
故
忠
興
ハ

小
倉
ノ
津
ニ
軍
船
ヲ
艤
シ
テ
海
上
ヲ
行
、
兵
士
纔
三
百
余
、
忠
利
ハ

宗
徒
ノ
大
軍
ヲ
相
従
ヘ
テ
陸
ヲ
推
ス
、
此
ノ
時
忠
利
頻
リ
ニ
船
路
ヲ

願
ヘ
ト
モ
忠
興
不
レ
許
サ
、
遂
ニ
中
津
ヨ
リ
陸
行
ス
、
五
月
七

［
一
一
丁
裏
］

日
大
坂
落
城
、
同
八
日
秀
頼
公
自
殺
ス
、
翌
九
日
忠
利
大
坂
ニ
著

ク
、
故
戦
場
ニ
臨
マ
ズ
、
忠
利
甚
鬱
憤
ス
ト
云
云
古
老
ノ
云
、
三
齋

豊
前
在
城
ノ
間
斬
殺
幾
ン
ト
、
三
千
人
ニ
及
フ
ト
、
是
ヲ
以
残
忍
ノ

論
ア
リ
、
然
レ
ト
モ
其
ノ
頃
西
藩
諸
国
耶
蘇
ノ
術
盛
ニ
行
ハ
レ
テ
愚

民
ヲ
惑
乱
ス
、
三
齋
悪
ン
テ

レ
之
ヲ
刑
罰
三
族
ニ
至
ル
故
、
今
ニ
至
テ

一
国
ノ
中
其
ノ
余
燼
類
族
ト
云
者
ア
ル
コ
ト
無
シ
、
是
ヲ
以
代
々
ノ

領
主
意
ヲ
如
キ
レ
此
ノ
事
ニ
煩
フ
コ
ト
無
シ
、
是
レ
厳
刑
ノ
験
シ
ナ

リ
、
必
残
忍
ト
シ
モ
云
ベ
カ
ラ
ズ

又
常
ノ
憲
法
ニ
曰
、
凡
武
家
ト
町
人
ト
争
論
ニ
及
フ

［
一
二
丁
表
］

時
、
若
シ
是
非
対
応
セ
ハ
武
家
ヲ
罪
ス
ヘ
シ
、
其
ノ
故
ハ
武
士
ハ
町

人
ニ
比
ス
レ
ハ
是
非
明
白
ナ
ル
ベ
キ
者
也
、
然
ル
ニ
町
人
ト
対
応
ナ

レ
ハ
是
武
士
ノ
理
劣
レ
ル
也
、
町
人
ト
農
人
ト
争
論
ス
ル
ニ
若
シ
是

非
対
応
ナ
ラ
ハ
町
人
ヲ
罪
ス
ベ
シ
、
町
今
農
人
ニ
比
ス
レ
ハ
公
朝
ノ

サ
ハ
キ
ヲ
モ
見
、
武
士
ノ
儀
法
ヲ
モ
聞
キ
、
是
非
弁
ヘ
知
ル
ヘ
キ
者

也
也
、
然
ル
ニ
対
応
ナ
レ
バ
町
人
ノ
理
劣
レ
ル
也

又
幽
齋
歌
道
之
奥
義
ヲ
キ
ハ
メ
ヌ
レ
ハ
、
三
齋
モ
亦
ソ
ノ
旨
ヲ
会
得

ス
ベ
シ
、
且
ツ
諸
礼
故
実
ヲ
業
ト
シ
テ
世
ニ
是
ヲ
細
川
流
ト
云
、
三

齋
甚
茶
道
ヲ
好
ミ
散
楽
ヲ
玩
フ
、

［
一
二
丁
裏
］

　

皆
其
名
ヲ
伝
称
ス
ト
云　
散
楽
ハ
能
ノ
コ
ト
也

寛
永
九
年
壬
申
、
忠
興
武
功
抜
群
ニ
シ
テ
忠
利
又
良
将
ノ
器
ア
ル
ヲ

以
将
軍
家
台
命
ア
ツ
テ
肥
後
ノ
国
ヲ
賜
ハ
ル
、
於
テ
レ
是
ニ
忠
利
小

倉
ヨ
リ
熊
本
ノ
城
ニ
移
リ
、
三
齋
中
津
ヨ
リ
同
国
八
代
ノ
城
ニ
入
ル

ト
云
、
三
齋
中
津
ニ
在
シ
時
六
万
石
ヲ
以
隠
居
ノ
領
ト
ス
故
、
農
商

最
豊
饒
ス
ト
云
、
慶
長
五
年
ヨ
リ
寛
永
九
年
マ
テ
凡
ソ
三
十
三
年
也

　
　
　
　
　

家
老

長
岡
佐
渡
ノ
守　

郷　

禄
不
レ
知

有
吉
四
郎
右
衛
門　

後
号
ス
二
頼
母
ト
一
、
禄
不
レ
知
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［
一
三
丁
表
］

初
メ
忠
興
丹
後
田
邊
ノ
城
主
タ
ル
時
、
石
田
治
部
少
輔
大
閤
秀
吉
ノ

遺
言
ト
称
シ
テ
忠
興
ニ
豊
後
木
付
ノ
城
地
ヲ
加
増
ス
、
此
ノ
時
長

岡
・
有
吉
ヲ
豊
後
ニ
下
シ
テ
木
付
ノ
城
蕃
ト
ス
、
大
友
義
統
旗
ヲ
上

ル
時
木
付
ノ
城
ヲ
攻
ム
、
長
岡
・
有
吉
堅
固
ニ
守
リ
、
井
ノ
上
九
郎

右
衛
門
後
詰
ス
ル
ニ
依
テ
大
友
退
テ
立
石
ノ
城
ニ
拠
ル
、
長
岡
・
有

吉
城
ヲ
出
、
井
上
ト
共
ニ
石
垣
原
ニ
寄
ル
ト
云

又
米
田
監
物
・
大
木
舎
人
、
其
ノ
外
武
略
勲
功
ノ
輩
多
シ

村
上
河
内

　

三
齋
隠
居
ノ
家
老
也
、
禄
一
万
石
、
中
津
ニ
住
ス
、
後
肥

［
一
三
丁
裏
］

後
八
代
ニ
於
テ
家
名
絶
ス
、
河
内
父
ヲ
八
郎
左
衛
門
ト
云
、
後
藤
兵

衛
筑
前
ヲ
立
退
テ
越
中
ノ
守
ヲ
頼
ム
、
後
ニ
又
兵
衛
ヲ
大
坂
ニ
避
ク

ル
時
、
此
ノ
八
郎
左
衛
門
ニ
命
シ
テ
船
ニ
テ
己
ヲ
送
ラ
シ
ム
、
本
四

国
河
野
家
ノ
末
葉
ニ
テ
船
軍
ノ
術
ニ
鍛
煉
ス

按
ス
ル
村
上
河
内
三
齋
隠
居
ノ
家
老
ト
シ
テ
禄
一
万
石
可
シ

レ
疑
ヲ

　

或
ヒ
ト
ノ
曰
六
千
石
ト
、
ア
ル
イ
ハ
然
ラ
ン

小
笠
原
信
濃
ノ
守
長
次　
任
ス

二
従
五
位
下
ニ

一

慶
長
十
九
年
甲
寅
生
ル
二
於
信
州
松
本
ニ
一
、
童
名
幸
松
丸
、
寛
永
九

年
壬
申
小
笠
原
右
近
ノ
大
夫
忠
直
、
播

［
一
四
丁
表
］

州
明
石
ヨ
リ
細
川
越
中
ノ
守
忠
利
ニ
代
ツ
テ
小
倉
ノ
城
主
ト
ナ
ル
領
地

十
五
万
石
、
忠
直
ノ
令
兄
信
濃
ノ
守
忠
脩
年
二
十
二
歳

大
坂
戦
死
ス
ノ
嫡
男
信
濃
ノ
守
長

次
、
同
国
立
野
ヨ
リ
三
齋
ニ
代
ツ
テ
中
津
ノ
城
主
ト
ナ
ル
領
地
八
万
石
、

入
部
ハ
同
年
冬
十
二
月
十
一
日
也
也
時
ニ
年
十
九
ト
云

長
次
ノ
母
堂
ハ
本
田
家
ノ
女
メ
也
、
初
メ
忠
脩
ニ
嫁
シ
テ
長
次
ヲ
産

ス
、
翌
年
忠
脩
大
坂
戦
死
ノ
後
再
ヒ
忠
直
ニ
嫁
ス
、
長
次
ハ
甥
也
ト

イ
ヘ
ト
モ
忠
直
ト
父
子
ノ
盟
ア
ル
ニ
依
テ
、
世
人
長
次
ハ
忠
直
ノ
子

也
ト
云
、
其
ノ
実
長
次
ハ
小
笠
原
ノ
嫡
脈
宗
子
也
也
、
故
ニ
小
笠
原

一
流
弓
馬
ノ
秘
訣
・
礼
式
ノ

［
一
四
丁
裏
］

故
実
皆
長
次
ノ
家
ニ
伝
フ
ト
云

寛
永
十
四
年
丁
丑
肥
前
ノ
国
有
馬
ニ
於
テ
耶
蘇
ノ
凶
族
古
城
ニ
拠
テ

一
揆
ヲ
企
ツ
、
西
国
ノ
諸
侯
討
シ
テ
平
ク
レ
之
ヲ
、
此
ノ
時
長
次
モ

亦
コ
レ
ニ
赴
イ
テ
武
功
ア
リ
、
時
ニ
年
二
十
四

先
手
ハ
小
笠
原
次
郎
兵
衛
・
溝
口
式
部
二
人
、
営
中
ニ
テ
争
論
ア

ル
ニ
依
テ
長
次
命
シ
テ
相
先
手
ト
定
ム

討
死
十
九
人
、
其
ノ
姓
字
尽
ク
ニ
ハ
不
レ
記
セ
、
今
顕
然
タ
ル
者

ヲ
記
ス

征
矢
野
甚
左
衛
門　
　

耳
塚
直
右
衛
門

［
一
五
丁
表
］

林
九
郎
右
衛
門　
　
　

植
村
作
兵
衛

長
次
男
二
人
、
嫡
ハ
上
野
ノ
介
長
知
後
号
ス
二
紹
休
大
居
士
ト
一

母
ハ
松
平
周
防
ノ
守
ノ
女

其
ノ
次
長
勝
継
ク
レ
封
ヲ
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寛
文
六
年
丙
午
長
次
疾
甚
シ
、
時
ニ
小
倉
ノ
侍
医
西
氏
筑
前
ノ
侍
医

鶴
原
氏
ヲ
招
イ
テ
治
セ
シ
ム
、
不
レ
応
セ
時
ニ
、
明ミ

ン

医
入
徳
ト
云
モ

ノ
明ミ

ン

・
清シ

ン

ノ
乱
ヲ
避
テ
肥
前
長
崎
ニ
来
ル
、
又
是
ヲ
聘
シ
テ
治
セ
シ

ム
、
不
レ
応
セ
、
長
次
於
是
犬
飼
・
小
笠
原
ノ
二
老
ヲ
召
テ
云
、
吾

レ
疾
ヒ
日
ニ
重
シ
、
必
死
ス
ベ
シ
、
家
督
ハ
必
長
勝
ナ
リ
、
汝
等
能

勉
ヨ
、
又
云
吾
レ
死
セ
ハ
甲
冑
ヲ
著
セ
、
太
刀
ヲ
帯
シ
、
手
ニ
払
子

ヲ
持
テ
棺
歛
シ
、
広

［
一
五
丁
裏
］

津
山
ノ
某
ケ
地
ニ
葬
レ
ト
、
言
ヒ
訖
テ
逝
ス
二
于
城
之
正
寝
ニ
一
、
於

テ
レ
是
ニ
皆
其
遺
言
ノ
如
ス
、
今
ノ
広
津
山
ノ
霊
祠
也
、
長
次
捐
館

ノ
時
取
立
ノ
諸
士
二
十
余
輩
竊
ニ
相
議
シ
テ
殉
死
セ
ン
ト
ス
、
事
已

ニ
急
也
、
公
儀
ヨ
リ
曽
テ
厳
ニ
殉
死
ノ
事
ヲ
禁
ス
、
若
家
臣
殉
死
ノ

者
ア
ラ
バ
其
ノ
多
少
ヲ
不
レ
論
セ
、
其
主
ノ
領
地
ヲ
没
収
シ
、
家
名

永
ク
断
絶
ス
ベ
シ
ト
、
故
小
笠
原
次
郎
兵
衛
丁
寧
反
復
制
シ
テ
レ
之

ヲ
事
止
ヌ

宇
佐
神
領
元
中
津
ノ
支
配
地
ナ
リ
、
万
治
年
中
両
大
宮
司
宮
成
氏

到
津
氏
長
次

ノ
命
ニ
違
ス
ル
コ
ト
ア
リ
、
其
ノ
時
ノ
家
老
職
丸
山
将
監
卒
伍
ヲ
遣

シ
、
到
津
主
膳
ヲ
捕
ヘ
来

［
一
六
丁
表
］

テ
対
論
ス
、
到
津
幾
ン
ト
無
状
ナ
リ
、
遂
ニ
古
博
多
町
松
屋
四
兵
衛

ト
云
者
ノ
家
ニ
押
シ
籠
置
ク
、
宮
成
事
ヲ
江
戸
ニ
訟
ヘ
、
多
年
争
論

ニ
及
フ
、
於
テ
レ
是
ニ
大
宮
司
閉
門
、
中
津
神
領
支
配
ノ
事
止
ム

豊
後
日
田
郡
ヲ
支
配
ス
豆
田
ノ
丸
山
ノ
城
ヲ
守
テ
番
人
ヲ
置　
奉
行
ハ

竹
ノ
内
伊
右
衛
門

同
郡
鎌
手
村
・
出
口
村
争
論
ノ
事
有
テ
江
戸
裁
断
ニ
及
フ
、
長
次
性

易
簡
ニ
シ
テ
事
ノ
煩
多
ヲ
悪
ム
、
故
日
田
郡
ヲ
返
シ
上
ル
ト
云

古
老
ノ
云
、
玖
珠
郡
モ
亦
預
リ
地
ト
ナ
ル
コ
ト
ア
リ
ト
、
何
レ
ノ
時

［
一
六
丁
裏
］

　

ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ

町
中
樋
ヲ
以
水
ヲ
取
事
ハ
承
応
元
壬
辰
之
年
也
也
、
町
奉
行
ハ
沢

渡
志
摩
禄
四
百
石
、
大
工
頭
内
海
作
兵
衛

　
　
　
　
　

家
老

　

犬
飼
半
左
衛
門　
　
禄
二
千
五
百
石

　
　

藤
原
時
平
ノ
之
末
葉

［
一
七
丁
表
］

　

小
笠
原
伯
耆　
法
名
正
休
禄

千
六
百
石

　
　

弓
馬
ノ
達
人
也
也
、
大
坂
陣
ノ
時
武
功
ア
リ

　

丸
山
将
監　
法
名
自
安
禄

千
六
百
石

　
　

大
坂
陣
ノ
時
武
功
ア
リ
、
兵
部
太
夫
取
立

　

嶋
立
源
太
左
衛
門　
父
内
膳
貞
正
、
大
坂
ニ

テ
戦
死
禄
千
四
百
石

　
　

本
姓
小
笠
原

　

溝
口
式
部　
法
名
宗
壽
禄

千
四
百
石

忠
直
ノ
異
母
弟
、
長
次
ノ
叔
父
也
也
、
忠
直
命
シ
テ
溝
口
美
作
ノ
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家
ヲ
継
シ
ム　

按
ニ
此
ノ
異
母
可
シ
レ
疑
、
必
是
妾
ナ
ラ
ン
也

　

飛
田
勘
兵
衛　
禄
千
五
百
石

［
一
七
丁
裏
］

本
白
岩
氏
也
也
、
長
次
小
笠
原
ノ
姓
ヲ
賜
フ
、
長
勝
家
督
ノ
初
年

飛
田
ニ
改
ム
、
長
次
取
立

原
安
太
夫　
法
名
安
棲
禄

千
五
百
石

長
次
亦
小
笠
原
ヲ
賜
フ
、
長
勝
家
督
ノ
初
年
本
氏
ニ
復
ス
、
武
田

信
玄
ノ
侍
大
将
原
美
濃
カ
末
葉
也
也

小
笠
原
修
理　
是
ハ
賜
姓
禄

千
六
百
石

三
善
家
ノ
末
流
、
嫡
男
仁
右
衛
門
継
ク
レ
職
ヲ
、
仁
右
衛
門
子
與

一
郎
ニ
至
テ
禄
ヲ
減
シ
テ
三
百
石
也
、
家
名
終
ニ
絶
ス

［
一
八
丁
表
］

小
笠
原
内
匠
ノ
頭
長
勝　
幼
名
辰
之
介
、
末
年
改
二
信
濃

守
ト
一
、
母
ハ
号
二
北
之
丸
ト
一

正
保
三
年
丙
戌
生
レ
二
于
中
津
ニ
一
、
寛
文
六
年
丙
午
九
月
三
（
二
カ
）

十
五
日
継
ク
レ
封
ヲ
、
時
ニ
年
二
十
一
歳
、
任
ス
二
従
五
位
下
ニ
一

同
七
年
秋
七
月
入
部

同
八
年
戊
申
高
力
左
近
ノ
太
夫
改
易
ニ
因
テ
長
勝
台
命
ヲ
受
テ
、
同

三
月
十
九
日
中
津
ヲ
発
シ
、
肥
前
ノ
国
嶋
原
ニ
赴
キ
城
地
ヲ
請
取

ル
、
相
役
ハ
松
浦
肥
前
ノ
守
也
也
、
城
番
役
ハ
豊
後
臼
杵
ノ
城
主
稲

葉
能
登
ノ
守
ニ
城
ヲ
渡
シ
テ
帰
ル

此
ノ
時
将
軍
家
命
令
有
ツ
テ
役
高
四
万
石
ト
云
、
依
テ

レ
之
ニ

［
一
八
丁
裏
］

役
高
法
令
ノ
外
二
十
騎
余
船
路
ヨ
リ
往
キ
、
肥
前
ノ
海
上
ニ
船
ヲ
浮

ヘ
テ
時
変
ニ
備
ヘ
ン
ト
ス
、
然
ル
ニ
船
路
ノ
士
是
ヲ
肯
ハ
ズ
、
已
ニ

強
訴
ニ
及
フ
、
元
吉
制
シ
テ

レ　

之
ヲ
事
稍
解
ク
、
先
手
犬
飼
半
左
衛

門
嫡
男
九
左
衛
門
、
三
日
先
立
テ
発
行
ス

寛
永
七
年
ノ
比
ヨ
リ
岩
浪
源
三
郎
ト
云
者
出
テ
、
惣
奉
行
ト
号
シ
テ

国
政
ヲ
専
ニ
ス
、
此
ノ
時
国
中
借
米
借
銀
ヲ
本
主
ニ
償
ヒ
返
ス
コ
ト

ヲ
禁
ス
、
是
ヲ
岩
浪
得
政
ト
云
、
農
商
最
モ
苦
ム
、
後
家
名
絶
ス

天
和
二
年
壬
戌
秋
八
月
朝
鮮
国
三
使
来
聘
ス
、
将

［
一
九
丁
表
］

軍
家
台
命
ア
リ
テ
長
勝
此
時
号
ス
二

信
濃
守
ト
一

ヲ
シ
テ
於
二
本
誓
寺
ニ
一
饗
応
ノ
役
ヲ

掌
ラ
シ
ム
、
相
役
ハ
内
藤
左
京
太
夫
義
泰
ナ
リ
、
時
ニ
長
勝
疾
イ

ス
、
故
ニ
兄
長
知
ノ
嫡
男
長
胤
此
ノ
時

大

助
長
勝
ニ
代
ツ
テ
勤
ム
レ
之
ヲ

同
年
冬
十
二
月
二
日
江
戸
ノ
邸
ニ
逝
ス
、
年
三
十
七
、
謚
ス
二
寒
松

院
殿
ト
一
、
長
勝
性
敏
達
ニ
シ
テ
童
ヨ
リ
書
ヲ
能
シ
、
又
本
朝
ノ
軍

記
ヲ
誦
シ
、
最
和
歌
ヲ
好
ム
、
其
名
禁
廷
ニ
上
聞
ス
、
其
ノ
詠
歌
モ

世
ニ
往
々
コ
レ
有
リ

［
一
九
丁
裏
］

　
　
　
　
　

家
老

　

犬
飼
半
左
衛
門　
法
名
渭
水

禄
前
ニ
出

　
　

弓
馬
ノ
達
者
、
致
仕
シ
テ
嫡
男
九
左
衛
門
継
ク
レ
職
ヲ

　

小
笠
原
次
郎
兵
衛　
元
吉
法
名
阿

誰
、
禄
前
ニ
出
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膂
ノ
力
甚
タ
人
ニ
勝
レ
テ
最
弓
馬
ヲ
善
ス
、
儒
術
・
文
学
無
シ
ト

イ
ヘ
ト
モ
、
天
性
理
義
明
弁
ニ
シ
テ
、
忠
諫
忌
憚
ル
所
ナ
シ
、
長

次
三
度
禄
ヲ
増
セ
ト
モ
辞
シ
テ
不
レ
受
、
此
ノ
人
執
政
タ
リ
シ
ヨ

リ
、
諸
士
ノ
風
俗
正
シ
ク
農
工
商
最
モ
喜
楽
ス
、
雖
レ
然
ト
勇
ヲ

好
ム
コ
ト
甚
フ
シ
テ
、
文
道
ニ
疎
シ
、
故
ニ
議
者
或
ハ
恨
ム
レ
之

ヲ
、
後
致
仕
シ
テ
嫡
男
彦
七
継
ク

レ
職
ヲ

［
二
〇
丁
表
］

　

丸
山
龜
右
衛
門　
法
名
宗

月

禄

　
　

病
移
シ
テ
退
隠
シ
、
嫡
男
将
監
継
ク

レ
職
ヲ

　

嶋
立
内
膳　
源
太
左
衛
門
養
子
本
姓

都
築
氏
、
禄
前
ニ
出 

　
　

病
死
シ
テ
内
藏
ノ
介
継
ク

レ
職
ヲ

　

飛
田
勘
兵
衛　
法
名
閑
夢

禄
前
ニ
出

　
　

退
隠
シ
テ
嫡
男
継
ク

レ
職
ヲ
、
又
勘
兵
衛
ト
称
ス

　

原
安
太
夫　
如
シ

レ
前
ノ

［
二
〇
丁
裏
］

小
笠
原
修
理
ノ
太
夫
長
胤　
童
名
大
助
任
ス

二
従
五
位
下
ニ
一

長
知
ノ
嫡
男
、
寛
文
八
年
戊
申
生
ル
二
於
江
戸
ノ
之
邸
ニ
一
、
天
和
三

年
癸
亥
正
月
二
十
五
日
継
ク
レ
封
ヲ
、
時
ニ
年
十
六
歳
、
貞
享
二
年

乙
巳
八
月
六
日
入
部
、
時
ニ
年
十
八
歳

同
三
年
丙
寅
三
月
二
十
六
日
城
ノ
上
檀
ノ
櫓
火
災
、
元
禄
二
年
己
巳

（
マ
マ
）
正
月
江
府
ニ
告
シ
テ
櫓
旧
制
ノ
通
リ
ニ
新
ニ
造
作
ス
、
惣

奉
行
犬
飼
半
左
衛
門
後
号
ス
二
石
泉
ニ
一
渭
水
次
男
兄
半
左
衛
門

死
後
又
称
ス
二
半
左
衛
門
ト
一
、
継
ク

レ
職
ヲ

同
年
六
月
二
十
八
日
綱
吉
将
軍
長
胤
命
シ
テ
奥
詰

［
二
一
丁
表
］

衆
ト
ス
、
勤
レ
ル
コ
ト
之
ヲ
三
年
ニ
シ
テ
免
許
シ
テ
就
□
□
同
六
年

癸
酉
正
月
四
日
長
胤
江
府
ニ
在
テ
飛
田
勘
兵
衛
ヲ
使
ト
シ
テ
中
津
ニ

下
シ
、
家
老
犬
飼
半
左
衛
門
・
丸
山
将
監
コ
レ
ヲ
逐
ヒ
去
ル

同
年
七
月
十
日
嶋
立
内
藏
ノ
助
・
飛
田
勘
兵
衛
・
溝
口
兵
右
衛
門
ヲ

モ
又
是
逐
去
ル
、
継
テ
小
笠
原
彦
七
・
原
安
太
夫
幷
ニ
竹
ノ
内
求
女

ヲ
モ
又
逐
去
ル
、
此
ノ
時
長
胤
在
国
也
、
於
テ

レ
是
ニ
新
ニ
家
老
ヲ
撰

ミ
立

　

小
嶋
與
右
衛
門　
禄
千
五
百
石

　
　

此
ノ
人
江
戸
ニ
テ
仕
官
也
、
嬖
人

［
二
一
丁
裏
］

二
木
惣
兵
衛　
禄
千
二
百
石

二
木
弥
右
衛
門　
禄
千
石

共
ニ
二
木
豊
後
、
法
名
壽
齋
ノ
後
也
、
殊
ニ
弥
右
衛
門
ハ
其
宗
領

也
、
後
弥
右
衛
門
職
ヲ
辞
ス
、
於
テ
レ
是
ニ
原
四
郎
兵
衛
・
丸
山

善
左
衛
門
ヲ
以
代
フ
レ
之
ニ
、
此
ノ
外
ニ
モ
五
嶋
・
内
田
等
ノ
家

老
ト
号
ス
ル
人
ア
リ
、
略
シ
テ
不
レ
記
セ

元
禄
十
一
年
戊
寅
五
月
長
胤
江
戸
ニ
覲
ス
、
家
老
原
四
郎
兵
衛
従
レ

之
ニ
、
同
七
月
二
十
九
日
伝
奏
屋
敷
ニ
於
テ
老
中
列
座
、
土
屋
相
模

ノ
守
台
命
ヲ
演
説
シ
テ
長
胤
ヲ
小
倉
ニ
徙
シ
、
即
城
主
小
笠
原
右
近

将
監
是
ヲ



− 55 −

［
二
二
丁
表
］

預
ル
、
後
宝
永
六
年
己
丑
三
月
二
十
七
日
□
□
謚
ス
二
本
源
院
殿
ト
一
、

年
四
十
三

寛
永
九
年
壬
申
ヨ
リ
元
禄
十
一
年
戊
寅
ニ
至
テ
星
霜
六
十
七
年
、
城

主
三
世
ニ
シ
テ
旧
領
八
万
石
ヲ
没
収
セ
ラ
ル
、
誠
ニ
可
ク

レ
悲
、
可
シ

レ
恨
ム
、
雖
ト
モ

レ
然
ト
依
テ
二
其
ノ
為
ル
ニ

一
レ
名
家
、
立
テ
二
長
胤
ノ
同

母
弟
長
圓
ヲ
一
分
テ
二
旧
領
ノ
之
半
ハ
四
万
石
ヲ
一
為
シ
テ

二
新
領
ト
賜

フ
レ
之
ヲ
赤
以
為
ト
レ
幸
ト
云
云

小
笠
原
信
濃
ノ
守
長
圓ミ

ツ
初
ノ
名
ハ
宮
内
任

ス
二
従
五
位
下
ニ
一

　

長
知
ノ
末
子
長
胤
ノ
同
母
弟
也
也
、
延
宝
四
年
丙
辰

［
二
二
丁
裏
］

生
ル
二
於
江
戸
ノ
之
邸
ニ
一
、
元
禄
十
一
年
戊
寅
七
月
二
十
九
日
新
ニ

領
ス
二
四
万
石
ヲ
一
、
時
ニ
年
二
十
三

長
圓
受
封
ノ
初
親
戚
ノ
諸
侯
相
議
シ
テ
旧
臣
ノ
放
逐
セ
ラ
レ
タ
ル
者

ヲ
召
シ
返
サ
シ
ム
、
小
笠
原
次
郎
兵
衛
彦
七
子
到
レ
自
レ
伏
見
、
嶋
立

内
藏
ノ
助
到
レ
自
二
長
州
清
末
一
、
飛
田
勘
兵
衛
到
レ
自
レ
大
坂
、
原

安
太
夫
到
レ
自
レ
伏
見
、
竹
ノ
内
求
女
到
レ
自
二
豊
後
府
内
一
、
又
皆
為

ル
二
家
老
ト
一
、
於
テ
レ
是
ニ
小
嶋
與
右
衛
門
避
ケ
テ
レ
国
ヲ
而
去

ル
、
二
木
惣
兵
衛
罷
ム
レ
職
ヲ
、
為
二
番
頭
ト
一
、
原
四
郎
兵
衛
・
丸

山
善
左
衛
門
幷
亦
罷
ム
レ
職
ヲ
、
誅
ス
二
佞
臣
ノ
之
魁
栗
谷
三
右
衛
門

ヲ
一
、
初
ノ
名
ハ
三
可
長
［　
　
　

］

［
二
三
丁
表
］

碩
齋
ト
云
フ
者
ヲ
一
、
皆
追
去
ル

同
十
五
年
壬
午
九
月
家
老
飛
田
勘
兵
衛
□
□
□
岡
本
三
郎
右
衛
門
・

上
原
十
右
衛
門
主
ト
シ
テ
始
テ
鈔
ヲ
通
用
ス
、
中
間
不
レ
通
用
セ
、

国
民
損
失
多
フ
シ
テ
甚
タ
迷
惑
ス
、
於
テ
レ
是
ニ
相
議
シ
テ
賈
人
ニ

命
シ
テ
其
通
用
ヲ
掌
ラ
シ
ム
、
宝
永
四
年
丁
亥
ニ
至
テ
諸
国
一
統
制

禁
ノ
法
令
下
ル
、
故
ニ
冬
十
月
ニ
停
止
ス
、
後
飛
田
幷
岡
本
・
上
原

皆
得
テ
レ
罪
ヲ
而
賜
フ
二
自
殺
ヲ
一

宝
永
五
年
戊
子
九
月
二
十
六
日
受
テ
二
台
命
ヲ
一
勤
ム
二
駿
河
城
番
ヲ
一
、

明
年
九
月
江
戸
ノ
邸
ニ
環
ル
、
家
老
丸
山
又
右

［
二
三
丁
裏
］

　

衛
門
従
フ
レ
之
ニ

正
徳
三
年
癸
巳
十
月
二
十
二
日
長
圓
逝
ス
、
享
年
三
十
八
、
謚
ス

二
眞

淨
院
殿
ト
一
、
其
ノ
逝
ス
ル
ノ
前
月
十
七
日
帰
ル

レ
自
二
東
武
一
、
病
ム

コ
ト
僅
二
旬
、
用
ユ
二
火
葬
ヲ
一
、
導
師
ハ
法
性
寺
龍
谷
長
老
、
下
炬

ハ
開
善
寺
玉
峯
長
老
、
霊
祠
ヲ
廣
津
山
ニ
建

　

長
圓
二
男
ア
リ
、
嫡
造
酒
ノ
助
四
歳
、
次
喜
三
郎
二
歳

　
　
　
　
　

家
老

［
二
四
丁
表
］

小
笠
原
次
郎
兵
衛　

彦
七　
禄
六
百
四
十
石

法
名
迷
隠
子

　

此
人
在
テ

二
江
戸
ニ

一
浪
人
ス
、
長
圓
ノ
初
年
帰
参
シ
テ
復
ス

レ
職
ヲ
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嶋
立
内
藏
ノ
助　
禄
五
百
六
十
石

　

長
圓
ノ
初
年
帰
参
、
先
手
役
命
セ
ラ
ル

原
安
太
夫　
安
棲
嫡
子

禄
六
百
石

　

長
圓
ノ
初
年
帰
参

丸
山
又
右
衛
門　
禄
四
百
石

善
左
衛
門
養
子
也
、
実
父
ハ
竹
ノ
内
求
女
、
初
メ
取
次
役
、
後
撰

ハ
レ
テ
職
ヲ
知
ル

［
二
四
丁
裏
］

　

原
四
郎
兵
衛　
安
棲
弟
禄

四
百
石

　
　

原
安
太
夫
職
免
許
ノ
後
、
再
家
老
ノ
命
ヲ
受

小
笠
原
造
酒
ノ
助
長
邕　
長
円
嫡
男

宝
永
七
年
庚
寅
生
ル

二
于
江
戸
ノ
之
邸
ニ
一
、
□
□
三
年
癸
巳
十
二
月

二
十
七
日
継
ク
レ
封
ヲ
、
時
ニ
年
五
歳
、

　
［　
　
　

］
月
十

［
二
五
丁
表
］

一
日
継
封
ノ
飛
脚
中
津
ニ
来
ル

同
年
春
旧
臣
犬
飼
半
左
衛
門
時
号
ス
二
□
□
ト
一
、
丸
山
丹
下
初
メ
名

将
監
・
溝
口
兵
右
衛
門
幷
陶
山
新
五
兵
衛
・
遠
藤
傳
右
衛
門
・
二
木

其
右
衛
門
帰
参
ス
、
石
泉
元
禄
六
年
癸
酉
浪
人
タ
リ
シ
ヨ
リ
已
ニ

二
十
四
年
也
、
於
テ

レ
是
ニ
帰
参
ノ
命
ヲ
受
ク
、
時
ニ
疾
病
甚
フ
シ
テ

江
戸
ニ
赴
コ
ト
不
レ
能
ハ
、
後
遂
ニ
伏
見
ニ
没
ス
、
嫡
男
次
右
衛
門

丸
山
・
溝
口
ト
共
ニ
江
戸
ニ
往
キ
其
家
ヲ
復
シ
テ
家
老
ト
ス
、
且
陶

山
・
遠
藤
・
二
木
モ
亦
皆
用
人
ト
ナ
リ
テ
国
政
ヲ
口
入
ス

今
年
春
長
邕
台
命
ヲ
受
テ　

大
内
后
宮
ノ

［
二
五
丁
裏
］

殿
閣
ヲ
造
営
ス
相
役
ハ
豊
後
日
出

ノ
城
主
木
下
氏
、
家
老
原
四
郎
兵
衛
是
ヲ
奉
行
ス
、
用
人

竹
ノ
内
求
女
・
鹿
嶋
軍
右
衛
門
副
タ
リ
、
其
ノ
外
諸
士
卒
伍
モ
亦
多

ク
往
テ
役
ス
、
其
明
年
秋
成
ル
、
於
テ

レ
是
原
四
郎
兵
衛
・
竹
ノ
内
求

女
・
鹿
嶋
軍
右
衛
門
等
直
ニ
江
戸
ニ
至
テ
其
ノ
事
ヲ
告
ス
、
然
シ
テ

後
帰
ル

同
年
八
月
家
中
ノ
諸
士
相
議
シ
テ
丸
山
丹
下
時
ニ
在
テ

二
江
戸
ニ

一
専
執
ル

二
国
権
ヲ

一

弟
龜
右
衛
門

時
ニ
在
テ
二
大
坂
ニ

一
亦
専
ニ
ス

二
政
務
ヲ
一

ガ
職
ヲ
止
ン
コ
ト
ヲ
訟
フ
、
因
テ

レ
是
ニ
大
ニ
騒
動
ス
、

或
ハ
禁
錮
、
或
ハ
流
浪
ノ
士
多
シ

享
保
元
年
丙
申
九
月
六
日
長
邕
［　
　
　

］
邸
ニ
卒

［
二
六
丁
表
］

ス
、
時
ニ
七
歳
、
葬
ル

二
于
江
戸
光
徳
寺
ニ
一
、
謚
ス

二
霊
□
院
殿
ト
一

同
年
十
月
十
日
令
ニ
曰
、
当
家
憲
法
ノ
定
マ
ル
所
ヲ
以
、
長
邕
四
万

石
幷
城
地
召
上
ラ
ル
ヽ
者
也
、
然
レ
ト
モ
累
代
ノ
名
家
、
殊
ニ
先
祖

秀
政
・
忠
脩
大
坂
戦
死
ノ
忠
烈
ニ
依
テ
、
其
ノ
家
名
ヲ
存
シ
テ
長
邕

弟
喜
三
郎
ニ
新
領
壹
万
石
、
於
テ

二
播
州
ニ
一
賜
フ
レ
之
也
者
也
ト
、

於
テ

レ
是
ニ
廨
ヲ
安
志
村
ニ
作
テ
移
ル
、
時
ニ
五
歳
、
右
同
月
二
十
二

日
飛
脚
告
来
ル



− 57 −

［
二
六
丁
裏
］

　
　
　
　
　

家
老

　

犬
飼
半
左
衛
門　
禄
千
石

　
　

帰
参
以
後
城
代
ト
シ
テ
中
津
ニ
居
ス

　

小
笠
原
次
郎
兵
衛　
禄
前
出

　
　

長
圓
卒
後
在
テ
二
江
戸
ニ
一
輔
二
佐
ス
幼
主
長
邕
ヲ
一

　

丸
山
丹
下　
禄
六
百
四
十
石

　
　

帰
参
ヨ
リ
到
テ
レ
今
ニ
在
二
江
戸
ニ
一

　

溝
口
兵
右
衛
門　
禄
五
百
六
十
石

　
　

復
帰
ノ
時
、
犬
飼
氏
ト
共
ニ
中
津
ニ
来
リ
職
ヲ
知
ル

　

丸
山
又
右
衛
門　
禄
前
ニ
出

［
二
七
丁
表
］

　

原
四
郎
兵
衛　
禄
前
ニ
出

禁
裡
造
営
功
終
テ
江
戸
エ
赴
キ
、
其
冬
中
津
ニ
下
リ
忽
職
ヲ
免

ス
、
次
男
岩
之
允
ニ
賜
フ

二
新
知
貳
百
石
ヲ
一

［
二
七
丁
裏
］

享
保
二
年
丙
酉
正
月
二
十
四
日
中
津
城
地
引
渡
幷
請
取
ノ
次
第

　

中
津
家
老　

犬
飼
半
左
衛
門　
　

溝
口
兵
右
衛
門

用
人　
　

陶
山
新
五
兵
衛　
　

桐
原
五
兵
衛

奉
行　
　

澤
渡
清
左
衛
門　
　

三
輪
里
右
衛
門

町
奉
行
兼
二
寺
社
ヲ

一　
　

永
山
助
太
夫

郡
奉
行　

竹
村
甚
左
衛　
　
　

後
藤
庄
兵
衛

船
奉
行　

高
木
新
右
衛
門

勘
定
奉
行　

荒
木
幸
左
衛
門

鉄
砲
石
火
矢
奉
行　
　
　

山
縣
六
右
衛
門

［
二
八
丁
表
］

其
ノ
外
諸
役
人
勤
ム

レ
之
ヲ
、
城
ノ
門
々
、
郭
ノ
門
々
皆
弓
・
鉄
砲
ヲ

備
、
物
大
将
固
ク
守
ル

レ
之
ヲ
、
皆
熨
斗
目
麻
上
下
ヲ
着
ス
、
此
ノ
時

又
平
田
半
藏
江
戸
ノ
邸
ヨ
リ
来
テ
専
掌
ル

レ
事
ヲ

［
二
八
丁
裏
］

豊
後
国
岡
城
主
中
川
内
膳
ノ
正
久
忠
城
請
取
、
幷
城
番
ノ
命

ヲ
蒙
リ
テ
請
取
ノ
前
日
ヨ
リ
福
嶋
村
ニ
来
ル
、
騎
馬
・
雑
兵
六
十
余

ト
云
、
久
忠
以
二
長
久
寺
ヲ

一
本
陣
ト
シ
、
諸
士
ハ
農
民
ノ
家
ニ
居

リ
、
歩
卒
ハ
仮
屋
ヲ
松
原
ニ
作
リ
テ
居
ル
城
請
取
ノ
当
日
寅
ノ
上
刻

福
嶋
村
ヲ
立
、
諸
士
押
羽
織
・
鉄
砲
・
切
火
縄
ニ
テ
、
卯
ノ
上
刻
嶋

田
口
ヨ
リ
入
、
京
町
筋
ヲ
通
リ
城
ノ
大
手
ヨ
リ
入
ル
、
又
一
手
新
博

多
町
筋
ヨ
リ
古
博
多
町
ニ
カ
ヽ
リ
、
中
ノ
辻
ヨ
リ
京
町
ヘ
マ
ハ
リ
北

門
ヨ
リ
入
ル

上
使　
　

小
田
切
靭
負　

徳
永
兵
部

勘
定
頭　

神
谷
武
右
衛
門　

海
上
弥
兵
衛　

馬
場
源
五
右
衛
門

［
二
九
丁
表
］

代
官　
　

辻
弥
五
左
ヱ
門　

平
岡
彦
兵
衛

右
同
時
ニ
入
、
皆
騎
馬
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中
川
内
膳
ノ
正
上
使
・
勘
定
頭
・
代
官
相
共
ニ
上
壇
ニ
登
リ
テ
着
座

ス
、
時
ニ
内
膳
ノ
正
御
黒
印
ヲ
上
使
ニ
奉
上
シ
テ
、
城
内
所
々
ヲ
巡

察
シ
テ
、
城
番
ノ
諸
士
ヲ
置
キ
、
法
禁
厳
ニ
下
知
シ
テ
即
日
福
嶋
村

ニ
引
取
ル
、
其
ノ
翌
豊
後
ニ
帰
ル

在
番
ノ
大
将
ハ
中
川
求
女
、
足
軽
大
将
諸
士
副
フ

レ
之
ニ
、
人
数
凡

六
百
五
十
余
ト
云

於
テ

レ
是
城
内
ハ
中
川
家
ノ
諸
士
守
ル

レ
之
ヲ
町
郷
村
ハ
代
官
衆
支
配

ト
云

［
二
九
丁
裏
］

　
　

嶋
田
口
・
小
倉
口
番
所　

代
官
所
ヨ
リ
一
人
、
町
ヨ
リ
一
人
相
勤

　
　

蠣
瀬
口
番
所　
　
　
　
　

町
ヨ
リ
二
人
宛
相
勤

　
　

大
塚
口
・
金
谷
口
番
所　

町
ヨ
リ
一
人
宛
相
勤

　
　

小
路
々
々
ハ
郷
村
ヨ
リ
番
ヲ
勤

　

上
使
宿　

小
田
桐
氏
豊
後
屋
佐
右
ヱ
門　

徳
永
氏
亀
屋
市
太
郎

　

勘
定
頭
宿　
　

殿
町　

三
ケ
所

　
　
　
　
　

三
月
四
日　

発
駕

　

代
官
宿　
　
　

殿
町　

二
ケ
所

［
三
〇
丁
表
］

中
津
城
地
引
渡
シ
相
済
ン
テ
而
、
犬
飼
半
左
衛
門
・
溝
口
兵
右
衛
門
・

陶
山
・
桐
原
等
、
以
下
ノ
諸
士
西
門
ヨ
リ
出
テ
明
蓮
寺
ニ
引
取
此
ノ
時
明

蓮
寺
ヲ
会

所
ト

定
ム
、
家
老
・
用
人
ハ
乗
物
、
其
外
ノ
諸
士
ハ
歩
行

　

犬
飼
半
左
衛
門　
明
蓮
寺
ヨ
リ
直
ニ
濱
田
屋
善
次
郎
宅
ニ
引
取

ル
、
二
月
十
日
小
倉
ニ
往
キ
、
三
月
江
戸
ニ
赴
ク

　

溝
口
兵
右
衛
門　
明
蓮
寺
ヨ
リ
宮
永
村
ニ
引
取
、
二
月
上
旬
小
倉

ニ
往
、
滞
留
シ
テ
致
□
ヲ
江
戸
ノ
邸
ニ
願
フ

　

陶
山
新
五
兵
衛　
右
ニ
同

　

桐
ノ
原
五
兵
衛　
二
月
十
六
日
中
津
ヨ
リ

乗
船
シ
テ
江
戸
ニ
赴
ク

　

平
田
半
藏　
　
　
二
月
上
旬
陸
ヨ

リ
江
戸
ニ
赴
ク

　

永
山
助
太
夫　
　
二
月
十
六
日
中
津
ヨ
リ
乗

船
シ
テ
播
州
安
志
ニ
往

［
三
〇
丁
裏
］

　

山
縣
六
右
衛
門　
右
ニ
同

右
ノ
外
播
州
安
志
ニ
往
ク
者
モ
有
リ

レ
之
、
知
行
切
米
ノ
者
多
ク
ハ
皆

遠
近
ノ
在
々
ニ
引
取
ル

参
考
文
献
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）。
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三
五
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史
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史
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紙
共
墨
付
三
一
丁
、
二
二
・
八
糎
×
一
六
・
二
糎
、
耶
馬
溪
風
物

館
蔵
）。

注
　
︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱

１　
『
日
本
地
名
大
系
』「
中
津
城
跡
」
参
照
。

２　
「
享
保
初
年
富
永
沌
翁
遺
稿
、
享
保
末
年
藤
田
敬
所
校
訂
、
山
本
艸
堂
校
閲
」
と
あ

る
（『
中
津
古
文
書
』
所
収
）。

３　
『
中
津
記
』、「
中
津
城
」
の
項
参
照
。

４　

同
右
。

５　
『
中
津
記
』
で
は
「
孝
隆
」
を
「
孝
高
」
と
す
る
。
以
下
同
じ
。

６　
『
豊
前
人
物
誌
』
三
七
九
頁
。

７　

三
谷
紘
平
「
渡
辺
重
春
著
『
豊
前
志
』
の
編
纂
と
引
用
文
献
『
豊
前
古
城
記
』
に
つ

い
て
の
覚
書
」（『
新
中
津
市
学
校
活
動
報
告
書
』
第
３
号
、
中
津
市
、
二
〇
二
二

年
、
所
収
）。
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山
下
大
希

村
上
田
長「
姫
嶌
紀
行
」に
つ
い
て

　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
現
大
分
県
北
東
部

の
国
東
半
島
沖
に
浮
か
ぶ
姫
島
へ
の
旅
行
に
つ
い
て
の
記
行
に
関
し
て

著
す
も
の
で
あ
る
。

　
要
旨

　

村
上
家
九
代
目
田
長
は
、
筑
前
秋
月
藩
医
杉
全
健
甫
の
三
男
と
し
て

生
ま
れ
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
六
月
に
豊
前
中
津
藩
医
村
上
家
と

の
養
子
縁
組
が
成
立
し
、
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
一
月
、
村
上
家
八

代
目
春
海
が
隠
居
し
た
こ
と
を
受
け
家
督
相
続
し
た
。「
姫
嶌
記
行
」

は
、
村
上
田
長
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
記
行
で
あ
り
、
現
大
分
県
北
東
部

の
国
東
半
島
沖
に
浮
か
ぶ
姫
島
へ
の
遊
行
を
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
姫

島
へ
の
遊
行
は
、
壬
戌
（
一
八
六
二
年
）
の
初
夏
に
行
わ
れ
た
。
こ
の

時
期
は
、
村
上
医
家
と
の
養
子
縁
組
の
成
立
や
後
に
深
く
関
わ
る
こ
と

に
な
る
実
業
家
村
上
作
夫
と
出
会
う
な
ど
、
人
生
の
転
換
点
と
い
え
る

時
期
に
あ
た
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド

　

村
上
田
長
、
姫
島
、
記
行
、
村
上
作
夫
、
文
久
二
年

図
一
　「
姫
嶌
記
行
」
冒
頭
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）。
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こ
の
記
行
が
村
上
家
九
代
目
田
長
（
一
八
三
九
～
一
九
〇
六
）
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
文
の
奥
書
に
「
村
上
亘
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
分
か
る
■1
。
な
お
、
本
資
料
の
標
題
は
、
本
文
一
丁
表
に
墨
書
さ

れ
る
「
姫
嶌
記
行
」
を
採
っ
た
。
以
下
、
田
長
と
「
姫
嶌
紀
行
」
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

一
、 

村
上
田
長
に
つ
い
て

　

村
上
家
九
代
目
田
長
亘
に
関
し
て
は
、
吉
田
洋
一
の
記
す
と
こ
ろ
に

よ
る
。

　

村
上
家
九
代
目
田
長
（
一
八
三
九
～
一
九
〇
六
）
は
、
天
保
一
〇
年

二
月
一
一
日
、
筑
前
秋
月
藩
医
杉
全
健
甫
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た

（
号
・
又
玄
）。
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
六
月
に
村
上
家
と
の
養
子
縁

組
が
成
立
し
、
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
一
月
、
村
上
家
八
代
目
春
海

が
隠
居
し
た
こ
と
を
受
け
家
督
相
続
、
同
年
春
海
の
子
・
逑
（
き
ゅ

う
・
た
ま
子
）
と
結
婚
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
よ
り
秋
月
の
中
村
子
玉

の
塾
に
学
び
（
約
三
年
）、
森
藩
藩
校
修
身
舎
の
教
員
と
な
る
。
慶
応

三
（
一
八
六
七
）
年
に
は
中
津
藩
の
選
抜
留
学
生
と
し
て
、
大
阪
医
学

校
に
入
学
し
、
翌
年
の
戊
辰
戦
争
に
は
中
津
藩
軍
医
と
し
て
奥
羽
征
伐

に
従
軍
し
た
。
明
治
三
（
一
八
六
九
）
年
こ
ろ
か
ら
田
長
と
名
の
る
と

い
う
。

　

同
七
（
一
八
七
四
）
年
に
は
同
志
数
名
と
耶
馬
渓
羅
漢
寺
境
内
に
私

塾
「
水
雲
館
」
を
ひ
ら
く
。
の
ち
に
「
鎮
西
義
塾
」
と
改
名
し
移
転
す

る
が
、
同
九
（
一
八
七
六
）
年
学
舎
の
焼
失
で
廃
校
と
な
っ
た
。（
略
）

同
年
、
全
国
的
に
も
貴
重
で
あ
る
「
田
舎
新
聞
」
を
創
刊
（
田
長
は
社

長
、
編
集
長
の
増
田
宋
太
郎
は
西
南
戦
争
で
戦
死
）。
当
時
の
購
読
料

は
一
枚
一
銭
五
厘
、
毎
週
月
曜
日
の
発
行
で
、
同
一
四
年
、
第
三
〇
七

号
ま
で
発
刊
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
田
長
は
、
同
一
八
（
一
八
八
五
）
年
、
大
分
中
学
校
初
代
校

長
（
師
範
学
校
長
兼
任
）、
翌
年
玖
珠
郡
長
、
同
二
三
年
に
は
中
津
に

戻
り
、
医
業
の
傍
ら
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
継
続
し
た
。■2

　

村
上
田
長
に
つ
い
て
は
、
今
永
正
樹
『
医
亦
從
自
然
也
（
村
上
医
家

事
歴
志
）』
に
も
詳
し
い
が
、
こ
れ
は
後
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

図
二
　「
姫
嶌
記
行
」
巻
末
。
恒
（
田
長
）
の
奥
書
が
見
え
る

　
　
　（
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）。
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二
、
史
料
の
概
要

　

中
津
市
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
本
史
料
は
写
本
で
あ
り
、
大
き
さ

は
二
四
・
五
糎
×
一
六
・
六
糎
、
丁
数
は
仮
綴
四
丁
、
一
丁
は
一
〇
行

程
度
、
一
行
に
二
〇
文
字
程
度
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル

は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
「
姫
嶌
記
行
」
で
あ
り
、
奥
書
に
は
「
村
上
恒

再
拜
伏
乞
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
上
田
長
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
。
本
文
中
に
は
、
朱
書
き
で
訂
正
や
削
除
を
行
っ
て
い
る
部

分
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
清
書
前
の
草
稿
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

標
題
の
通
り
姫
島
へ
の
旅
行
を
つ
づ
っ
た
記
行
で
あ
り
、
姫
島
へ
の
往

路
と
そ
の
折
の
遊
行
を
記
す
。

　
「
姫
嶌
記
行
」
は
、「
壬
戌
之
春
與
同
袍
謀
游
姫
嶌
遇
霖
不
果
延
及
初

夏
」（
壬
戌
の
春
同
袍
と
姫
嶌
に
游
ぶ
こ
と
を
謀
る
。
霖
に
遇
ひ
果
さ

ず
し
て
初
夏
に
延
及
す
。）
と
あ
る
よ
う
に
、
壬
戌
（
一
八
六
二
）
年

（
田
長
二
三
歳
）
の
春
に
友
人
と
姫
島
に
行
く
計
画
を
立
て
る
も
長
雨

に
よ
っ
て
初
夏
に
延
期
し
た
、
と
い
う
文
言
か
ら
始
ま
る
。
記
行
は
計

十
四
日
間
分
で
あ
り
、
旅
程
は
記
行
の
最
後
に
往
復
約
二
一
里
（
一
里

＝
約
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
は
じ
め
の
九
日

間
は
「
九
日
登
途
經
木
田
（
略
） 

過
五
田
足
指
漸
」（
九
日
途
を
登
り

木
田
を
經
る
。（
略
） 

五
田
を
過
ぎ
足
指
漸す

す

む
。）
と
あ
る
よ
う
に
、
木

田
（
大
分
県
大
分
市
）
を
通
り
、
五
田
（
大
分
県
杵
築
市
）
を
過
ぎ
る

ま
で
に
費
や
さ
れ
た
。
九
日
目
に
両
子
山
（
大
分
県
国
東
市
）
に
あ
る

両
子
寺
に
到
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
〇
日
目
に
は
、
漸
く
そ
の

目
に
姫
島
を
お
さ
め
、
一
一
日
目
に
舟
に
乗
っ
て
姫
島
を
訪
れ
る
。

一
二
日
目
の
午
後
に
は
姫
島
を
離
れ
、
帰
路
に
就
く
。
一
三
日
目
は
、

帰
り
途
に
て
宿
を
尾
道
に
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
記

行
の
最
後
で
あ
る
一
四
日
目
の
午
後
に
は
杵
城
（
現
大
分
県
に
あ
る
杵

築
城
）
に
達
し
た
と
あ
る
。

　

行
程
の
途
上
で
数
々
の
興
味
深
い
見
聞
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

興
味
深
い
こ
と
に
田
長
は
鯨
を
目
撃
し
て
い
る
。「
舟
至
波
心
有
物
数

尋
忽
浮
忽
没
時
々
噴
潮
為
雲
霧
状
向
南
去
蒿
師
曰
鯨
也
」（
舟
に
波
至

り
、
心
に
物
数
有
り
て
尋
ね
る
。
忽
ち
浮
き
、
忽
ち
没
す
。
時
々
噴
潮

雲
霧
状
と
為
る
。
南
に
向
か
ひ
去
る
。
蒿
師
曰
く
鯨
な
り
。）。
何
と
田

長
は
舟
の
上
で
鯨
と
遭
遇
し
た
よ
う
で
、
初
め
て
見
た
鯨
の
様
子
が
驚

き
と
と
も
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
田
長
の
「
遊
び
」
の
様
子
も
見
ら
れ
る
。「
臨
海
深
碧
不
見

底
有
魚
浮
遊
試
拍
手
嚇
之
不
駭
」（
海
を
臨
む
も
深
碧
に
て
底
見
え

ず
。
魚
の
浮
遊
す
る
有
り
。
試
し
に
拍
手
に
て
之
を
嚇
す
も
駭
か
ず
。）

と
い
う
件
で
、
内
容
は
、
田
長
は
海
に
浮
か
ん
だ
魚
を
手
を
叩
い
て
驚

か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
う
ま
く
驚
か
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

旅
を
満
喫
し
て
い
た
田
長
の
姿
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
幕
末
の
「
遊

び
」
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
紀
行
執
筆
の
時
期
と
田
長
の
人
生
―
養
子
縁
組
と
村
上

作
夫
と
の
出
会
い
―

　

本
稿
で
は
、
村
上
田
長
と
そ
の
記
行
「
姫
嶌
記
行
」
に
つ
い
て
示
し

た
。
本
文
の
記
述
通
り
壬
戌
（
一
八
六
二
年
）
の
旅
の
紀
行
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
田
長
と
村
上
家
と
の
養
子
縁
組
が
成
立
し
た
年
（
一
八
六
〇
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年
）
か
ら
家
督
創
相
続
し
結
婚
し
た
年
（
一
八
六
五
年
）
の
間
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。『
医
亦
從
自
然
也
（
村
上
医
家
事
歴

志
）』
に
よ
れ
ば
、
後
に
も
深
く
関
わ
る
村
上
作
夫
（
一
八
四
七
～

一
八
八
五
）
と
出
会
っ
た
時
期
に
も
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
同

人
に
つ
い
て
同
書
よ
り
引
用
す
る
。

村
上
作
夫
は
豊
後
・
森
藩
士
で
は
じ
め
島
春
之
烝
と
い
っ
た
が
、

の
ち
に
村
上
姓
に
復
し
た
。
先
祖
は
村
上
の
姓
で
あ
っ
た
が
、
森

藩
主
久
留
島
の
殿
様
よ
り
、
島
の
一
字
を
も
ら
い
島
姓
を
称
え
て

い
た
が
、
春
之
烝
の
と
き
、
旧
村
上
姓
に
復
し
た
の
で
あ
る
。■3

　

森
藩
士
村
上
作
夫
は
、
の
ち
明
治
前
期
に
商
報
合
資
会
社
を
立
ち
上

げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
実
業
家
で
あ
る
。
田
長
と
同
じ
く
「
村
上
姓
」

で
は
あ
る
も
の
の
村
上
田
長
と
親
族
関
係
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
同
じ
く
『
医
亦
從
自
然
也
（
村
上
医
家
事
歴
志
）』
に
掲
載
さ

れ
る
年
表
の
明
治
三
年
項
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
、
村
上
又
玄
か
ら
田
長
（
で
ん
ち
ょ
う
、
た
お
さ
）
と

名
の
る
。
ま
た
島
春
之
烝
も
、
村
上
姓
に
復
し
、
村
上
作
夫
（
樟

江
）
と
称
す
。
作
夫
、
吐
血
、
森
の
谷
川
内
に
転
地
療
養
（
田

長
、
作
夫
の
両
人
改
名
、
兄
弟
の
縁
を
あ
ら
わ
す
も
の
か
…
…
）。■4

　

あ
く
ま
で
改
名
の
理
由
は
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
深
い
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
人
生
の
転
換
点
と
も

い
え
る
時
に
記
し
た
紀
行
と
見
れ
ば
、
ま
た
深
み
が
増
す
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

【
史
料
】「
姫
島
紀
行
」

【
原
文
】

［
一
丁
表
］

草
葉

　
　
　
　

姫
嶌
記
行　
　

旁
探
孿
山
蛾
眉
之
勝

壬
戌
之
春
與
同
袍
謀
游
姫
嶌
遇
霖
不
果
延
及
初
夏
如
尋
践

前
約
九
日
登
途
經
木
田
有
樹
半
生
半
枯
言
数
年
前
為

雷
所
下
撃
過
五
田
足
指
漸
仰
踰
黒
岩
両
山
相
合
逕
路
従
左

山
腹
通
松
樹
列
植
皆
大
数
圍
風
自
東
北
至
樹
皆
振
動
衝

涛
旋
瀬
忽
遠
起
忽
近
一
支
止
余
手
晴
雨
傘
先
前
行
風
集
傘
橑
乃

折
道
傍
有
岩
周
圍
丈
餘
有
小
蛇
居
焉
人
建
華
表
以
為

神
世
為
怪
説
射
利
者
皆
此
類
也
又
登
数
百
歩
始
望
孿

山
于
蒼
靄
中
孿
此
山
在
杵
城
東
北
里
好
事
者
所
椎
■
恒
攀
躋
赤
坂

［
一
丁
裏
］

隔
渓
怪
巌
屹
立
人
呼
則
應
此
間
紫
藤
花
杜
鵑
花
盛
開
日

午
頗
熱
渇
甚
而
渓
水
混
濁
不
當
飲
經
山
浦
登
烽
至
辨

分
問
村
童
而
知
孿
山
不
遠
抵
冨
永
昔
者
洞
仙
先
生
所
出
居
先

生
博
學
通
達
天
人
制
行
状
最
巖
脩
備
後
生
之
所
仰
景
初
行
李
今
朝
發
時

悾
忽

不
遑
齎
飼
至
此
飢
憊
甚
就
農
媼
乞
飲
及
食
纔
得
達
享
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山
々
麓
老
杉
森
欝
有
石
華
表
一
距
表
数
歩
左
右
植
櫻

而
樹
花
已
盡
可
備
道
旁
栽
杉
為
藩
僧
房
五
六
皆
閴
寂
如

無
人
乞
宿
于
二
子
寺
解
装
欲
詣
二
所
権
現
出
寺
数
歩
石

華
表
頗
大
両
柱
刻
字
筆
法
雋
勁
可
爰
登
磴
数
百
級
三
巌

對
峙
一
巌
最
大
穿
其
根
置
祠
所
謂
二
所
権
現
是
也
造
営
竒

［
二
丁
表
］

嶮
依
往
路
右
折
廻
巌
腹
轉
背
其
後
往
々
刻
佛
像
多
石
楠
花

盛
開
巻
柏
石
斛
叢
生
逕
左
轉
新
樹
交
垂
空
翠
温
衣
冷

如
深
秋
只
猶
聞
流
鶯
逕
益
峻
老
藤
蔓
延
且
攀
且
踰
有
二

巌
合
其
開
匐
可
而
上
術
通
名
曰
鍼
孔
又
上
登
烽
百
余
歩
両
巌
屛
立
数

百
紉
仭
其
開
亦
可
通
行
名
曰
推
剖
蓋
取
斧
割
之
義
又
北
百

歩
置
照
公
廟
自
此
取
捷
逕
復
往
路
還
寺
主
僧
云
寺
帰
化

僧
仁
門
所
創
距
今
千
有
余
年
云
簿
暮
雨
至
微
寒

十
日
暁
星
爛
然
報
卜
霽
乃
発
廻
傍
山
腹
螺
旋
登
始
望
姫
嶌

小
門
文
珠
二
山
相
對
峙
蒼
翠
如
晝
雙
眉
然
故
合
二
山

名
蛾
眉
蜿
蜓
環
烽
下
出
小
門
山
下
有
城
墟
據
山
帯
渓
土
民
傅

［
二
丁
裏
］

云
為
大
友
氏
所
㴞
意
蕞
爾
耳
従
渓
途
轉
愈
上
愈
嶮
此

間
名
成
佛
渓
過
嶮
之
乃
文
珠
也
杉
樹
最
古
磴
数
百
級
穿

巌
置
祠
以
祭
文
珠
咅
薩
典
孿
山
達
磨
祠
宇
彷
佛
而
尚
新
右
折
従
巌
腹

足
躡

樹
根
乎
攀
藤
蔓
廻
其
腹
出
其
南
至
此
嶮
極
目
導
不
能

足
不
能
從
而
脚
従
一
反
鼓
気
先
登
極
捷
皆
從
之
巌
頭
絶
無
卉

木
蒼
苔
班
綴
耳
而
巌
膚
麤
厲
是
以
得
不
顛
東
望
蒼
海

千
里
同
碧
一
目
可
盡
而
姫
嶌
宛
在
眉

捷
之
際
既
而
■

往
路
忽
聞
鳥
声
如
鳩
声
而
大
不
知
其
名
左
従
山
尾
抵
岸

戸
寺
左
折
向
北
午
時
至
隈
家
欲
渡
姫
嶌
以
候
風
便

十
一
日
晴
海
面
如
熨
席
乃
旅
舟
距
嶌
里
許
防
豊
二
洋
通

［
三
丁
表
］

脉
所
是
以
潮
勢
峻
速
風
則
不
得
渡
舟
至
波
心
有
物
数

尋
忽
浮
忽
没
時
々
噴
潮
為
雲
霧
状
向
南
去
蒿
師
曰
鯨

也
已
牌
達
姫
嶌
從
濵
上
岸
南
観
龍
王
洲

疉
岩

疉
疉

嶌
人
置

蕐
表
以
為
神
祭
舟
神
者
標
又
南
里
餘
廻
嚴
腹
攀
援
魚
貫
而
躋
泉

自
石
罅
湧
名
鉄
醤
水
臭
味
辛
烈
蓋
鉄
液
所
為
其
旁
置

祠
扁
書
赤
水
明
神
四
字
不
知
祭
何
神
稲
先
観
浮
田
人

過
水
湧
乃
躍
所
以
得
名
而
非
實
賃
漁
舟
観
阿
彌
蠣
巖
空

為
洞
潮
汐
来
往
其
中
可
容
舟
十
隻
洞
上
蠣
殻
簇
聚
為

三
座
佛
像
蓋
彷
佛
也
已
巖
根
皆
罅
穴
風
波
呑
吐
窽
坎

鞺
鞳
相
撃
宮
啇
相
和
奇
観
也
上
岸
東
北
登
海
岸
寺
主
僧
不

［
三
丁
裏
］

在
乃
去
叩
漁
戸
買
魚
無
有
候
漁
舟
之
帰
買
得
此
目

疉

魚
数
尾
銀
鱗
溌
刺
賈
如
土
西
登
達
磨
峯
日
已
没
走
早

登
山
頭
置
祠
祭
清
正
公
里
人
数
十
撃
鼓
唪
經
頗
喧
睧

廻
祠
眼
界
豁
然
孿
山
蛾
眉
戸
隠
及
馬
城
八
面
諸
峯
綿

延
不
断
極
西
一
髪
抜
出
雲
霄
者
為
彦
山
其
他
防
長
馬

関
歴
々
可
数
只
東
方
為
姫
嶽
所
掩
遮
耳
姫
嶌
之
観
至
此

極
須
臾
暮
色
蒼
然
不
辨
物
色
至
無
所
見
乃
忽
々
去
宿
里
正
家
饗
應

頗
至
及
夜
月
色
朦
朧
歩
散
村
中
逍
遥
又
遊
海
岸
寺
幽
寂
可
爰

得
一
聯
曰
佛
燈
明
滅
■
微
風
冷
漁
艇
微
茫
淡
月
昏
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十
二
日
陰
遊
観
音
磯
路
經
城
墟
不
知
何
人
所
守
云
據
数

［
四
丁
表
］

年
前
窟
鑿
地
得
一
劒
磯
在
正
東
西
北
奇
巖
側
立
巌
皆
緻
滑
如

割
手
搜
足
摸
右
轉
入
窟
生
防
風
数
株
茎
下
臨
海
深
碧
不

見
底
有
魚
悠
然
浮
遊
試
拍
手
嚇
之
不
駭
如
初
與
産
河
之
者

魚
絶
異
蓋
物
之
性
各
從
其
居
者
竿
也
如
此
東
登

疉
嶽
獫
絶
半
腹

有
泉
尤
寒
例
嶽
巓
眺
望
與
達
磨
略
同
而
最
頗
濶
嶌
中
固

有
七
勝
之
名
皆
不
足
取
■
推
當
以
比
嶽
為
最
達
磨
次
之

観
音
磯
及
阿
弥
蠣
又
■
次
之
既
而
雨
至
急
就
帰
路
午

後
里
正
為
装
一
舟
告
辨
乃
謝
去
已
乗
舟
雨
又
至
冷
甚

宿
隈
止
岸
至
毛
宿

十
三
日
霽
発
隈
家
取
路
海
濱
此
乃
青
松
白
沙
更
又
無
他
可
記
者
宿

［
四
丁
裏
］

尾
道

十
四
日
晴
乃
発
午
後
達
杵
城
此
行
往
還
里
程
凡
二
十
一
里

餘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
恒
再
拜
伏
乞

　
　
　

正

【
注
釈
】

［
一
丁
表
］

姫
嶌
…
大
分
県
の
北
東
部
の
国
東
半
島
沖
に
浮
か
ぶ
島
。

壬
戌
…
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
。

霖
…
長
雨
。

木
田
…
大
分
県
大
分
市
木
田
。

五
田
…
大
分
県
杵
築
市
鴨
川
五
田
。

両
山
…
大
分
県
国
東
市
両
子
山
（
ふ
た
ご
や
ま
）。 

松
樹
…
大
分
県
杵
築
市
奈
多
海
岸
に
あ
る
松
。

華
表
…
鳥
居
。
八
幡
奈
多
宮
の
こ
と
か
。
海
に
鳥
居
が
立
ち
、
参
道
は

海
。

孿
山
…
両
子
山
の
こ
と
か
。
孿
は
ふ
た
ご
。

杵
城
…
杵
築
城
（
地
図
、
月
）。
杵
築
市
の
八
坂
川
の
台
山
に
築
か
れ

た
。

［
一
丁
裏
］

紫
藤
…
藤
の
花
。

杜
鵑
…
植
物
「
さ
つ
き
（
五
月
）」
の
誤
用
漢
名
。

日
午
…
正
午
。

浦
…
海
が
陸
地
に
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
。

辨
（
弁
）
分
に
至
る
…
道
の
り
の
半
分
に
至
る
。

制
行
…
徳
行
。

脩
備
…
整
理
す
る
。

仰
景
…
（
景
仰
で
）
尊
敬
す
る
の
意
味
が
あ
る
。

悾
に
…
ま
こ
と
に
。

欝
…
鬱
蒼
と
し
て
い
る
。

藩
…
ま
が
き
、
垣
根

二
子
寺
…
両
子
寺
（
ふ
た
ご
じ
）。
国
東
半
島
の
中
心
に
あ
る
寺
。
山
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門
に
仁
王
像
が
あ
る
。

二
所
権
現
…
両
子
寺
の
仁
王
像
の
こ
と
。

勁
…
（
力
が
）
強
い
。

磴
…
石
坂
。
石
山
の
坂
道
。

［
二
丁
表
］

石
楠
花
…
し
ゃ
く
な
げ
。
ツ
ツ
ジ
属
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
亜
属
の
植
物
の
総

称
。
常
緑
。

巻
柏
…
い
わ
ひ
ば
。
シ
ダ
植
物
。

石
斛
…
せ
っ
こ
く
。
ラ
ン
科
の
常
緑
多
年
草
。

空
翠
…
深
山
の
木
立
の
み
ど
り
の
間
に
た
ち
こ
め
る
山
気
。
空
に
そ
び

え
て
い
る
木
立
の
み
ど
り
。

仭
…
両
手
を
上
下
に
ひ
ろ
げ
た
長
さ
。
七
尺
～
八
尺
。

攀
…
よ
じ
の
ぼ
る
。

匐
…
横
ば
い
に
な
っ
て
進
む
。

推
剖
…
推
す
、
剖
（
わ
け
る
）。
押
し
分
け
る
。

公
廟
…
寺
院
や
神
祠
、
仏
寺
な
ど
の
汎
称
が
「
廟
」。
公
に
管
理
さ
れ

た
廟
。

仁
門
…
仁
聞
（
に
ん
も
ん
）。
奈
良
時
代
に
大
分
県
国
東
半
島
の
各
地

の
寺
院
を
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
伝
説
的
な 

僧 

。

簿
暮
…
日
が
暮
れ
よ
う
と
す
る
こ
ろ
。
夕
暮
れ
。
黄
昏
。

暁
星
…
夜
明
け
の
空
に
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
星
。

爛
然
…
鮮
や
か
に
か
が
や
く
さ
ま
。

霽
…
晴
れ
る
。

文
珠
…
峨
眉
山
文
殊
仙
寺
の
こ
と
。

蒼
翠
…
樹
木
な
ど
が
青
々
と
し
て
い
る
こ
と
。

蜿
蜓
…
う
ね
う
ね
と
ど
こ
ま
で
も
続
く
さ
ま
。

［
二
丁
裏
］

大
友
氏
…
鎌
倉
初
期
、
相
模
の
国
大
友
郷
よ
り
興
っ
た
家
。
最
盛
期

（
宗
麟
）
に
は
、
豊
後
・
豊
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
を
治

め
た
。

㴞
…
は
び
こ
る
こ
と
。

蕞
爾
…
と
て
も
小
さ
い
さ
ま
。

祠
宇
…
し
う
。
神
を
ま
つ
る
殿
舎
・
や
し
ろ
。
ほ
こ
ら
。
神
社
。

彷
彿
…
あ
り
あ
り
と
想
像
す
る
こ
と
。
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ
と
。
よ

く
似
て
い
る
さ
ま
。

極
目
…
目
の
届
く
限
り
。
見
渡
す
限
り
。

卉
…
草
。

班
…
ま
だ
ら
。 

巌
膚
…
岩
肌
。

麤
厲
…
麤
（
ソ
）「
あ
ら
い
」
の
意
。
厲
（
レ
イ
）「
は
げ
し
い
」
の
意
。

山
尾
…
山
の
ふ
も
と
。

岸
戸
寺
…
岩
戸
寺
の
こ
と
。
国
東
半
島
の
中
央
に
そ
び
え
る
両
子
山
と

文
殊
山
の
北
東
、
国
東
町
の
北
の
は
ず
れ
に
位
置
す
る
岩
戸

寺
は
、
養
老
三
（
七
一
九
）
年
に
仁
聞
菩
薩
（
に
も
ん
ぼ
さ

つ
）
の
開
創
と
伝
え
ら
れ
る
六
郷
満
山
末
山
（
す
え
や
ま
）

本
寺
の
一
つ
。

隈
…
山
や
川
が
曲
が
り
こ
ん
だ
と
こ
ろ
。
ま
た
、
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
。

す
み
。
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候
…
き
ざ
し
。
し
る
し
。

風
便
…
風
向
き
が
都
合
が
良
い
こ
と
。

［
三
丁
表
］

物
数
…
特
に
数
え
た
て
る
に
値
す
る
も
の
。
物
の
数
。
言
葉
数
。

蒿
師
（
こ
う
し
）
…
船
頭
。

疉
疉

…
が
ん
か
。
谷
が
深
く
広
い
こ
と
。

魚
貫
…
魚
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
形
。 

魚
を
串
に
さ
し
つ
ら

ね
た
よ
う
に
、
お
お
ぜ
い
の
人
が
列
を
な
し
て
つ
ら
な
っ
て
行

く
こ
と
。

扁
…
ふ
だ
。

明
神
…
神
を
尊
ん
で
呼
ぶ
呼
び
方
。

田
人
…
田
を
耕
作
す
る
人
。

阿
彌
蠣
…
阿
弥
陀
牡
蠣
（
あ
み
だ
か
き
）
は
、
島
の
東
端
に
あ
る
姫
島

灯
台
の
断
崖
下
の
船
で
し
か
行
け
な
い
海
蝕
洞
窟
に
群
生
す

る
カ
キ
で
、
阿
弥
陀
如
来
（
一
説
に
は
阿
弥
陀
如
来
の
耳
）

に
似
た
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。

海
水
に
浸
か
る
こ
と
が
な
い
高
さ
に
群
生
し
て
い
て
、
食
べ

る
と
腹
痛
を
起
こ
す
と
い
う
。

簇
…
む
ら
が
り
生
え
る
。

簇
聚
…
あ
つ
ま
る
。

罅
…
す
き
ま
。

鞺
鞳
…
と
う
と
う
。
水
や
波
の
音
の
響
く
さ
ま
。

啇
…
し
た
た
る
。
も
と
、
お
お
も
と
。

相
和
…
互
い
に
親
し
い
。
ま
じ
り
あ
う
。
呼
応
す
る
。

奇
観
…
め
ず
ら
し
い
眺
め
。

［
三
丁
裏
］

漁
戸
…
魚
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
家
。

然
豁
…
豁
然
。
視
界
が
大
き
く
開
け
る
さ
ま
。

霣
…
い
ん
。
雷
雨
。
お
ち
る
。

彦
山
…
英
彦
山
（
ひ
こ
さ
ん
）
の
こ
と
。
標
高
一
一
九
九
メ
ー
ト
ル
。

歴
々
…
も
の
ご
と
が
は
っ
き
り
見
え
、
明
ら
か
に
み
え
る
さ
ま
。

姫
嶽
…
不
明
。
姫
島
に
あ
る
山
か
。

須
臾
…
き
わ
め
て
短
い
時
間
。
昼
夜
の
三
〇
分
の
一
。

忽
忽
…
速
や
か
な
さ
ま
。
た
ち
ま
ち
変
わ
る
さ
ま
。
心
が
う
つ
ろ
な
さ

ま
。

里
正
…
庄
屋
、
村
長
。

逍
遥
…
散
歩
。

微
茫
…
か
す
か
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
さ
ま
。

摴
…
さ
さ
え
る
。
ま
も
る
。
か
ば
う
。

［
四
丁
表
］

鑿
地
…
穴
を
あ
け
る
。

※
『
大
漢
和
辞
典
』
等
、
一
般
的
な
辞
書
類
に
拠
っ
た
。
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【
読
み
下
し
】

草
葉

　
　
　
　

姫
嶌
記
行　
　

旁
探
孿
山
蛾
眉
勝

壬じ
ん

戌じ
ゅ
つの
春
同
袍
と
姫
嶌
に
游
ぶ
こ
と
を
謀
る
。
霖

な
が
あ
め

に
遇
ひ
果
さ
ず
し
て

初
夏
に
延
及
す
。
如
し
前
約
を
践
め
ば
、
九
日
途
を
登
り
木
田
を
經

る
。
樹
の
半
生
半
枯
有
り
。
言
は
く
数
年
前
雷
の
下
に
撃
つ
所
と
為

る
。
五
田
を
過
ぎ
足
指
漸す

す

む
。
黒
岩
を
仰
ぎ
踰こ

え
る
。
両
山
の
相
合
の

路
左
よ
り
山
腹
を
通
る
。
松
樹
列
べ
て
植
う
る
は
皆
大
に
し
て
数
圍か

こ

む
。
風
東
北
よ
り
至
り
て
樹
皆
振
動
す
。
涛な

み

を
衝
き
瀬
を
旋め

ぐ

る
。
忽
ち

起
き
忽
ち
止
む
。
余
の
手
の
晴
雨
傘
風
に
前
行
し
、
傘
の
橑た

る
きの
折
れ
る

を
集
め
る
。
道
傍
に
岩
有
り
。
周
圍
丈
餘
り
有
る
に
小
蛇
居
り
。
人
華

表
を
建
て
る
。
以
為
へ
ら
く
、
神
世
怪
説
と
為
る
。
射
利
を
説
く
者
皆

此
の
類
な
り
。
又
数
百
歩
を
登
る
。
始
め
て
孿ふ

た
ご

山や
ま

を
蒼そ

う

靄あ
い

の
中
に
望

む
。
此
山
に
東
北
の
里
杵
城
在
り
。
好
事
は
、
恒
に
赤
坂
を
攀は

ん

躋せ
い

す
る

所
な
り
。
渓
を
隔
つ
る
怪
巌
屹き

つ

立り
つ

す
。
人
呼
べ
ば
、
則
ち
應
え
る
。
此

の
間
紫
藤
、
杜と

鵑け
ん

盛
開
す
。
日
午
頗
る
熱
く
渇
く
こ
と
甚
だ
し
。
渓
水

混
濁
し
當
に
飲
む
べ
か
ら
ず
。
山
浦
を
經
て
、
辨べ

ん

分ぶ
ん

に
至
る
。
村
童
に

問
ひ
て
、
孿ふ

た
ご

山や
ま

の
遠
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
昔
は
富
永
洞
仙
先
生
の
居
る

所
に
抵あ

た

る
。
先
生
博
學
に
し
て
天
人
に
通
達
す
。
制せ

い

行ぎ
ょ
う

脩し
ゅ
う

備び

し
て
後
生

の
仰
景
す
る
所
な
り
。
今
朝
發
つ
時
、
悾
に
忽
ち
に
し
て
、
遑い

と
ま
齎
さ
ず

し
て
、
此
に
至
り
、
飢
憊
甚
だ
し
。
農の

う

媼お
う
な

に
就
き
て
飲
食
を
乞
ひ
、
纔わ

ず
か

に
享
に
達
し
得
る
。
山
々
の
麓
の
老
杉
の
森
、
欝
と
し
た
石
華
表
有
り

て
、
表
を
距
つ
。
数
歩
左
右
に
櫻
樹
を
植
え
、
花
已
に
盡
き
る
は
惜
し

む
べ
し
。
道
旁
に
杉
を
栽
へ
、
藩
を
為
し
、
僧
房
五
六
皆
閴
寂
な
り

て
、
人
無
き
が
ご
と
し
。
宿
を
二
子
寺
に
乞
ひ
て
、
装
を
解
き
、
二
所

権
現
を
詣
る
を
欲
す
。
寺
を
出
で
数
歩
石
華
表
、
頗
る
大
き
な
り
。
両

柱
に
字
を
刻
む
。
筆
法
雋す

ぐ

れ
て
勁つ

よ

し
。
爰こ

こ

に
磴と

う

数
百
級
を
登
れ
ば
三
巌

に
對
峙
す
べ
し
。
一
巌
最
大
に
し
て
、
其
根
を
穿
ち
祠
を
置
く
。
所
謂

二
所
権
現
是
な
り
。
造
営
竒
嶮
に
し
て
往
路
に
依
り
て
右
折
し
、
巌
腹

を
廻
る
。
其
後
往
々
と
し
て
佛
像
刻
す
る
こ
と
多
し
。
石し

ゃ
く
な
げ

楠
花
盛
開

す
。
巻い

わ

柏ひ
ば

、
石せ

っ

斛こ
く

、
叢
生
す
逕
の
左
轉
り
に
新
樹
交
わ
り
、
空く

う

翠す
い

垂
れ

る
。
温
衣
の
冷
さ
深
秋
の
ご
と
く
し
て
、
猶
ほ
流り

ゅ
う

鶯お
う

を
聞
く
が
ご
と

し
。
逕
、
益
峻
し
く
老
藤
の
蔓
延
び
、
且
つ
攀よ

ぢ
且
つ
踰
ゆ
。
二
巌
有

り
て
、
其
開
合
す
る
と
こ
ろ
匐は

っ
て
上
が
る
べ
し
。
名
曰
は
く
、
鍼

孔
。
又
、
上
に
百
余
歩
両
巌
屛
立
す
る
こ
と
数
百
仭
な
り
。
其
の
開
け

る
を
亦
行
く
べ
し
。
名
曰
は
く
、
推
剖
。
蓋
し
斧
を
と
り
て
割
る
の
義

な
り
。
又
北
に
百
歩
、
照
公
廟
を
置
く
。
此
よ
り
、
捷
き
逕
を
取
る
。

寺
に
還
る
。
主
僧
云
は
く
、
寺
は
帰
化
僧
仁
門
の
創
る
所
、
今
を
距
つ

こ
と
、
千
有
余
年
。
簿は

く

暮ぼ

に
雨
し
、
微
寒
に
至
る
。

十
日
、
暁
と
し
て
星
爛
然
と
す
。
卜
い
霽
れ
。
乃
ち
発
す
。
傍
の
山
腹

の
螺
旋
を
登
る
。
始
め
て
姫
嶌
を
小
門
に
望
む
。
文
珠
、
二
山
相
對
峙

す
。
蒼
翠
、
晝
の
ご
と
し
。
眉ま

ゆ

雙ふ
そ
う

然ぜ
ん

と
し
て
、
故
に
二
山
を
合
わ
せ

て
、
蛾が

眉び

と
名
づ
く
。
蜿わ

ん

蜓て
い

と
し
て
下
に
出
る
。
小
門
山
の
下
に
城
墟

有
り
。
山
據よ

り
土
民
、
渓
を
帯
ぶ
。
大
友
氏
の
㴞と

う

意い

た
る
を
傳
ふ
る
は

蕞さ
い

爾じ

の
み
。
渓
に
従
ひ
途
轉
ず
。
愈い

よ
い
よ上
が
り
、
愈い

よ
い
よ嶮
し
。
此
の
間
、
成

佛
渓
と
名
づ
く
を
過
ぐ
。
之
乃
ち
文
珠
な
り
。
杉
樹
最
古
に
し
て
、
磴と

う

数
百
級
。
巌
を
穿
ち
、
祠
を
置
き
、
以
て
文
珠
咅
薩
を
祭
る
。
祠
宇
と
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孿ふ
た
ご

山や
ま

を
彷
彿
と
す
。
尚
新
た
に
右
折
す
。
巖
腹
に
従
ひ
樹
根
を

躡 ふ

む
。

藤
蔓
を
攀よ

じ
る
。
其
南
を
出
て
、
此
の
嶮
極
め
に
至
る
に
能
は
ず
し

て
、
脚
従
ふ
。
一
鼓
気
を
反
し
、
先
に
登
る
こ
と
極
め
て
捷
し
。
皆
之

よ
り
巌
頭
絶
無
に
し
て
、
卉そ

う

木ぼ
く

蒼そ
う

苔た
い

班ま
だ
ら

に
し
て
綴
る
の
み
。
巌い

わ

膚は
だ

の

麤そ
れ
い厲
。
是
を
以
っ
て
、
顛た

お

れ
ざ
る
を
得
る
。
東
に
蒼
海
を
望
む
。
千
里

碧
を
同
じ
く
し
て
、
一
目
に
盡
く
べ
し
。
姫
嶌
宛
が
ら
眉び

睫し
ょ
う

の
際
に
在

る
が
ご
と
し
。
忽
ち
鳥
声
を
聞
く
。
鳩
声
の
ご
と
く
、
而
れ
ど
も
大
な

り
て
其
名
を
知
ら
ず
。
左
は
山
尾
に
従
ひ
岸
戸
寺
に
抵あ

た

る
。
左
折
し
、

北
に
向
か
ふ
。
午
時
、
隈
家
に
至
り
、
姫
嶌
に
渡
る
を
欲
す
。
候
の
風

便
を
以
て
す
。

十
一
日
海
面
晴
れ
。
如
席
の
放
舟
嶌
里
の
許
を
距
つ
。
防
豊
の
二
洋
脉

所
を
通
る
。
是
を
以
て
、
潮
勢
峻け

わ

し
く
速
風
な
れ
ば
、
則
ち
渡
る
を
得

ず
。
舟
に
波
至
り
、
心
に
物
数
有
り
て
尋
ね
る
。
忽
ち
浮
き
、
忽
ち
没

す
。
時
々
噴
潮
雲
霧
状
と
為
る
。
南
に
向
か
ひ
去
る
。
蒿こ

う

師し

曰
く
鯨
な

り
。
已
に
牌
姫
嶌
の
上
岸
に
達
せ
ん
と
す
。
南
に
龍
王
洲
、
疉た

た
み

岩
、

疉

疉
を
觀
る
。
嶌
人
、
蕐
表
を
置
き
、
以
て
舟
の
神
を
祭
る
者
な
り
。
又

南
里
の
餘
り
、
嚴
腹
魚
貫
す
る
を
廻
る
。
而
し
て
泉
の
石い

し

罅ひ
び

よ
り
湧
く

を
躋の

ぼ

る
。
鉄
醤
水
と
名
づ
く
。
臭
く
、
味
辛
烈
な
り
。
蓋
し
鉄
液
の
為

す
所
、
旁
ら
に
祠
を
置
く
。
扁ふ

だ

に
赤
水
に
て
明
神
四
字
を
書
く
。
何
神

を
祭
る
か
知
ら
ず
。
浮
田
に
人
過
ぎ
る
を
觀
る
。
乃
ち
名
を
得
る
所
以

な
り
。
而
れ
ど
も
實
に
非
ず
。
漁
舟
賃
ひ
阿あ

彌み

蠣か
き

を
觀
る
。
巖い

わ
お

空か
ら

に
し

て
、
洞
を
為
し
潮
汐
来
往
す
。
其
中
に
舟
十
隻
容
る
べ
し
。
洞
上
に
蠣か

き

殻か
ら

簇そ
う

聚じ
ゅ
う

し
、
三
座
佛
像
と
為
る
。
蓋
し
彷
佛
と
す
な
り
。
已
に
巖
根
皆

罅ひ
び

穴
あ
り
て
、
風ふ

う

波は

呑ど
ん

吐と

す
。
鞺と

う

鞳と
う

と
相
撃
ち
、
宮き

ゅ
う

啇て
き

奇
觀
と
相
和

す
。
上
岸
の
東
北
、
海
岸
に
登
る
。
寺
の
主
僧
不
在
な
り
て
、
乃
ち
去

る
。
漁
戸
を
叩
き
、
魚
を
買
は
ん
と
す
る
も
、
魚
舟
の
帰き

買ば
い

の
候
有
る

こ
と
無
し
。
此
目

疉
魚
数
尾
を
得
る
。
銀
鱗
溌
刺
と
し
て
、
土
の
ご
と

き
を
賈か

ふ
。
西
に
達
磨
峯
登
り
、
日
己
に
没
す
。
山
頭
に
祠
を
置
き
、

清
正
公
を
祭
る
。
里
人
数
十
、
撃
鼓
唪
經
す
る
こ
と
、
頗
ぶ
る
喧
し
。

睧く
ら

く
し
て
祠
を
廻
れ
ば
、
眼
界
豁か

つ

然ぜ
ん

と
す
。
孿ふ

た
ご

山や
ま

の
蛾が

眉び

、
戸
隠
及
び

馬
城
な
り
。
八
面
の
諸
峯
、
綿
延
と
し
不
断
な
り
。
極
西
に
一
髪
雲
の

霄そ
ら

に
抜
き
出
る
は
彦
山
た
り
。
其
他
防
長
、
馬
関
の
歴
々
と
し
て
数
ふ

べ
し
。
只
、
東
方
姫
嶽
の
遮
ぎ
る
所
た
る
の
み
。
姫
嶌
の
観
、
此
に
至

る
。
極
め
て
須
臾
、
暮
色
蒼
然
と
し
て
、
見
る
所
無
き
に
至
る
。
乃
ち

忽
々
と
宿
を
去
る
。
里
正
家
に
頗
る
至
り
及
ぶ
。
夜
月
の
色
朦
朧
と
す

る
を
逍
遥
し
、
又
海
岸
に
遊
ぶ
。
寺
幽ゆ

う

寂じ
ゃ
く

に
し
て
、
爰
に
一
聯
を
得
る

べ
し
。
曰
く
佛
燈
明
滅
し
、
微
風
漁
艇
冷
た
く
。
微
茫
の
淡
月
昏
し
。

十
二
日
陰
、
観
音
に
遊
ぶ
。
磯
路
の
城
墟
を
經
る
も
、
何
人
の
據よ

る
所

か
知
ら
ず
。
数
年
前
、
鑿さ

く

地ち

一い
っ

劒け
ん

を
得
る
。
磯
、
西
北
に
在
り
て
奇
巖

側
立
す
。
緻こ

ま

か
く
滑
る
こ
と
手
を
割
き
足
を
捜
し
石
を
摸さ

ぐ

り
窟
に
轉て

ん

入に
ゅ
う

す
る
が
ご
と
し
。
風
防
ぐ
数
た
の
茎
下
を
生
や
す
。
海
を
臨
む
も
深
碧

に
て
底
見
え
ず
。
魚
の
浮
遊
す
る
有
り
。
試
し
に
拍
手
に
て
之
を
嚇お

ど

す

も
駭お

ど
ろ

か
ず
。
河
が
産
す
る
た
め
に
は
絶
異
な
り
。
蓋
し
物
の
性
、
各
其

の
居
に
從
ふ
は
此
の
ご
と
き
な
り
。
東
に
登
り
姫
嶽
嶮
絶
な
り
。
半
腹

に
泉
有
り
て
尤
も
寒
し
。
例
し
に
嶽
巓
を
眺
む
れ
ば
、
達
磨
と
略
同
な

る
を
望
む
。
而
し
て
頗
ぶ
る
濶ひ

ろ

し
。
嶌
中
固も

と

よ
り
七
勝
の
名
有
り
。
皆

足
ら
ざ
る
を
取
り
て
推お

も

ひ
、
當
に
此
の
嶽
を
以
て
達
磨
を
最
と
し
、
之

に
次
ぐ
は
観
音
と
為
す
べ
し
。
磯
及
び
阿あ

弥み

蠣が
き

又
之
に
次
ぐ
。
既
に
し
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て
雨
至
り
て
急
ぎ
帰
路
に
就
く
。
午
後
、
里
正
一
舟
の
装
ひ
を
為
し
、

告こ
く

辨べ
ん

し
乃
ち
謝
し
て
去
る
の
み
。
舟
に
乗
ら
ば
、
雨
又
至
り
冷
甚
だ
し

く
止
岸
に
至
る
。

十
三
日
、
霽
。
隈
家
を
発
す
。
路
、
海
を
取
る
。
此
乃
ち
青
松
、
白
沙

又
記
す
べ
き
は
無
き
な
り
。
宿
は
尾
道
。

十
四
日
晴
れ
。
乃
ち
発
つ
。
午
後
、
杵
城
に
達
す
。
此
の
行
往い

き

還か
え

り
の

里
程
凡
そ
二
十
一
里
餘
り
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
恒
再
拜
伏
乞

　
　
　
　

正

【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
文
献

▲
今
永
正
樹
『
医
亦
従
自
然
也　

村
上
医
家
事
歴
志
』、
村
上
記
念
病

院
・
村
上
医
家
史
料
館
、
中
津
、
一
九
八
二
年
。

▲
川
嶌
眞
人
、
今
永
正
樹
、
武
吉
攻
、
村
上
玄
児
「
村
上
田
長
に
つ
い

て
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
〇
巻
第
二
号
、
一
四
二
～
一
四
四

頁
、
一
九
八
四
年
。

▲
吉
田
公
平
「
春
日
潜
庵
の
晩
年
―
村
上
作
夫
『
東
遊
日
記
」
の
世
界

―
」（『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
第
三
九
号
、
七
～
一
六

頁
、
二
〇
〇
五
年
）。

▲
吉
田
洋
一
「
村
上
田
長
の
医
学
修
養
―
「
山
脇
東
門
先
生
随
筆
」
を

素
材
と
し
て
―
」（
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
ガ
ン
グ
、
吉
田
洋
一
、
大

島
明
秀
共
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

分
館　

医
家
史
料
館
叢

書
』
第
一
六
巻
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）。

史
料

▲
「
姫
島
紀
行
」（
写
本
、
仮
綴
四
丁
、
二
四
・
五
糎
×
一
六
・
六
糎
、

中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）。

注
　
︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱

１　

今
永
正
樹
『
医
亦
從
自
然
也
（
村
上
医
家
事
歴
志
）』（
村
上
記
念
病
院
・
村
上
医
家

史
料
館
、
一
九
八
二
年
）、
一
七
九
頁
。

２　

吉
田
洋
一
（
二
〇
一
七
）「
村
上
田
長
の
医
学
修
養
︱
「
山
脇
東
門
先
生
随
筆
」

を
素
材
と
し
て
︱
」（『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

分
館　

医
家
史
料
館
叢
書
』

一
六
巻
）、
四
四
～
四
五
頁
。

３　

前
掲
今
永
正
樹
『
医
亦
從
自
然
也
（
村
上
医
家
事
歴
志
）』、
一
八
七
頁
。

４　

前
掲
今
永
正
樹
『
医
亦
從
自
然
也
（
村
上
医
家
事
歴
志
）』、
二
一
九
～
二
三
五
頁
。
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は
じ
め
に

　

近
世
の
中
津
藩
に
お
け
る
医
療
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
豊
富
な
研
究

の
蓄
積
が
あ
る
中
で
、
代
表
的
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ

て
き
た
の
が
牛
痘
法
に
よ
る
種
痘
で
あ
る
。
中
津
藩
に
お
い
て
は
嘉
永

二
（
一
八
四
九
）
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
早
い
段
階
で
の

導
入
が
進
め
ら
れ
た
地
域
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
を
み
て
い
く
と
、
種
痘
に
は
医
師
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
町
人

が
関
わ
っ
て
い
た
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
町
人
の
中
で

も
、
本
稿
に
お
い
て
は
「
播
磨
屋
徳
右
衛
門
」
と
い
う
人
物
に
焦
点
を

当
て
て
み
た
い
。
後
述
す
る
が
、
播
磨
屋
徳
右
衛
門
は
中
津
の
町
人
の

中
で
も
、
様
々
な
事
業
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
と
推
察
さ
れ
、
種
痘

に
際
し
て
は
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
嘆
願
書
を
提
出
し
て
い
た

こ
と
が
『
惣
町
大
帳
』
か
ら
読
み
取
れ
る
。
彼
が
種
痘
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
後
、
嘆
願
書
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、『
惣
町
大
帳
』

の
記
録
か
ら
分
析
す
る
。

　
要
旨

　

本
稿
で
は
、
近
世
後
期
中
津
藩
中
津
町
の
町
人
の
一
人
で
あ
る
「
播

磨
屋
徳
右
衛
門
」
に
焦
点
を
当
て
、
種
痘
に
際
し
て
彼
か
ら
町
年
寄
に

提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
を
分
析
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
町
人
が
種

痘
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
考
察
し
た
。
万
延
元
（
一
八
六
〇
）

年
、
当
時
、
中
津
町
の
「
町
年
寄
同
格
」
の
立
場
に
あ
っ
た
徳
右
衛
門

か
ら
提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
に
は
、
新
た
な
「
御
医
館
所
」
の
設
立
や

「
鬮
引
講
会
」
の
実
施
な
ど
に
関
す
る
提
案
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
結
果
的
に
は
差
し
戻
し
と
な
っ
た
が
、
後
に
中
津
町
の
町
人
ら

の
献
金
な
ど
に
よ
っ
て
医
学
館
が
設
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
彼

ら
の
種
痘
へ
の
期
待
を
よ
く
反
映
し
て
お
り
、
見
識
の
高
さ
が
窺
え
る

重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド

播
磨
屋
徳
右
衛
門
、
種
痘
、
惣
町
大
帳
、
御
医
館
所
、
鬮
引
講
会

中
村
友
紀

播
磨
屋
徳
右
衛
門
の
種
痘
に
関
す
る
嘆
願
書
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一
、
中
津
藩
に
お
け
る
種
痘
の
経
過

　

ま
ず
、
近
世
の
中
津
藩
に
お
け
る
種
痘
の
状
況
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
そ
も
そ
も
、
種
痘
は
天
然
痘
（「
疱
瘡
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
に
対

す
る
予
防
策
と
し
て
、
近
世
後
期
以
降
普
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
然

痘
は
、
日
本
へ
は
中
国
や
朝
鮮
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
六
世
紀
半

ば
か
ら
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
■1
、
日
本
各
地
で
何
度
も
流
行

を
繰
り
返
し
て
き
た
病
で
あ
る
。

　

種
痘
が
普
及
す
る
以
前
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
天
然
痘

が
伝
染
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
次
第
に
隔
離
に
よ
る
対
策
が
一
層
強
く
行
わ
れ
て

い
っ
た
。
例
え
ば
、
東
昇
氏
は
、
近
世
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け

る
種
痘
普
及
以
前
の
痘
瘡
対
策
の
変
遷
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
村
の
安
全
と
存
続
の
た
め
か
ら
、
ま
ず
「
痘
瘡
患
者
の
山
小
屋

へ
の
隔
離
」
あ
る
い
は
「
他
国
養
生
」
と
言
う
対
策
が
取
ら
れ
た
が
、

種
痘
の
普
及
に
よ
り
「
各
家
で
の
介
抱
」
へ
と
変
化
し
た
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
■2
。

　

そ
の
後
、
種
痘
の
中
で
も
人
痘
法
が
先
に
日
本
に
伝
来
し
た
。
筑
前

秋
月
藩
の
緒
方
春
朔
（
一
七
四
八
～
一
八
一
〇
）
が
初
め
て
鼻
早
苗
法

（
痘
痂
粉
末
を
曲
管
や
柳
製
の
箆
に
盛
り
、
鼻
腔
か
ら
吸
引
さ
せ
る
方

法
）
に
よ
る
接
種
を
行
い
、
人
痘
法
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
■3
。
彼
は

一
七
八
九
年
に
長
崎
に
留
学
し
、
オ
ラ
ン
ダ
大
通
詞
で
蘭
医
で
も
あ
っ

た
吉
雄
耕
牛
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
〇
）
の
門
人
と
な
っ
た
。『
医
宗

金
鑑
』■4
や
『
李
仁
山
種
痘
和
解
』■5
を
学
び
、
一
七
九
二
～
一
七
九
八
年

に
蘭
館
長
を
務
め
て
い
た
ヘ
ン
ミ
ー
や
外
科
医
ケ
レ
ル
（
ケ
ル
レ
ル
）

ら
と
の
交
流
を
通
し
て
、
種
痘
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
修
行
を
終
え
た
後
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
に
初
め
て
秋
月
藩

で
種
痘
を
行
い
、
同
七
（
一
七
九
五
）
年
に
は
『
種
痘
必
順
弁
』
と
呼

ば
れ
る
日
本
人
初
の
種
痘
書
を
著
し
た
。
こ
れ
を
機
に
人
痘
法
を
受
け

る
人
が
次
第
に
増
え
、
全
国
か
ら
門
人
が
集
ま
っ
て
種
痘
法
を
習
得
し

た
の
で
あ
る
■6
。
と
こ
ろ
が
、
中
津
地
方
か
ら
の
門
人
は
確
認
さ
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
津
藩
医
の
辛
島
長
齢
・
長
徳

が
池
田
流
種
痘
学
の
流
れ
を
く
む
こ
と
も
あ
り
、
人
痘
法
に
は
消
極
的

で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
■7
。
な
お
、

池
田
流
種
痘
学
に
つ
い
て
は
、
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
に
来
日
し
た

明
の
僧
侶
戴
曼
公
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
、
唇
と
舌
の
色
、
形
状
な
ど
に

基
づ
く
分
類
法
や
薬
品
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
本
格
的
に
牛
痘
法
に
よ
る
種
痘
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
肥
前
佐
賀
藩
主
の
鍋
島
直
正
（
一
八
一
四
～
一
八
七
一
）
が

侍
医
の
伊
東
玄
朴
か
ら
牛
痘
説
を
聞
き
、
長
崎
在
住
で
あ
っ
た
藩
医
の

楢
林
宗
建
（
一
八
〇
二
～
一
八
五
二
）
に
牛
痘
の
輸
入
を
依
頼
さ
せ
て

か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
蘭
館
医
の
モ
ー

ニ
ッ
ケ
（O

tto M
ohnike

）
が
牛
痘
苗
を
携
え
て
き
た
が
、
そ
れ
は

痘
漿
（
水
疱
に
含
ま
れ
る
膿
な
ど
の
液
状
の
も
の
）
で
あ
り
、
腐
敗
し

て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
楢
林
宗
建

は
、
人
痘
法
に
お
い
て
は
痘
漿
よ
り
痘
痂
（
水
疱
の
後
に
で
き
る
か
さ

ぶ
た
）
を
用
い
る
方
が
適
し
て
い
る
こ
と
を
モ
ー
ニ
ッ
ケ
に
提
案
し
、

さ
ら
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
取
り
寄
せ
た
牛
痘
痂
に
よ
っ
て
、
嘉
永
二
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（
一
八
四
九
）
年
に
よ
う
や
く
日
本
で
牛
痘
法
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
■8
。

　

中
津
藩
に
お
い
て
も
、
早
い
段
階
か
ら
牛
痘
法
に
関
心
を
持
つ
人
物

た
ち
が
現
れ
た
。
藩
医
の
藤
本
玄
岱
と
久
松
方
庵
、
町
医
師
の
神
尾
雄

策
と
藤
野
啓
山
は
、
中
津
に
お
け
る
種
痘
の
開
始
以
前
に
『
引
痘
新
法

全
書
』
を
学
び
、
牛
痘
法
に
よ
る
試
験
的
な
種
痘
に
成
功
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
、
辛
島
長
齢
（
正
庵
）
ら

九
人
の
医
師
た
ち
が
長
崎
よ
り
痘
苗
を
持
ち
帰
り
、
種
痘
を
開
始
し
た
。

　

当
初
、
藩
は
藩
医
を
中
心
に
種
痘
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
医
師
の
人
数
が
足
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
神
尾

雄
策
と
藤
野
啓
山
へ
協
力
を
求
め
て
い
る
。
種
痘
は
、
ま
ず
三
役
所
に

お
い
て
、
在
中
か
ら
始
ま
り
町
方
へ
と
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
町
方

よ
り
、
種
痘
は
撫
育
所
か
圓
明
院
で
受
け
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

認
め
ら
れ
た
。
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
な
る
と
、
町
人
か
ら
の
献

金
が
あ
り
、
医
学
館
が
設
立
さ
れ
、
種
痘
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
、
播
磨
屋
徳
右
衛
門
に
つ
い
て

　
『
惣
町
大
帳
』
に
は
、「
播
磨
屋
」
を
名
乗
る
町
人
が
複
数
み
ら
れ
る

が
、
い
ず
れ
も
有
力
な
商
家
と
し
て
、
町
の
運
営
に
携
わ
っ
た
。
中
で

も
、
新
博
多
町
の
播
磨
屋
徳
右
衛
門
に
関
す
る
史
料
を
『
惣
町
大
帳
』

で
み
て
い
く
と
、
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
に
龍
王
新
開
の
新
塩
浜
の

一
部
を
落
札
し
て
以
来
、
塩
田
経
営
を
主
な
生
業
と
し
て
い
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
に
は
蛎
瀬
新
開
塩
浜
の
塩
浜
問
屋
も
兼
帯
し

た
■9
。
図
の
赤
枠
の
箇
所
は
、
新
博
多
町
の
播
磨
屋
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
場
所
を
示
し
て
い
る
。

　

万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
嘆
願
書
を
提
出
し
た
時
点
で
、
徳
右
衛

門
は
「
町
年
寄
同
格
」
の
立
場
に
あ
り
、
町
行
政
の
末
端
を
担
っ
て
い

た
。
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
、
医
学
館
の
設
立
に
際
し
て
、
徳
右
衛

門
は
小
畑
省
吾
、
能
勢
源
右
衛
門
、
濱
田
屋
与
兵
衛
と
と
も
に
「
医
学

館
御
普
請
世
話
方
」
に
任
じ
ら
れ
、
町
の
種
痘
活
動
に
貢
献
し
た
■10
。

図
　
中
津
城
下
の
新
博
多
町
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
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三
、
播
磨
屋
徳
右
衛
門
に
よ
る
嘆
願
書

　

こ
こ
で
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
播
磨
屋
徳
右
衛
門
か
ら
月
番

町
年
寄
に
提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
を
取
り
あ
げ
る
。『
惣
町
大
帳
』
に
お

い
て
は
、
医
療
に
関
わ
る
嘆
願
書
が
複
数
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
町

医
師
か
ら
町
年
寄
に
提
出
さ
れ
た
種
痘
の
開
始
に
関
す
る
も
の
や
、
薬

種
の
売
買
に
関
わ
る
内
容
の
も
の
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今

回
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
医
師
で
は
な
い
町
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
種
痘

に
関
わ
る
嘆
願
書
と
し
て
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
万
延
元
［
一
八
六
〇
］
年
十
月
七
日
条
）
■11

乍
恐 

一
、
先
年
ゟ
御
上
様
格
別
之
御
仁
深
御
慈
悲
之
思
召
を
以
、
御
国
中
一

統
ニ
植
疱
瘡
御
施
薬
被
成
下
置
、
人
衆
御
救
被
下
置
候
段
、
誠
ニ

御
国
恩
之
程
重
々
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
ル
ニ
近
年
私
ヲ
始
植

疱
瘡
可
致
子
供
ヲ
乍
持
、
彼
是
与
日
延
ニ
候
者
も
出
来
仕
候
義
、

甚
歎
ヶ
敷
奉
存
候
、
尤
人
別
ニ
寄
候
而
者
御
医
館
所
へ
罷
出
候

義
、
三
御
役
所
与
申
御
場
所
柄
ヲ
恐
れ
、
尚
又
婦
人
共
等
者
衣
服

見
苦
敷
事
ニ
差
泥
、
且
又
農
業
家
業
之
世
話
敷
ニ
而
無
拠
御
呼
出

ニ
罷
出
不
申
、
右
様
御
仁
政
被
仰
出
候
義
、
自
然
相
続
も
無
覚

束
、
甚
以
歎
ヶ
敷
次
第
ニ
奉
存
候
間
、
何
卒
植
疱
瘡
中
絶
不
仕
候

様
永
久
之
基
ヲ
相
企
、
諸
人
御
医
館
所
へ
罷
出
候
様
仕
度
、
私
并

外
ニ
壱
人
兼
而
之
念 

願
ニ
御
座
候
所
、
右
壱
人
病
気
ニ
付
私
ゟ

左
ニ
一
ツ
書
を
以
奉
願
上
候
、

一
、
御
医
館
所
新
ニ
御
建
ニ
相
成
候
様
奉
願
上
候
、
尤
御
場
所
之
儀
者

願
之
通
被
仰
付
被 

下
置
候
上
ニ
而
可
奉
申
上
候
、

一
、
右
御
場
所
、　　

御
上
様
之
御
支
配
所
ニ
仕
置
、
右
御
館
御
普
請

御
入
用
御
修
覆
并
御
出
勤
日
諸
御
入
用
共
ニ　
　

御
上
様
ゟ
御
出

方
ニ
者
相
成
不
申
候
様
仕
度
、
尤
此
備
方
之
儀
者
後
偏
ニ
奉
申
上

候
、

一
、
植
疱
瘡
之
義
、
御
御
国
中
ニ
行
届
候
様
被　

仰
付
被
下
置
候
へ

共
、
御
国
先
并
遠
在
之
者
、
御
城
下
ニ
罷
出
候
へ
者
一
宿
泊
り
等

不
致
候
而
者
不
相
叶
村
方
も
可
有
御
座
候
間
、
聊
成
共
農
業
家
業

之
費
為
価
之
壱
人
前
一
里
ニ
付
銀
札
弐
分
宛
与
歟
是
又
右
備
へ
方

之
内
ゟ
指
出
候
様
仕
度
奉
存
候
、

一
、
御
医
師
様
方
、
此
上
種
痘
児
多
人
数
ニ
相
成
候
而
者
病
家
御
勤
之

御
障
り
ニ
相
成
候
而
者
是
迄
諸
人
之
差
支
ニ
も
相
成
候
事
故
、

追
々
御
医
師
様
方
御
増
ニ
相
成
候
様
御
願
奉
申
上
候
、

一
、
前
断
一
切
備
へ
金
為
調
達
、
鬮
引
講
会
弐
拾
会
御
免
被　

仰
付
被

下
置
候
様
御
願
申
上
度
奉
存
候
、
願
之
通
被　

仰
付
候
上
者
右
講

会
鬮
引
懸
リ
合
并
調
へ
金
諸
始
末
一
切
之
銀
元
等
者
何
れ
も　
　

御
上
様
御
目
鑑
を
以
可
然
人
頭
江
被　

仰
付
被
下
置
候
様
仕
度
奉

存
候
、

一
、
植
疱
瘡
永
久
相
続
方
仕
法
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
而
も
鬮
引

講
御
六
カ
敷
恩
義
ニ
御
座
候
ハ
ゝ
何
れ
ニ
も
備
へ
方
手
当
金
出
来

方
心
付
候
者
者
申
出
候
様
、
乍
恐
御
差
図
奉
願
上
候
、

一
、
先
年
者
五
六
年
目
ニ
疱
瘡
流
行
致
居
候
へ
共
、
植
疱
瘡
被　

仰
出

候
て
ゟ
㝡
早
拾
カ
年
餘
ニ
も
相
成
候
へ
共
、
自
然
痘
流
行
無
御
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座
、
誠
ニ　
　

御
上
様
御
慈
悲
絶
言
語
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル

処
此
節
前
断
御
願
申
上
候
通
被　

仰
付
候
上
者
村
順
町
順
等
ニ
者

無
故
障
植
児
差
出
候
様
、
兼
而
被　

仰
渡
被
下
置
度
、
左
も
無
御

座
候
而
者
若
哉
自
然
痘
流
行
仕
、
追
々
病
死
等
仕
候
者
出
来
仕
候

節
者
俄
ニ
我
勝
与
虎
口
ヲ
遁
度
順
外
ニ
押
掛
来
候
様
罷
成
、
御
手

及
兼
申
、
又
者
順
外
相
待
候
而
者
眼
前
流
行
煩
付
候
様
罷
成
候
而

者
折
角
右
様　
　

御
上
様
御
仁
恵
被
成
下
置
候
所
詮
無
御
座
歎
ヶ

敷
次
第
ニ
奉
存
候
、
兼
而
順
合
相
守
、
植
児
切
間
無
之
差
出
候

様
、
御
沙
汰
被
成
下
置
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、

一
、
前
條
御
願
奉
申
上
候
儀
、
私
へ
者
相
応
之
掛
合
被　

仰
付
被
下
置

候
様
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被　

仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
別
而
御
国

恩
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
段
宜
被　

仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　

申
十
月  

月
番
町
年
寄
小
畑
三
郎
兵
衛
殿

播
磨
屋
徳
右
衛
門 

　
　

右
者
願
通
ニ
者
不
被
仰
付
、
十
月
廿
二
日
願
書
御
差
返
ニ
相
成
候

　

ま
ず
、
近
年
、
種
痘
を
受
け
る
べ
き
子
供
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
受
け
ら
れ
て
い
な
い
者
が
い
た
と
い
う
状
況
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
人
に
よ
っ
て
、「
御
医
館
所
」
を
訪
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
三
役
所
と
い
う
場
所
柄
を
恐
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し

て
お
り
、
ま
た
、
婦
人
た
ち
な
ど
は
、
衣
服
が
見
苦
し
い
こ
と
を
理
由

に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
三
役
所
に
つ
い
て
は
、
郡
方
支
配

を
司
る
郡
奉
行
が
置
か
れ
た
島
田
会
所
、
町
方
支
配
を
司
る
町
奉
行
が

置
か
れ
た
町
会
所
、
監
察
役
を
司
る
目
付
が
置
か
れ
た
目
付
役
所
を
合

わ
せ
て
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
主
に
郡
方
町
方
の
訴
訟
の
裁
断
と
政
令
の

制
定
を
大
き
な
仕
事
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
農
家
の
家
業
が
忙
し
く

て
、
呼
び
出
し
に
も
応
じ
な
い
と
い
う
状
況
も
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

種
痘
を
絶
や
さ
ず
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
た
め
の
方
針
を
打
ち
出

し
、
人
々
を
「
御
医
館
所
」
へ
来
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
要
望
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
徳
右
衛
門
は
「
御
医
館
所
」
を
新
し
く
設
立
す
る

こ
と
に
つ
い
て
願
い
出
た
の
で
あ
る
。 

　

次
に
、
藩
が
中
津
町
の
み
な
ら
ず
藩
全
体
へ
、
種
痘
を
広
め
よ
う
と

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
徳
右
衛
門
は
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
例
え

ば
、
国
先
や
遠
方
の
村
の
者
な
ど
は
、
宿
泊
等
を
し
な
け
れ
ば
城
下
ま

で
来
て
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
業
や
家
業
の
た
め
の
費
用
と
し
て
、
一

人
に
対
し
て
一
里
に
付
き
銀
札
二
分
を
支
給
す
る
か
、
あ
る
い
は
備
え

の
も
の
を
差
し
出
す
よ
う
に
は
か
ら
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
要
求
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
種
痘
を
受
け
る
小
児
の
人
数
が
増
え
、
種
痘
以
外
の

場
に
お
け
る
医
師
の
診
療
に
も
支
障
が
出
て
し
ま
う
の
で
、
医
師
の
数

を
増
や
す
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
種
痘
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、

「
鬮く

じ

引び
き

講こ
う

会え

」
の
許
可
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
際
、
た
だ
許
可
さ
れ
た
だ
け
で
は
「
鬮
引
講
」
を
行
う
こ

と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
手
当
金
の
準
備
が
出
来
て
い
る
者
は

申
し
出
る
よ
う
に
命
じ
て
ほ
し
い
旨
、
求
め
て
い
る
。「
鬮
引
講
」
に

つ
い
て
は
、
種
痘
を
受
け
に
行
く
者
を
く
じ
引
き
に
よ
っ
て
決
定
し
て
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い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
く
じ
を
引
く
人
々

か
ら
種
痘
を
受
け
に
行
く
た
め
に
必
要
と
な
る
費
用
（
宿
泊
費
等
を
含

む
）
を
徴
収
し
、
当
た
っ
た
者
が
そ
の
費
用
を
受
け
取
っ
て
種
痘
を
受

け
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
植
児
」
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
種
痘
の
痘

苗
を
継
続
的
に
確
保
し
、
流
行
を
未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
の
内
容
か
ら
、
播
磨
屋
徳
右
衛
門
は
種
痘
に
関
し
て
、
複
数
の

要
望
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
主
に
、
①
新
し
い
「
御
医
館

所
」
の
設
立
、
②
「
鬮
引
講
会
」、
③
医
師
の
数
の
増
加
、
④
種
痘
の

継
続
、
に
関
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
種
痘
の
効
果
を
認
め
た
上

で
、
そ
の
継
続
的
な
実
施
体
制
の
必
要
性
を
認
識
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ

の
よ
う
な
嘆
願
書
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
結
果
と
し
て
、
嘆
願
書
は
差
し
戻
し
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

な
ぜ
、
播
磨
屋
徳
右
衛
門
の
嘆
願
書
は
差
し
戻
し
と
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
惣
町
大
帳
』
に
直
接
的
な
理
由
に
関
す

る
記
載
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
財
政
難
の
状
況
、
②

藩
主
の
関
心
の
低
さ
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
徳
右
衛

門
の
嘆
願
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
ど
れ
も
実
現
す
れ
ば
か
な

り
の
効
果
が
期
待
で
き
そ
う
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
内
容
も
費
用
の

負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
近
世
後
期
の
中
津
藩
の
財

政
難
の
状
況
下
で
は
、
す
ぐ
に
は
採
用
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
藩
主
自
身
の
医
療
政
策

に
対
す
る
関
心
の
低
さ
も
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、「
蘭
学
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、
画
期
的
な
辞
書
で
功
績
を
残
し

た
奥
平
昌
高
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
ら
西
洋
人
と
の
親
交
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
と
刺
激
を
受
け
た
が
、
そ
れ
を
藩
の
財
政
改
革
に
活
か
そ
う
と

し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。」■12
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
学
問
を
藩
の
政
策
に
生
か
そ
う
と
す
る
実
学
的
な
姿
勢
が

あ
ま
り
強
く
は
な
か
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
後
の
町
人
の
献
金
な
ど
に
よ
る
医
学
館
の
設
立
と

い
う
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
種
痘
を
行
う
新
た
な
場
や
実
施
体
制
が
必

要
と
い
う
認
識
は
、
町
人
ら
の
間
で
共
通
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
播
磨
屋
徳
右
衛
門
の
嘆
願
書
は
結
果
的
に
は
差
し
戻

し
に
な
っ
た
も
の
の
、
先
駆
的
か
つ
具
体
的
な
内
容
で
あ
り
、
当
時
の

町
人
ら
の
期
待
と
見
識
の
高
さ
が
窺
え
る
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。
今
回
の
播
磨
屋
徳
右
衛

門
の
事
例
の
よ
う
に
、
中
津
藩
の
医
療
に
関
し
て
、
医
師
以
外
の
個
別

の
町
人
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
史
料
の
発
掘
・
分
析
を
行
う
こ
と
で
、

幅
広
い
視
点
か
ら
医
療
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
町
の
医
療
を
担
っ
た
多
様
な
人
物
像
に
つ
い

て
、
可
能
な
限
り
、
さ
ら
な
る
分
析
を
進
め
た
い
。
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西
南
諸
藩
医
学
教
育
の
研
究
』

平
成
二
四
～
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
報

告
書
。

▲
半
田
隆
夫
校
訂
『
中
津
藩
―
歴
史
と
風
土
―
』
第
一
八
輯
（
中
津
市

小
幡
記
念
図
書
館
、
一
九
九
八
年
）。

▲
大
分
県
（
一
九
八
五
）『
大
分
県
史 

近
世
篇
Ⅱ
』、
明
治
印
刷
株
式

会
社
。

▲
黒
屋
直
房
（
一
九
八
七
）『
中
津
藩
史
』、
国
書
刊
行
会
。

▲
青
木
歳
幸
、
大
島
明
秀
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
（
二
〇
一
八
）

『
天
然
痘
と
の
闘
い　

九
州
の
種
痘
』
岩
田
書
院
。

▲
青
木
歳
幸
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
（
二
〇
二
一
）『
天

然
痘
と
の
闘
い
Ⅱ　

西
日
本
の
種
痘
』
岩
田
書
院
。

▲
青
木
歳
幸
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
（
二
〇
二
二
）『
天

然
痘
と
の
闘
い
Ⅲ　

中
部
日
本
の
種
痘
』
岩
田
書
院
。

▲
吉
田
洋
一
（
二
〇
一
〇
）「
耶
馬
溪
屋
形
家
の
種
痘
活
動
―
明
治
初

期
を
中
心
に
―
」『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館
叢

書
Ⅸ　

人
物
と
交
流
Ⅱ
』、
一
―
三
一
頁
。

注
　
︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱

１　

青
木
、
二
〇
一
五
、二
四
頁
。

２　

東
、
二
〇
〇
九
、一
四
三
︱
一
六
〇
頁
。

３　

富
田
、
二
〇
一
〇
。

４　
『
医
宗
金
鑑
』
は
、
一
七
三
九
年
に
清
政
府
が
編
纂
命
令
を
出
し
、
一
七
四
二
年

に
完
成
し
た
欽
定
教
科
書
で
あ
る
。
婦
人
科
・
外
科
・
眼
科
・
幼
科
・
整
骨
な

ど
九
十
巻
か
ら
な
る
が
、
そ
の
中
の
巻
六
十
が
『
幼
科
種
痘
心
法
要
旨
』
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
人
痘
法
の
由
来
や
方
法
に
つ
い
て
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。（
邵
、

二
〇
〇
四
、一
九
五
頁
。）

５　
『
李
仁
山
種
痘
和
解
』
は
、
李
仁
山
が
伝
え
た
種
痘
法
の
口
述
を
長
崎
唐
通
事
の

平
野
繁
十
郎
と
林
仁
兵
衛
が
筆
記
し
、
そ
れ
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。（
邵
、

二
〇
〇
四
、一
九
七
頁
。）

６　

小
田
、
一
九
九
九
、一
四
〇
︱
一
四
一
頁
。

７　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
二
〇
一
五
、六
一
︱
八
四
頁
。

８　

青
木
、
二
〇
一
五
、三
五
︱
三
六
頁
。

９　

半
田
、
一
九
九
八
、二
〇
頁
。

10　
『
惣
町
大
帳
』
後
編
四
十
一
、二
一
頁
。

11　
『
惣
町
大
帳
』
後
編
四
十
二
、一
九
九
︱
二
〇
〇
頁
。

12　

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
二
〇
一
五
、七
九
頁
。
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年
号
の
判
明
す
る
最
も
古
い
史
料
は
、
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
の

奥
平
昌
成
発
給
神
谷
成
右
衛
門
宛
の
宛
行
状
で
あ
り
、
以
降
明
治
時
代

末
期
ま
で
の
史
料
群
で
あ
る
。

　

さ
て
、
整
理
の
過
程
で
判
明
し
た
神
谷
家
史
料
の
特
徴
に
つ
い
て
下

に
記
し
て
お
き
た
い
。
大
き
く
注
目
さ
れ
る
の
は
、
神
谷
弘
孝
に
関
係

す
る
史
料
群
、
藩
主
側
近
と
し
て
の
代
々
の
任
務
に
関
わ
る
史
料
群
、

そ
し
て
赤
穂
義
士
・
磯
貝
十
郎
左
衛
門
に
関
す
る
史
料
群
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
弘
孝
に
関
す
る
史
料
群
で
あ
る
が
、
前
稿
で
触
れ
た
馬
場
佐

十
郎
書
簡
（
二
）
と
、
瀬
河
書
簡
（
三
）
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
加
え

て
弘
孝
の
履
歴
を
示
す
系
図
（
六
九
）
は
、
Ｗ
．
ミ
ヒ
ェ
ル
氏
が

二
〇
〇
六
年
の
本
誌
上
で
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
史
料
で
あ
る
。
し
か

し
、（
ミ
ヒ
ェ
ル　

二
〇
〇
六
）
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
付
箋
が
今
回

の
整
理
中
で
確
認
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。
な
お
系

図
と
は
異
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
筆
致
は
弘
孝
の

子
で
あ
る
弘
済
の
も
の
に
類
す
る
。（
傍
線
部
は
筆
者
）

　
（
一
枚
目
左
）「
文
化
十
一
戌
正
月
十
一
日
、
御
書
物
御
用
ニ
付
御
用

引
被
仰
付
候
。

　

同
年
四
月
十
五
日
、
当
分
帰
番
被
仰
付
候
。

　

同
廿
二
日
、
御
番
引
被
仰
付
候
。

　

中
津
藩
士
・
神
谷
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
に
つ
い
て
、
そ
の
目
録
と

概
要
を
示
し
た
い
。

　

神
谷
家
は
中
津
藩
主
・
奥
平
家
に
仕
え
た
定
府
の
家
で
、
小
納
戸
役

や
勘
定
奉
行
な
ど
を
勤
め
た
。
代
々
が
久
蔵
・
源
内
・
成
右
衛
門
を
名

乗
っ
た
が
、
な
か
で
も
、
江
戸
時
代
後
期
の
当
主
・
神
谷
弘
孝
は
奥
平

昌
高
の
近
臣
と
し
て
日
蘭
辞
書
『
蘭
語
訳
撰
』
の
執
筆
を
担
っ
た
ほ

か
、
大
槻
玄
沢
ら
江
戸
を
拠
点
と
し
た
蘭
学
者
や
シ
ー
ボ
ル
ト
や
ブ
ロ

ム
ホ
フ
と
い
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
人
々
と
も
交
流
を
重
ね
た
蘭
学
者

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

本
史
料
群
は
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
前
所
有
者
で

あ
る
神
谷
正
夫
氏
は
江
戸
時
代
最
後
の
神
谷
家
当
主
・
神
谷
源
内
弘
光

の
次
男
の
孫
に
あ
た
る
。
本
史
料
群
は
本
家
筋
が
途
絶
え
た
際
に
受
け

継
い
だ
も
の
と
家
で
は
言
い
伝
え
て
い
る
。

　

筆
者
ら
は
前
稿
■1
で
、
本
史
料
群
の
中
か
ら
、
墓
碑
銘
・
過
去
帳
及

び
神
谷
弘
孝
宛
の
書
簡
二
通
を
す
で
に
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
い
る
た

め
、
そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
ず
、
総
点
数
二
八
八
点
、
秩
序
に
関
し
て
は
、
既
に
現
状
を
把
握

し
た
段
階
で
、
現
代
に
入
っ
て
か
ら
仕
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
今
回

は
そ
の
秩
序
の
ま
ま
で
整
理
を
実
施
し
た
。

曽
我
俊
裕

神
谷
家
史
料
目
録
に
つ
い
て
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七
月
朔
日
、
御
書
物
御
用
ニ
付
御
番
被
成
御
免
候
。

　

○
後　

九
月
十
二
日
、
帰
番
被
仰
付
候
。

　

〇
前　

九
月
朔
日
、
来
亥
年
日
光
御
固
御
用
□
被
仰
付
候
。

　

同
十
月
朔
日
、
来
亥
年
日
光
御
固
御
供
被
仰
付
候
。」

　
（
二
枚
目
左
）「
文
政
四
年
辛
巳
年
正
月
十
一
日
、
今
度
御
□
城
御
供

在
留
被
仰
付
候
処
、
御
滞
府
ニ
相
成
候
。」

　
（
四
枚
目
右
）「
文
政
十
丁
亥
年
、
二
月
十
五
日
、
御
朱
印
頂
戴
被
仰

付
候
。」

　
（
四
枚
目
左
）「
天
保
二
卯
年
娘
婚
姻
願
済
之
事
□
相
書
。」

　
（
五
枚
目
右
端
）「
御
帰
城
御
用
□
□
御
免
之
事
。」

　
（
五
枚
目
右
）「
天
保
三
辰
年
十
二
月
十
三
日
、
松
源
院
様
御
出
棺
御

用
□
被　

仰
付
候
。」

　
（
六
枚
目
右
）「
天
保
六
未
年
四
月
九
日
、
松
平
右
近
将
監
様
御
家
来

尾
貝
図
書
妹
、
倅
源
内
ト
再
縁
組
願
之
通
被
仰
付
候
。」

　
（
七
枚
目
右
）「
天
保
十
亥
年
三
月
十
九
日
、
松
平
越
中
守
様
家
来
、

田
井
茂
蔵
娘
、
倅
勇
縁
組
願
之
通
被
仰
付
候
。」

特
に
注
目
す
べ
き
は
傍
線
部
で
あ
り
、
書
物
の
た
め
に
御
用
引
、
御
番

引
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
本
来
の
任
務
か
ら
外
れ
る
と
い
う
意
図

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
書
物
」
が
何
を
示
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い

も
の
の
、
や
は
り
想
定
さ
れ
る
べ
き
は
奥
平
昌
高
の
刊
行
物
で
あ
ろ

う
。
彼
が
刊
行
し
た
う
ち
、『
蘭
語
訳
撰
』
は
文
化
七
（
一
八
一
〇
）

年
に
既
刊
で
あ
り
、『
中
津
バ
ス
タ
ー
ル
ド
辞
書
』
は
文
政
五

（
一
八
二
二
）
年
、『
千
代
の
古
道
』
と
い
う
和
歌
集
が
文
政
二

（
一
八
一
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
中
津
バ
ス
タ
ー
ル
ド
辞
書
』

に
は
名
前
こ
そ
登
場
し
な
い
も
の
の
、
弘
孝
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る

し
、『
千
代
の
古
道
』
も
当
該
時
期
に
あ
た
る
。

　

さ
て
、
こ
の
他
佐
久
間
象
山
か
ら
の
書
簡
が
二
通
含
ま
れ
て
い
る

（
三
）。
弘
孝
の
息
子
で
あ
る
弘
済
が
佐
久
間
象
山
に
砲
術
を
伝
授
さ
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
砲
術
稽
古
に
関
す
る
史
料
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
弘
済
に
関
係
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

次
い
で
、
神
谷
家
は
基
本
的
に
藩
主
の
側
に
仕
え
る
の
が
代
々
の
仕

事
だ
っ
た
よ
う
で
、
藩
主
や
幕
府
と
の
取
次
に
関
わ
る
史
料
や
、
藩
主

宛
書
状
が
散
見
さ
れ
る
。
二
一
四
番
の
書
状
は
断
簡
で
あ
る
が
、
松
平

渓
山
か
ら
、
奥
平
左
衛
門
尉
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。
渓
山
は
、

薩
摩
藩
主
・
島
津
斉
宣
の
号
で
あ
り
、
奥
平
左
衛
門
尉
は
中
津
藩
主
・

奥
平
昌
高
の
隠
居
後
の
通
称
で
あ
る
。
昌
高
は
文
化
八
（
一
八
二
五
）

年
に
隠
居
す
る
た
め
、
そ
れ
以
降
に
出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。
両
名
と
も
薩
摩
藩
主
・
島
津
重
豪
の
子
で
あ
り
、
あ
く

ま
で
兄
弟
間
で
示
さ
れ
た
私
信
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

残
念
な
が
ら
現
状
こ
れ
に
連
続
す
る
書
状
は
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の

の
、
取
次
が
主
な
役
目
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
大
名
や
旗
本
等
か

ら
中
津
藩
主
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
状
が
多
く
混
入
し
て
い
る
も
の
と

想
定
さ
れ
る
。
前
稿
で
触
れ
た
京
都
の
公
家
・
堤
家
老
女
瀬
河
の
書
簡

は
、
宛
名
こ
そ
神
谷
源
内
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
藩
主

へ
の
取
次
を
依
頼
す
る
内
容
で
あ
る
。
他
に
も
宮
内
少
輔
や
兵
庫
頭
と

受
領
名
の
み
示
さ
れ
た
書
状
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
藩
主
へ
の
取
次
を
依

頼
し
、
詳
細
は
口
上
で
申
し
上
げ
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
た
め
、
他

家
の
大
名
や
旗
本
か
ら
の
書
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
差
出
の
宮
内
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少
輔
が
誰
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
が
、
前
述
の
「
系
図
」（
六
九
）

文
政
元
年
の
項
に

　
「
昌
高
公
、
松
平
宮
内
少
輔
上
野
小
幡
主
、
御
同
道
ニ
而
、
小
屋
江
御

内
々
御
被
為
入
候
。」

と
あ
り
、
当
該
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

氏
は
、
こ
の
人
物
を
上
野
小
幡
藩
主
・
松
平
忠
恵
に
比
定
し
て
い
る
■2
。

小
幡
藩
主
松
平
家
は
、
奥
平
家
初
祖
・
奥
平
信
昌
と
徳
川
家
康
の
娘
・

亀
姫
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
、
徳
川
家
康
の
養
子
と
な
っ
た
松
平
忠
明

に
は
じ
ま
る
家
系
で
、
中
津
藩
主
奥
平
家
と
は
親
類
に
あ
た
る
。
ま

た
、
大
膳
と
い
う
名
で
神
谷
家
の
人
間
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
も
多
く
登

場
し
て
い
る
（
九
五
な
ど
）。
大
膳
は
大
膳
大
夫
を
意
味
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
藩
主
か
ら
神
谷
家
の
人
間
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
細
か
な
役
目
に
関
す
る
指
示
も
多
い
。

　

最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
赤
穂
義
士
の
一
人
と
し
て
名
高
い
磯
貝

十
郎
左
衛
門
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
神
谷
家
は
十
郎
左
衛
門
の
兄
・

権
右
衛
門
の
養
子
先
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
磯
貝
十
郎
左
衛
門

の
刀
を
相
伝
し
た
ら
し
く
、
そ
の
刀
の
図
（
図
一
）（
七
四
）
や
系
図

（
八
五
）、
磯
貝
十
郎
左
衛
門
の
書
簡
の
写
し
（
二
〇
）
と
い
っ
た
も
の

が
見
ら
れ
る
。
の
ち
に
、
磯
貝
家
は
神
谷
家
か
ら
分
家
す
る
か
た
ち
で

復
興
し
て
い
る
こ
と
が
、
系
図
か
ら
確
認
で
き
る
。
前
稿
で
触
れ
た
過

去
帳
に
も
磯
貝
十
郎
左
衛
門
の
戒
名
が
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
神
谷
家

に
と
っ
て
磯
貝
十
郎
左
衛
門
と
の
縁
戚
関
係
は
、
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
と
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、
系
図
（
七
〇
）
か
ら
判
明
し
、
前
稿
の
補
遺
と
し
て
付

図一　磯貝十郎左衛門の刀の図。
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け
加
え
た
い
の
は
、
神
谷
弘
孝
の
子
で
幕
府
天
文
方
・
馬
場
貞
由
（
佐

十
郎
）
の
養
子
と
な
っ
た
鐐
吉
（
千
之
助
）
は
、
馬
場
家
を
襲
っ
て
貞

則
を
名
乗
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
該
当
す
る
部
分
を
抜
粋
す
る
と
、

　
「
貞
則
、
神
谷
鐐
吉
、
千
之
助
、
馬
場
佐
十
郎
、
天
保
六
年
乙
未
年

六
月
九
日
卒
、
法
名
真
信
院
遯
斎
日
泉
居
士
、
下
谷
宗
延
寺
ニ
葬
ル
、
公

儀
小
普
請
、
渡
辺
阿
波
守
様
御
組
馬
場
佐
十
郎
養
子
。」

と
あ
る
。
彼
の
墓
所
は
江
戸
の
下
谷
宗
延
寺
と
記
さ
れ
て
お
り
、
令
和

五
年
一
月
一
〇
日
に
墓
所
の
確
認
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
宗
延
寺
自
体

が
下
谷
か
ら
杉
並
区
堀
之
内
に
移
転
し
て
お
り
、
佐
十
郎
の
墓
し
か
残

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
図
二
）。
ご
住
職
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
馬
場

家
の
子
孫
は
お
ら
ず
、
墓
所
も
寺
で
管
理
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
佐
十
郎
の
墓
は
、
高
橋
景
保
の
撰
文
に
よ
る
長
大
な
銘
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
彼
の
家
族
に
関
す
る
記
述
は
墓
碑
右
側
に

　
「（
前
略
）
娶
於
弘
前
藩
浅
越
玄
隆
之
女
、
得
一
男
尚
幼
生
、（
後

略
）」
と
あ
る
の
み
で
、
貞
則
が
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。

　

さ
て
、
全
体
を
概
観
し
、
前
稿
で
も
触
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
や

は
り
、
蘭
学
や
蘭
学
者
と
の
書
簡
類
が
少
な
い
こ
と
が
判
る
。
呉
秀
三

氏
は
藩
主
・
奥
平
昌
暢
■3
か
ら
神
谷
弘
孝
宛
て
の
書
簡
を
写
真
入
り
で

紹
介
し
て
い
る
が
■4
、
当
該
史
料
群
内
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

所
有
者
の
神
谷
美
佐
子
氏
に
よ
れ
ば
、
呉
氏
に
資
料
を
見
せ
た
神
谷
陽

子
氏
と
い
う
人
物
は
把
握
す
る
限
り
の
縁
戚
に
は
確
認
で
き
な
い
ら
し

く
、
呉
氏
が
実
見
し
た
史
料
は
本
史
料
群
と
は
別
の
も
の
で
、
当
初
神

谷
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
が
、
い
く
つ
か
の
家
に
分
散
し
て
い
る
可
能

性
も
想
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
詳
細
な
分
析
や
個
々
の
文
書

の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
改
め
た
い
と
考
え
、
ひ
と
ま
ず
は
目
録
を

公
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
整
理
過
程
で
把
握
さ
れ
た
事
項
に
触
れ
る

程
度
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

図
二
　
馬
場
佐
十
郎
の
墓
（
現
東
京
都
杉
並
区
梅
里
）。
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史
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史
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史
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史
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叢
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紘
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「
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弘
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交
流
に
つ
い
て
︱
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簡
を
通
じ
て
み

る
蘭
学
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︱
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歴
史
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分
館
医
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史
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叢
書	

XIX
』、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
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。
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「
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津
藩
主
奥
平
昌
高
と
西
洋
人
の
交
流
に
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い

て
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中
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市
歴
史
民
俗
資
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館
分
館
村
上
医
家
史
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館
資
料
叢
書　

Ｖ
』、
中
津

市
教
育
委
員
会
、
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〇
〇
六
年
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〇
頁
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奥
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昌
高
の
子
、
マ
ウ
リ
ッ
ツ
と
い
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蘭
名
を
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し
て
い
た
。
宛
先
に
は
カ
タ
カ
ナ

で
ス
ト
ル
プ
、
差
出
に
は
マ
ウ
リ
ツ
と
あ
る
。

４　

呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
及
そ
の
生
涯
』
吐
鳳
堂
書
店
、
一
九
二
六
年
、
一
七
三

頁
。

付
記本稿

の
作
成
・
公
開
に
対
し
て
は
、
神
谷
美
佐
子
氏
を
は
じ
め
神
谷
家
の
皆
様
に
ご

理
解
ご
協
力
を
頂
い
た
。
本
史
料
の
整
理
は
曽
我
俊
裕
・
三
谷
紘
平
（
中
津
市
歴
史

博
物
館
）
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
植
田
マ
チ
コ
氏
、
黒
木
美
花
氏
、
田
中
布
由
彦

氏
、
中
村
友
紀
氏
の
協
力
を
得
た
。
こ
の
場
を
か
り
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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文
書
番
号

表
題（
内
容
）

年
月
日

作
成
者（
差
出
人
）

宛
名（
受
取
人
）

形
状

数
量

法
量

た
て
(㎝
)
法
量

よ
こ
(㎝
)

備
考

1
（
覚
）

継
紙

1
26

510
馬
術
の
故
実
書

2
（
書
状
）

馬
場
佐
十
郎

神
谷
源
内

継
紙

1
17

93
後
補
の
包
紙
あ
り
。養
子
千
之
助
に
つ
い
て

3
（
書
状
）

瀬
河・佐

久
間
象
山

神
谷
源
内

巻
子

1
17

216.5
堤
家
老
女
瀬
河
１
通
、佐
久
間
象
山
２
通

4
（
覚
）亡
君
を
お
も
ひ
奉
り
て

晒
藤

切
紙

1
22.5

12
春
を
ま
つ
　
ち
か
ら
も
お
れ
し
　
雪
の
松

5
（
色
紙
）

静
寿
館

色
紙

1
15.3

11
刊
本
。琉
球
の
正
使
副
詞
も
そ
ろ
ひ
き
て
こ
の
大
江
戸
ニ
さ
ふ
め
て
た
さ

6
（
覚
）

切
紙

1
36

51
中
津
城
か
ら
領
内
の
村
ま
で
の
距
離

7
（
連
歌
）

短
冊

2
36.5

6.5
包
紙
付

7-2
（
連
歌
）

短
冊

35
5.8

8
（
書
状
）

の
ぶ

葛
園

切
紙

1
15.8

73.7
9

田
井
氏
目
薬
法

嘉
永
7年

神
谷
源
内

切
紙

1
15.2

15.6
10

替
銭

静
寿
館

包
紙

1
21.7

10
静
寿
　
包
紙
の
み
　
拾
銅
と
あ
り

11
か
す
て
い
ら

切
紙

1
23

33.5
か
す
て
い
ら
の
材
料
や
寸
法
な
ど
に
関
す
る
記
載

12
（
書
状
）

11月
3日

と
よ

御
母
上

切
紙

1
16.8

47.9
祝
儀
と
し
て
肴
一
折
を
送
る

13
正
的
ノ
書

享
保
10年

吉
田
内
蔵
助
直
垂

切
紙

1
29.3

39.5
的
南
山
の
古
法
に
つ
い
て

14
（
覚
）

岡
見
彦
三

神
谷

切
紙

1
16.1

38.9，
11.9

２
枚
、土
産
の
分
配
に
つ
い
て

15
（
覚
）

文
化
6年

中
西
猪
太
郎

神
谷
久
蔵

継
紙

1
26.9

72.1
中
西
一
刀
流
に
関
す
る
資
料
。一
刀
流
兵
法
皆
伝

16
（
覚
）

折
本

1
16.9

257.3
役
方
支
配
、席
順
な
ど
に
つ
い
て

17
（
覚
）

折
本

1
18.8

227.2
刊
本
。服
忌
令
公
案
集
成
、武
家
心
得
草
、武
家
年
中
行
事
、武
家
諸
役
班
列
を
含
む

18
（
書
状
）

松
崎

神
谷
源
内

包
紙

1
20.1

4.9
包
紙
の
み

19
（
書
状
）

11月
12日

夏
目
勘
解
由

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

2
15.7

6.9
断
簡

19-2
（
書
状
）

継
紙

16.1
31.3

断
簡

20
（
書
状
）

1月
9日

神
谷
太
平
楽

継
紙

1
16.6

118.8
断
簡

21
（
書
状
）

岡
見
衛
士
　
奥
平
八
介

服
部
喜
右
衛
門

神
谷
源
内

切
紙

1
16.3

9.4
断
簡

22
（
書
状
）

奥
平
市
左
衛
門
、木
村
権

兵
衛
、今
泉
七
郎
左
衛

門
、菅
沼
造
酒
右
衛
門

神
谷
牛
五
郎

切
紙

1
15.9

6.9
断
簡

23
（
書
状
）

12月
25日

切
紙

1
14.9

5.8
断
簡

24
（
覚
）

継
紙

1
13.7

46.3
胴
作
　
云
々

25
（
書
状
）

10月
9日

切
紙

1
16

45.7
26
（
書
状
）

神
谷
成
右
衛
門

神
谷
源
内

切
紙

1
15.5

5
源
内
の
部
分
に
正
之
な
り
と
の
書
入
れ
あ
り

27
（
覚
）

切
紙

1
23.5

18.3
規
式
之
的
の
図
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文
書
番
号

表
題（
内
容
）

年
月
日

作
成
者（
差
出
人
）

宛
名（
受
取
人
）

形
状

数
量

法
量

た
て
(㎝
)
法
量

よ
こ
(㎝
)

備
考

28
（
書
状
）

簗
何
左
衛
門
　
服
部
何
右

衛
門
　
権
田
市
右
衛
門

神
谷
牛
五
郎

切
紙

1
17.3

13.8
断
簡

29
（
覚
）

切
紙

1
16.1

14.5
昌
服
公
御
元
服
御
当
日
御
式

30
（
書
状
）

切
紙

1
16.5

31.7
殿
様
よ
り
人
参
下
賜

31
（
書
状
）

松
崎

神
谷
源
内

切
紙

1
18.2

70.7
32
（
書
状
）

継
紙

1
16.2

149.3
切
封

33
寿
算

天
保
10年

7月
源
元
陳

切
紙

1
35.3

47.5
大
き
く
花
押
を
押
す

34
（
宛
行
状
）

慶
應
4年
9月
4日

奥
平
昌
邁

神
谷
源
内

切
紙

1
39.6

52.6
知
行
高
200石

35
（
宛
行
状
）

弘
化
4年
7月
11日

奥
平
昌
服

神
谷
源
内

切
紙

1
43.2

56.3
知
行
高
200石

36
（
宛
行
状
）

享
保
20年

11月
6日

奥
平
昌
成

神
谷
源
内

切
紙

1
39

53.4
高
15石

６
人
扶
持

37
（
宛
行
状
）

延
享
4年
2月
17日

奥
平
昌
敦

神
谷
源
内

切
紙

1
44.2

55.2
知
行
高
200石

38
（
宛
行
状
）

元
文
4年
１
月
11日

奥
平
昌
成

神
谷
成
右
衛
門

切
紙

1
39

53
10人

扶
持

39
（
宛
行
状
）

天
保
4年
12月

3日
奥
平
昌
猷

神
谷
鳴
右
衛
門

切
紙

1
43.8

56.8
知
行
高
200石

40
（
宛
行
状
）

享
保
19年

4月
18日

奥
平
昌
成

神
谷
牛
五
郎

切
紙

1
39.1

53.4
高
15石

６
人
扶
持

41
（
悔
状
）

4月
9日

奥
平
昌
敦

神
谷
源
内

切
紙

1
40.7

56
源
内
母
の
死
去
に
際
し
て
藩
主
か
ら
の
悔
状

42
（
宛
行
状
）

享
保
19年

４
月
18日

奥
平
昌
成

神
谷
成
右
衛
門

切
紙

1
39.2

53.5
高
15石

６
人
扶
持

43
（
宛
行
状
）

延
享
2年
1月
14日

奥
平
昌
成

神
谷
成
右
衛
門

切
紙

1
40.5

55.8
10人

扶
持

44
（
宛
行
状
）

明
和
8年
6月
1日

奥
平
昌
鹿

神
谷
久
蔵

切
紙

1
40.3

56
知
行
高
200石

45
全
徳
院
様
御
筆

短
冊

1
26.7

5.6
短
冊
包
み
紙
付
き

46
時
計
図

ー
1

14
13.5

包
紙
付
　
葵
の
紋
の
切
地
同
封

47
蘭
梅
図

舗
1

32.9
22.4

48
（
覚
）御
側
御
取
次
採
要
集

天
保
13年

9月
晦
日

切
紙

1
20.8

25.3
殿
様・御

隠
居
様
の
御
側
御
取
次
役
の
勤
め
方
に
つ
い
て

49
ま
ん
じ
や
う
洋
か
ん
の
製
法

切紙・罫
紙

1
28.2

19.3
ま
ん
じ
ゅ
う
と
蒸
し
羊
羹
の
原
材
料
と
製
法

50
大
手
採
要
集

神
谷
氏

小
横

1
13.7

20.3
御
祝
義
、献
上
、御
成
な
ど
の
諸
事
に
つ
い
て

51
十
二
ケ
条

小
横

1
14.1

20.1
剣
術
に
関
す
る
書
。一
刀
流
■
法
仮
字
書
を
含
む

52
大
宮
郷
楞
厳
川
大
徳
寺
領
田

地
用
水
溜
池
地
絵
図

大
徳
寺
妙
首
座
、同
役
人

吉
田
判
左
衛
門
、同
地
方

役
人
中
嶋
喜
内
、大
宮
郷

庄
屋
長
右
衛
門

舗
1

32.6
46.1

表
題
に「
武
田
長
春
統
法
院
殿
と
為
取
換
候
」と
あ
り
。

53
（
覚
）

竪
帳

1
19.8

14.1
表
題
箋
に
「
上
州
様
紀
州
様
オ
ム
コ
千
代
姫
様
尾
州
ノ
大
ユ
ウ
イ
ン
様
ノ
ヲ
ム
コ
」

と
あ
り
。
表
紙
裏
に
「
此
書
ハ
弘
卓
様
御
ぢ
ぢ
様
に
く
■
御
筆
也
、
故
奥
十
郎
□

右
衛
門
殿
御
覧
也
」
と
あ
り
。
内
容
は
赤
穂
義
士
大
石
内
蔵
助
に
関
す
る
こ
と
。

54
（
短
歌
）留
別

安
政
4年
7月
27日

奥
平
昌
服

神
谷
弘
済

短
冊

1
36

58
裏
に
弘
済
の
筆
で
、留
別
の
際
に
歌
を
賜
っ
た
と
あ
り
。
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55
（
短
歌
）子
乃
目

短
冊

1
34.8

59
包
紙
あ
り
。子
の
目
の
表
題
、書
き
損
じ
か
。

56
（
短
歌
）名
所
此
花

（
千
家
）尊
孫

短
冊

1
26.3

60
裏
に
出
雲
国
造
筆
と
あ
り

57
（
覚
）

切
紙

1
23.8

33.5
和
歌
草
稿

58
（
覚
）

神
谷
弘
卓

切
紙

1
23.6

32.8
紅
葉
ノ
御
歌
春
徳
院
様
、
竹
ノ
絵
山
野
辺
伊
豆
守
、
福
禄
寿
ノ
御
絵
ハ
松
平
兵
部

様
ノ
御
隠
居
也
、
松
平
主
水
様
な
ど

59
昌
服
君
昌
邁
君
御
書
二
通

奥
平
昌
邁

神
谷
源
内

折
紙

1
34.4

24
包
紙
に「
昌
服
君
　
昌
邁
君
　
御
書
二
通
」と
あ
り
。現
在
は
１
通
の
み

60
（
書
状
）

仲
冬
九
日

光
学
院

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
16.9

54.6
現
状
糊
離
れ
し
て
２
枚
。神
谷
源
内
の
改
宗
に
関
す
る
事
。

61
（
書
状
）

10月
23日

光
学
院

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
16.9

43.4
来
寺
の
お
礼
と
、神
谷
源
内
の
改
宗
に
関
す
る
事
。

62
（
覚
）

明
治
2年
7月

神
谷
源
内
弘
光

切
紙

1
27

13.4
三
百
疋
内
に
明
治
２
年
。東
京
で
取
次
に
出
仕
の
際
に
頂
戴
し
た
も
の

63
（
花
押
）

嘉
永
6年
嘉
平
月
吉
旦

湍
浩

神
谷
弘
光

折
紙

1
39

51.3
花
押
を
記
し
た
も
の

64
過
去
帳

神
谷
弘
卓

折
本

1
18.8

8
神
谷
家
過
去
帳

65
系
図

綴
1

28
40

36枚
、御
家
中
系
図
下
書
き
ヵ

66
系
図

神
谷
源
内

継
紙

1
14.5

104.5
包
紙
あ
り
。弘
卓
か
ら
の
系
図

67
（
書
状
）

（
安
政
6年
）7月

24日
岡
見
衛
士
　
奥
平
八
介

服
部
喜
右
衛
門

神
谷
久
蔵

切
紙

1
16.5

39.5
神
谷
源
内（
弘
済
）死
去
の
際
の
悔
状

68
見
出
控

嘉
永
5年

寒
稀
軒
主
人

竪
帳

1
24

16.5
嘉
永
５
年
以
降
の
神
谷
家
歴
代
に
関
す
る
事
項
の
抜
書

69
系
図

綴
1

24.5
32.5

７
枚
、神
谷
弘
孝
の
事
績
。御
家
中
系
図
の
下
書
き
か

70
系
図

綴
1

24.5
34.3

神
谷
弘
済
の
事
績
及
び
弘
済
の
兄
弟
に
関
す
る
こ
と
。馬
場
千
之
助
の
記
述
も
あ
り
。

71
（
覚
）巻
藁（
以
下
欠
）

横
帳

1
11

35
日
置
流
弓
術
に
関
す
る
事
。
表
題
に
元
禄
12
年
と
あ
る
が
、
以
下
欠
損
。
書
中
の

大
半
は
宝
永
年
間
の
射
数
勘
定
。
後
半
は
江
戸
・
大
坂
で
生
じ
た
大
地
震
及
び
津

波
な
ど
の
記
述
。

72
東
掃
借
用
備
忘
録

棟
園
主
人

小
横

1
11

13.7
前
半
は
金
子
等
の
書
き
上
げ
、後
半
は
大
坂
か
ら
江
戸
方
面
へ
の
船
旅
の
記
録
。

73
静
寿
軒
様
御
筆
　
覚
　

嘉
永
4年

神
谷
弘
孝

神
谷
栄
太
郎

小
横

1
12.5

17
仕
事
で
用
い
る
用
語
を
ふ
り
が
な
付
き
で
記
し
、
欠
勤
届
の
書
き
方
の
例
文
な
ど

を
記
し
た
も
の
。

74
（
目
録
）磯
貝
刀

嘉
永
5年

神
谷
弘
済

切
紙

1
24.8

63.5
赤
穂
義
士
磯
貝
十
郎
左
衛
門
と
神
谷
家
と
の
親
族
関
係
を
示
し
、
磯
貝
十
郎
左
衛

門
が
神
谷
権
右
衛
門
に
渡
し
た
刀
に
つ
い
て

75
刀
の
図

継
紙

1
24

31.5
２
紙
に
分
裂
、磯
貝
刀
の
図
か

76
二
十
一
集

子
7月
4日

竪
帳

1
18.5

12.5
弓
術
に
関
す
る
書

77
（
覚
）

切
紙

1
23.7

8.5
弓
道
免
許
状
の
案
文

78
弓
許
二
十
一
ケ
条
案
文

竪
帳

1
23

16.8
内
題
弓
許
二
十
一
ケ
条
射
方
記

79
三
品
集

竪
帳

1
19.3

14.5
小
笠
原
流
弓
礼
に
関
す
る
書
。
起
請
文
前
書
之
事
、
弓
礼
聞
書
、
弓
百
首
ノ
歌
を

所
収
。
底
本
に
は
元
文
元
年
と
記
述
。

80
弓
印
可
許
案
文

寛
延
4年
11月

神
谷
弘
篤

竪
帳

1
23

16.5
内
題
弓
道
印
可
六
拾
三
ケ
条
目
録
　
底
本
は
延
享
２
年
、吉
田
一
水
軒
印
西
書

81
四
性
旃
色

切
紙

1
19.3

14
旗
の
色
に
つ
い
て（
源
氏
白
旗
、平
氏
赤
旗
、藤
原
氏
水
色
旗
、橘
氏
黄
旗
）
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82
絵
図

舗
1

32.5
46.5

屋
敷
の
敷
地
図

83
（
書
状
写
）

10月
17日

肥
後

切
紙

1
20.2

25.6
殿
様
宛
の
書
簡
の
写

84
（
書
状
写
）

天
保
4年
5月
5日

奥
平
九
八
郎
内
　
荒
尾
利

右
衛
門
　
筑
紫
惣
兵
衛

折
紙

1
35

19
服
喪
中
で
あ
る
が
、
天
王
の
神
輿
の
渡
御
に
伴
い
人
足
を
差
し
出
し
て
も
差
し
支

え
な
い
か
を
尋
ね
る
書
簡
の
案
文

85
磯
貝
家
系

綴
5

28.4
38.2

磯
貝
十
郎
左
衛
門
家
の
家
系
図

86
復
録
請
願
各
藩
総
代
運
動

辛
6年
5月
4日

切
紙

1
17.6

12.1
復
禄
に
関
し
て
大
蔵
省
か
ら
返
答
が
な
い
た
め
、
各
藩
総
代
が
林
秘
書
官
に
面
会

に
行
く
旨

87
秩
禄
処
分
選
延

辛
6年
12月

19～
26日

切
紙

1
18

16.8
秩
禄
処
分
は
本
年
限
り
と
し
、各
省
で
免
官
者
な
ど
を
雇
い
入
れ
る
件

88
（
覚
）

切
紙

1
13.5

11.1
数
式
を
示
す
米
事
の
問
題
　「
米
五
斗
の
問
ひ
答
え
あ
や
ま
れ
り
左
の
如
く
な
ら

ん
」と
あ
り
。

89
（
系
図
断
簡
）

享
保
18年

～
延
享

切
紙

1
15.7

102.9
３
紙
に
分
裂
。

90
打
方
之
節
相
図
之
定

竪
帳

1
21.6

13.6
砲
術
修
行
に
関
す
る
書
。
２
丁
目
裏
に
第
一
番
か
ら
第
三
番
ま
で
の
名
簿
が
あ

り
、
２
番
の
冒
頭
に
神
谷
源
内
の
名
が
記
さ
れ
る

91
（
書
状
）

10月
9日

慈
光
寺
愍
誉

神
谷
成
右
衛
門

折
紙

1
31.6

40.9
正
源
院
久
山
居
士
の
追
善
供
養
の
お
知
ら
せ
が
届
か
な
か
っ
た
こ
と
と
、
今
後
の

対
応
に
ち
て

92
（
覚
）

切
紙

1
20.2

25.3
天
保
14年

１
月
の
記
述
、系
図
の
下
書
き
か
。

93
小
横
断
簡

8月
小
横

2
12.2

33.1
小
横
断
簡
か
、２
枚
、役
向
き
及
び
支
払
い
に
関
す
る
事

94
鳥
居
強
右
衛
門
磔
之
図

舗
1

63.7
55.9

４
枚
分
割
、落
合
左
平
治
指
物
之
写
と
あ
り
。

95
（
書
状
断
簡
）

大
膳

神
谷
源
内

継
紙

1
15.9

25.9
藩
主
か
ら
の
書
簡
か
。

96
（
書
状
）

12月
25日

宮
内
少
輔

神
谷
源
内

継
紙

1
17.2

77.8
願
い
の
件
、委
細
は
兵
庫
よ
り
申
し
上
げ
る
旨

97
（
漢
詩
）中
秋
望
月

色
紙

1
22

11.8
中
秋
三
五
夕
白
露
桂
花
天
朗
嫦
娥
冷
吟
哦
翰
墨
筵

98
（
書
状
）

小
林
三
右
衛
門

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
14.9

1012.5
３
通
が
１
巻
に
な
っ
て
い
る
。
１
巻
目
は
花
押
、
２
巻
目
に
小
林
名
。
花
押
は
小

林
三
右
衛
門
の
も
の
か
。
い
ず
れ
も
馬
買
に
関
す
る
お
知
ら
せ

98-2
（
書
状
）

6月
5日

（
花
押
）

神
谷
成
右
衛
門
な
ど
切
紙

1
14.9

37.1
花
押
あ
り
。馬
買
の
お
知
ら
せ

99
（
書
状
）

4月
8日

（
花
押
）

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
14.9

69
２
通
所
収
、花
押
あ
り
。馬
買
の
お
知
ら
せ

100
（
長
歌
）山
部
赤
人

お
世
代

舗
1

23.5
32.5

山
部
赤
人
の
歌
を
書
写
し
た
も
の
。表
題
に
弘
済
母
御
世
代
筆
と
あ
り
。

101
（
書
状
）

4月
7日

佐
藤
重
■

神
谷
久
蔵

切
紙

1
15.8

27.3
東
都
百
景
の
封
筒
付
き
　
差
出
人
は
木
挽
丁
七
丁
目
汐
留
は
し
　
宛
先
は
奥
平
様

西
の
別
　
母
七
回
忌
の
お
知
ら
せ

102
欠
番

103
（
書
状
）

9月
25日

伊
藤
矢
助

島
津
矢
三
郎

切
紙

1
12.8

30
久
蔵
か
ら
の
願
書
の
件
が
不
受
理
と
な
っ
た
件

104
覚

9月
27日

慈
光
寺

寺
社
御
役
所

切
紙

1
28.5

31.5
神
谷
成
右
衛
門
か
ら
金
子
の
入
っ
た
書
状
を
受
理
し
た
件

105
（
俳
句
）

安
政
4年
1月
2日

弘
済

色
紙

1
22.8

11.7
包
紙
に
異
筆
に
て
「
安
政
四
丁
巳
年
正
月
二
日
籠
御
小
座
に
て
賜
之
　
弘
済
誌
之
」

と
あ
り
。
内
容
は
俳
句
１
句

105-2
（
和
歌
）

弘
済

色
紙

1
32.3

44.7
和
歌
一
首

106
（
書
状
）

10月
8日

慈
光
寺
愍
誉

神
谷
成
右
衛
門

折
紙

1
31

43.3
正
源
院
久
山
居
士
百
五
十
回
忌
の
御
茶
湯
料
300疋

を
受
け
取
っ
た
件
や
墓
所
修
繕

な
ど
に
つ
い
て
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107
親
類
書

明
治
21年

5月
西
原
友
市

切
紙

1
15.5

47.5
長
野
県
上
高
井
郡
高
井
村
梨
本
弥
右
衛
門
ほ
か
４
名
の
親
類
書

108
親
属
書

切
紙

1
16.6

19.5
実
母
は
る
、兄
神
谷
久
蔵
、弟
神
谷
鈴
吉
、姪
博
む

109
（
墓
碑
銘
）

神
谷
弘
孝

切
紙

1
21.6

27
神
谷
弘
卓
の
墓
碑
銘
の
案
文

110
（
覚
）

天
明
８
年
7月

切
紙

1
15.5

56.5
奥
書
に
天
明
８
年
虫
干
の
時
に
書
き
写
し
た
旨
。
内
藤
万
左
衛
門
・
神
谷
成
右
衛

門
・
磯
貝
十
郎
左
衛
門
の
兄
弟
関
係
に
関
す
る
記
述

111
（
書
状
写
）

極
月
8日

（
磯
貝
）十
郎
左
衛
門

（
神
谷
）成
右
衛
門

切
紙

1
20.8

25
磯
貝
十
郎
左
衛
門
か
ら
神
谷
成
右
衛
門
に
刀
を
進
上
し
た
際
の
手
紙
の
写
し

112
（
手
控
）

天
明
年
間

小
横

1
7.8

18
奥
平
家
の
系
図
と
天
明
年
間
頃
の
中
津
藩
江
戸
屋
敷
に
お
け
る
勤
方
に
関
す
る
取

り
決
め
な
ど
を
記
す

113
（
手
控
）

小
横

1
7.8

15.6
46枚

、分
解
し
た
小
横
帳
。江
戸
城
内
で
の
行
事・仏

事
な
ど
の
勤
め
方
に
つ
い
て

114
（
手
控
）御
誕
生
日

小
横

1
8.5

18.5
中
津
藩
内
、
特
に
江
戸
屋
敷
で
の
行
事
や
日
常
業
務
、
藩
主
や
そ
の
家
族
の
生

活
、
装
束
な
ど
に
関
す
る
詳
細
な
手
控

115
（
書
状
）

継
紙

1
16

360
お
き
よ
を
養
女
と
す
る
件
、食
事
に
留
意
す
る
件
な
ど

116
欠
番

117
御
代
々
御
法
名
並
御
年
数
完

成
十
一
己
未
迄

舗
1

49.4
116.5

奥
平
家
代
々
の
戒
名
を
記
し
た
系
図

117-2
奥
平
系
図

舗
1

49.4
115.8

中
津
藩
主
を
含
め
た
奥
平
家
全
体
の
家
系
図

118
大
全
早
引
節
用
集

天
保
3年

小
横

1
12.3

18.5
刊
本
、須
原
屋
茂
兵
衛
ほ
か
版

119
火
縄

1
28

2
長
篠
合
戦
の
火
縄
、昌
高
よ
り
弘
孝
が
賜
っ
た
と
の
付
箋
あ
り

120
（
和
歌
）昌
服
公
御
詠
歌
二

安
政
5年
2月
9日

奥
平
昌
服

神
谷
弘
光

短
冊

1
36.2

6
包
紙
に
弘
光
誌
之
と
あ
り
、
短
冊
裏
に
「
安
政
五
戊
午
年
二
月
九
日
御
飛
脚
到
来

御
書
並
ニ
■
関
頂
戴
被
仰
下
候
、
外
ニ
沖
様
初
寿
様
並
ニ
吹
寄
御
菓
子
も
頂
戴
被

仰
下
候
」

121
（
書
状
）

9月
12日

大
膳

切
紙

1
15.9

36.1

122
（
書
状
）

天
明
5年
7月
5日

御
目
付
中

神
谷
久
左
衛
門

切
紙

1
14.4

27.5
茶
色
の
料
紙
、
四
つ
時
、
屋
敷
へ
の
出
勤
を
命
じ
る
。
尚
ガ
キ
に
棟
上
の
祝
儀
と

し
て
裃
拝
領
と
あ
り
。

123
札
認
方
之
本
書

宝
暦
4年
鐘
月
上
旬

直
次

切
紙

1
15.4

15.8
包
紙
あ
り
、包
紙
に
表
題
、内
題
雷
除
札
之
書

124
（
書
状
）

寿
須

藹
園

切
紙

1
15.8

62.5
富
士
山
の
料
紙
、不
快
に
つ
き
書
状
を
出
す
旨

125
（
証
文
）

11月
9日

菅
沼

神
谷

切
紙

1
15.8

62.5
道
具
類
の
受
取
証
文

126
（
書
状
）

継
紙

1
15.9

224
お
き
よ
の
件
、医
者
の
件
な
ど

127
（
書
状
）

8月
17日

吉
田
内
蔵
助

神
谷
牛
之
助

継
紙

1
15.9

42.7
肴
二
種
を
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
礼
状

128
（
書
状
）

2月
16日

大
膳

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
16.9

107
乗
船
中
に
弓
矢
で
鳥
を
と
ら
え
た
旨
の
お
知
ら
せ

129
（
書
状
）

切
紙

1
15.4

65.5
前
欠
、磯
貝
十
郎
左
衛
門
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
内
容

130
（
覚
）

午
9月
23日

慈
光
寺
留
守
居

神
谷
源
内

切
紙

1
19

34
正
源
院
覚
誉
久
山
居
士
の
回
向
料
と
し
て
銀
一
両
受
け
取
っ
た
こ
と
へ
の
請
取

131
（
書
状
）

母
久
蔵

切
紙

1
15.8

38
「
源
内
弘
卓
養
母
也
、簗
□
□
娘
也
」と
あ
り
、内
容
は
家
族
に
つ
い
て

132
（
書
状
）

禎
儀
院

お
く
平
大
膳
大
夫

折
紙

1
32.5

45.1
参
勤
交
代
、帰
城
の
道
中
を
案
ず
る
内
容
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133
（
封
筒
）

簗
環
神
谷
源
内

扇
松

封
筒

1
20.4

10.9
封
筒
の
み

134
梵
字
一
毫

切
紙

1
19.2

10.3
内
題「
八
幡
之
凡
字
」　
キ
リ
ー
ク

134-2
七
星
　
九
字

切
紙

1
15.8

12.4
七
星
と
九
字

135
（
断
簡
）

ー
1

23.2
6.6

お
六
殿
の
墓
所
な
ど
の
件

136
（
断
簡
）

ー
1

20.1
12.8

御
役
米
云
々

137
（
包
紙
）

千
早
三
郎
助

神
谷
源
内

ー
1

17.1
9.4

包
紙
の
み

138
（
包
紙
）御
高

宝
暦
5年

ー
1

20.9
26.7

包
紙
あ
り
、宝
暦
五
年
亥
年
五
月
二
十
一
日
仰
渡
候
、御
書
付
被
成
下
候

139
金
紙

ー
1

18
9.3

包
紙
の
み
、中
に
金
の
紙

140
（
包
紙
）

慈
光
寺
愍
誉

神
谷
成
右
衛
門

ー
1

38
26.5

系
図
か

141
（
書
状
案
）

神
谷
源
内

片
倉
摂
津
守

折
紙

1
27.9

41.2
包
紙
つ
き
、稲
荷
両
社
神
官
料
と
し
て
金
4両
2分

141-2
（
書
状
案
）

神
谷
源
内

片
倉
摂
津
守

折
紙

1
27.8

41.3
稲
荷
両
社
の
神
官
を
依
頼
す
る
内
容

142
（
系
図
断
簡
）

継
紙

1
16

63.8
寛
延
年
間
の
系
図
の
断
簡

143
（
包
紙
）花
形
寿
泉
台

包
紙

1
31

38
包
紙
内
側
に
「
静
寿
軒
様
御
筆
　
此
書
は
久
蔵
弘
光
十
二
歳
之
時
　
昌
服
公
御
小

間
使
ニ
被
召
出
候
節
　
静
寿
軒
様
御
心
芳
と
成
御
認
被
下
候
」
と
あ
り

144
（
書
状
）

太
平
楽

切
紙

1
16.5

30.3
愚
録（
書
籍
か
？
）の
送
付
に
つ
い
て

145
（
書
状
）

1月
10日

生
田
四
郎
兵
衛

神
谷
成
右
衛
門

切
紙

1
15.5

34.4
御
用
の
た
め
明
日
４
時
屋
敷
に
出
仕
せ
よ
と
伝
え
る

146
（
包
紙
）

兵
庫
頭

源
内

包
紙

1
19.5

9.5
包
紙
の
み

147
（
覚
）

5日
神
谷
久
左
衛
門

切
紙

1
16

8.8
ね
や
は
ば
の
こ
と
？

148
（
覚
）編
文

継
紙

1
17.3

100.2
ホ
ン
ツ
ツ
、
ク
サ
リ
ツ
ツ
、
カ
ン
タ
ン
ケ
イ
、
掛
時
斗
、
ゆ
ひ
輪
時
斗
と
の
記
述

あ
り
。
砲
術
関
係
か

149
（
書
状
）

6月
21日

国
造
千
家（
千
家
尊
孫
）

佐
藤
重
蔵

継
紙

1
16.4

74
包
紙
書
中
見
舞
に
対
す
る
返
礼

150
（
書
状
）

6月
10日

岡
見
半
太
夫
　
榊
原
荘
兵

衛
　
日
下
田
安
右
衛
門

神
谷
源
内

切
紙

1
18

47
包
紙
裏
に
「
文
久
二
寅
年
六
月
十
日
当
分
御
供
頭
仮
兼
帯
被
仰
付
候
ゟ
弘
光
」
と

あ
り
　
御
用
の
た
め
今
日
四
時
屋
敷
に
出
席
せ
よ
と
つ
た
え
る

151
（
書
状
）

11月
17日

奥
平
主
税

神
谷
久
左
衛
門

切
紙

1
16.2

45.3
包
紙
に
「
十
二
月
十
八
日
御
供
番
格
被
仰
付
候
」
と
あ
り
、
御
用
の
た
め
明
日
四

時
に
屋
敷
へ
出
仕
す
る
よ
う
に
伝
え
る

152
（
書
状
）

久
長

神
谷
源
内

継
紙

1
16.5

47.5
153

（
書
状
）

源
内

切
紙

1
16.3

22.7
源
内
へ
、以
前
手
伝
い
奥
役
を
勤
め
た
心
得
を
若
手
三
人
へ
伝
え
る
よ
う
申
し
付
け
る

154
（
書
状
）

3月
26日

折
紙

1
15.7

23
忌
御
免
に
よ
り
出
勤
命
令

155
（
覚
）加
冠
の
次
第

継
紙

1
16

180.5
加
冠
の
際
の
役
目
順
が
記
さ
れ
る

156
（
書
状
）

10月
23日

折
紙

1
16

22.5
明
日
24日

４
時
に
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達

157
（
書
状
）

7月
26日

奥
平
織
部

神
谷
成
右
衛
門

折
紙

1
16.3

30
明
日
27日

４
時
に
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達
、異
筆
に
て「
御
加
ふ
ち
」と
あ
り

158
（
書
状
）

12月
15日

岡
見
半
太
夫

神
谷
源
内

切
紙

1
15.8

37.5
只
今
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達
、異
筆
で「
当
分
御
小
納
戸
役
兼
帯
被
仰
付
候
」と
あ
り

159
（
目
録
）

慶
應
4年
9月
24日

竪
紙

1
27.5

38
弐
百
疋
宛
行
の
目
録
、異
筆「
御
小
納
戸
役
務
役
出
精
ニ
付
被
下
候
」
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160
（
書
状
）

12月
3日

奥
平
市
左
衛
門

神
谷
成
右
衛
門

切
紙

1
16

23.3
明
日
４
日
４
時
に
屋
敷
へ
出
る
よ
う
伝
達
、異
筆「
御
勘
定
奉
行
」

161
（
書
状
）

9月
5日

奥
平
織
部

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
16

33
明
日
６
日
４
時
前
に
屋
敷
へ
出
る
よ
う
伝
達
、異
筆「
御
供
頭
」

162
（
書
状
案
）

神
谷
源
内

継
紙

1
15

44.5
久
蔵
へ
の
家
督
相
続
の
願

163
（
書
状
）

7月
4日

神
谷
源
内

久
蔵（
弘
卓
）お
よ

ね
、お
か
ね

折
紙

1
19.2

24.8
宮
元
泊
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
書
状
、
殿
様
参
勤
の
供
と
し
て
同
行
し
、
岩
屋

観
音
に
参
る
な
ど
報
告

164
（
書
状
）

源
内

切
紙

1
16

28.8
役
替
に
付
き
用
人
役
申
付
け
、源
内
は
格
外
の
側
向
と
す
る
旨
を
伝
え
る

165
奥
平
逸
堂
様
御
葬
式
行
列

明
治
34年

3月
3日

竪
紙

1
38

25
奥
平
昌
服
の
葬
式
の
行
列
に
つ
い
て
記
し
た
も
の

166
（
書
状
）

明
治
15年

11月
11日

と
代

御
母
上
様

折
紙

1
31.9

39.2
祝
儀
と
し
て
肴
一
折
を
送
る

167
（
系
図
断
簡
）

竪
紙

1
16

16
系
図
か
下
書
断
簡
、
寛
政
九
巳
年
出
牢
な
ど
あ
り
、
妻
生
田
孫
左
衛
門
女
、
後
妻

生
田
孫
左
衛
門
二
女

168
（
覚
）

申
8月
25日

折
紙

1
20.2

24.9
神
谷
源
内
の
役
務
に
つ
い
て
の
覚
、発
給
さ
れ
た
文
書
を
書
き
写
し
て
い
る

169
（
書
状
）

8月
10日

久
蔵

御
は
は
上
様

竪
紙

1
23.7

31.5
士
族
授
産
金
壱
円
四
拾
銭
請
取
に
付
、送
付

170
（
目
録
）

文
久
4年
2月
15日

竪
紙

1
27

39.6
上
下
一
具
、異
筆
に
て
、帰
京
時
の
御
用
向
出
精
云
々
に
付
、目
録
頂
戴
し
た
旨
あ
り

171
（
包
紙
）

神
谷
太
平
楽

包
紙

1
17

10.4
172

（
包
紙
）

弘
済

包
紙

1
24

16.8
雲
隠
妙
照
信
女
御
筆
と
あ
り

173
（
覚
）

折
紙

1
15.5

11.1
文
化
13年

６
月
７
日
に
仰
せ
出
さ
れ
た
日
光
御
供
の
支
度
金
に
つ
い
て
の
覚

174
（
包
紙
か
）

竪
紙

1
17.5

9.9
「
明
治
三
十
年
十
月
二
十
九
日
之
官
報
、家
禄
賞
典
禄
所
分
法
法
律
第
五
十
号
」

175
（
覚
）

清
光
院
知
事

神
谷
源
内

竪
紙

1
32.3

35.1
金
一
両
を
実
林
妙
興
信
女
祠
堂
料
と
し
て
受
取
る

176
（
書
状
断
簡
）

22日
継
紙

1
15.8

14.6
中
津
よ
り
飛
脚
到
来

177
（
書
状
）

（
久
蔵
実
父
）

継
紙

1
15.6

33.7
長
病
の
た
め
、死
去
後
の
子
ど
も
の
世
話
に
付
、遺
書
、門
六
は
磯
貝
家
を
継
が
せ
る
等

178
（
ハ
ガ
キ
）

（
明
治
）31/6/6

岡
見
辰
五
郎

神
谷
源
内

ハ
ガ
キ

1
14.1

9
旧
中
津
藩
家
禄
御
借
上
げ
に
付
同
意
を
求
め
る

179
（
参
列
の
覚
）

切
紙

1
20

28
葬
儀
の
参
列
順

180
（
書
状
）

（
明
治
30年

）8月
7日

岡
見
修
二

神
谷
久
蔵

継
紙

1
15.9

57.6
家
禄
処
分
に
つ
き
請
願
を
受
け
取
る

181
（
目
録
）

慶
應
4年
9月
24日

（
異
筆
）

竪
紙

1
27.4

39
弐
百
疋
と
あ
り
、御
手
道
具
預
御
賄
頭
兼
帯
出
精
に
よ
り

182
散
髪
願

明
治
10年

2月
26日

神
谷
久
蔵

竪
紙

1
24.4

23.2
久
蔵
母
が
迷
上
強
く
難
渋
の
た
め
散
髪
し
た
い
旨
届
出
、27日

に
受
理
許
可

183
（
短
歌
）

明
和
8年
5月
18日

（
異
筆
）

短
冊

1
5.1

18.5
包
紙
に
異
筆
に
て
寛
林
妙
真
信
女
月
解
料
清
光
院
へ
□
□
□
受
取
一
返
来
候
と
あ

り
、
短
歌
の
記
さ
れ
た
紙
２
枚

183-2
（
短
歌
）

竪
紙

1
6.5

10
184

（
封
筒
）

神
谷
源
内

封
筒

1
19

10.7
185

（
書
状
）

正
月
10日

奥
平
善
兵
衛

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
17

31.2
11日

４
時
に
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達
、異
筆
で「
御
扶
持
方
ニ
被
仰
付
候
」と
あ
り

186
（
書
状
）

神
谷
源
内

神
谷
久
蔵
、御
三

人
様

継
紙

1
15.5

56.4
室
津
よ
り
大
坂
ま
で
の
船
旅
の
様
子
を
示
す
。異
筆
に
て
弘
卓
様
御
書
弘
済
記
之
と

あ
り

187
（
書
状
）

継
紙

1
16

43.2
一
通
目
は
替
事
に
関
し
て
、二
通
目
は
他
の
大
名
の
加
増
に
関
す
る
伝
聞
に
つ
い
て

187-2
（
書
状
）

切
紙

1
16.2

25.1
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188
（
書
状
）

継
紙

1
17.5

103
女
手
、三
人
の
こ
と

189
尺
弐
中
附

竪
紙

1
27.8

46
「
六
分
二
厘
　
先
日
持
参
候
書
付
認
被
置
可
被
下
候
」と
あ
り

190
（
書
状
）

岡
見
ク
ニ

神
谷

継
紙

1
17.6

116
家
禄
奉
還
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

191
（
書
状
）

神
谷
久
左
衛
門

神
谷
成
右
衛
門

神
谷
源
内

切
紙

1
15.4

18.4
「
煩
之
処
、断
手
紙
相
證
」と
あ
り

192
（
書
状
断
簡
）

神
谷
源
内

継
紙

1
16

17
手
紙
拝
読
の
こ
と

193
（
書
状
）

3月
26日

夏
目
勘
解
由

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
15.7

30.7
御
用
に
つ
き
、
倅
牛
五
郎
同
道
に
て
只
今
屋
敷
に
出
る
よ
う
に
伝
達
、
異
筆
に
て

包
紙
に
「
神
谷
成
右
衛
門
君
之
書
翰
、
弘
済
誌
之
」
と
あ
り

194
伊
勢
行
騰

伊
勢
守
貞
親
ほ
か

継
紙

1
21

300
内
題「
行
騰
之
書
」、伊

勢
流
に
関
す
る
書
か
。

195
（
書
状
）

10月
8日

慈
光
寺

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
15.9

52.9
慈
光
寺
焼
失
、観
音
堂
再
建
の
際
の
墓
所
改
修
に
つ
い
て

196
心
得
控

神
谷

継
紙

1
16.6

45.1
勤
方
、他
役
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
の
覚
、後
欠

197
（
書
状
）

11月
23日

岡
見
衛
士
　
奥
平
八
介

服
部
喜
右
衛
門

神
谷
源
内

切
紙

1
16.2

31.2
御
上
か
ら
の
病
気
見
舞

198
（
覚
）

切
紙

1
15.9

13.6
祝
儀
等
の
書
き
上
げ

199
（
覚
）来
ル
十
六
日
吉
辰
ニ
付

取
交
ヲ
極
ル

切
紙

1
15.9

48.2
赤
色
の
紙
、結
納
の
次
第
か

200
（
覚
）記

11月
8日

東
京
赤
坂
新
町
一
丁
目

□
□
屋
五
郎（
印
形
）

切
紙

1
14.2

25.7
扇
子
台
、扇
子
な
ど
の
納
品
書

201
（
書
状
）

御
用
間
中

神
谷
久
左
衛
門

切
紙

1
15.6

21.2
赤
色
の
紙
、只
今
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達

202
（
書
状
）

12月
12日

奥
平
主
税

神
谷
久
左
衛
門

切
紙

1
16.1

44.6
今
日
４
時
に
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達
、
包
紙
に
異
筆
に
て
天
明
３
年
と
あ
り
、

包
紙
裏
に
病
気
で
勤
仕
で
き
ず
、
か
つ
一
人
で
役
目
を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
、
褒

詞
を
貰
っ
た
旨
が
記
さ
れ
る

203
（
覚
）

享
保
7年
8月
改

切
紙

1
15.6

45.2
大
名
、旗
本
、御
家
人
、扶
持
を
も
ら
っ
て
い
る
町
人
等
の
人
数
と
石
高
の
書
上

204
屋
越
之
大
事

黒
屋
伊
右
衛
門
正
相

継
紙

1
18.7

183
表
題
の
ほ
か
、「
産
屋
蟇
目
射
様
次
第
」、「
鑓
合
弓
入
之
事
」も
所
収
、弓
法
関
係
の
伝
書

205
（
書
状
）

天
明
2年
12月

15日
奥
平
主
税

神
谷
久
左
衛
門

切
紙

1
16.1

42.3
四
時
に
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達
、
包
紙
に
「
元
〆
役
仰
付
、
但
、
御
勘
定
奉
行

御
陣
道
具
御
□
□
奉
行
兼
帯
被
仰
付
候
」
と
あ
り

206
（
包
紙
）

包
紙

1
16.4

19.3
養
父
源
内
正
之
妻
簗
瀬
右
衛
門
妹
也
、
母
人
様
御
自
筆
　
御
月
ノ
□
也
、
神
谷
源

内
弘
卓
改
」
と
あ
り

207
本
阿
弥
喜
三
次
下
札

本
阿
弥
喜
三
次

竪
紙

2
17

15.3
国
重
と
備
前
守
行
位
の
刀
の
極
札

207-2
竪
紙

32.4
6

208
（
書
状
断
簡
）

兵
庫
頭

神
谷
先
生

継
紙

1
16.8

27
209

（
書
状
）

4月
18日

継
紙

1
16.8

68
松
平
主
税
の
御
役
跡
に
つ
き
、小
出
助
四
郎
を
斡
旋
の
こ
と
。

210
（
封
筒
）

宮
内
少
輔

源
内

封
筒

1
19.5

10
内
事
と
あ
り

211
（
書
状
）

正
月
10日

山
崎
蔵
人

切
紙

1
16.5

37.5
明
日
四
時
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達
、
包
紙
に
異
筆
に
て
「
安
永
五
年
正
月
十
一

日
、
御
勘
定
奉
行
御
陣
道
具
兼
帯
」
と
あ
り
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212
（
書
状
）

8月
27日

生
田
四
郎
兵
衛
、

奥
平
壱
岐

神
谷
久
蔵

継
紙

1
18

19.1
明
日
四
時
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達
、
包
紙
に
異
筆
に
て
「
文
久
二
戌
年
八
月
廿

七
日
到
来
、
廿
八
日
御
目
付
御
役
被
仰
候
」
と
あ
り
、
奥
平
壱
岐
か
ら
の
言
葉
も

示
さ
れ
る
。

213
（
書
状
）

6月
17日

奥
平
求
馬

神
谷
成
右
衛
門

継
紙

1
15.8

33
十
八
日
八
時
に
屋
敷
へ
出
る
よ
う
に
伝
達
、裏
に
書
簡
の
草
稿
あ
り

214
（
書
簡
断
簡
）

松
平
渓
山

奥
平
左
衛
門
尉

継
紙

1
19.1

20.2
松
平
渓
山
は
薩
摩
藩
主
島
津
斉
宣
、
奥
平
左
衛
門
尉
は
中
津
藩
主
奥
平
昌
高
で
両

名
と
も
島
津
重
豪
の
子

215
（
書
状
）

御
目
付
中

神
谷
久
蔵

切
紙

1
14

29.7
御
目
通
差
控
の
と
こ
ろ
、御
免
と
な
っ
た
旨
を
通
知

216
（
覚
）

継
紙

1
16

95
中
西
一
刀
流
の
伝
書

217
（
覚
）

切
紙

1
17.1

37.8
青
色
紙
、業
務
書
留
、折
口
殿
へ
御
菓
子
差
上
、馬
場
先
へ
持
参
の
三
本
、く
じ
ら
等

218
（
書
状
）

寅
10月

23日
六
代
目
光
学
院

神
谷
源
内

継
紙

1
17

64.4
神
谷
源
内
の
離
檀
に
つ
い
て

219
（
俳
句
）

竪
紙

1
16

16.2
年
末
の
様
子
を
読
ん
だ
俳
句
三
句

220
（
書
状
）

正
月
29日

継
紙

1
16.1

25.9
玉
英
妙
玖
信
女
27回

忌
に
つ
き
供
物
を
送
る
旨

221
（
覚
）七
十

畊
叟

切
紙

1
14

13.2
古
希
の
祝
い
に
つ
い
て

222
（
書
状
）

牛
蔵

神
谷

継
紙

1
14.6

70.7
千
家
国
造
の
短
冊
を
送
っ
た
件

223
（
書
状
）

源
内

継
紙

1
15.6

51.7

224
（
書
状
）

神
谷
太
平
楽

継
紙

1
17.1

195
鉄
砲
稽
古
の
こ
と
に
つ
い
て
中
津
の
某
人
か
ら
の
手
紙
、
西
洋
式
に
か
わ
ら
な
い

等
の
内
容

225
（
書
状
）

10月
7日

御
目
付
中

神
谷
久
蔵

切
紙

1
14

23.6
目
通
差
し
控
え
仰
せ
つ
け
の
こ
と

226
（
書
状
）

神
谷
久
左
衛
門

神
谷
源
内

切
紙

1
15.5

17.2
227

（
覚
）

竪
紙

1
24

32.3
戒
名
書
上
、鉛
筆
筆
ま
じ
り
、神
谷
潤
亭
夫
妻
の
戒
名
な
ど
を
記
す

228
（
書
状
）

同
日

切
紙

1
15.9

31.4
薬
料
の
た
め
銀
子
を
遣
わ
す
、早
い
回
復
を
祈
る
内
容
、藩
主
か
ら
か
？

229
（
書
状
）

10月
5日

御
目
付
中

神
谷
久
蔵

切
紙

1
13.8

22.7
屋
敷
へ
の
出
る
よ
う
に
伝
達
、
裏
に
「
文
久
元
年
十
月
三
日
御
同
士
中
よ
り
□
出

席
□
□
ニ
付
出
席
致
候
処
、
八
月
廿
七
日
御
門
制
之
義
二
而
伺
之
上
差
控
被
成
仰

付
候
已
上
」
と
あ
り

230
（
書
状
案
）

9月
神
谷
久
蔵

継
紙

1
15.6

58.6
胸
痛
の
療
養
の
た
め
御
目
付
御
勘
定
奉
行
の
兼
帯
共
に
免
官
し
て
ほ
し
い
旨
を
上

申
す
る
内
容
、
取
次
岡
見
弥
兵
衛

231
火
矢
筒
薬
之
方

万
治
元
年
正
月
2日

吉
田
一
水
　
斬
卯
西
有
弘

竪
紙

1
28.7

33.4
砲
術
で
用
い
る
火
薬
の
調
合
を
示
す

232
（
書
状
）

継
紙

1
16

90
役
向
に
関
す
る
苦
情
な
ど

233
（
覚
）

切
紙

1
17.1

26.5
樽
時
斗
　
く
い
き
り
は
し
　
と
ふ
す
り
ハ
ケ
等
の
書
き
上
げ
、砲
術
関
係
か
。

234
入
寄
留
同
居
届

明
治
40年

4月
神
谷
鈴
吉

荏
原
郡
目
黒
村
戸

籍
夫
浅
海
源
次
郎

竪
紙

1
23.9

32.4
神
谷
久
蔵
宅
に
神
谷
鈴
吉
、
妻
す
ず
、
長
男
弘
業
、
長
女
て
る
、
次
男
源
が
同
居

す
る
届
出

235
寄
留
同
居
御
届
案

明
治
37年

12月
広
瀬
す
へ

荏
原
郡
目
黒
村
戸

籍
夫

綴
1

24.4
16.6

寄
留
届
の
案
２
枚
、
１
枚
目
は
広
瀬
す
へ
が
神
谷
久
蔵
宅
へ
寄
留
す
る
旨
、
２
枚

目
は
神
谷
鈴
吉
家
族
が
渋
谷
へ
引
っ
越
す
旨

236
戸
籍
抄
本
下
附
申
請

明
治
40年

12月
28日

神
谷
鈴
吉

下
谷
区
戸
籍
夫

竪
紙

1
23.9

32
押
印
あ
り
、朱
字
で
下
車
坂
と
あ
り

237
婚
姻
届

神
谷
弘
業
　
遠
藤
さ
き

綴
1

24.2
16.6
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238
出
生
届

明
治
30年

1月
9日

神
谷
鈴
吉

綴
1

25
17.1

次
男
源
の
出
生
届

239
婚
姻
引
移
當
都
合
御
照
会

明
治
14年

11月
神
谷
久
蔵

竪
帳

1
24.4

16.1
結
婚
に
伴
う
引
っ
越
し
及
び
婚
儀
の
段
取
り
に
つ
い
て

240
（
命
名
）

明
治
39年

11月
9日

神
谷
久
蔵

折
紙

1
31

39.8
命
名
　
源
、神
谷
久
蔵
の
印
あ
り

241
分
家
願

明
治
10年

1月
神
谷
久
蔵

大
分
県
大
属
馬
渕

清
純

竪
帳

1
24.5

17
弟
鈴
吉
の
分
家
届
、２
枚
目
以
降
は
地
券
の
写
し
な
ど
、朱
書
に
て
大
分
県
が
聞
き

届
け
る
旨
あ
り

242
（
覚
）

竪
帳

1
24.2

33.5
神
山
か
な
の
住
所
等
に
つ
い
て
、婚
姻
届
の
控
え
の
一
部
か

243
（
覚
）

竪
紙

1
24.2

35
242と

内
容
は
同
じ

244
婚
姻
届

明
治
35年

12月
8日

神
谷
弘
業
　
遠
藤
さ
き

竪
紙

1
24.2

35
245

婚
姻
届

神
谷
弘
業
　
遠
藤
さ
き

竪
帳

1
24.3

16.7
246

祝
物
覚
帳

明
治
29年

9月
吉
日

神
谷
弘
業

横
帳

1
12.4

34
祝
儀
の
書
き
上
げ

247
（
命
名
）

明
治
35年

3月
神
谷
久
蔵

折
紙

1
36

48.8
命
名
　
て
る

248
日
誌

明
治
39年

5月
～
明

治
40年

元
旦

神
谷

小
横

1
16.6

12
日
記
、
中
津
領
凱
旋
軍
人
に
対
し
、
奥
平
家
に
お
い
て
祝
賀
会
開
催
な
ど
の
記
述

あ
り

249
白
米
通

明
治
37年

8月
吉
日

舗
1

19
12.4

表
紙
の
み

250
茂
久
録

明
治
14年

11月
9日

神
谷
久
蔵

菅
沼
佐
俉
郎

切
紙

1
32.7

45.7
結
納
の
目
録

251
家
庭
園
芸

竪
紙

1
23.1

16.1
植
物
の
育
て
方
の
本
、春
秋
彼
岸
に
移
植
す
る
も
の
、睡
蓮
培
養
の
仕
方
な
ど
、途
中

に
港
の
風
景
を
描
い
た
絵
あ
り

252
証

明
治
33年

4月
15日

滝
浦
寅
三
郎

神
谷
お
春

舗
1

12.1
16

金
二
円
の
受
け
取
り
の
こ
と

253
縁
組
入
用
覚

明
治
20年

5月
9日

小
横

1
16.4

12.2
婚
礼
の
入
用
品
書
上

254
祝
き
か
い
物
帳

明
治
14年

9月
か
み
や

小
横

1
16.9

12.3
255

（
書
状
）

7月
19日

切
紙

1
17.5

28.9
御
用
の
た
め
明
20日

日
４
時
に
屋
敷
に
出
る
よ
う
に

256
茂
久
録

明
治
14年

9月
20日

菅
沼
佐
俉
郎

神
谷
久
蔵

切
紙

1
36

49
結
納
の
目
録

257
金
子
請
取
帳

明
治
28年

11月
17日

小
横

1
16.3

12
金
銭
の
出
入
り
に
つ
い
て

258
証

明
治
31年

9月
15日

家
禄
未
済
額
請
願
事
務
所
神
谷
源
内

竪
紙

1
15.3

13.8
第
190号

、金
一
円
の
領
収
書

259
証

明
治
31年

8月
27日

家
禄
未
済
額
請
願
事
務
所
神
谷
久
蔵

竪
紙

1
15.3

13.8
金
五
十
銭
の
領
収
書

260
東
京
府
士
族
授
産
金
額
顛
末

報
告

明
治
30年

4月
東
京
府
士
族
総
代

竪
紙

1
26.1

36
印
刷
物
、
士
族
授
産
金
を
用
い
た
事
業
失
敗
に
関
す
る
顛
末
及
び
、
事
業
清
算
に

伴
い
余
剰
金
の
分
配
を
実
施
す
る
旨

261
委
任
状

明
治
31年

7月
14日

神
谷
久
蔵

竪
紙

1
23.7

31.8
家
禄
不
足
額
請
願
の
件
は
岡
見
修
二
を
代
理
人
に
定
め
る

262
（
覚
）

明
治
34年

竪
紙

1
23.5

30.7
こ
ん
に
ゃ
く
版
、秩
禄
処
分
に
関
す
る
大
蔵
省
通
達
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の

263
証

明
治
31年

10月
23日

家
禄
未
済
額
請
願
事
務
所
神
谷
久
蔵

竪
紙

1
12.2

16.3
金
五
十
銭
の
受
取
に
つ
い
て

264
陸
軍
凱
旋
観
兵
式
紀
念
葉
書

明
治
39年

4月
30日

ハ
ガ
キ

1
9.1

13.9
記
念
切
手
を
貼
り
付
け
た
葉
書
、
包
紙
に
持
ち
主
神
山
直
賢
と
あ
り
、
内
阿
波
に
当

該
葉
書
が
金
一
円
で
流
通
し
て
い
る
た
め
、
売
却
し
な
い
よ
う
に
と
の
但
し
書
き

265
陸
軍
凱
旋
観
兵
式
紀
念
葉
書

明
治
39年

4月
30日

ハ
ガ
キ

1
9.1

13.9
軍
人
の
集
合
写
真
の
載
っ
た
葉
書
、包
紙
に
持
ち
主
神
山
直
賢
と
あ
り
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文
書
番
号

表
題（
内
容
）

年
月
日

作
成
者（
差
出
人
）

宛
名（
受
取
人
）

形
状

数
量

法
量

た
て
(㎝
)
法
量

よ
こ
(㎝
)

備
考

266
絵
葉
書

ハ
ガ
キ

1
14

9
下
谷
区
上
野
凱
旋
門
の
絵
葉
書
、未
使
用

267
絵
葉
書

ハ
ガ
キ

1
14

9
植
物
の
絵
の
描
か
れ
た
葉
書
　
未
使
用

268
絵
葉
書

ハ
ガ
キ

1
14

9.1
麻
布
兵
営
前
之
凱
旋
門
、未
使
用

269
絵
葉
書

ハ
ガ
キ

1
14

9.1
松
の
絵
の
描
か
れ
た
葉
書
、未
使
用

270
絵
葉
書

ハ
ガ
キ

1
14.2

9
万
世
橋
凱
旋
門

271
（
書
簡
）

1月
1日

前
田
晴
雄

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14.1

9
年
賀
状
、野
砲
兵
第
15聯

隊
272

（
書
簡
）

（
明
治
）30年

10月
25日

岡
見
修
二

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14.1

9
茶
話
会
開
催
の
相
談

273
（
書
簡
）

（
明
治
）25年

5月
6日

福
知
宜
一

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14.1

9
集
会
の
件
、龍
源
寺
に
来
寺
す
る
よ
う
に
伝
え
る

274
（
書
簡
）

（
明
治
）34年

8月
30日

岡
見
ク
ニ

神
谷
休
蔵

ハ
ガ
キ

1
14.2

9
岡
見
貞
次
郎
死
去
の
た
め
、実
家
へ
引
越
す
こ
と
を
知
ら
せ
る

275
（
書
簡
）

（
明
治
）32年

5月
13日

岡
見
辰
五
郎

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14

9
旧
藩
士
茶
話
会
の
出
席
に
つ
い
て

276
（
書
簡
）

（
明
治
）37年

6月
4日

岡
見
ク
ニ

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14.1

8.9
茶
話
会
の
様
子
を
尋
ね
る
内
容

277
（
書
簡
）

（
明
治
）31年

9月
2日

岡
見
修
二

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14

9
禄
割
運
動
費
の
納
入
の
お
願
い

278
（
書
簡
）

（
明
治
）34年

2月
27日

福
知
宜
一

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14.1

9
奥
平
昌
服
死
去
の
報

279
（
書
簡
）

（
明
治
）33年

3月
6日

岡
見
修
二

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14.1

9.1
茶
話
会
の
幹
事
会
開
催

280
（
書
簡
）

（
明
治
）31年

8月
11日

岡
見
修
二

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14

8.9
委
任
状
と
戸
籍
謄
本
を
至
急
送
付
す
る
よ
う
に
伝
え
る

281
（
書
簡
）

（
明
治
）36年

5月
22日

福
知
宜
一

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14.1

8.9
茶
話
会
の
開
催
に
つ
い
て

282
（
書
簡
）

（
明
治
）36年

5月
22日

鈴
木
と
ら

ハ
ガ
キ

1
14

9
用
事
済
み
次
第
返
信
す
る
旨
連
絡

283
（
書
簡
）

（
明
治
）38年

8月
前
田
晴
雄

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14

9.1
軍
事
郵
便
、暑
中
見
舞
い

284
（
書
簡
）

岡
見
修
二

神
谷
久
蔵

ハ
ガ
キ

1
14

8.9
家
禄
未
済
の
件
、23日

よ
り
三
田
龍
源
寺
に
て
集
会

285
（
書
簡
）

（
明
治
）44年

9月
20日

神
谷
と
よ

神
谷
は
る
子

ハ
ガ
キ

1
14

9
手
紙
へ
の
返
礼

286
感
謝
状

明
治
30年

6月
1日

東
京
府
知
事
久
我
通
久

神
谷
久
蔵

罫
線
用
紙

1
27.7

19.9
明
治
27・28年

の
戦
役
の
際
、軍
用
品
献
納
に
対
す
る
褒
章

287
（
廃
嫡
許
可
）

明
治
24年

8月
28日

東
京
府
赤
坂
区
長
近
藤

政
利

神
谷
久
蔵

罫
線
用
紙

1
27.5

19.8
明
治
24年

８
月
19日

付
け
、長
女
マ
ン
の
廃
嫡
願
を
許
可
す
る
。

288
復
禄
処
分
特
例

明
治
32年

12月
6日

罫
線
用
紙

1
24.4

33.1
復
禄
処
分
に
関
す
る
大
蔵
省
か
ら
の
特
例
、朱
字
書
き

289
馬
場
先
門
内
戦
陳
列
之
図

明
治
39年

4月
舗

1
39.7

55
枠
外
に
明
治
三
十
七
年
戦
役
陸
軍
凱
旋
観
兵
式
委
員
と
あ
り

290
落
款

4
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ABSTRACTS

Akihide ŌSHIMA 
On the "Biography of the Okudaira Family" (Okudaira-ke denki), formerly in the 
possession of Murakami Genshū (1745-1818), physician of the Nakatsu Domain.

The manuscript Okudaira-ke denki (Biography of the Okudaira Family), which appears to have 
been written in the late 18th or early 19th century, is a biography of the Okudaira family, which 
ruled the Nakatsu domain (Kyushu) from 1717 to 1871.
Unlike family histories of other clans, the author does not portray the current ruler of the domain 
at his time. He mainly describes the affairs of Okudaira Sadayoshi (1537-1599) and his eldest 
son Nobumasa (1555-1615), who developed a close relationship with Tokugawa Ieyasu (1543-
1616) in the late 16th century and laid the foundation for the rise of the Okudaira family. 
The authors of Okudaira-ke denki distorted historical facts to portray Okudaira Sadayoshi and 
Nobumasa as having followed Tokugawa Ieyasu earlier and more consistently than many other 
feudal lords. Undoubtedly, this book was written to support the legitimacy of the Okudaira 
family and strengthen its historical foundations.

Wolfgang MICHEL
On Ōe Gensen's License for Kurisaki-style Surgery and its Background

The history of the physicians of the Ōe family, who contributed significantly to the medical 
development of the Nakatsu region, begins in the 18th century with Ōe Gensen (c. 1710-1792). 
This study investigates the medical training and knowledge of Ōe Gensen on the basis of two 
medical licences written by a physician named Shimada Dōseki, together with various 17th- and 
18th-century manuscripts on Kurisaki-style surgery (Kurisaki-ryū kinsō geka) preserved in 
Nakatsu, Fukui, Kyōto, and Fukuoka. The two licenses are presented for the first time, together 
with a curriculum vitae of Ōe Gensen written in 1777 and two manuscripts on Kurisaki-style 
surgery.
The two medical licences show how Iberian medical knowledge was transmitted from the 
founder of Kurisaki-style surgery, Kurisaki Dōki Masamoto (ca. 1582 - 1651) to his adopted son 
Kurisaki Dōki Masakatsu, Torikai Dōkei, Shimada Dōseki, and finally to Aoki Sōzaemon (1731) 
and Ōe Gensen (1754).
After 30 years abroad, Kurisaki Dōki Masamoto systematically taught practical Western surgery, 
focusing on the treatment of a wide variety of wounds, cleft lips, fractures, dislocations, bites 
from poisonous animals, etc. He seems to have learnt little about anatomy and pathology. On his 
return to Japan, however, he acquired further medical knowledge from surgeons at the Dutch 
trading post in Nagasaki and from practitioners of traditional Sino-Japanese surgery. After his 
death, his teachings were continually expanded and updated by his descendants and their 
students. It was this flexibility that allowed 'Kurisaki-style surgery' to survive and even flourish 
throughout the Edo period.
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When Gensen received his license from Shimada Dōseki in 1754, Dutch-style surgery was on 
the rise, but there were still no centers of knowledge distribution for this discipline outside 
Nagasaki, and the vast knowledge and collections accumulated in some families of interpreters 
for the Dutch such as Narabayashi, Motoki, or Yoshio was not yet sufficiently appreciated in 
comparison to Kurisaki-style surgery spread by professional surgeons for all over the country.

Yōichi YOSHIDA
About the "History of Nakatsu Castle" (Nakatsu-jō enkaku shi)

Most of the old documents and records in Nakatsu City today date from after 1717, when the 
Okudaira clan moved from the Miyazu domain (Tango Province) to the Nakatsu domain (Buzen 
Province). The old manuscript Nakatsu-jō enkaku shi (History of Nakatsu Castle) presented in 
this paper describes the situation before the Okudaira clan entered Nakatsu, especially when the 
Kuroda clan and the Ogasawara clan ruled the domain. According to our research, this 
manuscript is probably the original text of the Nakatsu-ki (Chronicle of Nakatsu), which was 
published in a revised version by Yamamoto Sōdō in 1935.

Daiki YAMASHITA
On Murakami Denchō’s "Travelogue to Himeshima" (Himeshima kikō)

Murakami Denchō (1838-1906) was born as the third son of Sugimata Kenpo, a physician of the 
Akizuki Domain (Chikuzen). In June 1860 he was adopted by the Murakami family, a doctor 
from the Nakatsu Domain (Buzen), and in January 1865 he inherited the position of head of the 
family.
The travelogue Himeshima kikō was written by the young Murakami Denchō on the occasion of 
an excursion to Himeshima Island off the Kunitachi Peninsula (Kyushu) in the early summer of 
1862.
This period marked a turning point in Murakami Denchō's life, as he had been adopted by the 
Murakami family two years earlier and met the entrepreneur Murakami Sakuo (1847-1885) from 
the Mori Domain (Kyushu), with whom he would later become closely associated.

Yūki NAKAMURA
Harimaya Tokuemon's Petition for Smallpox Vaccinations

In many areas of late Edo Japan, the introduction of cowpox vaccination was driven by local 
clans and their administration. This paper focuses on Harimaya Tokuemon, a resident of the 
castle town of Nakatsu. In 1860, about a decade after Dr. O. Mohnike had succeeded in bringing 
active vaccine to Nagasaki from Batavia, this merchant submitted a petition to the 'ward elders' 



− 96 −

(machidoshiyori), proposing the establishment of a 'medical office' (go-ikansho) and the holding 
of a lottery (kujibiki-kōe) to raise funds. Although the petition was eventually returned, it serves 
as an important document showing the high expectations of the local population for smallpox 
vaccination. They were clearly aware of the benefits of this new type of vaccination, and a year 
later these educated, wealthy merchants supported the establishment of a 'medical hall' 
(igakukan) with generous financial donations.

Toshihiro SOGA
On the Catalogue of Historical Materials from the Kamiya Family

This research note provides a list of historical materials handed down by the Kamiya family, 
whose members served as samurai of the Nakatsu clan. Kamiya Hiroyoshi (Gennai), the head of 
the family in the late Edo period, compiled the Japanese-Dutch dictionary Rango Yakusen 
(Selected Dutch Translations) as a close attendant of the domain lord Okudaira Masataka. 
Recently, these materials have been entrusted to the Nakatsu History Museum. By sorting and 
indexing these valuable materials, a total of 288 items from the mid-18th century to the modern 
times were identified. In the process, a genealogy and other sources revealed new information 
about Kamiya Hiroyoshi and his son.
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中
津
市
歴
史
博
物
館
分
館
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
の
閉
刊
と

　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
歴
史
博
物
館
資
料
叢
書
へ
の
改
編
に
つ
い
て

　

平
成
一
五
年
よ
り
刊
行
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
分
館
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
で
す
が
、
本
年
を
以
て
一
区
切
り
と
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
資
料
叢
書
は
当
初
、
村
上
医
家
史
料
館
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
及
び
そ
の
成
果
発
表
の
た
め
、
九
州
大
学
と
中
津
市
が
共
同
で
発
刊
し
ま
し
た
。
の
ち

に
中
津
市
の
単
独
事
業
と
な
り
、
本
年
に
至
り
ま
す
。
そ
の
間
に
は
大
江
医
家
史
料
館
の
開
館
、
屋
形
家
史
料
な
ど
新
た
な
医
家
史
料
の
発
見
も
あ
り
ま
し

た
。
刊
を
重
ね
る
ご
と
に
、
評
価
の
定
ま
っ
た
資
料
が
増
え
、
他
館
か
ら
の
貸
出
や
研
究
者
か
ら
の
閲
覧
申
請
も
増
加
し
、
中
津
の
医
家
史
料
の
認
知
度
も

高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
国
立
科
学
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
医
は
仁
術
」
へ
の
資
料
出
陳
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
正
月
時
代
劇
「
風
雲
児
た
ち
︱
蘭
学
革
命
篇
」
の
放

映
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
自
治
体
と
し
て
は
は
じ
め
て
中
津
市
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
た
め
の
覚
書
を
締
結
、
中
津
市
・
津
山
市
・
津
和
野
町
の
連
携

協
定
「
蘭
学
・
洋
学　

三
津
同
盟
」
の
締
結
な
ど
、
市
の
内
外
か
ら
中
津
市
に
所
在
す
る
史
料
に
注
目
が
集
ま
る
機
会
も
増
加
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
蘭
学

の
里　

な
か
つ
」
に
お
け
る
学
術
的
基
盤
は
本
誌
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

編
集
者
代
表
で
あ
る
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
九
州
大
学
名
誉
教
授
を
中
心
に
、
文
理
横
断
的
か
つ
学
際
的
な
研
究
が
す
す
め
ら
れ
、
充
実
し
た
執

筆
陣
に
よ
る
質
の
高
い
論
考
は
、
自
治
体
の
刊
行
す
る
研
究
誌
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
し
た
。
現
在
で
は
一
般
に
流
布
す
る
多
く
の
洋
学
史
・
医
学
史

関
連
書
籍
に
本
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
等
が
引
用
・
参
考
文
献
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
蘭
語
訳
撰
』
と
『
中
津
バ
ス
タ
ー
ル
ド
辞

書
』
の
刊
行
は
洋
学
史
の
み
な
ら
ず
、
言
語
学
や
法
制
史
な
ど
多
分
野
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

中
津
市
の
体
制
も
徐
々
に
整
え
ら
れ
、
医
家
史
料
館
自
体
の
資
料
も
増
加
、
旧
歴
史
民
俗
資
料
館
の
建
造
物
修
理
な
ど
が
重
な
り
、
令
和
元
年
に
は
、
中

津
市
歴
史
博
物
館
を
新
設
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
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本
資
料
叢
書
は
歴
史
博
物
館
開
館
以
降
も
医
家
史
料
を
中
心
に
研
究
発
表
の
場
と
し
て
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
よ
り
幅
広
く
史
料
を
取
り

扱
い
、
さ
ら
な
る
研
究
の
充
実
を
図
る
た
め
、『
中
津
市
歴
史
博
物
館
資
料
叢
書
』
と
し
て
改
編
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
新
年
度
以
降
も
医
家
史

料
の
調
査
研
究
は
継
続
的
に
実
施
し
、
新
誌
に
お
い
て
発
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
長
年
に
わ
た
り
中
津
市
の
医
家
史
料
調
査
を
主
導
さ
れ
、
編
集
は
も
ち
ろ
ん
、
本
誌
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
ま
で
ご
担
当
頂
き
ま
し

た
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
先
生
、
学
生
時
代
か
ら
本
誌
の
刊
行
に
携
わ
り
、
本
務
ご
多
忙
の
中
毎
年
玉
稿
を
寄
せ
、
編
集
に
苦
心
し
て
頂
き
ま
し

た
、
久
留
米
大
学
文
学
部
の
吉
田
洋
一
教
授
、
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
の
大
島
明
秀
教
授
に
は
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
誌
に
お
き

ま
し
て
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
本
誌
閉
刊
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　

令
和
五
年
三
月

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
市
教
育
委
員
会
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